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第 1 章： CA Configuration Automation の概

要 
 

CA Configuration Automation は標準ベースのソフトウェア製品であり、 企

業の分散したハードウェアおよびソフトウェアのコンポーネントを、一元

化されたブラウザ ベースのウィンドウで管理できます。 CA Configuration 

Automation を使用することにより、以下のことができます。 

■ ユーザの企業内のサーバを検出 

■ それらのサーバにインストールされているオペレーティング システ

ム、データベースおよびソフトウェア アプリケーション コンポーネン

トを特定 

■ 複雑なデータ、情報および構成の設定に、コンポーネント内からアク

セス 
 

■ ユーザの企業内のサーバ間の関係および依存関係を特定 
 

■ サーバおよびサービス設定の変更および相違を検出 
 

■ ユーザのサービスのスナップショット（あるタイミングにおけるコ

ピー）を作成および保持 
 

■ ソフトウェア コンポーネントおよび設定ポリシーの、企業標準および

ベストプラクティスへの準拠を保証 

■ サービス内のソフトウェア コンポーネントの複数の属性に対する変

更を実行 

■ ユーザのサーバとサービスの修復に要する平均時間について、トラブ

ルシュートおよび改善を実行 

以下のセクションでは、CA Configuration Automation ソフトウェア コン

ポーネントについて説明し、重要な概念についての概要を示します。 
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CA Configuration Automation の概念 

このセクションでは、ユーザになじみのない可能性がある CA Configuration 

Automation 用語および概念について説明します。 このドキュメントには、

これらの用語およびその他の用語が簡潔に定義された用語集が含まれて

います。 

CA Configuration Automation は、ユーザの企業の分散したソフトウェア コ

ンポーネントを管理するための、2 つの異なる方法をサポートします。 

■ サーバ中心の管理は、ユーザの企業のインフラストラクチャを管理す

るニーズを満たします  

■ サービス中心の管理は、ユーザの企業全体にわたる複雑に階層化され

た アプリケーションやマルチ コンポーネント アプリケーションを管

理する上でのニーズを満たします 

CA Configuration Automation は、どちらの方法でもディスカバリ、スナップ

ショット、リフレッシュ、変更の検出、比較、およびルール コンプライ

アンス操作を提供します。 
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ディスカバリ 

サーバとソフトウェアを検索するためにディスカバリ操作を実行する

ネットワーク セグメントを識別できます。 各ネットワーク セグメントに

一意の名前を割り当てて、サーバをスキャンできます。 さらに、実行す

るスキャンのタイプおよび頻度を指定する管理プロファイルを定義する

ことができます。 その後、この管理プロファイルを 1 つ以上のネットワー

ク セグメントに割り当てて、企業全体にわたってディスカバリ操作を自

動化することができます。 

CA Configuration Automation は、組織のネットワーク全体にわたるサーバお

よびソフトウェア コンポーネントの、総合的で最新のインベントリを確

立することにより、ユーザの企業のアプリケーション管理を開始します。 

コンポーネントを検出すると、ディレクトリ、ファイル、レジストリ、デー

タベース テーブル、および構成パラメータを含む、アプリケーションの

完全なクロスプラットフォームのインベントリを詳細に取得できます。 

アプリケーション ベースのディスカバリの基準はブループリントです。

これは、CA Configuration Automation エージェントがサーバ上でアプリケー

ションを検索できるようにするために、そのアプリケーションの基本的な

構造をまとめたものです。 ブループリントについては、このセクション

で詳しく説明します  
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第 2 章： ブループリントの概要 
 

ブループリントはソフトウェア コンポーネントの概念的な定義またはメ

タデータです。 このメタデータは、以下の処理を行うためのディレクティ

ブおよびメカニズムを定義します。 

■ 指定されたコンピュータ上のソフトウェア コンポーネントを検出し

ます 

■ コンポーネントのファイル システムおよびデータベース エレメント

をキャプチャします 
 

■ コンポーネント内およびコンポーネント間の関係および依存関係を表

現および表示します 
 

■ 構成情報を検索、分析、および管理します 
 

■ 診断マクロを定義、実行、および解析します 

■ これらのすべてのエレメントに、推奨されるベスト プラクティス値を

定義します 
 

CA Configuration Automation は、構成および管理タスクを簡略化する標準化

された形式でブループリントを表示します。 CA は、共通で使用されてい

るソフトウェア コンポーネントの、事前定義済みブループリントのライ

ブラリを提供します。 既存のブループリントを編集したり、カスタム ブ

ループリントを作成することもできます。 
 

サービス 

CA Configuration Automation では、サービスは、1 つ以上の管理対象サーバ

で実行されているソフトウェア コンポーネントのコレクションとして定

義されます。 ユーザは、検出する必要があるサーバ、サーバ グループ、

および関連するコンポーネント ブループリントを指定することで、サー

ビスを定義できます。 通常、企業内の一意のビジネス機能に対して 1 つの

サービスが充当されますが、企業内では 1 つのサービスのインスタンスを

複数稼働されることもできます。 

CA Configuration Automation では、構成詳細、依存関係と制約ルール、ファ

イル システム エレメント、ランタイム ログ、診断、ユーティリティ、お

よびコンポーネントのインベントリを含む、すべてのサービスの標準化さ

れた注釈付きのビューが表示されます。  
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［プロファイル］ 

プロファイルを使用すると、ユーザは以下のプロファイルを使用する CA 

Configuration Automation ディスカバリおよび管理操作を自動化すること

ができます。 

■ アクセス プロファイルはサーバと関連付けられ、サーバ アクセスおよ

びエージェント インストールのルールを提供します。 

■ ネットワーク プロファイルは、サーバを検出するための操作ルールを

提供します。 

■ 管理プロファイルはネットワークおよびサーバ レベルで作成して割

り当てると、ディスカバリ、ブループリント、およびソフトウェア管

理タスクを管理することができます。 

■ 通知プロファイルには、ある操作が実行されるときに送信される電子

メール メッセージを作成するための通知詳細が格納されます。 
 

スナップショット 

CA Configuration Automation は、スナップショットを使用して企業をモニタ

することで、コンポーネントまたはサーバ内の変更を検出できます。 ス

ナップショットは、サーバまたはサービスのソフトウェア構成のある時点

のコピーです。 ユーザは自動的にアプリケーションのインベントリを再

キャプチャして構成データを十分な詳細のスナップショットにアーカイ

ブし、それをトラブルシューティング、レコード保持、またはリリース管

理、およびマイグレーション計画に使用することができます。 

また、スナップショットを［ゴールド基準］として指定し、監査および変

更の検出のベースラインとして、スナップショット内のアプリケーション

の状態に使用することができます。 
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ルール コンプライアンス 

CA Configuration Automation が収集する詳細情報の使用およびルール コン

プライアンス操作の実行により、複雑なアプリケーションの、内部および

規定のコンプライアンスとの適合が保証されます。 CA Configuration 

Automation は、アプリケーションの制御を支援して柔軟で綿密なポリシー

定義を備えたベスト プラクティスを確立し、さらにユーザ定義のルール

の適用を自動化します。 企業のパフォーマンス構成、セキュリティの設

定、および従属変数の監査はアプリケーションのインフラストラクチャを

強固にし、エラーの出やすい手動のレビューから組織を解放します。 
 

CA Configuration Automation コンポーネント 

CA Configuration Automation ソフトウェアには、以下のコンポーネントが含

まれます。 

■ CA Configuration Automation サーバ 

■ CA Configuration Automation データベース 

■ CA Configuration Automation エージェント 

■ CCA グリッド ノード 

■ CA Network Discovery Gateway 

■ CA EEM 

■ BusinessObjects レポート サーバ 

これらのコンポーネントについては、以降のセクションで説明します。  
 

CA Configuration Automation サーバ 

CA Configuration Automation サーバ では、一貫したストレージ管理、デー

タ アクセス制御、および CA Configuration Automation エージェントとの通

信管理を行う中央レジストリとして動作する、ブラウザ ベースのユーザ 

インターフェースが提供されます。  CA Configuration Automation サーバ に

より、ディスカバリ、構成、調整、および分析機能を含めた製品の操作の

すべての局面が制御されます。 CA Configuration Automation サーバ は、す

べての Windows サーバからサポートされているブラウザでアクセスする

ことができます。  
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CA Configuration Automation データベース 

CA Configuration Automation データベース には、収集された CA 

Configuration Automation データおよび構成情報がすべて格納され、これに

は以下のものがあります。 

■ サーバ構成（ハードウェア、ソフトウェア、システム情報） 

■ サービス構成とコンポーネント 

■ サーバおよびサービスのスナップショット 

■ ジョブ スケジューラ情報 

■ カスタム レポート定義 

■ カスタム ブループリント 

CA Configuration Automation サーバ のインスタンスはそれぞれ対応する

データベース インスタンスを必要とします。 複数の CA Configuration 

Automation サーバ は、同じデータベース サーバ上の同じデータベースを

共有できますが、各サーバは、データベース インスタンス内にデータを

格納するための専用のテーブルスペースおよびテーブルのセットを保持

している必要があります。 
 

CCA エージェント 

CA Configuration Automation エージェントは軽量の実行可能ファイルで、

ユーザの企業の CCA 管理対象サーバ上で実行されているサービス ブルー

プリント ベース コンポーネントの、サーバを対象にする操作を検査し、

実装します。 CCA エージェントは、サーバとソフトウェアの両方の構成に

関して詳細な構成管理を実行できます。 

CA Configuration Automation エージェントは、UNIX ベースのサーバ上に

デーモンとして、または Windows ベースのサーバ上にサービスとしてイ

ンストールされます。 
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CA Configuration Automation でサーバおよびサービスを詳しく管理するに

は、CA Configuration Automation エージェントを企業内のすべての管理対象

サーバにインストールする必要があります。 また、CA Configuration 

Automation サーバ コンポーネントの検出および管理を行うには、各 CA 

Configuration Automation サーバ マシンに CA Configuration Automation エー

ジェントをインストールすることをお勧めします。 

注： CA Configuration Automation は、対象のシステムに関して、SSH を使用

したエージェント不要の安全な問い合わせおよび監視機能も提供します。 

このオプションは、エージェントのインストールを実行できない場合、ま

たはプラットフォームで CA Configuration Automation エージェントがサ

ポートされていない場合の代替として実行できます。 
 

CCA グリッド ノード 

グリッド処理は、複数のグリッド ノードに処理の負荷を分散させてパ

フォーマンスを向上させるために使用されます。 1 台のサーバで複数のス

レッドを使用して、複数の CCA グリッド ノードをサポートすることがで

きます。 CA Configuration Automation の処理はグリッドに対応しており、

処理を独立した実行可能エンティティに分割することができます。 これ

らの実行可能エンティティは、グリッド サーバ、グリッド ノード、およ

びスレッドに分散して実行されます。 

CCA グリッド ノードは Linux、UNIX および Windows のプラットフォームで

サポートされており、各プラットフォーム専用のインストール プログラ

ムがあります。 CCA グリッド ノードをインストールし、CA Configuration 

Automation サーバ にそれを登録した後は、CA Configuration Automation 

ユーザにとってグリッド処理は不可視になります。 
 

CA ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ 

NDG サーバは、企業内のサーバおよびサービスの場所を特定し監視する 

CA Configuration Automation のディスカバリ処理を行います。 CA 

Configuration Automation サーバ をインストールする前に、サポートされて

いる Windows プラットフォームに NDG サーバをインストールする必要が

あります。 CA Configuration Automation インストール プログラムによって、

NDG サーバの名前、およびディスカバリ処理に使用するポートの入力が求

められます。 
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CA EEM 

CA Embedded Entitlements Manager（CA EEM）は、CA Configuration Automation 

ユーザ インターフェースに対してユーザやグループの管理およびロール

ベースの認証サービスを提供します。 
 

Business Objects 

Business Objects は CA Configuration Automation に付属するサードパーティ

製のビジネス インテリジェンス プラットフォームであり、対話型のレ

ポート機能を提供します。 事前定義済みの CA Configuration Automation レ

ポートが Business Objects サーバ上でホストされます。 
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第 3 章： CA Configuration Automation ユー

ザ インターフェースの使用 
 

この章では CA Configuration Automation ブラウザ ベースのユーザ イン

ターフェースを紹介します。 コマンド ライン インターフェース（CLI）の

詳細については、「コマンド ライン インターフェースの使用 (P. 527)」を

参照してください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA Configuration Automation へのログイン (P. 28) 

CA Configuration Automation UI の概要 (P. 29) 

テーブル ビューでのフィルタリング (P. 36) 

共通のテーブル アクション (P. 39) 
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CA Configuration Automation へのログイン 

ユーザ インターフェースにアクセスするには、CA Configuration Automation 

にログインします。 初めてログインする場合は、正しい URL を入力し、

デフォルトまたはユーザ定義の CCA 管理者ユーザとしてログインします。 

UI にアクセスすると、パスワードを変更できます。 

次の手順に従ってください： 

1. サポートされている Web ブラウザを開き、アドレス フィールドに以

下のような適切な URL を入力します。 

http://<server>:port/CCAUI.html  

http://<server>:port/CCAUI.jsp 

<server> 

インストール中に入力した CA Configuration Automation サーバ名を

定義します。 

port 

インストール中に入力したポート番号を定義します。 

デフォルト： 8080 

CA Configuration Automation のログイン ページが表示されます。 

2. （オプション）ブラウザ ツールバーの［お気に入り］をクリックし、

メニューから［お気に入りに追加］を選択して、ログイン ページをお

気に入りの Web ページに追加します。 

3. ログイン ページで、以下のいずれかのアクションを完了し、［ログイ

ン］をクリックします。 

■ CA Configuration Automation サーバ のインストール中にデフォルト

の CCA 管理者を使用した場合、［ユーザ名］および［パスワード］

フィールドに「ccaadmin」を入力します。 

■ CA Configuration Automation サーバ のインストール中にデフォルト

の CCA 管理者を使用しなかった場合、CCA 管理者に指定した名前

およびパスワードを入力します。  

［タスク］パネルが表示され、ログインしている管理者ユーザが表示

されます。 ユーザが関連するパスワードを変更できるリンクも表示さ

れます。 
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CA Configuration Automation UI の概要 

CA Configuration Automation にログインすると、［タスク］パネルがデフォ

ルトで表示されます。 

右上のリンクから以下の主な UI パネルにアクセスできます。 

■ 管理 

■ ダッシュボード 

■ 環境管理 

■ タスク 

各パネルには、オンライン ヘルプ システムへのリンクが存在します。 以

下のセクションでは、各パネルについて簡単に説明します。 
 

管理パネル 

日々のほとんどの構成管理操作は［管理］パネルで完了します。 

関連するタイプのオブジェクトを作成、表示、管理するには、［管理］パ

ネルで以下のタブを使用します。 

■ サービス 

■ サーバ 
 

■ ソフトウェア 
 

■ ネットワーク 
 

■ ブループリント 
 

■ コンプライアンス 
 

■ 修復 
 

■ ジョブ 
 

■ ログ 

■ レポート 
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管理タブ ページにはそれぞれ、そのページで定義されるオブジェクトを

リスト表示するテーブルが含まれます。 オブジェクトはテーブルに手動

で、またはディスカバリ操作の結果として追加できます。 別のアプリケー

ションからオブジェクトをインポートできます。または、CA Configuration 

Automation インストール プログラムにより、事前定義済みデータとして

別のアプリケーションのオブジェクトをインストールできます。 
 

［レポート］タブを除いて、すべての管理タブに［フィルタ］ペインが含

まれています。このペインでフィルタし、選択したオブジェクトのみを表

示します。 フィルタの作成に関する詳細については、「テーブル ビュー

でのフィルタリング (P. 36)」を参照してください。 
 

ほとんどの管理タブにはまた、管理アクションを選択できる以下のドロッ

プダウン リストが含まれます。 

アクションの選択 

オブジェクトおよび操作を実行、管理、エクスポート、削除するため

のオプションが含まれています。 

テーブル ビュー 

デフォルト テーブル ビューまたは自分で作成するカスタム ビューを

表示するためのオプションが含まれています。 

テーブル アクション 

オブジェクト（サーバやサービスなど）を作成またはインポートする

ためのオプションと以下の共通タスクが含まれています。 

■ Excel にエクスポート 

■ 印刷 

■ テーブル ビューの構成 

すべてのタブ ページにある［テーブル アクション］ドロップダウン リ

ストに共通タスクがリスト表示されます。 共通タスクの詳細について

は、「共通のテーブル アクション」を参照してください。  

［管理］パネルの詳細については、関連するタブに対応するセクションを

参照してください。 
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ダッシュボード パネル 

ダッシュボード パネルには、［グラフ］および［ビジュアル］の 2 つのタ

ブが含まれます。 

［グラフ］タブ 

［グラフ］タブでは、［ダッシュボード］および［グラフ］の 2 つのフォ

ルダが含まれる［ダッシュボード］ペインを使用できます。 ［ダッシュ

ボード］フォルダには、CA Configuration Automation で管理するオブジェク

トのグラフィカルなサマリを表示する、以下の事前定義済みダッシュボー

ドが含まれます。 

■ VM ホスティング サーバ   

■ VM ゲスト ソフトウェア コンポーネント  
 

■ VM ゲスト サーバ  
 

■ 仮想化  
 

■ ソフトウェア コンポーネント  
 

■ サービス  
 

■ サーバ（管理対象外）  
 

■ サーバ（管理対象）  
 

■ サーバ  
 

■ コンプライアンス  
 

■ 通信関係  

■ 変更履歴  
 

［グラフ］フォルダには、関連するグラフが含まれる以下のサブフォルダ

が含まれます。 

■ すべてのグラフ  

■ サーバ 
 

■ 関係 
 

■ 仮想環境 
 

■ アプリケーション 
 

■ ソフトウェア コンポーネント 
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■ サービス 
 

■ ルール コンプライアンス  
 

■ 変更の検出 

■ グリッド情報  
 

ダッシュボード、およびそれに対応するグラフには、それらを表示、構成、

削除、およびリフレッシュするためのオプション、また情報をどのように

表示するかを変更するためのオプションが含まれています。 さらに、新

しいダッシュボードやカスタム ダッシュボードを作成することができ、

他の CA Configuration Automation 実装との、ダッシュボードのインポート

やエクスポートも可能です。 

［ダッシュボード］パネルの詳細については、「ダッシュボード (P. 459)」

を参照してください。 
 

［ビジュアル］タブ 

［ビジュアル］タブでは、［グラフ］および［テンプレート］の 2 つのフォ

ルダが含まれる［ビジュアル］ペインを使用できます。 ［グラフ］フォ

ルダおよび［テンプレート］フォルダには両方とも、以下のサブフォルダ

が含まれます。 

■ アプリケーション 

■ サーバ 
   

■ サービス 

■ ソフトウェア コンポーネント 
 

［グラフ］サブフォルダ内の事前定義済みビューを表示したり、［テンプ

レート］サブフォルダ内のビューを表示、変更、および保存してカスタム 

グラフを作成したりできます。 

［ビジュアル］パネルの詳細については、「ビジュアル (P. 470)」を参照

してください。 
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環境管理パネル 

以下の［環境管理］パネル タブでは、CA Configuration Automation ユーザ

の定義と管理、CA Configuration Automation サーバ設定の表示と構成、ポー

ト ベースの通信マッピングの管理を行います。 

構成 

以下のページが含まれています。 

プロパティ 

CA Configuration Automation の外観と動作を表示し、編集するため

の設定が含まれています。 

セキュリティ証明書 

CA Configuration Automation サーバ および CA Configuration 

Automation エージェントを作成および管理するための設定が含ま

れています。 

通信マッピング 

製品がポートを介して一般的に使用するポート番号および通信タ

イプをリスト表示します。 このページで、通信タイプの設定を編

集できます。 

アプリケーション マッピング 

関連するアプリケーションの標準インストール ディレクトリを識

別するアプリケーションおよび正規表現をリスト表示します。 こ

のページで、マッピングを追加、編集、管理できます。 

詳細については、「構成の設定」を参照してください。 
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アクセス管理 

CA EEM 統合機能を提供する以下のアクセス管理ページにリンクして

います。 

ユーザ 

ユーザを作成および管理するための機能を提供します。 

ポリシー 

特定の CA Configuration Automation 機能へのユーザ アクセスを管

理するための機能を提供します。 

構成 

ユーザおよびユーザ グループ情報の格納場所およびアクセス元を

指定します。  

詳細については、「アクセス管理の構成」を参照してください。 
 

ネットワーク 

Network Discovery Gateway がインストールされているサーバを表示す

る［Network Discovery Gateway］テーブルが含まれています。 このペー

ジから NDG サーバの作成、管理、および削除ができます。 
 

Catalyst 統合 

事前定義済みおよびカスタム Catalyst 属性プロファイルを表示する

［Catalyst 属性プロファイル］テーブルが含まれています。 このペー

ジから［Catalyst 属性プロファイル］を作成、インポート、エクスポー

ト、編集、削除、およびコピーすることができます。 
 

プロファイル 

事前定義済みおよびカスタムの Catalyst 属性プロファイルを定義

します。CA Catalyst サーバにエクスポートする CI を決定できます。 
 

ジョブ 

CA Configuration Automation から Catalyst サーバに発行される情報

（サーバ、サービス、ストレージ システム、またはブループリン

ト）を指定します。 
 

ログ 

プロファイルおよびジョブに関連する操作をログ記録します。 
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診断 

以下の診断ページにリンクしています。 

CCA 情報 

UI に関する構成詳細および CA Configuration Automation 統合を表

示します。 

データベース情報 

CA Configuration Automation データベース およびデータベース ス

キーマに関する構成の詳細を表示します。 
 

グリッド情報 

すべてのグリッド ノードの詳細を表示します。 このタブにはまた、

テーブル ビューまたはツリー ビューで CA Configuration 

Automation サーバ グリッド ジョブが表示されます。 
 

分散ロック情報 

グリッドの間でサービスの割り当てを調整するために、グリッド

の間で共有されるロックを指定します。 ロックはスケジュールさ

れたジョブが実行される場所のサーバ詳細を提供します。 サービ

スが割り当てられ、エラーが発生した場合、再度割り当てられま

す。 
  

診断の収集 

CA Technologies Support が CA Configuration Automation サーバ また

は CA Configuration Automation サーバ グリッド ノードの問題をト

ラブルシューティングするためにリクエストする情報を収集しま

す。 

ログ アーカイブ 

ログが最大のストレージ サイズ制限を超えるときにアーカイブさ

れるログを指定します。 
 



テーブル ビューでのフィルタリング 
 

36  ユーザ ガイド 
 

データ移行 

CA Cohesion CCA からデータを移行するための以下のオプションを提

供します。 

■ Cohesion データベースから CA Configuration Automation 12.6 へ  

■ Cohesion データベースから JAR ファイルへ  

■ JAR ファイルから CA Configuration Automation データベースへ   

■ CA Cohesion ACM から CA Configuration Automation r12.6 にセキュリ

ティ証明書をインポートします。 

CA Cohesion ACM から CA Configuration Automation にデータを移行する

方法の詳細については、「CA Cohesion ACM からのデータの移行」を参

照してください。 
 

タスク パネル 

［タスク］パネルを使用して、以下の一般的なタスクを完了します。 

■ ネットワークの検出 

■ アクセス プロファイルおよびエージェント展開 
 

■ サービスの検出  
 

■ コンプライアンス ジョブの実行 

■ エージェントの検索およびアップグレード 

タスクをクリックすると、そのタスクの詳細な説明、およびそのタスクを

完了するのに必要なサブタスクにリンクするナビゲーション ボタンが含

まれるウィザードが開きます。 
 

テーブル ビューでのフィルタリング 

各［CA Configuration Automation 管理］タブ ページ（サービス、サーバ、

ネットワーク、ブループリント、コンプライアンス、修復、ジョブ、ログ、

レポート）には、対応するオブジェクトの詳細を表示するテーブルが含ま

れています。 これらのテーブルは、非常に大きくなる場合があります。 大

量のテーブル データを簡単に扱うには、重要なオブジェクトのみを表示

するフィルタを作成します。 
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テーブル データをフィルタする方法 

1. 9 つのタブ ページのうちのいずれかを開きます。 

ページに対応するテーブルが表示されます。 たとえば、ユーザが［サー

バ］タブを選択すれば、ページには［サーバ］テーブルが表示されま

す。 

2. ドロップダウン リストからオプションを選択するか、または以下の

フィールドに入力してフィルタを作成します。 

列 

フィルタするテーブル内の列を指定します。 ドロップダウン リス

トには、フィルタできるテーブル内の各列のオプションが含まれ

ています。 

値 

フィルタの対象となる、選択した列内の値を指定します。 ドロッ

プダウン リストによっては、［列］フィールドで選択された列の

値のオプションが含まれます。 利用可能なオプションがない場合

は、フィールドにテキスト文字列を入力する必要があります。 
 

注： 

■ ［値］フィールドは、大文字と小文字を区別しません。 

■ 文字列は正確に一致する必要があり、部分的に一致する場合は

結果が返されません。 たとえば、［ブループリント］テーブル

にすべての「Apache ブループリント」を表示する場合、

「Apache」と入力しても、ブループリントは返されません。  

■ ワイルドカードがサポートされています。 ワイルドカードとし

てアスタリスク（*）またはパーセント記号（%）を使用できま

す。たとえば「Apache*」は、Apache（Apache Tomcat Servlet Engine、

Apache HTTP サーバなど）で始まるすべてのブループリントを

返します。 
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3. （オプション）より複雑なフィルタを作成するには、さらにフィルタ

基準を追加します。 

a. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

■ And - ［列］および［値］フィールドの両方のエントリに一致

するオブジェクトをテーブルに表示するように指定します。 

■ Or - ［列］および［値］フィールドのどちらかのエントリと一

致するオブジェクトをテーブルに表示するように指定します。 

b. 2 番目の［列］のドロップダウン リストからオプションを選択し

ます。 

c. 2 番目の値列内に値を入力するか、または選択します。 

たとえば、［ブループリント］ページで最初の［列］フィールド

をブループリント名に設定し、最初の［値］フィールドを「Apache*」

に設定、2 番目のフィールド ペアを「ブループリント バージョン」

および「1.0.0」にし、［And］オプションを選択してフィルタを作

成すると、バージョン 1.0.0 の Apache ブループリントが表示され

ます。 ユーザが［Or］オプションを選択した場合は、テーブルに

は Apache で始まるブループリント（バージョンにかかわらない）

およびバージョン 1.0.0 のブループリント（名前にかかわらない）

がすべて表示されます。 

4. ［リフレッシュ］ボタンをクリックします。 

テーブルは、フィルタ条件と一致するオブジェクトの行を表示します。 
 

フィルタをクリアし、すべてのテーブル データを表示する方法 

1. 8 つのタブ ページのうちのいずれかを開きます。 

ページに対応するテーブルが表示されます。  

2. 以下のいずれかを実行します。 

■ フィルタのフィールドをクリアするには、［リセット］をクリッ

クします。 

■ 両方の［列］のドロップダウン リストから空白のエントリを選択

します（空白オプションは、メニューの最初のエントリです。最

初のテキスト オプションの上に表示されます）。 

3. ［リフレッシュ］ボタンをクリックします。 

フィルタがクリアされ、テーブルには、テーブル データの最初の 50 行

が表示されます（51 行から先は別ページに表示されます。1 ページに 

50 行です）。  
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共通のテーブル アクション 

各［CA Configuration Automation 管理］タブ ページ（［サービス］、［サー

バ］、［ネットワーク］、［プロファイル］、［ジョブ］、［ブループリ

ント］、［レポート］、［修復］）には、対応するオブジェクトの詳細を

表示するテーブルが含まれています。 各テーブルには［テーブル アクショ

ン］ドロップダウン リストがあり、ページに固有のテーブル アクション

およびすべてのテーブルに共通な以下の 3 つのオプションが含まれてい

ます。 

■ Excel にエクスポート 

■ 印刷 

■ テーブル ビューの構成 

これらについては、次のセクションで説明します。 
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テーブル データを Excel にエクスポートする 

テーブル データと列ヘッダを Microsoft Excel スプレッドシートにエクス

ポートして、CA Configuration Automation ユーザとして設定されていない人

達と CA Configuration Automation データを共有することができます。  

テーブル データを Excel にエクスポートする方法 

1. エクスポートするテーブルがあるタブ ページを開きます。 

2. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［Excel にエクス

ポート］を選択します。 

［ファイルをダウンロード］ウィンドウが表示され、ファイルを開く

か保存するように指示されます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［保存］をクリックして、ファイルの名前と場所を入力し、［保

存］をクリックします。 

指定した場所にファイルが保存されます。 

■ ［開く］をクリックします。 

テーブル データが Excel に表示されます。 エクスポートしたデー

タをファイルとして保存するには、［名前を付けて保存］を選択

します。 

 
 

テーブル データの印刷 

紙の写しが必要な場合は、テーブル データを印刷できます。 

次の手順に従ってください： 

1. 印刷するテーブルがあるタブ ページを開きます。 

2. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［印刷］を選択し

ます。 

テーブル データがプリンタに送信されます。 
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テーブル ビューの作成 

テーブル（たとえば［サーバ］テーブル）が含まれるタブ ページには、

［テーブル アクション］ドロップダウン リストに［テーブル ビューの作

成］オプションも含まれています。 このオプションを使用して、ユーザ

の個人的な好みに合わせてテーブルの内容を表示するカスタム テーブル 

ビューを定義します。 

テーブル ビューを作成する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次にエレメント テーブル（たとえば

［サーバ］タブ）が含まれるタブ ページが表示される任意のタブをク

リックします。 

タブのページが表示されます。この例では、タブ ページに［サーバ］

テーブルが含まれます。 

2. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［テーブル ビュー

の作成］を選択します。 

［テーブル ビューの作成］ウィザードの［詳細］ページが表示されま

す。 
 

3. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

名前 

テーブル ビューの名前を指定します。 

リフレッシュ間隔 

テーブルが自動的にリフレッシュされるレート（秒）を指定しま

す。 
 

ページ サイズ 

1 ページ当たりのテーブルの行の最大数を指定します。 
 

並べ替え列 

並べ替え順序を決定するために使用する列を指定します。 たとえ

ば、［サーバ名］列を選択した場合、サーバ名がアルファベット

順に並べ替えられます。 ［作成日付/時刻］列を選択すると、サー

バ名が時系列で並べ替えられます。 
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並べ替え順 

［昇順］または［降順］を指定します。 たとえば、列がアルファ

ベット順に並べ替えられ、並べ替え順序が［昇順］に設定される

と、A から Z の順序になります。 

共有ビュー 

 このビューをすべてのユーザに利用可能にするか、またはテーブ

ル ビューの作成者にのみ利用可能にするかどうかを指定します。 

［列］ページが、すべての利用できる列を表示した［選択された列］

フィールドと共に表示されます（つまり、デフォルトでは、テーブル

は利用可能な列をすべて表示します）。 
 

4. このカスタム ビューから削除する［選択された列］フィールド内の 1 

つ以上の列をダブルクリックします。 

選択した列は［使用可能な列］フィールドに移動されます。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
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6. ドロップダウン リストからオプションを選択するか、または以下の

フィールドに入力してフィルタを作成します。 

列 

フィルタするテーブル内の列を指定します。 ドロップダウン リス

トには、フィルタできるテーブル内の各列のオプションが含まれ

ています。 

値 

フィルタの対象となる、選択した列内の値を指定します。 ドロッ

プダウン リストによっては、［列］フィールドで選択された列の

値のオプションが含まれます。 利用可能なオプションがない場合

は、フィールドにテキスト文字列を入力する必要があります。 

注： 

■ ［値］フィールドは、大文字と小文字を区別しません。 

■ 文字列は正確に一致する必要があり、部分的に一致する場合は

結果が返されません。 たとえば、［ブループリント］テーブル

にすべての「Apache ブループリント」を表示する場合、

「Apache」と入力しても、ブループリントは返されません。  

■ ワイルドカードがサポートされています。 ワイルドカードとし

てアスタリスク（*）を使用できます。たとえば「Apache*」は、

Apache（Apache Tomcat Servlet Engine、Apache HTTP サーバなど）

で始まるすべてのブループリントを返します。 
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7. （オプション）より複雑なフィルタを作成するには、さらにフィルタ

基準を追加します。 

a. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

■ And - ［列］および［値］フィールドの両方のエントリに一致

するオブジェクトをテーブルに表示するように指定します。 

■ Or - ［列］および［値］フィールドのどちらかのエントリと一

致するオブジェクトをテーブルに表示するように指定します。 

b. 2 番目の［列］ドロップダウン リストからオプションを選択しま

す。 

c. 2 番目の値列内に値を入力するか、または選択します。 

たとえば、［ブループリント］ページで最初の［列］フィールドをブ

ループリント名に設定し、最初の［値］フィールドを「Apache*」に設

定、2 番目のフィールド ペアを「ブループリント バージョン」および

「1.0.0」にし、［And］オプションを選択してフィルタを作成すると、

バージョン 1.0.0 の Apache ブループリントが表示されます。 ユーザが

［Or］オプションを選択した場合は、テーブルには Apache で始まるブ

ループリント（バージョンにかかわらない）およびバージョン 1.0.0 の

ブループリント（名前にかかわらない）がすべて表示されます。 

8. ［完了］をクリックします。 

カスタム テーブル ビューが作成され、［テーブル ビュー］テーブル

に表示されます。 
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第 4 章： サービス管理 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

サービスの概要 (P. 46) 

ウィザードを使用したサービスの作成 (P. 46) 

サービス プロファイラからのサービスおよび管理プロファイルの作成 (P. 
49) 

サービスの削除 (P. 67) 

サービスのエクスポート (P. 67) 

サービスのインポート (P. 68) 

サービス コンポーネントの表示 (P. 69) 

サービス スナップショットの作成 (P. 70) 

サービス変更検出の実行 (P. 71) 

サービスまたはコンポーネントを比較 (P. 77) 

サービス ルール コンプライアンスの実行 (P. 80) 

サービスのリフレッシュ (P. 86) 

サービス ディスカバリの実行 (P. 87) 

Telnet を使用するコンポーネント ディスカバリの設定 (P. 88) 

サービスのレポート アクション (P. 92) 

サービス ディスカバリの停止 (P. 93) 

ビジュアル UI での関係および管理操作結果の表示 (P. 94) 

管理プロファイル (P. 95) 

通知プロファイル (P. 121) 

スケジュール ジョブの表示 (P. 126) 

サービス ログの表示 (P. 128) 

サービス詳細の表示および編集 (P. 129) 

サービスへのサーバの追加 (P. 129) 

サービスへのサーバ グループの追加 (P. 131) 

サービス コンポーネントの管理 (P. 132) 

サービス スナップショットの管理 (P. 138) 
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サービスの概要 

サービスとは、1 つ以上の管理対象 CA Configuration Automation サーバ上で

実行されている、ソフトウェア コンポーネントのコレクションの名前付

きインスタンスです。 サービスは通常、機能を表すために作成されます

（たとえば、組織のオンライン バンキング システムに使用されているす

べてのサーバおよびソフトウェア）。 

CA Configuration Automation は、サービスおよびそれらのコンポーネントを、

以下を含む高度に構造化した形式および注釈付きの形式で表示します。 

■ サーバ ハードウェア、ネットワーク、およびストレージ詳細 

■ キー コンポーネント パラメータおよび構成の詳細 
 

■ マクロ 
 

■ 制約ルール 
 

■ 関係と依存関係 
 

■ ファイル システム、レジストリ、およびデータベース エレメント   

■ サブコンポーネント インベントリ 
 

ウィザードを使用したサービスの作成 

［サービスの作成］ウィザードでは、サービスを定義し、検出されたソフ

トウェアおよび管理対象サーバを論理的なビジネス エンティティにグ

ループ化できます。 ビジネス エンティティは、リアルタイム在庫管理ソ

リューションを実行する、または FTP サイトを実行するソフトウェアおよ

びサーバになる場合があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サービス］タブをクリックします。 

2. ［サービス］タブで、［テーブル アクション］ドロップダウン リスト

から［サービスの作成］を選択します。 
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3. ［サービスの作成］ウィザードの［サービス］ページで、以下のフィー

ルドに入力します。 

名前 

新しいサービスの名前を指定します。 

説明 

サービスとその目的を説明または特定します。 
 

管理プロファイル 

サービスに管理プロファイルを割り当てます。  

注： [assign the value for pam in your book] 管理者がデフォルトとし

て指定したプロファイルを割り当てるには、［デフォルトのプロ

ファイルを使用］を選択します。 この製品ではデフォルト プロ

ファイルが事前定義されません。[assign the value for pam in your 

book] 管理者がそれらを指定する必要があります。 
 

 

ディスカバリが有効 

サービス内のコンポーネントをディスカバリ中に更新するかどう

かを指定します。 
 

管理が有効 

サービス内のコンポーネントをリフレッシュ中に更新するかどう

かを指定します。 
 

ビジネス担当者 

サービスの所有者を指定します。 
 

ビジネス プロセス 

サービスに関連付けられるビジネス活動を指定します。 
 

IT 所有者 

サービス コンポーネントを担当する IT 組織を指定します。 
 

ロケーション 

サービスの地理的な場所を指定します。 

特記事項 

サービスに関連付ける任意の追加情報を表示します。 
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4. ［次へ］をクリックします。 

［サーバ］ページに使用可能なサーバおよび選択されたサーバがリス

ト表示されます。 

利用可能なサーバ 

エンタープライズ ネットワーク内で acm> が管理するすべての

サーバをリスト表示します。 

選択されたサーバ 

サービスおよびサーバ グループに含まれるすべてのサーバをリス

ト表示します。 
 

5. 以下のようにしてサービスに対してサーバを追加、または削除できま

す。 

■ ［利用可能なサーバ］列から［選択されたサーバ］ペインに 1 つ

以上のサーバを移動させるには、それらを選択し、下矢印をクリッ

クします。 

■ 反対の列にサーバをすべて移動させるには、上矢印をクリックし

ます。 
 

6. ［次へ］をクリックします。 
 

7. ［サーバ グループ］ページで、［利用可能なサーバ グループ］列から

サービスに追加するサーバ グループを 1 つ以上ダブルクリックしま

す。 

選択したサーバ グループは［選択されたサーバ グループ］列に移動し

ます。 

以下のようにしてサービスに対してサーバ グループを追加、または削

除できます。 

■ 一方の列から反対の列にサーバ グループを移動させるには、グ

ループをクリックし、左または右の一重矢印をクリックします。 

■ 一方の列から反対の列にサーバ グループをすべて移動させるには、

左または右の二重矢印をクリックします。 

8. ［完了］をクリックします。 

サービスが作成され、［サービス］テーブルに追加されます。 
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サービス プロファイラからのサービスおよび管理プロファイル

の作成 

構成マネージャは、サービス プロファイラ UI を使用して、サービスおよ

び関連する管理プロファイルを作成できます。 サービス プロファイラは、

CA Configuration Automation サーバ UI の視覚化機能と同様に、エレメント

（サーバ、クラスタ、アプリケーションなど）をグラフィカルに表します。 

以下の図では、サービス プロファイラでサービスおよび管理プロファイ

ルの作成に使用されるタスクについて説明します。 

 
 

構成マネージャは、サービス プロファイラを使用し、以下のタスクを実

行してサービスおよび管理プロファイルを作成できます。 

1. ブラウザでの Java アドオンの有効化 (P. 50) 

2. サービス プロファイラを開く (P. 50) 
 

3. サービス プロファイルの作成 (P. 51) 
 

4. サービスおよび管理プロファイルの作成 (P. 59) 

5. グラフ ビューでのサービス詳細の表示 (P. 64) 
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ブラウザでの Java アドオンの有効化 

サービス プロファイラまたは視覚化機能を使用する前に、ブラウザの Java 

アドオンを有効にします。 

次の手順に従ってください： （Internet Explorer） 

1. Internet Explorer を開き、［ツール］-［アドオンの管理］を選択します。 

2. ［アドオンの管理］ダイアログ ボックスで、［Java Plug-In 2 SSV Helper］

を探して選択し、［有効にする］をクリックします。 
 

3. ［アドオンの有効］ダイアログ ボックスで、［有効にする］をクリッ

クして選択を確定します。 
 

4. ［アドオンの管理］ダイアログ ボックスで、［閉じる］をクリックし

ます。  

5. ブラウザを閉じて、再度開きます。 
 

次の手順に従ってください： （Firefox） 

1. Firefox を開き、［Firefox］ドロップダウン メニューをクリックします。 

2. ［Add-ons］をクリックし、次に、［Plugins］をクリックします。 
 

3. プラグインのリストで［Java Platform <version_number>］を探し、次に

［Enable］をクリックします。  

4. ブラウザを閉じて、再度開きます。 
 

サービス プロファイラを開く 

以下のいずれかの方法を使用して、サービス プロファイラを開きます。 

■ CA Configuration Automation サーバ UI から、［管理］パネルをクリック

して［サービス］タブをクリックし、［サービス］リンクを選択しま

す。 ［サービス］テーブルで、［テーブル アクション］ドロップダウ

ン リストから［サービス プロファイラ］を選択します。 

■ ブラウザのアドレス フィールドに以下の URL を入力します。  

http://CA Configuration 

AutomationServerName:port/TransformUI.jsp 

たとえば、「http://ccaServer1:8080/TransformUI.jsp」と入力します。 
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サービス プロファイラが新しいブラウザ ウィンドウで開きます。 プロ

ファイラには、以下のペインがあります。 

■ サービス プロファイル（このペインには［詳細］パネルおよび［グラ

フ コンテンツ］パネルが含まれます。） 

■ グラフ ビュー 

■ サービス ビュー 
 

サービス プロファイルの作成 

サービス プロファイラでサービス プロファイルを作成して、サービスお

よび管理プロファイルを作成するためのテンプレートとして使用できま

す。 たとえば、通常、以下のその他のサービス エレメントと組み合わさ

れるサーバ オペレーティング システムに基づくサービスを作成すると仮

定します。 

■ ポート番号 

■ 検出されたコンポーネント 

■ 検出されたアプリケーション 

環境内の各オペレーティング システムに対するサービス プロファイルを

作成し、そのサービス プロファイルを使用してサービスおよび管理プロ

ファイルを作成できます。 
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次の手順に従ってください： 

1. サービス プロファイラの［サービス プロファイル］ペインで［+］を

クリックして、サービス プロファイルを作成します。 

2. ［+］をクリックして［グラフ コンテンツ］パネルを展開し、次に以

下のパネルの 1 つ以上をクリックして、対応するプロファイル エレメ

ントを選択して追加します。 

サーバ 

以下のサブパネルが含まれています。 

検出されたサーバ 

CA Configuration Automation が認識しているサーバをすべて表

示します。 これらのサーバは、NDG ディスカバリ操作で検出

されたか、別の CA Configuration Automation インスタンスから

インポートされたか、または手動で追加されたものです。 以下

のタブで、検出されたサーバを選択します。  

［包含］タブ： 左側のペインで、検出されたサーバをダブルク

リックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、検出されたサーバをダブルク

リックしてサービスから除外します。  

  選択されたサーバが、右側のペインに移ります。 

また、［検出されたサーバ］サブパネルには、［表示される関

係をターゲット サーバ/アプリケーションのみに制限する］

チェック ボックスが含まれます。 このチェック ボックスをオ

ンにすると、選択されたサーバのみ追加されます。 選択された

サーバと関係を持つサーバは、サービスに追加されません。 
 

オペレーティング システム 

CA Configuration Automation が認識しているサーバのオペレー

ティング システムを表示します。 以下のタブで、オペレーティ

ング システムを選択します。  

［包含］タブ： 左側のペインで、オペレーティング システム

をダブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、オペレーティング システム

をダブルクリックしてサービスから除外します。  

  選択されたオペレーティング システムが、右側のペインに移り

ます。 
 



サービス プロファイラからのサービスおよび管理プロファイルの作成 

 

第 4 章： サービス管理  53  
 

クラスタ 

CA Configuration Automation が認識しているサーバ クラスタを

表示します。 以下のタブで、サーバ クラスタを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、サーバ クラスタをダブルク

リックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、サーバ クラスタをダブルク

リックしてサービスから除外します。  

  選択されたサーバ クラスタが、右側のペインに移ります。 
 

仮想化 

［非仮想サーバ］、［VM ホスティング サーバ］、および［VM 

ゲスト サーバ］チェック ボックスが含まれています。 これら

のオプションを使用して、サービスに含めるサーバのタイプを

選択します。  
 

サーバ状態 

［新規］（デフォルトで選択）、［管理対象］（デフォルトで

選択）、［管理対象外］、および［インポート済み］の各状態

のサーバを選択できるチェック ボックスが含まれています。 
 

サーバ グループ 

CA Configuration Automation が認識しているサーバ グループを

表示します。 以下のタブでサーバ グループを選択します。  

［包含］タブ： 左側のペインで、サーバ グループをダブルク

リックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、サーバ グループをダブルク

リックしてサービスから除外します。  

選択されたサーバ グループが、右側のペインに移ります。 
 

検出されたポート 

CA Configuration Automation が認識している検出されたポートを表

示します。 以下のタブで、検出されたポートを選択します。  

［包含］タブ： 左側のペインで、検出されたポートをダブルクリッ

クしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、検出されたポートをダブルクリッ

クしてサービスから除外します。  

選択された検出されたポートが、右側のペインに移ります。 
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また、［検出されたポート］パネルには、［検出された関係を持

つポートのみを表示］チェック ボックスが含まれます。 この

チェック ボックスをオンにすると、検出されたポートから選択し

たポートのうち、NDG Softagent NETSTAT プロセスで、サーバ接続

が確立されていることが確認されたポートのみ追加されます。 こ

のチェック ボックスをオフにすると、NDG Softagent プロセスが確

認したすべての利用可能な開いているポートがパネルに表示され

ます。  
 

ポート マッピング 

［通信マッピング］テーブルからポートを表示します。 このテー

ブルには、環境内のポートとアプリケーションのマッピングが示

されています。 以下のタブで、マップするポートを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブルク

リックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブルク

リックしてサービスから除外します。  

選択されたマップされたポートが、右側のペインに移ります。 
 

また、［ポート マッピング］パネルには、リスト用のフィルタ条

件を定義するためのフィールドが含まれます。 たとえば、番号が 8 

で始まるポート（80、8080、8081、8031 など）のみを含めるよう

にリストをフィルタするには、8 を入力します。 
 

検出されたアプリケーション 

CA Configuration Automation が認識している検出されたアプリケー

ションを表示します。 アプリケーションに包含されたコンポーネ

ントは、このリストに含まれていません。 たとえば、CA 

Configuration Automation は、Tomcat のバージョンを包含します。 

CA Configuration Automation は、［検出されたアプリケーション］

ペインにリスト表示されますが、Tomcat はリスト表示されません。 

Tomcat は［検出されたコンポーネント］ペインにリスト表示され

ます。 以下のタブで、検出されたアプリケーションを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、検出されたアプリケーションを

ダブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、検出されたアプリケーションを

ダブルクリックしてサービスから除外します。  

選択された検出されたアプリケーションが、右側のペインに移り

ます。 
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また、［検出されたアプリケーション］パネルには、［検出され

た関係を持つアプリケーションのみを表示］チェック ボックスが

含まれます。 このチェック ボックスをオンにすると、選択された

検出されたアプリケーションのみ追加されます。 このチェック 

ボックスをオフにすると、CA Configuration Automation が管理する

利用可能なすべてのアプリケーションがパネルに表示されます。 
 

アプリケーション マッピング 

CA Configuration Automation が認識している事前定義済みおよび

ユーザ定義のアプリケーション マッピングを表示します。 以下の

タブで、アプリケーション マッピングを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、アプリケーション マッピングを

ダブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインでアプリケーション マッピングをダ

ブルクリックしてサービスから除外します。  

選択したアプリケーション マッピングが、右側のペインに移りま

す。 
 

また、［アプリケーション マッピング］パネルには、リスト用の

フィルタ条件を定義するためのフィールドが含まれます。 たとえ

ば、名前が mi で始まるアプリケーション（Microsoft Internet 

Explorer、Microsoft SQL Server Database など）のみを含めるように

リストをフィルタするには、mi を入力します。 
 

検出されたコンポーネント 

CA Configuration Automation が認識している検出されたコンポーネ

ントを表示します。 以下のタブで、検出されたコンポーネントを

選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、検出されたコンポーネントをダ

ブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、検出されたコンポーネントをダ

ブルクリックしてサービスから除外します。  

選択された検出されたコンポーネントが、右側のペインに移りま

す。 
 

また、［検出されたコンポーネント］ペインには、リストをフィ

ルタするためのフィールドが含まれます。 たとえば、名前が mi で

始まるコンポーネント（Microsoft Internet Explorer、Microsoft SQL 

Server Database など）のみを含めるようにリストをフィルタするに

は、mi を入力します。 
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ブループリント  

以下のタブが表示されます。 

ブループリント 

すべての事前定義済みおよびカスタム ブループリントを表示

します。 以下のタブで、ブループリントを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、ブループリントをダブルクリッ

クしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、ブループリントをダブルクリッ

クしてサービスから除外します。  

選択されたブループリントが、右側のペインに移ります。  
 

ブループリント グループ 

ユーザ定義のブループリント グループを表示します。 以下の

タブで、ブループリント グループを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、ブループリント グループを

ダブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、ブループリント グループを

ダブルクリックしてサービスから除外します。  

選択されたブループリント グループが、右側のペインに移りま

す。  
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カテゴリ 

事前定義済みのブループリント カテゴリを表示します。 以下

のタブで、事前定義済みのブループリント カテゴリを選択しま

す。 

［包含］タブ： 左側のペインで、事前定義済みのブループリン

ト カテゴリをダブルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、事前定義済みのブループリン

ト カテゴリをダブルクリックしてサービスから除外します。  

選択された事前定義済みのブループリント カテゴリが、右側の

ペインに移ります。 

ストレージ 

以下のタブが表示されます。 

ストレージ システム 

ストレージ システムをすべて表示します。 以下のタブで、ス

トレージ システムを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、ストレージ システムをダブ

ルクリックしてサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、ストレージ システムをダブ

ルクリックしてサービスから除外します。  

選択されたストレージ システムが、右側のペインに移ります。  
 

マネージャ 

ストレージ マネージャ ソフトウェアを実行するサーバを表示

します。 以下のタブで、ストレージ マネージャを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、マネージャをダブルクリック

してサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、マネージャをダブルクリック

してサービスから除外します。  

選択されたマネージャが、右側のペインに移ります。  
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ベンダー 

ストレージ デバイスの製造元またはベンダーを表示します。 

以下のタブで、ベンダーを選択します。 

［包含］タブ： 左側のペインで、ベンダーをダブルクリックし

てサービスに追加します。 

［除外］タブ： 左側のペインで、ベンダーをダブルクリックし

てサービスから除外します。  

選択されたベンダーが、右側のペインに移ります。 
 

3. ［適用］をクリックします。 アプリケーションは、以下の場所で選択

されたエレメントを表示します。 

［グラフ ビュー］ペイン 

グラフィカルなエレメントを説明するための凡例を含んでいます。 

［サービス ビュー］ペイン 

展開可能なフォルダ内で選択されたサーバおよびブループリント

を表示します。 
 

4. ［グラフ ビュー］ペインで、サービス プロファイルのコンテンツを確

認します。 必要に応じて、手順 2 を繰り返してエレメントを追加また

は削除します。 

5. ［サービス プロファイル］ペインで［名前を付けて保存］（ ）をク

リックし、［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスで名前と説明を

入力して［OK］をクリックします。 

サービス プロファイルが作成されます。 サービス プロファイラ、ま

たは CA Configuration Automation サーバ UI の［ダッシュボード］パネ

ルの［ビジュアル］タブでプロファイルを開くことができます。 
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サービス プロファイラでのサービスおよび管理プロファイルの作成 

サービス プロファイラを使用して、サービスおよびサービスで使用する

管理プロファイルを作成します。 サービス プロファイラを使用すると、

［サービスの作成］ウィザードを使用するのに対して以下の利点がありま

す。 

■ サービス プロファイラは、サービスを保存する度に、サービス エレメ

ントのグラフィック表現を作成します。  

■ サービス プロファイラでサービスにサーバを追加すると、追加された

サーバと関係を持つ任意のサーバを含めることができます。  
 

次の手順に従ってください： 

1. サービス プロファイラで、以下のいずれかの操作を実行します。 

■ ［サービス プロファイル］ペイン内の［開く］アイコン（ ）を

クリックして、既存のサービス プロファイルに基づくサービスを

作成します。 ［サービス プロファイルを開く］ダイアログ ボック

スで、プロファイルを選択し、［OK］をクリックします。 

■ ［サービス プロファイル］ペインで（+）をクリックして、サービ

スを作成します。  

2. 前の (P. 51)セクションの手順 2 で説明したように、［グラフ コンテン

ツ］パネルでパネルからサービス用のエレメントを選択します。 
 

3. ［グラフ ビュー］ペインで、サービスのコンテンツを確認します。 必

要に応じて、手順 2 を繰り返してエレメントを追加または削除します。 
 

4. ［適用］をクリックします。 アプリケーションは、以下の場所で選択

されたエレメントを表示します。 

［グラフ ビュー］ペイン 

サービスのグラフィカルなエレメントを説明する凡例を含んでい

ます。 

［サービス ビュー］ペイン 

展開可能なフォルダ内のサービスのサーバおよびブループリント

を表示します。 
 

5. ［サービス ビュー］ペインで、［サービスの保存］をクリックします。 
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6. ［サービスの保存］ダイアログ ボックスでの［サービス］タブで、以

下の情報を入力します。 

名前 

新しいサービスの名前を定義します。 

説明 

サービスとその目的を説明します。 
 

管理プロファイル 

サービスに割り当てられる管理プロファイルを定義します。  

デフォルトでは、アプリケーションは、［管理プロファイル］

フィールド内のサービス プロファイラ（nameServiceProfiler）に［名

前］フィールドの内容を追加します。 名前を編集するか、または

ドロップダウン リストから既存のプロファイル（［デフォルト プ

ロファイルとして設定］オプションを含む）を選択できます。  
 

ビジネス担当者 

サービスの所有者を定義します。 
 

ビジネス プロセス 

サービスに関連付けられるビジネス活動を定義します。 
 

IT 所有者 

サービス コンポーネントを担当する IT 組織を定義します。 
 

場所 

サービスの地理的な場所を定義します。 

注 

サービスに関連付ける追加情報を定義します。 
 

7. ［サービスの保存］ダイアログ ボックスで、［ディスカバリ オプショ

ン］タブをクリックします。 
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8. ［ディスカバリ オプション］タブで、管理プロファイルを定義するた

めに以下の情報を入力します。 

ハードウェア情報を収集 

物理ホスト コンピュータに関する情報を CA Configuration 

Automation で検出および管理するかどうかを指定します。 

ネットワーク情報を収集 

ネットワークに関する情報を CA Configuration Automation で検出お

よび管理するかどうかを指定します。 
 

ストレージ情報を収集 

ストレージに関する情報を CA Configuration Automation で検出およ

び管理するかどうかを指定します。 
 

サーバ プロパティを収集 

サーバに関する情報を CA Configuration Automation で検出および管

理するかどうかを指定します。 NDG ディスカバリ操作によって返

されるサーバ プロパティは、［サーバ］タブ ページからリンクさ

れる以下のページに格納されます。 

■ サーバ詳細 

■ 仮想化 
 

■ ネットワーク アダプタ 
 

■ ハードウェア 
 

■ アプリケーション 
 

■ サービス/デーモン 
 

■ オープン ポート 

■ 関係 
 

管理対象状態のサーバに対して、以下のシナリオに基づいてサー

バ プロパティ コンポーネントが作成され、更新されます。 

■ ネットワーク ディスカバリ（NDG）中に検出または更新された

サーバ 

■ 管理プロファイル（スケジュール済み、手動、または SDK の使

用）によって開始されたディスカバリまたはリフレッシュ 
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レジストリの検索 

このプロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、Windows 

レジストリを検索するかどうかを指定します。 
 

シンボリック リンクをたどる 

プロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、シンボリッ

ク リンクで接続されたネットワークおよびファイル システムを

検索するかどうかを指定します。 
 

ネットワーク ドライブを含める 

プロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、ネットワー

ク ドライブを検索するかどうかを指定します。 
 

以前に検出されたコンポーネントをリフレッシュ 

ディスカバリ操作が、すでにインベントリ内にあるソフトウェア 

コンポーネントを更新するかどうかを指定します。 
 

ディスカバリ時間制限 

ディスカバリ操作を終了するまでの間隔を定義します。 ほとんど

のディスカバリ操作は、数分しかかかりません。 大きなファイル 

システムを検索する場合には、特に［エージェントの優先度］が

最小値に設定されていると検索時間が長くなることがあります。 

検索時間が［ディスカバリ時間制限］の値を超えると、ディスカ

バリ操作は結果を返さずに終了します。 
 

デフォルト検索ルート 

以下の状況で使用されるプロファイルの検索を開始するディレク

トリを定義します。 

■ Windows、UNIX、および Linux が混在する環境 

■ Linux または UNIX のみの環境  
 

Windows 検索ルート 

Windows コンピュータでのみ使用されるプロファイルの検索を開

始するフォルダを定義します。 
 

ファイル検索階層数 

検索対象の検索ルートより下位のディレクトリ レベルの数を定義

します。 この値を空白にすると、CA Configuration Automation は、

検索ルートより下位のすべてのディレクトリを検索します。 
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サーバ上でディスカバリを実行 

プロファイルが割り当てられているサーバ上でディスカバリ操作

を実行するように指定します。 
 

CCA データベースから検出されたコンポーネントを使用 

すでに検出済みで CA Configuration Automation データベースに格納

されているサービス コンポーネントを検索するように指定します。 

ディスカバリを今すぐ実行 

［OK］をクリックしてサービスを作成するときに、ディスカバリ

操作を実行するかどうかを指定します。 

9. ［OK］をクリックします。 

CA Configuration Automation は、サービスおよび管理プロファイルを作

成します。 アプリケーションは、［サービス］タブの［サービス］テー

ブルにサービスを格納します。 アプリケーションは、［サービス］タ

ブおよび［サーバ］タブの両方の［管理プロファイル］テーブルに管

理プロファイルを格納します。 ［ディスカバリを今すぐ実行］チェッ

ク ボックスをオンにした場合、ディスカバリ操作が開始します。 
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グラフ ビューでのサービス詳細の表示 

サービス プロファイラの［グラフ ビュー］ペインには、サービス内の特

定のグラフィック エレメントを表示するナビゲーション ツールがありま

す。 エレメントを識別するための凡例が含まれています。 エレメント タ

イプに応じて、エレメントをダブルクリックまたはポイントすることによ

り、それに関する詳細を表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［サービス プロファイラ］で、サービス プロファイラの［グラフ 

ビュー］ペインの以下のボタンを使用して、詳細を表示するエレメン

トを隔離します。 

選択 

選択したモードから、選択ツールに切り替えます。 選択ツールは、

デフォルトでアクティブです。 

パン  

グラフ ビューをドラッグ アンド ドロップして、メイン ペイン内で

ビューの位置を変更できます。 パン ツールは表示倍率を変更しま

せん。 
 

マーキー ズーム  

グラフの特定領域を長方形で囲んで、その領域を拡大できます。 
 

対話型ズーム  

表示倍率を増減して、表示の詳細度を高めたり（エレメント数は

減尐）、詳細度を低くしたり（エレメント数は増加）することが

できます。  

■ ズーム インする（表示倍率を増加させる）には、グラフの外縁

をクリックして中心に向けてドラッグします。 

■ ズーム アウトする（表示倍率を減尐させる）には、グラフの中

心をクリックして外縁に向けてドラッグします。 
 

自動調整  

表示倍率を増減して、ペイン内でグラフ全体を表示します。  
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ツリー レイアウト  

階層ツリー レイアウトでグラフ エレメントを表示します。 このレ

イアウトでは、エレメントのフロー（たとえば上部から下部）が

表示され、各レベル（水平の行）に同様のエレメントが配置され

ます。 
 

対称レイアウト  

グラフ内に、四辺形対称でエレメントを配置します（エレメント

は縦軸と横軸の両方で等分されます）。  
 

直交レイアウト  

グラフ内で、直交（ほかのエレメントに対して直角）するように

エレメントを配置します。 
 

円形レイアウト  

グラフ内のエレメントの関係を判別し、個別の円形に配置します。 

次に、その円形を放射状のツリー レイアウトで配置します。 
 

印刷  

現在のグラフ ビューを印刷します。 
 

印刷プレビュー  

印刷時に表示する現在のグラフのプレビューを表示します。 
 

印刷設定  

［印刷設定］ダイアログ ボックスを表示します。このダイアログ 

ボックスでは、印刷設定を指定できます。 
 

イメージとして保存  

［イメージとして保存］ダイアログ ボックスを表示します。この

ダイアログ ボックスでは、グラフィック ファイルに現在のビュー

を保存できます。 
 

接続線ラベルを表示  

関係を表す接続線上にテキスト ラベルを表示します。 
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ノードの展開   

ノードを折りたたむ  

現在の設定に応じて、グラフ エレメントのすべてのノードを展開

するか、または折りたたみます。  

■ 現在ノードが展開されている場合、ノード折りたたみアイコン 

 がボタンに表示されます。 

■ 現在ノードが折りたたまれている場合、ノードの展開アイコン 

 がボタンに表示されます。 

注： 選択ツールを使用して個別のノードを展開したり折りたたん

だりするには、［グラフ ビュー］ペイン内のエレメントの横にあ

る適切なボタンをクリックします。 

2. 以下の 1 つ以上のタスクを実行します。 

■ エレメント間の矢印をポイントして、矢印で接続されたエレメン

トに関する関係詳細を表示します。 

■ アプリケーション アイコンをポイントして、アプリケーションに

関する詳細を表示します。 
 

■ アプリケーション アイコンをクリックして、ナビゲーション アイ

コンを表示します。 アプリケーションの子エレメント（たとえば、

アプリケーションをホストするサーバ）を表示するには、ナビゲー

ション アイコンをダブルクリックします。 前のビューに戻るには、

サーバ アイコンを右クリックし、［親へ移動］を選択します。 
 

■ 現在のグラフを作成したフィルタを表示するには、アプリケー

ション アイコンを右クリックします。 グラフの内容を変更する場

合は、フィルタを編集できます。 
 

■ ノードをすべて展開するには、グラフの上の［ノードの展開］ボ

タンをクリックします。 
 

■ 特定のノードを展開するには、グラフ内の個別のノード アイコン

をダブルクリックします。 
 

■ サーバ詳細（割り当てられた管理プロファイル、ステータス IP ア

ドレス、オペレーティング システムなど）を表示するには、サー

バ アイコンをポイントします。 

■ 関係詳細を表示するには、サーバ アイコンを右クリックします。 
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サービスの削除 

使用しなくなったサービスを削除できます。 

注：  サービスを削除するときは、選択されたサービスと関連付けられたス

ナップショットもすべて削除されます。 

1 つ以上のサービスを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。デフォルトでは［サービス］タブが

表示されます。 

2. 削除するサービスの隣のチェック ボックスをオンにして、［アクショ

ンの選択］ドロップダウン リストから［サービス アクション］ - ［サー

ビスの削除］オプションを選択します。 

サービスを削除するかどうかの確認が表示されます。 

3. ［OK］をクリックします。 

指定したサービスが削除されます。 
 

サービスのエクスポート 

サービス定義をエクスポートして、CA Configuration Automation の別のイン

スタンスで使用することができます。 注： サービス プロパティのみがエク

スポートされます。関連付けられたコンポーネント、関係、およびスナッ

プショットはエクスポートされません。 サービス プロパティには、サー

ビス名、サービスの説明、管理プロファイル名、ディスカバリが有効、管

理が有効、サーバ名、およびサーバ グループ名が含まれます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

2. ［サービス］ページからエクスポートする、1 つ以上のサービスを選

択します。 
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3. ［アクションの選択］、［サービス アクション］、および［サービス

のエクスポート］をクリックします。 

4. ［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスで［保存］をクリッ

クします。 

エクスポート ファイルのデフォルトの名前は Services.csv です。  
 

5. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。  

サーバ定義は選択した場所にエクスポートされます。 
 

サービスのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからエクスポートされた 

CSV ファイルとしてサービス定義をインポートできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サービス］タブをクリックします。  

2. ［テーブル アクション］をクリックし、［サービスのインポート］を

選択します。  
 

3. ［サービスのインポート］ダイアログ ボックスで［参照］をクリック

し、サービス定義が含まれる CSV ファイルを選択して［OK］をクリッ

クします。 

4. ［既存のサービスを上書き］チェック ボックスをオンにして、同じ名

前のサービスを上書きします。 

CA Configuration Automation の別のインスタンスのサービスに対する

変更を保持する場合は、このオプションを選択します。 

注： 現在のアクティビティ（たとえば、ディスカバリまたはリフレッ

シュ）がサービス上で実行されている場合、サービスは更新されませ

ん。 
 

ファイルがインポートされ、［サービス］ページにサービスが表示さ

れます。 対応する管理プロファイルが CA Configuration Automation 

データベースに存在しない場合、インポートされたサービスにデフォ

ルトの管理プロファイルが設定されます。 
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サービス コンポーネントの表示 

［サービス ビュー コンポーネント］オプションは、サービスおよび関連

するコンポーネントの展開可能なツリー ビューを表示します。  

ツリー ビューでサービス コンポーネントを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. ソフトウェア コンポーネントを表示するサービスの隣のチェック 

ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リスト

から［コンポーネントの表示］を選択します。- 

［コンポーネントおよび構成の表示］ウィンドウが新しいブラウザ 

ページに表示されます。 選択したサービスが［サービス］ペインに表

示され、先頭のサービスの詳細が右ペインに表示されます。 ［サービ

ス］ペインにはツリーが表示され、ツリー内のエレメントは以下のア

イコンによって示されます。 

   表示されるサービスを示します。 

  選択されたサービス内ののサーバを示します。 
 

   このアイコンのすぐ上にリストされたサーバ用のブループリン

トを示します。 
 

   このアイコンのすぐ上のブループリントのプライマリ フォルダ

を示します。 
 

   サブフォルダおよびコンポーネント フォルダを示します。 

    パラメータを示します。 
 

注： サービス用にのリスト表示されるコンポーネントは、サービスの

［管理プロファイル］によって定義されます。 

3. 任意のレベルのツリーに以下の手順を行います。 

■ アイコンまたはエレメント名をクリックし、右ペイン内のそのエ

レメントの詳細を表示します。 

■ ツリーを展開してエレメントの次のレベルを表示するには、エレ

メントの隣の任意のプラス記号（+）をクリックします。 
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サービス スナップショットの作成 

［スナップショットの作成］オプションは、サービスのある時点のコピー

を作成します。 ユーザはスナップショットに名前を指定します。CA 

Configuration Automation はコピーを一意に識別するためにスナップ

ショットにタイム スタンプを付加します。 

変更検出および比較操作を実行し、現在のサーバ データとある時点のコ

ピーを比較して変更を探す場合、スナップショットはサービスに加えられ

た構成変更の追跡と識別に役立ちます。 
 

サービス スナップショットを作成し保存する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. スナップショットを作成するサービスの隣のチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［管理ア

クション］ - ［スナップショットの作成］を選択します。 

［スナップショット サービス］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［スナップショット名］フィールドに、スナップショットの名前を入

力します。 
 

4. （オプション）［スナップショットの説明］フィールドに、スナップ

ショットの説明を入力します。 

5. ［OK］をクリックします。 

選択したサービスのスナップショットが作成されます。 これは、

［サービス詳細］ページの［スナップショット］タブの［スナップショッ

ト］テーブルに表示することができます。 
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サービス変更検出の実行 

［サービス変更検出］は、サービス データのスナップショット
（Point-in-Time コピー）を使用して、すべての検出された構成変更（ファ

イルの所有者、ファイルの権限、ファイルの変更時刻など）およびファイ

ル システム変更についての詳細な説明を提示することにより、ある期間

にサービスがどのように変化したかを検出します。 

サービスベースの変更検出は、現在のサービス データとスナップショッ

ト、または任意の 2 つのスナップショットの間の相違を検索するオプショ

ンを提供します。 
 

対応するコンポーネント ブループリントに時刻変化フィルタを持つコン

ポーネント エレメントは、時間ベースの変更検出の際に変更を確認しな

い唯一のアイテムです。 ログ ファイル、およびランタイムに変更された

データは、時刻変化でフィルタされたエレメントの例です。 
 

注： このセクションの手順を使用して変更の検出を実行することは、操作

を手動で実行することとみなされます。 
 

変更検出を実行してサービスの変更を識別する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. 変更を検索するサービスの隣のチェック ボックスをオンにして、［ア

クションの選択］ドロップダウン リストから［管理アクション］ - ［変

更検出の実行］を選択します。 

［変更検出 - 全時間域］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. 以下のオプションからソース スナップショットを選択します。 

現在のデータ 

サービスに対して利用可能な現行のシステム データをソースとし

て使用するように指定します。 

最新のスナップショット 

最新のタイムスタンプを持つスナップショットをソースとして使

用するように指定します。 
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2 番目に新しいスナップショット 

2 番目に新しいタイムスタンプを持つスナップショットをソース

として使用するように指定します。 
 

特定の日付の最新のスナップショット  

ソースとして使用するスナップショットの日付を指定します。 こ

のオプションを選択すると、［ソース スナップショット日付］

フィールドが表示されます。 使用するスナップショットの日付を

選択します。 指定された日付で利用できるスナップショットが複

数ある場合、その日付の最新のスナップショットが使用されます。   
 

選択されたスナップショット 

ユーザが選択したスナップショットをソースとして使用するよう

に指定します。 このオプションを選択すると、［ソース スナップ

ショット］フィールドが表示されます。 使用するスナップショッ

トを選択します。 
 

ベースライン 

ベースラインとして指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

ゴールド基準 

ゴールド基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

シルバー基準 

シルバー基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 

ブロンズ基準 

ブロンズ基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

4. ターゲット スナップショットを選択します（オプションは手順 3 でリ

スト表示されているものと同じです）。  
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5. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

 すべてのコンポーネント ブループリントをサービスの変更の検

索対象に指定します。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択  

1 つ以上のコンポーネント ブループリントを、サービスの変更の

検索対象に指定します。 このオプションを選択する場合、［利用

可能なブループリント］列のブループリントを選択し、次に、右

向きの単一矢印をクリックして［ブループリントの選択］列にそ

れを移動する必要があります。 
 

6. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

7. 変更検出結果に含まれている違いを特定する、以下のオプションを選

択します。 

階層オブジェクトがソースまたはターゲットのみに存在する場合、子の比較

は行わない 

どちらかのサービスにのみオブジェクトが存在する場合、変更検

出操作を子コンポーネントに実行するかどうかを指定します。 こ

のオプションを選択すると、操作は両方のサービスの一部でない

オブジェクトを無視します。 

すべての差異 

サービスの相違をすべて含めるように指定します。 
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コンポーネント インベントリの差異のみ 

コンポーネント インベントリ内にあるサービスのみを含めるよう

に指定します。 

フィルタ 

以下のオブジェクトの 1 つ以上が含まれるように指定します。 

■ フォルダ - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、変更を検索するフォルダ

を 1 つ以上選択します。 

■ カテゴリ - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する 1 

つ以上のカテゴリを選択します。 ［カテゴリ］はコンポーネン

ト ブループリントに割り当てられており、エレメントが属する

系統的なグループ化です。 

■ ウェイト - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する

ウェイトを選択します。 ［ウェイト］はコンポーネント ブルー

プリントに割り当てられており、エレメントの相対的な重要度

を表します。 ウェイトのない（ウェイトが割り当てられていな

い）エレメントは、［中］とみなされます。 

連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl キーを

押しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリを選択す

るには Shift キーを押しながらクリックします。 
 

8. ［終了］をクリックします。 

変更検出操作が実行され、「変更検出および比較操作の結果表示 (P. 

75)」で説明しているように結果が表示されます。 
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変更の検出および比較操作の結果表示 

サーバ変更検出、サービス変更検出、サーバ比較、サービス比較の操作結

果は、すべて同じインターフェースで表示されます。 結果は以下のタブ

が含まれるマルチタブ ウィンドウに表示されます。 

■ サマリ - サーバ名およびサーバまたはサービスの現在のデータあるい

はスナップショットで変更の検出や比較操作が実行されたかどうか、

ターゲット（スナップショットまたは現在のデータ）、結果（相違が

見つかったかどうか）、および見つかった相違の合計数を表示します。 

■ ウェイト別サマリ -低、中、高の、以下の色分けされたウェイトについ

ての変更の数を示します。 

ウェイト別サマリは、グラフィカルな図または表形式のビューのいず

れかで表示することができます。 
 

■ カテゴリ別サマリ -カテゴリごとに変更の数を示します。  

カテゴリ別サマリは、グラフィカルな図または表形式のビューのいず

れかで表示することができます。 
 

■ ツリー - 階層ツリー ビュー内に表示される結果を示します。 コンポー

ネントの数が 20 未満の場合、ツリー ビューは自動的にコンポーネン

ト レベルを展開します。20 以上の場合は、自身でツリーを展開してコ

ンポーネントを表示する必要があります。 
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ツリー ビューの中で、項目の隣にある色付きのアイコンは、ソースと

ターゲットの間で相違が検出されたことを示しています。 CA 

Configuration Automation ではツリーの右側に凡例が示されます。これ

は、以下の色付きのインジケータが意味する内容を示しています。 
 

     
エレメントはソースとターゲットにおいて異なる値を持っています 

     
エレメントはソースにのみ存在します 

     
エレメントはターゲットにのみ存在します 

     
エレメントに相違はありませんが、エレメントの子に相違があります 

■ サーバまたはサービス名を右クリックし、［すべて展開］を選択

してツリーのノードをすべて展開します。 

■ 相違があるエレメントが表示されるまでツリーを展開するか、ク

リックしてエレメントの子をすべて展開します。 

■ 前述の、いずれかの色分けされたアイコンがついたエレメントを

クリックします。 

エレメントに関する詳細が［詳細］ペインに表示されます。 

エレメントがソースとターゲットの両方に存在し、値が異なって

いる場合は、［詳細］ペインで相違が黄色に強調表示され、ソー

ス エレメントとターゲット エレメントの値が表示されます。 
  

■ フラット テーブル - 下の列が含まれるテーブル内に結果を表示します。

［選択］、［サーバ］、［変更のタイプ］、［ソフトウェア］、［パ

ラメータ］、［管理対象ファイル］、［管理対象データ］、［構成ファ

イル］、［構成実行ファイル］、［構成データ］、および［レジスト

リ］。  

■ サーバ上での変更の詳細を表示するには、［サーバ］列のサーバ

名をクリックします。 

■ ［選択］列内のオプション ボタンをクリックし、［テーブル アク

ション］ドロップダウン リストから［印刷］または［Excel にエク

スポート］を選択します。 
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サービスまたはコンポーネントを比較 

［サービスまたはコンポーネントを比較］機能は、以下の間の相違を検索

します。 

■ 現在のサービス データ 

■ 最新のスナップショット 

■ 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 特定の日付の最新のスナップショット 
 

■ 選択されたスナップショット 
 

■ ベースライン スナップショット 
 

■ ゴールド基準スナップショット 
 

■ シルバー基準スナップショット 

■ ブロンズ基準スナップショット 

対応するコンポーネント ブループリントに時刻変化フィルタ セットを持

つコンポーネント エレメントは、違いを確認しない唯一のアイテムです。 

ログ ファイル、およびランタイムに変更されたデータは、時刻変化でフィ

ルタされたエレメントの例です。 
 

サービスまたはコンポーネントを比較する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. 比較するサービスの隣のチェック ボックスをオンにして、［アクショ

ンの選択］ドロップダウン リストから［管理アクション］ - ［比較の

実行］を選択します。 

［サービスを比較］ウィザードが表示され、［ソース サービス］フィー

ルドに選択した最初のサービス、［ターゲット サービス］フィールド

に選択した 2 番目のサービスがリスト表示されます。  
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3. 以下のオプションからソース スナップショットを選択します。 

現在のデータ 

サービスに対して利用可能な現行のシステム データをソースとし

て使用するように指定します。 

最新のスナップショット 

最新のタイムスタンプを持つスナップショットをソースとして使

用するように指定します。 
 

2 番目に新しいスナップショット 

2 番目に新しいタイムスタンプを持つスナップショットをソース

として使用するように指定します。 
 

特定の日付の最新のスナップショット  

ソースとして使用するスナップショットの日付を指定します。 こ

のオプションを選択すると、［ソース スナップショット日付］

フィールドが表示されます。 使用するスナップショットの日付を

選択します。 指定された日付で利用できるスナップショットが複

数ある場合、その日付の最新のスナップショットが使用されます。  
  

選択されたスナップショット 

ソースとして使用するスナップショットを指定します。 このオプ

ションを選択すると、［ソース スナップショット］フィールドが

表示されます。 使用するスナップショットを選択します。 
 

ベースライン 

ベースラインとして指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

ゴールド基準 

ゴールド基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

シルバー基準 

シルバー基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 

ブロンズ基準 

ブロンズ基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
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4. ターゲット スナップショットを選択します（オプションは手順 3 でリ

スト表示されているものと同じです）。  
 

 

5. ［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント］ページが表示されます。 
 

6. 比較に使用する以下のオプションを選択します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

 コンポーネント ブループリントをすべて含むように指定します。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択 

1 つ以上のコンポーネント ブループリントを含むように指定しま

す。 このオプションを選択する場合、［利用可能なブループリン

ト］列のブループリントをダブルクリックし、［ブループリント

の選択］列にそれを移動する必要があります。 このオプションを

選択すると、［コンポーネントの選択］領域もアクティブ化され

ます。 
 

コンポーネント選択内容の有効化 

比較に特定のソフトウェア コンポーネントを含むかどうかを指定

します。 

ソース コンポーネント  

比較に使用するソース ソフトウェア コンポーネントを指定しま

す。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

8. 比較結果に含まれている違いを特定する、以下のオプションを選択し

ます。 

階層オブジェクトがソースまたはターゲットのみに存在する場合、子の比較

は行わない 

どちらかのサービスにのみオブジェクトが存在する場合、比較操

作を子コンポーネントに実行するかどうかを指定します。 このオ

プションを選択すると、操作は両方のサービスの一部でないオブ

ジェクトを無視します。 

すべての差異 

サービス内の相違をすべて含めるように指定します。 
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コンポーネント インベントリの差異のみ 

コンポーネント インベントリ内にあるコンポーネントのみを含め

るように指定します。 

フィルタ 

以下のオブジェクトの 1 つ以上が含まれるように指定します。 

■ フォルダ - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、比較するフォルダを 1 つ

以上選択します。 

■ カテゴリ - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、比較するカテゴリを 1 つ

以上選択します。 ［カテゴリ］はコンポーネント ブループリ

ントに割り当てられており、エレメントが属する系統的なグ

ループ化です。 

■ ウェイト - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、比較するウェイトを選択

します。 ［ウェイト］はコンポーネント ブループリントに割

り当てられており、エレメントの相対的な重要度を表します。 

ウェイトのない（ウェイトが割り当てられていない）エレメン

トは、［中］とみなされます。 

  連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl 

キーを押しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリ

を選択するには Shift キーを押しながらクリックします。 

9. ［OK］をクリックします。 

サービス比較が実行され、「変更検出および比較操作の結果表示 (P. 

75)」で説明しているように結果が表示されます。 
 

サービス ルール コンプライアンスの実行 

サービスベースのルール コンプライアンスでは、以下の内容について

サービスとスナップショットのデータを照合できます。 

■ デフォルト値ルール 

■ データ タイプ ルール 

■ コンポーネント ブループリントで定義されている制約ルール 

■ コンポーネント ブループリントおよびサービスの両方に定義されて

いる制約ルール 
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注：  このセクションの手順を使用してルール コンプライアンスを実行す

ることは、操作を手動で実行することとみなされます。 ルール コンプラ

イアンス操作をスケジュールするには、「コンプライアンス ジョブの作

成 (P. 405)」を参照してください。 
 

サービスベースのルール コンプライアンスを実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. コンプライアンスを確認するサービスの隣のチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［管理ア

クション］ - ［ルール コンプライアンスの実行］を選択します。 

［ルール コンプライアンスの実行］ウィザードの［サービス］ページ

が表示されます。 
 

3. ［重要度］ドロップダウン リストから、ルール コンプライアンスがレ

ポート対象とするメッセージの最も低い重大度レベルを選択します。 

利用可能な［ルール カテゴリ］オプション（手順 5 で説明）は、この

手順で選択した重大度レベルによって決定されます。 

情報 

情報、警告、エラー、およびクリティカル メッセージを表示しま

す。 手順 5 で［デフォルト値ルール］または［データ タイプ ルー

ル］のいずれかを選択することが可能になります。 

警告 

警告、エラー、およびクリティカルのメッセージが表示されます。 

手順 5 の［データ値ルール］を無効にします。 
 

エラー 

エラー、およびクリティカルのメッセージが表示されます。 手順 5 

の［データ値ルール］を無効にします。 

重大 

クリティカルのメッセージのみを表示します。 手順 5 の［デフォ

ルト値ルール］および［データ タイプ ルール］の両方が無効にな

り、手順 7 で説明されている［明示的なルール］を定義する必要

があります。  
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4. ［修復］ドロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選

択して、コンプライアンス違反の値をリセットするのに修復を使用す

るかどうかを指定します。 

なし 

コンプライアンス違反の値がルール コンプライアンス結果に示さ

れるように指定しますが、これらの値をリセットするのに修復を

使用しないように指定します。 

ルール値のみ 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 

ルール値またはブループリント デフォルト値 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 コンポーネン

トに対して明示的なルールが定義されていない場合、コンプライ

アンス違反の値は、コンポーネント ブループリントで定義されて

いるデフォルト値にリセットされます。  
 

5. ［ルール カテゴリ］領域の以下のカテゴリのうち 1 つを選択し、ルー

ル コンプライアンスを実行するための対照ルールのセットを作成し

ます（［重要度］ドロップダウン リストで［クリティカル］を選択し

た場合は、これらのオプションは利用できません）。 

デフォルト値ルール 

指定されたデフォルト値に対して、現在のサービスまたはスナッ

プショット値を検証します。 

デフォルト値がコンポーネント ブループリントに指定されている

場合、CA Configuration Automation は実際の値がデフォルト値から

外れているかどうかを確認するルールを自動的に作成します。 デ

フォルト ルールの偏差は、結果に情報メッセージとして表示され

ます。 

データ タイプ ルール 

対応するデータ タイプの指定された値に対して、現在のサービス

またはスナップショット値を検証します。 
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6. デフォルトの［明示的なルール］設定を承認するか、または［ルール グ

ループの選択］オプションをクリックし、［利用可能なルール グルー

プ］列で、使用するルール グループをダブルクリックして、［選択さ

れたルール グループ］列に移動します。- 

ブループリント ルール 

コンポーネント ブループリントで定義されている制約ルールに対

して、現在のサービスまたはスナップショットの値を検証します。 

ユーザ定義ルールとビルトイン ルール（データ タイプのチェック

など）の両方が含まれています。 

インスタンス ルール 

サービスおよびコンポーネント ブループリントに定義されている

制約ルールに対して、現在のサービスまたはスナップショットの

値を検証します。 
 

 

7. コンプライアンスを確立するのに使用するスナップショットを選択し

ます。 

注： 手順 2 で複数のサービスを選択した場合は、各サービスの［指定

された日付の最新スナップショット］オプションを選択し、［スナッ

プショット日付］フィールドに日付を入力します。 指定された日付に

選択されたサービスのスナップショットがない場合、CA Configuration 

Automation によって結果ページにエラー メッセージが表示されます。 

指定された日付で、複数のスナップショットを利用できる場合は、そ

の日付で最新のスナップショットが使用されます。  
 

8. ［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント］ページが表示されます。 
 

9. 以下のコンポーネント ブループリント オプションのいずれかを選択

します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

選択したサービスにすべてのコンポーネント ブループリントを使

用するように指定します。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択  

選択したサービスに 1 つ以上のコンポーネント ブループリントを

使用するように指定します。 このオプションを選択する場合、［利

用可能なブループリント］列のブループリントを選択し、次に、

右向きの単一矢印をクリックして［ブループリントの選択］列に

それを移動する必要があります。 
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10. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

 

11. デフォルトの設定（すべて）を承認するか、ルール コンプライアンス

操作で対象とみなされる以下の項目を決定するためにフィルタを作成

します。 

フォルダ 

すべてのフォルダ、または選択したフォルダのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかどうかを指定します。 

カテゴリ 

すべてのカテゴリ、または選択したカテゴリのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかを指定します。 ［カテゴリ］はコ

ンポーネント ブループリントに割り当てられており、エレメント

が属する系統的なグループ化です。 

ウェイト 

すべてのウェイト、または選択したウェイトのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかを指定します。 ［ウェイト］はコ

ンポーネント ブループリントに割り当てられており、エレメント

の相対的な重要度を表します。 ウェイトのない（ウェイトが割り

当てられていない）エレメントは、［中］とみなされます。 

連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl キーを押

しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリを選択するには 

Shift キーを押しながらクリックします。 

12. ［OK］をクリックします。 

ルール コンプライアンス結果が「ルール コンプライアンス操作の結果

表示 (P. 85)」で説明しているように表示されます。 
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ルール コンプライアンス操作の結果表示 

サービス ルール コンプライアンス操作およびサーバ ルール コンプライ

アンス操作の結果は、同じインターフェースで表示されます。 結果は以

下のタブのようになります。 

■ サマリ -- サーバ名またはサービス名を表示します。 また、ルール コン

プライアンス操作がサーバ、サービスの現在のデータ、スナップショッ

トのいずれに対して実行されたのか、およびルール違反が見つかった

かどうかを表示します。 

■ ウェイト別サマリ -- 低、中、高で色分けされたウェイトについての違

反と合格の数を表示します。 

ウェイト別サマリは、グラフィカルな図または表形式のビューのいず

れかで表示することができます。 
 

■ カテゴリ別サマリ -- カテゴリ別に違反と合格の数を表示します。  

カテゴリ別サマリは、グラフィカルな図または表形式のビューのいず

れかで表示することができます。 
 

■ ツリー -- 階層ツリー ビュー内に表示される結果を示します。 

結果は、重大度のとおり、合格および失敗ルール グループの重大度レ

ベルに基づいてグループ化されます。 ツリーを展開すると、以下の

ノードが表示されます。 

失敗したルール（重大度別） -- このノードを展開すると、ルール コン

プライアンスでルール違反が見つかったサーバ（括弧で表示されます）

とそのエレメントの値が表示されます。 
 

ルール コンプライアンス結果ツリーでは、以下のタスクを実行できま

す。 

■ 値の上にマウス ポインタを移動させると、ルール作成中に指定さ

れた説明を表示します。 

■ 右ペインに詳細を表示するには、ツリー内の任意の値をクリック

します。 結果ウィンドウからエレメントを変更することはできま

せん。 

■ 重大度レベルを表示します。 以下のアイコンは重大度レベルを示

します。 
 

     情報の重大度レベルを示し、ルール違反テキストを表示します。 

     警告の重大度レベルを示し、ルール違反テキストを表示します。 
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     エラーの重大度レベルを示し、ルール違反テキストを表示します。 

     クリティカルな重大度レベルを示し、ルール違反テキストを表示します。 

■ フラット テーブル -- 以下の列が含まれるテーブル内の結果を表示し

ます。［選択］、［サーバ］、［ソフトウェア］、［合計失敗数］、

［合計成功数］、および［合計実行数］。  

■ サーバ上での変更の詳細を表示するには、［サーバ］列のサーバ

名をクリックします。 

■ ［選択］列内のオプション ボタンをクリックし、［テーブル アク

ション］ドロップダウン リストから［印刷］または［Excel にエク

スポート］を選択します。 

■ ルールの例外 -- 選択されたサーバおよびサービスに関して、ルール コ

ンプライアンス操作で除外されるルール例外を表示します。 ソフト

ウェア、サーバ、およびサービス名で基づくルールの例外をフィルタ

できます。 
 

サービスのリフレッシュ 

［サービスのリフレッシュ］オプションでは、最新のサービス コンポー

ネント データを取得します。 

注： コンポーネントの基本状態は、リフレッシュ操作では変更されません。

インベントリ対象コンポーネントはインベントリ対象コンポーネントの

まま、管理対象コンポーネントは管理対象コンポーネントのままとなりま

す。 コンポーネントの状態が変化するのは、管理プロファイルによって

コンポーネントが管理対象にされた場合、またはコンポーネントに関する

サービス関連のディスカバリが行われた場合のみです。 
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サービス ソフトウェア コンポーネントをリフレッシュする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. コンポーネントをリフレッシュするサービスの隣のチェック ボック

スをオンにして、［サービス］テーブルの上にある［リフレッシュ］

をクリックします。 

［サービス］テーブルの［現在のアクティビティ］列には、操作中は

［リフレッシュ］が表示されます。 サービス リフレッシュが完了する

と、列は空白になります。 
 

サービス ディスカバリの実行 

サービス ディスカバリ操作では、サービスに定義されているサーバで

サービスのソフトウェア コンポーネントへの更新を検索します。 

注： このセクションで説明する手順は、サービス ディスカバリ操作をすぐ

に実行する手動操作です。 管理プロファイルは通常、プロファイルに指

定されたスケジュール情報に基づいてサービス ディスカバリ操作を自動

化するために使用されます。 詳細については、「管理プロファイル (P. 95)」

を参照してください。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. コンポーネントを検出する、またはディスカバリにより更新するサー

ビスを選択します。 次に、［アクションの選択］ドロップ-ダウン リ

ストから［管理アクション］の［ディスカバリの実行］を選択します。 

注： 対応する［管理プロファイル］を有効状態に設定したことを確認

します。 サービス ディスカバリ中に、サーバがサービスで定義されて

いない場合、サービスの以前に検出されたサーバまたはコンポーネン

トが削除されます。 

［サービス］テーブルの［現在のアクティビティ］列には、操作中の

ディスカバリが表示されます。  
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Telnet を使用するコンポーネント ディスカバリの設定 

構成マネージャは、ソフトウェア コンポーネント ディスカバリ操作に使

用するため、Telnet アクセス モードでアクセス プロファイルを作成でき

ます。 

 

構成マネージャは、以下のタスクを実行して、Telnet アクセスを使用して

コンポーネント ディスカバリを実行するように CA Configuration 

Automation を設定できます。 

1. Telnet アクセス モードでのアクセス プロファイルの作成 (P. 89) 

2. Telnet 設定プロパティの変更 (P. 90) 

3. グリッド ノード サーバの FTP プロパティの設定 (P. 91) 
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Telnet アクセス モードでのアクセス プロファイルの作成 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で［管理］リンクをクリックし、

次に［サーバ］タブで［アクセス プロファイル］リンクをクリックし

ます。 

2. 以下のいずれかのタスクを実行します。 

■ ［アクセス プロファイル］タブで、［テーブル アクション］ドロッ

プダウン リストから［アクセス プロファイルの作成］を選択しま

す。 

■ 既存のプロファイルを変更するには、［プロファイル名］フィー

ルドで名前を選択します。 

3. ［アクセス モード］ページで、［アクセス モード］ドロップダウン リ

ストから［Telnet］を選択し、オンライン ヘルプの説明に従って必須

フィールドをすべて入力します。  

注：  

■ ［接続タイムアウト］の値は Telnet アクセス モードにとって重要

です。CA Configuration Automation は、デフォルトでこれに高い値

を設定しています。 CA Configuration Automation は、アイドル接続

を切断するために［接続タイムアウト］の値を使用します。 

■ ［プロンプト］フィールドの値により、ターゲット サーバと Telnet 

セッションを確立する間に CA Configuration Automation が表示する

プロンプトが検索および識別されます。 
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Telnet 設定プロパティの変更 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［環境管理］リンク（右上）、

［構成］タブ、［プロパティ］リンクをクリックします。 

2. ［プロパティ］タブ ページで、［デフォルト値］列の上の右向き矢印

（>）をクリックして、プロパティの 2 ページ目（1 ページ目にはプロ

パティ 1 ～ 50、2 ページ目にはプロパティ 51 ～ 100 を表示）を表示し

ます。 

3. プロパティを変更するには、cca グループ内の以下の値に対する［値］

列のエントリをクリックします。 

telnet.connection.retries 

ディスカバリ プロセスの最中に何らか理由で Telnet 接続が失われ

た場合に、接続を再試行する回数を指定します。 

デフォルト： 3。 ディスカバリ中に Telnet が接続をドロップする

場合は、この値を 6 に増加させます。 

telnet.read.timeout_secs 

コマンドを発行した後に、結果を収集するために待機する最大時

間間隔を指定します。 

デフォルト： 2 ディスカバリ中に Telnet が接続をドロップする場

合は、この値を 4 に増加させます。 

telnet.read.byte_to_byte_delay_secs 

結果を読み取るときに、次のバイトを待機する最大時間間隔を指

定します。 この値は、［アクセス プロファイル］で［プロンプト

の表示方法］オプションが選択されていない場合にのみ使用され

ます。 

デフォルト： 900。 ディスカバリ中に Telnet が接続をドロップす

る場合は、この値を 1500 に増加させます。 
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グリッド ノード サーバの FTP プロパティの設定 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［環境管理］リンク（右上）、

［構成］タブ、［プロパティ］リンクをクリックします。 

2. ［プロパティ］タブ ページで、［デフォルト値］列の上の右向き矢印

（>）をクリックして、プロパティの 2 ページ目（1 ページ目にはプロ

パティ 1 ～ 50、2 ページ目にはプロパティ 51 ～ 100 を表示）を表示し

ます。 

3. プロパティを変更するには、グリッド グループ内の以下の値に対する

［値］列のエントリをクリックします。 

ftp.account 

FTP サーバに接続するために使用されるアカウント名を指定しま

す。 

ftp.password 

FTP サーバに接続するためのパスワードを指定します。 
 

ftp.port 

FTP サーバがリスンするポート番号を指定します。 

ftp.root 

FTP サーバ（FTP サイト ディレクトリ）のルート パスを指定します。 
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サービスのレポート アクション 

レポート アクション操作では、サービスからレポートを実行できます。 レ

ポートを実行するには、以下のアクションを実行します。 

コンプライアンス レポートの実行 

選択されたサービスのコンプライアンス レポートを実行します。 デ

フォルトでは、レポートの実行時に、対応するコンプライアンス ルー

ル グループのフィルタ条件が適用されます。 

レポートの実行 

利用可能なレポートからレポートを実行します。 選択したレポートに

基づいて、レポートの生成に必要な項目を入力します。 

サービスのレポート アクションを実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［管理］パネルで［サービス］タブをクリックします。 

3. ［サービス］ページでサービスを選択し、［アクションの選択］-ドロッ

プダウン リストから［レポート アクション］を選択します。 

4. 以下のいずれかのアクションを選択します。 

■ コンプライアンス レポートの実行 -- 選択されたサービスのコンプ

ライアンス レポートを実行します。 

■ レポートの実行 -- 利用可能なレポートからレポートを実行します。 

5. ［コンプライアンス レポートの実行］を選択する場合、［レポート名］

を選択して［OK］をクリックします。 

6. ［レポートの実行］を選択する場合、［レポートの選択］パネルで以

下のいずれかのオプションを選択します。 

■ テンプレート -- いずれかの事前定義済みレポート テンプレートを

使用して、レポートを実行します。 

■ 保存済みレポート -- 以前に保存されたレポートを実行します。 

レポートが生成されます。 
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サービス ディスカバリの停止 

サービス ディスカバリ操作は、所要時間が長すぎるなどの理由により、

手動で停止することができます。 

サービス ディスカバリ操作を停止する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。デフォルトでは［サービス］タブが

表示されます。 

2. ディスカバリ操作を停止するサービスの隣のチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［管理ア

クション］ - ［ディスカバリの停止］を選択します。 

［サービス］テーブルの［現在のアクティビティ］列には、操作の実

行中にディスカバリが表示され、操作が停止すると空白になります。  
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ビジュアル UI での関係および管理操作結果の表示 

ビジュアル UI で、関係および管理操作（たとえば、変更検出やルール コ

ンプライアンス）をグラフ表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネルをクリックし、

以下のいずれかの場所をクリックします。 

■ ［サービス］タブ 

■ ［サーバ］タブ 

■ ［サーバ グループ］タブ 

■ ［ストレージ］タブ 

2. 表示されるタブ ページで、テーブル内の 1 つ以上のチェック ボックス

をオンにします。 

たとえば、［サービス］タブを選択した場合は、［サービス］テーブ

ル内の 1 つ以上のサービスを選択します。 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ビジュアル］を選

択し、以下のいずれかのビジュアル テンプレートを選択します。 

［サービス］タブ 

■ サービス通信関係 

■ サービス変更検出 

■ サービス ルール コンプライアンス 

［サーバ］タブおよび［サーバ グループ］タブ 

■ すべてのサーバ関係 

■ サーバ変更検出 

■ サーバ通信関係 

■ サーバ構成関係 

■ サーバ ルール コンプライアンス 

■ サーバ ストレージ関係 

■ サーバ仮想化 

［ストレージ］タブ 

■ サーバ ストレージ管理関係 
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■ サーバ ストレージ関係 

各テンプレートの詳細については、「ビジュアル テンプレートの選択 

(P. 478)」を参照してください。 
 

管理プロファイル 

管理プロファイルは、サービスの更新、サーバおよびソフトウェア コン

ポーネントの検出、および検出されたこれらのコンポーネントを管理する

ための操作ルールを提供します。 これらの操作ルールには以下が含まれ

ます。 

■ 検出対象のソフトウェア コンポーネントまたはソフトウェア コン

ポーネントのカテゴリ。 

■ 前回検出されたコンポーネント（存在していないものを除く）をコン

ポーネントのインベントリから削除するかどうか。 
 

■ ソフトウェア コンポーネント検出をいつ、どの程度の頻度で実行する

のか。 
 

■ 検出が実行されるレベルとその深さ、他の操作と比較した場合の検出

の相対的な重要性。 
 

■ 管理対象のソフトウェア コンポーネントまたはソフトウェア コン

ポーネントのカテゴリ。 

■ どの CA Configuration Automation 管理操作（リフレッシュ、スナップ

ショットの作成と削除、変更の検出、比較、およびルール コンプライ

アンス）をいつ、どの程度の頻度で自動的に実行するのか。 
 

CA Configuration Automation には、以下の事前定義済み管理プロファイルが

含まれています。  

■ App サーバの検出/管理  

■ CA ソフトウェアの検出/管理  
 

■ OS とハードウェアの検出/管理（このプロファイルはデフォルトとし

て定義され、ネットワーク プロファイルに割り当てられています） 
 

■ 関係データベースの検出/管理  
 

■ サーバ プロパティの検出/管理 
 



管理プロファイル 
 

96  ユーザ ガイド 
 

■ 仮想化の検出/管理 

■ Web サーバの検出/管理  

事前定義済みプロファイル system_user によって作成されます。 デフォル

ト プロファイルは新しく検出された各サーバ、または新しく作成された

サービスに割り当てられます。 またこのセクションで後述するように、

ユーザ独自のプロファイルを作成してサーバおよびサービスに割り当て

ることができます。 
 

管理プロファイルの作成 

管理プロファイルを作成して、サービスおよびサーバ ディスカバリ操作

がどのように検索を実行するか、および見つけたオブジェクトにどのよう

に応答するかを自動化および設定できます。 

管理プロファイルを作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［管理プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、次に、［管理プロファイルの

作成］を選択します。 

［管理プロファイルの作成］ウィザードの［プロファイル］ページが

表示されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力します。 

名前 

管理プロファイルの名前を指定します。 

説明 

管理プロファイルを説明します。 
 

デフォルト 

新しく検出されたサーバまたはサービスが管理対象モードになっ

たときに、これらに管理プロファイルを割り当てるかどうかを指

定します。 チェック ボックスが空の場合、プロファイルはデフォ

ルトとして指定されません。 
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有効 

この［管理プロファイル］が割り当て可能かどうか、［ネットワー

ク プロファイル］に割り当てられているかどうか、 またはデフォ

ルト プロファイルとして設定されているかどうかを指定します。 

チェック ボックスが空の場合、プロファイルは無効です。 
 

Catalyst 統合の有効化 

Catalyst および CCA コネクタを使用するその他の消費する製品に、

CA Configuration Automation が構成アイテム（CI）をエクスポート

するかどうか指定します。 
 

属性プロファイル 

［Catalyst 統合］が有効な場合に使用する Catalyst 属性プロファイ

ルを指定します。 オプションは、［デフォルトを使用］、［すべ

ての Catalyst 属性］、および［Catalyst 属性プロファイル］テーブ

ル内に格納されたユーザ定義のプロファイルです。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示されます。  

注： ［ブループリント］ページのトップには、［ブループリント グルー

プおよびカテゴリ］ページへのリンクが含まれます。 このプロファイ

ルによって管理されているディスカバリ操作で使用する［ブループリ

ント］、［ブループリント グループ］および［カテゴリ］は、どのよ

うな組み合わせでも指定できます。 
 

6. 以下のいずれかを実行します。 

■ すべてのブループリントをディスカバリに使用または管理対象に

するには、［すべてのブループリントを [検出] へ移動］チェック 

ボックスをオンにします。  

■ ［すべての [検出] を [管理] へ移動］チェック ボックスを必ずオン

にしてから、［利用可能］列にリストされている 1 つ以上のブルー

プリントをダブルクリックして、［検出］列および［管理］列に

移動します。 

■ ［すべての [検出] を [管理] へ移動］へ移動］チェック ボックスを

オフにし、次に［利用可能］列の 1 つ以上のブループリントをダ

ブルクリックして、［検出］列に移動します。 
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隣の列にブループリントを移動させるには、プループリントをダブル

クリックして移動させる代わりに、ブループリントをクリックしてか

ら一重の左向きまたは右向き矢印をクリックすることもできます。 隣

の列にブループリントをすべて移動するには、左向きまたは右向きの

二重矢印をクリックします。 

選択したブループリントが［ディスカバリ］列および［管理］列に移

動し、管理プロファイルによってディスカバリおよび管理操作に使用

されます。  
 

注： 

■ これらのブループリント（および手順 7 で説明されているブルー

プリント グループに関連付けられているもの）によって指定され

ているコンポーネントは、［サーバ詳細］および［サービス詳細］

ページの［コンポーネント］タブに表示されているコンポーネン

トです。 ［サーバ詳細］ページの［すべてのコンポーネント］タ

ブは、サーバにインストールされたコンポーネントをすべて表示

します。これらの一部はサービス管理プロファイルのものである

場合があります。 

■ スナップショット、変更の検出、比較、およびルール コンプライ

アンスを含む操作は、サービスまたはサーバの管理プロファイル

内のコンポーネントも参照します。 
 

7. （オプション）チェック ボックスの上にある［ブループリント グルー

プ］をクリックして手順 6 を繰り返しますが、ここでディスカバリお

よび管理操作に含めるブループリント グループを指定します。 

選択したブループリント グループが［ディスカバリ］列および［管理］

列に移動し、管理プロファイルによってディスカバリおよび管理操作

に使用されます。  
 

8. （オプション）チェック ボックスの上にある［カテゴリ］リンクをク

リックして手順 6 を繰り返しますが、ここでディスカバリおよび管理

操作に含めるカテゴリを指定します。 

選択したカテゴリが［ディスカバリ］列および［管理］列に移動し、

管理プロファイルによってディスカバリおよび管理操作に使用されま

す。 
 

9. ［次へ］をクリックします。 

［ディスカバリ オプション］ページが表示されます。 
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10. 以下のディスカバリ オプションを選択するか、または対応するフィー

ルド内に適切な情報を入力します。 

ハードウェア情報を収集 

物理ホスト コンピュータに関する情報を CA Configuration 

Automation で検出および管理するかどうかを指定します。 

ネットワーク情報を収集 

ネットワークに関する情報を CA Configuration Automation で検出お

よび管理するかどうかを指定します。 
 

ストレージ情報を収集  

ストレージ デバイス、ストレージ マネージャ、およびそれらの関

係を CA Configuration Automation で検出および管理するかどうかを

指定します。 
 

サーバ情報を収集 

サーバに関する情報を CA Configuration Automation で検出および管

理するかどうかを指定します。 NDG ディスカバリ操作によって返

されたサーバ プロパティは、［サーバ］タブ ページからリンクし

た以下のページに格納されます。 

■ サーバ詳細 

■ 仮想化 

■ ネットワーク アダプタ 
 

■ ハードウェア 
 

■ アプリケーション 
 

■ サービス/デーモン 

■ オープン ポート 

■ 関係 
 

サーバ プロパティ コンポーネントが作成され、状態が管理対象の

サーバの以下のシナリオに基づいて更新されます。 

■ ネットワーク検出（NDG）中に検出または更新されたサーバ 

■ 管理プロファイル（スケジュール、マニュアル、または SDK の

使用）によって開始されたディスカバリまたはリフレッシュ 
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レジストリの検索 

このプロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、Windows 

レジストリを検索するかどうかを指定します。 
 

シンボリック リンクをたどる 

このプロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、シンボ

リック リンクで接続されたネットワークおよびファイル システ

ムを検索するかどうかを指定します。  
 

ネットワーク ドライブを含める  

このプロファイルに関連付けられたディスカバリ操作が、Windows 

上でネットワーク ドライブを検索するかどうかを指定します。 こ

のオプションを選択する場合は、以下の手順も実行する必要があ

ります。 

a. ホストの管理者権限を持つユーザとして CA Configuration 

Automation エージェント ホスト コンピュータにログオンしま

す。 

b. エージェント サービスが実行されている場合は、停止します。 
 

c. 以下のように、agent.conf ファイルを編集して、restart プロパ

ティを無効にします。 

   #restart every # calls 

   #restart=1000 
 

d. コマンド プロンプトを開き、CCA エージェントのインストール 

ディレクトリに移動します。  
 

e. 以下のコマンドを使用して、エージェントを実行します。 

   CCagent.exe -p agent.conf 

f. エージェント ホストに対して管理プロファイルを実行して、

ネットワーク ドライブ上のコンポーネントを検出します。 
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エージェントの優先度 

このプロファイルに関連付けられたディスカバリ操作中に CA 

Configuration Automation エージェントに与えられる優先度を指定

します。 CA Configuration Automation エージェントは一致するサー

バ ファイル システムを検索するため、ターゲット サーバ上で実行

するその他のファイル システム操作のパフォーマンスに影響しま

す。 影響を制御するために、優先度を以下の 5 つのレベルから 1 つ

を設定できます。 

■ 最高（最も速い） - CA Configuration Automation エージェントは

制限されません。 通常、この優先度によるターゲット サーバ ア

クティビティへの影響は短期間でほぼ受容でき、ほとんどの状

況で使用することができます。 これはデフォルトの設定です。 

■ 高、中、低 - より低い優先度にすると、それぞれファイル シス

テム アクティビティへの影響がおよそ 20% 縮小されます。 

■ 最低（最も遅い） - 検索はその他のプロセスに譲渡されます。 既

存のファイル システム アクティビティへのディスカバリの影

響はほぼありませんが、ディスカバリが完了するまでにかかる

時間が大幅に長くなります。 
 

ディスカバリ時間制限  

ディスカバリが終了するまでの時間を指定します。 ほとんどの

ディスカバリ操作は数分しかかかりません。ただし、大きなファ

イル システムを検索する場合には、特に［エージェントの優先度］

が最小値に設定されていると検索時間が長くなることがあります。 

検索時間がこの制限を超えると、ディスカバリは終了します。部

分的なディスカバリは行われません。 
 

デフォルト検索ルート 

Windows と UNIX、または Linux コンピュータとの組み合わせで使用

されるプロファイル（またはプロファイルが Linux と UNIX コン

ピュータでのみ使用される場合）の検索を開始するディレクトリ

を指定します。 
 

Windows 検索ルート  

Windows コンピュータでのみ使用されるプロファイルの検索を開

始するフォルダを指定します。 
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ファイル検索階層数 

検索対象の検索ルートより下位のディレクトリ レベルの数を指定

します。 この数を空白にすると、検索ルートより下位のすべての

ディレクトリが検索されます。 
 

プルーニングの有効化 

［サーバ ソフトウェア インベントリ プルーニング モード］を有効

にするかどうかを指定します。 チェック ボックスをオンにした場

合、パージが有効化され、見つからないソフトウェア コンポーネ

ントはインベントリから削除されます。 この機能を無効にした場

合、すべての検出されたソフトウェアは、将来的にディスカバリ

操作によって検索されるかどうかにかかわらずインベントリ内に

残ります。 チェック ボックスをオフにすると、インベントリが効

果的にサーバ上のソフトウェア履歴に変更されます。 
 

プルーニング モード 

不明なソフトウェア コンポーネントを処理するには、次のいずれ

かのモードを指定します。 

■ 見つからないコンポーネントをマーク (インベントリには残

す) - ディスカバリ操作で、以前にインベントリにあったソフト

ウェア コンポーネントの存在を確認できなかった場合は、これ

らのコンポーネントを不明としてマークしますが、インベント

リには保持します。 

■ 見つからないコンポーネントのインベントリからの削除 - ディ

スカバリによって確認されなかったコンポーネントは、サーバ

のインベントリから削除されます。 このオプションが選択され

ても、管理対象サービスの一部であるコンポーネントは削除さ

れないことに注意してください。 
 

サーバ上でディスカバリを実行 

プロファイルが割り当てられているサーバ上でディスカバリ操作

を実行するように指定します。 

CCA データベースから検出されたコンポーネントを使用 

すでに検出済みで CA Configuration Automation に格納されている

サービス コンポーネントを検索するように指定します。 
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11. ［次へ］をクリックします。 

［管理オプション］ページが表示され、［変更検出および比較］管理

オプションが表示されます。 

注： ［管理オプション］ページには、［ルール コンプライアンス］、

［スナップショット］、および［フィルタ］ページへのリンクも含ま

れています。 
 

12. 以下の［変更検出および比較］オプションを選択します。 

コンポーネント インベントリの差異のみ 

変更の検出また比較の操作で、すでに管理対象になっているコン

ポーネントに対する結果のみを返すかどうかを指定します。 

階層オブジェクトがソースまたはターゲットのみに存在する場合、子の比較

は行わない  

オブジェクトが 1 つのサービスまたはサーバのみに存在する場合、

子のコンポーネントで比較操作を実行するかどうかを指定します。 

このオプションを選択すると、オブジェクトがサービスかサーバ

のどちらの一部でもない場合、そのオブジェクトは無視されます。 
 

現在のデータと次を変更 

変更の検出操作が、現在のデータと、以下の 1 つ以上のスナップ

ショットとの違いを検索するように指定します。 

■ 最新のスナップショット  

■ ベースライン  
 

■ ゴールド基準  
 

■ シルバー基準  

■ ブロンズ基準  
 
 

他サーバと比較 

別のサーバと比較が行なわれるかどうかを指定します。 このオプ

ションを選択する場合は、比較の対象となるサーバまたはスナッ

プショットを指定する必要があります。  
 

他サービスと比較 

別のサービスと比較が行なわれるかどうかを指定します。 このオ

プションを選択する場合は、比較の対象となるサービスまたはス

ナップショットを指定する必要があります。 
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変更検出 - アドホック 

管理プロファイルを手動で実行する場合に、消費する CA 製品（CA 

Spectrum Service Assurance など）に対して、CCA Catalyst Connector 

を介してアラートが送信されるように指定します。  

「CA Configuration Automation プロパティの表示および編集」で説

明しているように、sdk.events.enabled プロパティが true に設定さ

れない限り、このフィールドは非表示になっています。 

変更検出 - スケジュール済み 

管理プロファイルをスケジュール済みのジョブとして実行する場

合に、消費する CA 製品（CA Spectrum Service Assurance など）に対

して、CCA Catalyst Connector を介してアラートが送信されるように

指定します。  

「CA Configuration Automation プロパティの表示および編集」で説

明しているように、sdk.events.enabled プロパティが true に設定さ

れない限り、このフィールドは非表示になっています。 

選択されたオプションは、プロファイルに含まれます。 
 

13. チェック ボックスの上の［ルール コンプライアンス］リンクをクリッ

クします。 

［ルール コンプライアンス］ページが表示されます。 
 

14. 以下のルール コンプライアンス オプションを選択します。 

ルール コンプライアンスの実行 

このプロファイルを実行するときに、ルール コンプライアンスの

操作を実行するかどうかを指定します。  

ルール重要度 

レポートするルール コンプライアンスのメッセージの重大度レベ

ルを指定します。 ルール コンプライアンスは、指定されたレベル

以上のすべてのメッセージを返します（たとえば、［エラー］と

［クリティカル］のメッセージを表示したい場合は［エラー］を

選択し、すべてのメッセージを表示したい場合は［情報］を選択

します）。 
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修復 

ルール コンプライアンスの操作によって検出された違反を、ター

ゲット サービスまたはサーバ上でリセットするかどうかを指定し

ます。 修正のオプションは以下のとおりです。 

■ なし - ルール コンプライアンス操作の後に修正のアクション

を実行しないように指定します。 

■ ルール値 - ルールに違反した値を、ルールで定義されている値

にリセットするように指定します。 

■ ブループリントからのデフォルト値 - ルールに違反した値を、

ソフトウェア コンポーネントのブループリントのデフォルト

値にリセットするように指定します。  
 

デフォルト値ルール 

指定されたデフォルト値に対して、現在のサービスまたはスナッ

プショット値を検証します。 

デフォルト値がブループリントに指定されている場合、CA 

Configuration Automation は自動的にルールを作成し、このルールに

よって、実際の値がデフォルト値と逸脱していないかがチェック

されます。 デフォルト ルールの偏差は、結果に情報メッセージと

して表示されます。 
 

データ タイプ ルール 

対応するデータ タイプの指定された値に対して、現在のサービス

またはスナップショット値を検証します。 
 

ルール カテゴリ 

ルール コンプライアンスの操作に対して、以下のカテゴリの 1 つ

または両方から明示的なルールが使用されるように指定します。 

ブループリント ルール 

ブループリントに定義されている制約ルールに対して、現在の

サービスまたはスナップショットの値を検証します。 

ユーザ定義ルールとビルトイン ルール（データ タイプの

チェックなど）の両方が含まれています。 

インスタンス ルール 

サービスおよびブループリントに定義されている制約ルール

に対して、現在のサービスまたはスナップショットの値を検証

します。 
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ルール グループ 

ルール コンプライアンスの操作で、ルール グループに定義されて

いるルールが使用されるように指定します。 ［ルール グループの

選択］オプションをクリックし、［利用可能なルール グループ］

列で、使用するルール グループをクリックして、［選択されたルー

ル グループ］列に移動します。 
 

ルール コンプライアンス（アドホック） 

管理プロファイルを手動で実行する場合に、消費する CA 製品（CA 

Spectrum Service Assurance など）に対して、CCA Catalyst Connector 

を介してアラートが送信されるように指定します。  

「CA Configuration Automation プロパティの表示および編集」で説

明しているように、sdk.events.enabled プロパティが true に設定さ

れない限り、このフィールドは非表示になっています。 

ルール コンプライアンス（スケジュール） 

管理プロファイルをスケジュール済みのジョブとして実行する場

合に、消費する CA 製品（CA Spectrum Service Assurance など）に対

して、CCA Catalyst Connector を介してアラートが送信されるように

指定します。  

「CA Configuration Automation プロパティの表示および編集」で説

明しているように、sdk.events.enabled プロパティが true に設定さ

れない限り、このフィールドは非表示になっています。 

選択されたオプションは、プロファイルに含まれます。 
 

 

15. チェック ボックスの上の［スナップショット］リンクをクリックしま

す。 

［スナップショット］ページが表示されます。 
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16. 実行時に、このプロファイルでサービスまたはサーバのスナップ

ショットを作成する場合は、［スナップショットの作成］チェック 

ボックスをオンにします。 

このオプションを選択すると、以下のフィールドがアクティブになり

ます。 

最大数 

CA Configuration Automation 内に格納されるスナップショットの数

の制限を指定します。 このフィールドを選択する場合には、カウ

ンタを適切な数に設定できます。 

最大有効期間 

CA Configuration Automation 内に格納されるスナップショットの期

間の制限を指定します。 このフィールドを選択する場合には、カ

ウンタを適切な日数、週数、または月数に設定できます。 
 

注： ［スナップショットの作成］オプションを選択して、［最大数］

または［最大有効期間］オプションのいずれも選択しない場合は、手

動で削除するまで、スナップショットが無制限に CA Configuration 

Automation に格納されます。 

選択されたオプションは、プロファイルに含まれます。 
 

 

17. チェック ボックスの上の［フィルタ］リンクをクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
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18. ［フォルダ］、［カテゴリ］、および［ウェイト］エリアでデフォル

トの設定（［すべて］）を承認するか、または 1 つ以上のエリアで［選

択］をクリックして、プロファイルに含めるオプションを選択します

（複数のオプションを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリック

するか、Shift キーを押しながらクリックします）。 

■ ［フォルダ］は、CA Configuration Automation が検出されたソフト

ウェア コンポーネントを表す方法を意味します。 フォルダは、階

層ツリー ビューに含まれています。 ［選択（フォルダ）］オプショ

ンを選択すると、ルール コンプライアンス、変更の検出および比

較の操作では、指定されたフォルダでのみこのプロファイルが検

索されます。  

■ ［カテゴリ］はコンポーネント ブループリントに割り当てられて

おり、エレメントが属する系統的なグループ化です。 ［選択（カ

テゴリ）］オプションを選択すると、ルール コンプライアンス、

変更の検出および比較の操作では、指定されたカテゴリでのみこ

のプロファイルが検索されます。 

■ ［ウェイト］はコンポーネント ブループリントに割り当てられて

おり、エレメントの相対的な重要度を表します。 ウェイトのない

（ウェイトが割り当てられていない）エレメントは、［中］とみ

なされます。 ［ウェイトの選択］オプションを選択すると、ルー

ル コンプライアンス、変更の検出および比較の操作では、指定さ

れたウェイトでのみこのプロファイルが検索されます。 

選択されたオプションは、プロファイルに含まれます。 
 

19. ［次へ］をクリックします。 

［スケジューリング］ページが表示され、デフォルトで［ディスカバ

リ］タブが表示されます。 
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20. ディスカバリ操作が完了するときに、このプロファイルに関連付けら

れている管理操作を、ディスカバリ操作と同じスケジュールで実行す

る場合は、［ディスカバリ後に管理操作を実行］チェック ボックスを

オンにします。 

このオプションを選択した場合は、管理操作に対してスケジュールを

定義する必要はありません。 

21. ［頻度］ドロップダウン リストで以下のうちの 1 つを選択することに

より、このプロファイルを使用して自動でディスカバリ操作を実行す

るためのスケジュールを定義します。 

スケジュールなし 

プロファイルを自動で実行しないように指定します。 ジョブは手

動で実行することも、後で実行されるようスケジュールすること

もできます。 

1 回 

プロファイルが自動的に 1 回実行されるように指定します。 この

オプションを選択した場合、［時刻］フィールドに実行する時間

も指定する必要があります。 
 

分単位 

分単位で定義された間隔でプロファイルが繰り返し実行されるよ

うに指定します。 このオプションを選択する場合は、以下につい

ても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - プロファイルの実行が開始される時刻を指定します。 

開始時刻は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - プロファイルが最後に実行される日付を指定します。 

■ # 分間隔で繰り返す - プロファイルを実行する間隔を指定しま

す。 
 

たとえば、プロファイルを午後 11:00 に開始して 10 分間隔で実行

する場合、［開始時刻］に 11:00:00PM を指定し、［10 分間隔で繰

り返す］を指定します。 プロファイルは午後 11:00、午後 11:10、

午後 11:20、午後 11:30、と実行され、時間の終わり（この場合は

午前 0 時）まで繰り返されます。 現在のプロファイルの実行が次

の間隔までに終了しなかった場合、次のプロファイルは前のプロ

ファイルが完了するまで待機した後に開始します。 
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時間単位 

時間単位で定義された間隔でプロファイルが繰り返し実行される

ように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下につ

いても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - プロファイルの実行が開始される時刻を指定します。 

開始時刻は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - プロファイルが最後に実行される日付を指定します。 

■ # 時間間隔で繰り返す - プロファイルを実行する間隔を指定し

ます。 
 

たとえば、午後 11:00 に開始して 4 時間ごとに 1 日中プロファイル

を実行する場合は、［開始時刻］に「11:00:00PM」と指定し、［4 

時間ごとに繰り返す］と指定します。 プロファイルは、午後 11:00、

午前 3:00、午前 7:00、午前 11:00、午後 3:00 および午後 7:00 に実

行されます。 現在のプロファイルの実行が次の間隔までに終了し

なかった場合、次のプロファイルは前のプロファイルが完了する

まで待機した後に開始します。 また、現時点で［開始時刻］がす

でに経過している場合、プロファイルはただちに実行され、その

後は、指定した定期スケジュールに従うことに注意してください。 
 

日単位 

日単位で定義された間隔でプロファイルが繰り返し実行されるよ

うに指定します。 このオプションを選択する場合は、以下につい

ても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - プロファイルの実行が開始される時刻を指定します。 

開始時刻は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - プロファイルが最後に実行される日付を指定します。 

■ # 日間隔で繰り返す - プロファイルを実行する間隔を指定しま

す。 
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週単位 

週単位で定義された間隔でプロファイルが繰り返し実行されるよ

うに指定します。 このオプションを選択する場合は、以下につい

ても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - プロファイルの実行が開始される時刻を指定します。 

開始時刻は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - プロファイルが最後に実行される日付を指定します。 

■ # 週間隔で繰り返す - プロファイルを実行する間隔を指定しま

す。 
 

月単位 

月単位で定義された間隔でプロファイルが繰り返し実行されるよ

うに指定します。 このオプションを選択する場合は、以下につい

ても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - プロファイルの実行が開始される時刻を指定します。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - プロファイルが最後に実行される日付を指定します。 

■ # 月間隔で繰り返す - プロファイルを実行する間隔を指定しま

す。 
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22. プロファイルが以下のフィールドで実行される場合に、送信される通

知を定義します。 

通知プロファイル 

このプロファイルを使用したディスカバリ操作がスケジュールど

おりに実行される場合に、使用する通知プロファイルを指定しま

す。 通知プロファイルの作成については、「通知プロファイルの

作成 (P. 122)」を参照してください。 

件名 

選択された通知プロファイルによって送信される、電子メール 

メッセージの件名の行を指定します。 

このプロファイルに関連付けられているディスカバリ操作のスケ

ジュールが定義されます。 

■ ［ディスカバリ後に管理操作を実行］チェック ボックスをオンに

した場合は、手順 25 を省略します。 

■ ［ディスカバリ後に管理操作を実行］チェック ボックスをオンに

していない場合は、管理操作を定義する必要があります。 手順 

23   に進みます。 
  

23. ［管理］タブをクリックします。 

［管理］ページが表示されます。 
 

24. 手順 21 を繰り返します。ただし、この時間は、このプロファイルに関

連付けられている管理操作のスケジュールを定義します。 

25. ［終了］をクリックします。 

管理プロファイルが作成され、管理プロファイル テーブルに表示され

ます。 
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サービス上での管理プロファイルの実行 

管理プロファイルを手動で実行すると、プロファイルに指定されているス

ケジュール時間を待たずに、サービス内のソフトウェア コンポーネント

の構成の設定を更新することができます。 手動で管理プロファイルを実

行するために、以下のオプションがあります。 

■ 管理プロファイルを実行 (ディスカバリあり) 

■ 管理プロファイルを実行 (ディスカバリなし) 

これらのオプションに関連付けられている手順については、以下のセク

ションで説明します。 
 

注： ［ディスカバリの実行］オプションを使用して、管理プロファイルを

使用せずにサービス ディスカバリを手動で実行することもできます。 管

理プロファイルを使用すると、プロファイルで、変更の検出、比較、ルー

ル コンプライアンス、スナップショット、プルーニング モード、検索モー

ド、コンポーネント リフレッシュ モードなどのメリットが得られます。 

■ 管理プロファイルなしでディスカバリを実行する詳細については、

「サービス ディスカバリの実行 (P. 168)」を参照してください。 

■ 管理プロファイルの定義については、「管理プロファイルの作成 (P. 

96)」を参照してください。 
 

管理プロファイルを実行 (ディスカバリあり) 

プロファイルに指定されたスケジュール済みの時刻まで待機せずに、ディ

スカバリと共に管理プロファイルを手動で実行できます。 ディスカバリ

操作を使用してプロファイルを実行すると、サービス内にある既存のソフ

トウェア コンポーネントの構成の設定が更新されます。 さらに、検出さ

れる新しいソフトウェア コンポーネントがソフトウェア インベントリに

追加されます。 
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ディスカバリを使用して管理プロファイルを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. 管理プロファイルで定義されたとおりに更新するサービスの隣にある

チェック ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ドロッ

プダウンリストから［管理アクション］ - ［管理プロファイルを実行

（ディスカバリあり）］を選択します。 

注： サービスに対応する管理プロファイルを有効にする必要がありま

す。 

サービス テーブルの［現在のアクティビティ］列に管理プロファイル

が表示されます。 操作が完了すると、この列は空白になります。 
 

管理プロファイルを実行（ディスカバリなし） 

サーバ上の新しいコンポーネントを検索せずに、関連付けられているサー

バおよびソフトウェア コンポーネントに関する情報を使用して既存の

サービスを更新する場合には、ディスカバリ操作なしで管理プロファイル

を手動で実行できます。 

ディスカバリなしで管理プロファイルを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

2. 管理プロファイルで定義されたとおりに更新するサービスの隣にある

チェック ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ドロッ

プダウンリストから［管理アクション］ - ［管理プロファイルを実行

（ディスカバリなし）］を選択します。 

注： サービスに対応する管理プロファイルを有効にする必要がありま

す。 

サービス テーブルの［現在のアクティビティ］列に管理プロファイル

が表示されます。 操作が完了すると、この列は空白になります。 
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サービスへの管理プロファイルの割り当て 

既存の管理プロファイルをサービスへ割り当てて、ソフトウェア コン

ポーネントおよびサーバがどのように検出および管理されるかを制御す

ることができます。 

管理プロファイルをサービスに割り当てる方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。デフォルトでは［サービス］タブが

表示されます。 

2. 管理プロファイルを割り当てるサービスの隣にあるチェック ボック

スをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウンリストから

［サービス アクション］ - ［管理プロファイルの割り当て］を選択し

ます。 

［プロファイルの割り当て］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. ［変更］をクリックし、ドロップダウン リストから管理プロファイル

を選択して［OK］をクリックします。 

サービス テーブルの［管理プロファイル］列に、割り当てられたプロ

ファイルの名前が表示されます。  
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デフォルトとしての管理プロファイルの設定 

1 つのサービス管理プロファイルをデフォルト として指定することがで

きます。デフォルトのプロファイルは、新しく検出されたサーバ、および

新しく作成されたサービスに対して自動的に割り当てられます。 これに

より、新しいプロファイルを作成して、新しいそれぞれのサーバまたは

サービスに対して特定のプロファイルを割り当てる必要がなくなります。 

管理プロファイルをデフォルトのプロファイルとして設定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 ［管理プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. デフォルトのプロファイルにする管理プロファイルの隣にあるチェッ

ク ボックスをオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［デ

フォルトとして設定］を選択します。 

［デフォルト］列で、選択したプロファイルの隣にチェック マークが

表示されます。 
 

管理プロファイルの有効化 

管理プロファイルを有効化して利用できるようにし、サービスまたはサー

バに割り当てることができます。 

管理プロファイルを有効化する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 ［管理プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. 有効にする 1 つ以上の管理プロファイルの隣にあるチェック ボック

スをオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［プロファイ

ルの有効化］を選択します。 

［有効］列で、選択したプロファイルの隣にチェック マークが表示さ

れます。 
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管理プロファイルの無効化 

管理プロファイルを無効化して、サービスまたはサーバに割り当てられな

いようにできます。 

管理プロファイルを有効化する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 ［管理プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. 無効にする 1 つ以上の管理プロファイルの隣にあるチェック ボック

スをオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［プロファイ

ルの無効化］を選択します。 

［有効］列で、選択したプロファイルの隣に × が表示されます。 
 

管理プロファイルの削除 

管理プロファイルが必要なくなった場合に、それらの管理プロファイルを

削除することができます。 後でプロファイルを再利用することがある場

合は、それらのプロファイルを削除せずに無効化することができます。 

管理プロファイルを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 ［管理プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. 削除する 1 つ以上の管理プロファイルの隣にあるチェック ボックス

をオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［プロファイル

の削除］を選択します。 

選択したプロファイルは削除され、テーブルから除去されます。 
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管理プロファイルのインポート 

管理プロファイルを、CA Configuration Automation の別のインスタンスから 

Java Archive（JAR）ファイルとしてインポートできます。 

管理プロファイルをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［管理プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［管理プロファイルのイン

ポート］を選択します。 

［管理プロファイルのインポート］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
 

4. 対応するフィールドに、以下の情報を入力するか、または選択します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートする管理プロファイルが含まれている JAR ファイルの

名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲー

トできます。 

既存の管理プロファイルを上書き 

インポート中のファイルが、同じ名前のファイルを上書きするか

どうかを指定します。 CA Configuration Automation の別のインスタ

ンスのプロファイルに加えられた変更を保持する場合は、このオ

プションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべての管理プロファイルをインポートします。 

選択してインポート 

ダイアログ ボックスが表示され、ここで、インポートする JAR ファ

イル内の管理プロファイルを選択することができます。 

ファイルはインポートされ、管理プロファイル テーブルにプロファイ

ルが表示されます。  
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管理プロファイルのエクスポート 

管理プロファイルを JAR ファイルとしてエクスポートし、CA Configuration 

Automation の別のインスタンスで使用することができます。 

管理プロファイルをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［管理プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［管理プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. エクスポートするプロファイルの隣にあるチェック ボックスをオン

にして、［アクションの選択］をクリックし、［管理プロファイルの

エクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

JAR ファイルは以下の形式でデフォルトの名前を割り当てられます。 

ExportDatabaseObject_<year>_<month>_<date>_<hour>_<minutes>_<seco
nds>.jar 

例： ExportDatabaseObject_2009_12_29_04_20_00.jar 

5. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

プロファイルは、選択した場所へエクスポートされます。 
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テナントへのプロファイルおよびオブジェクトのエクスポート 

CA Configuration Automation テナント管理者は、プロファイル（管理プロ

ファイル、ネットワーク プロファイル、通知プロファイルなど）と他の

オブジェクト（ブループリントと構造クラスを含む）を、任意の CA 

Configuration Automation インスタンスから、マスタ インスタンス上のテナ

ント インスタンスにエクスポートできます。 このエクスポートは、CA 

Configuration Automation サーバ UI の以下の場所で［アクションの選択］

ドロップダウン リストから実行できます。 

■ ［サービス］タブ 

■ ［管理プロファイル］ページ 

■ ［通知プロファイル］ページ 

■ ［サーバ］タブ 

■ ［管理プロファイル］ページ 

■ ［通知プロファイル］ページ 
 

■ ［ネットワーク］タブ 

■ ［ネットワーク スキャン ポリシー］ページ 

■ ［通知プロファイル］ページ 
 

■ ［ブループリント］タブ 

■ ［ブループリント］ページ 

■ ［ブループリント グループ］ページ 

■ ［構造クラス］ページ 
 

■ ［コンプライアンス］タブ 

■ ［ルール グループ］ページ 

■ ［修復］タブ 

■ ［修復プロファイル］ページ 

また、テナントへのエクスポート機能は、ダッシュボードおよびビジュア

ル オブジェクトでも利用可能です（「テナントへのダッシュボードおよ

びビジュアル オブジェクトのエクスポート (P. 497)」を参照）。 
 



通知プロファイル 

 

第 4 章： サービス管理  121  
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI にテナント管理者ユーザとして

ログインし、テナントにエクスポートするプロファイルまたはオブ

ジェクトが含まれるページに移動します。 

選択されたページが表示され、テーブルにオブジェクトのリストが表

示されます。 

2. エクスポートするオブジェクトの横のチェック ボックスを 1 つ以上

オンにし、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［テナン

トにエクスポート］を選択します。 

［インポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. 新しいバージョンのオブジェクトでテナント インスタンス上の既存

オブジェクトを上書きする場合は、［既存のオブジェクトを上書き］

チェックボックスをオンにします。 
 

4. ［利用可能なテナント］列から 1 つ以上のテナントをダブルクリック

します。 

選択されたテナントが［選択されたテナント］列に表示されます。 

5. 選択されたテナントに、選択したプロファイルまたはオブジェクトを

インポートするには［OK］をクリックします。 

［結果］ペインに、インポートが成功したことが示されるか、または

エラーの説明が表示されます。 
 

通知プロファイル 

通知プロファイルを作成し、サービスおよびサーバへ割り当てることがで

きます。 通知プロファイルは、割り当てられているサービスまたはサー

バ内のコンポーネントが変更された、または更新されたときに通知を送信

する方法と宛先を自動的に決定します。 
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通知プロファイルの作成 

サーバ、サービス、ネットワーク操作が完了したとき、またはこれらの操

作が失敗したときに、電子メール通知を送信する通知プロファイルを定義

できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、以下のいずれかのタブをクリックしま

す。  

■ サービス 

■ サーバ 

■ ネットワーク 

2. 選択したタブで、［通知プロファイル］リンクをクリックします。 

［通知プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［通知プロファイルの作成］

を選択します。 
 

4. ［通知プロファイルの作成］ウィザードの［プロファイル］ページで、

以下のフィールドに入力します。 

名前 

通知プロファイルの名前を定義します。 

説明 

通知プロファイルについて説明します。 
 

デフォルト 

新しく検出されたサーバまたはサービスが管理対象モードになっ

たときに、これらに通知プロファイルを割り当てるかどうかを指

定します。 この通知プロファイルをデフォルトに指定する場合は、

［デフォルト］チェック ボックスをオンにします。 
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モード 

以下の通知モードのいずれかを指定します。 

完了時に通知 

スケジュールされているジョブが完了したときに通知を送信

します。 

エラー発生時に通知 

エラー状態である、変更が検出された、またはルールがコンプ

ライアンスに違反しているという理由で、スケジュールされて

いるジョブが実行できない場合に通知を送信します。 

通知しない 

通知を送信しません。 
 

電子メール送信先 

電子メール通知を受け取る人の電子メール アドレスを定義します。 

通知の件名 

電子メール通知の件名の行を定義します。 

5. ［OK］をクリックします。 

［通知プロファイル］テーブルに新しいプロファイルが表示されます。 
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通知プロファイルをデフォルトとして設定 

1 つの通知プロファイルをデフォルト として指定することができます。デ

フォルトのプロファイルは、新しく検出または作成されたサービスまたは

サーバに対して自動的に割り当てられます。 これにより、新しいプロファ

イルを作成して、新しいそれぞれのサービスに対して特定のプロファイル

を割り当てる必要がなくなります。 

デフォルト プロファイルとして通知プロファイルを設定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サービス］タブまたは［サーバ］タ

ブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［通知プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 通知プロファイル テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. デフォルトのプロファイルにする通知プロファイルの隣にあるチェッ

ク ボックスをオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［デ

フォルトとして設定］を選択します。 

［デフォルト］列で、選択したプロファイルの隣にチェック マークが

表示されます。 
 

通知プロファイルのインポート 

別の CA Configuration Automation インスタンスから Java Archive （JAR）ファ

イルとして通知プロファイルをインポートできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、以下のいずれかのタブをクリックしま

す。 

■ サービス 

■ サーバ 

■ ネットワーク 

2. 選択したタブで、［通知プロファイル］リンクをクリックします。 

［通知プロファイル］テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［通知プロファイルのイン

ポート］を選択します。 
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4. ［通知プロファイルのインポート］ダイアログ ボックスで、以下の

フィールドに入力します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートする通知プロファイルが含まれている JAR ファイルの

名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲー

トできます。 

既存の通知プロファイルを上書き 

同じ名前のファイルに上書きするかどうかを指定します。 別の CA 

Configuration Automation インスタンスのプロファイルを保持する

場合は、このオプションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべての通知プロファイルをインポートします。 

選択してインポート 

JAR ファイルからインポートする通知プロファイルを選択するダ

イアログ ボックスが表示されます。 

アプリケーションは、ファイル、およびプロファイルを表示する［通

知プロファイル］テーブルをインポートします。  
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通知プロファイルの削除 

通知プロファイルが必要なくなった場合に、それらの通知プロファイルを

削除することができます。 後でプロファイルを再利用することがある場

合は、それらのプロファイルを削除せずに無効化することができます。 

通知プロファイルを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サービス］タブまたは［サーバ］タ

ブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［通知プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

 通知プロファイル テーブルに既存のプロファイルが表示されます。 

3. 削除する 1 つ以上の通知プロファイルの隣にあるチェック ボックス

をオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［プロファイル

の削除］を選択します。 

選択したプロファイルは削除され、テーブルから除去されます。 
 

スケジュール ジョブの表示 

ジョブ テーブルには、管理プロファイルおよびネットワーク プロファイ

ルに関連付けられている、すべてのスケジュール済みジョブに関する詳細

が表示されます。  

スケジュール済みジョブを表示するには、［管理］リンクをクリックし、

以下のいずれかのアクションを実行します。 

■ ［サービス］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 

■ ［サーバ］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 
 

■ ［コンプライアンス］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タ

ブの下）をクリック 
 

■ ［修復］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）を

クリック 
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■ ［レポート］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 

■ ［ジョブ］タブをクリックします 

ジョブ テーブルに、スケジュールされたジョブが表示されます。 ［ジョ

ブ］タブには、完了および失敗したスケジュール済みジョブの履歴が保持

されます。 選択したジョブのログを表示するには、完了したジョブまた

はエラー ジョブのリンクをクリックします。 完了したジョブおよびエ

ラー ジョブがアーカイブされます。 ジョブのアーカイブは、［環境管理］

タブで利用可能な以下の設定情報に基づいています。 

job.archive.threshold 

完了したジョブの履歴アーカイブが作成されるまでの超過レコード数

を指定します。 

デフォルト： 500 
 

job.archive.skip.records 

ジョブの履歴で残りをアーカイブするまでにスキップするレコード数

を指定します。 

デフォルト： 200  
 

job.archive.minimum.records 

完了したジョブの履歴アーカイブが作成されるまでのレコード数を指

定します。 

デフォルト： 200 
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サービス ログの表示 

CA Configuration Automation は、サービスベースのそれぞれのトランザク

ションを文書化しているサービス ログを保持しています。 このログは、

CA Configuration Automation によって管理されている各サービスの UI を使

用してアクセスできます。 

サービスのアクティビティ ログを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックして［サービス］タブをクリックし、［ロ

グ］タブをクリックします。 

ログ テーブルが表示され、各サービスに対するすべてのアクティビ

ティが示されます。 既定のビューは、最新のサービス アクティビティ

を先頭行に表示し、最も古いアクティビティを最終行に表示します。 

並べ替えに使用できる列の上部にある並べ替えアイコンをクリックし

て、テーブル データの表示を変えることができます。 

2. （オプション）「テーブル ビューでのフィルタリング」で説明してい

るように、ログにキャプチャされている特定のサービス イベントを表

示するには、フィルタを作成します。 

注： このページのフィルタ機能には、［ログ］ページにのみ示される

フィールドとして次のものが含まれています。 

開始日付/時刻 

サービス アクティビティの検索を開始する時間を指定します。 た

とえば、休暇で出かけていた 1 週間の間のすべてのサービス アク

ティビティを見たい場合は、［開始日付/時刻］チェック ボックス

をオンにしてカレンダ アイコンをクリックし、休暇が始まった日

にちと時間を選択することによって、その日を開始日として指定

することができます。  

終了日付/時刻 

サービス アクティビティの検索を終了する時間を指定します。 前

の例の続きで言うと、休暇で出かけていた 1 週間の間のすべての

サービス アクティビティを見たい場合は、［終了日付/時刻］

チェック ボックスをオンにしてカレンダ アイコンをクリックし、

帰って来た日にちと時間を選択することによって、その日を終了

日として指定することができます。 
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サービス詳細の表示および編集 

CA Configuration Automation で管理されているすべてのサービスの詳細を

表示して編集することができます。 

サービス詳細を表示および編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルの中で、詳細を表示して編集するサービスの名前を

クリックします。 

そのサービスの［サービス詳細］ページが表示されます。 

4. 必要に応じてフィールドを編集して、［保存］をクリックします。 

サービスが更新され、確認メッセージが表示されます。 
 

サービスへのサーバの追加 

以下の場所から、既存のサービスにサーバを追加できます。 

■ ［サーバ詳細］ページ 

■ ［サービス詳細］ページ 

［サーバ詳細］ページから 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、サービスを追加するサーバの名前をクリック

します。 
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4. ［サーバ詳細］ページで、［サービス］タブをクリックします。 

［利用可能なサービス］列および［選択されたサービス］列が表示さ

れます。 

注： ［利用可能なサービス］列にリスト表示されたサービスを選択で

きない場合、サーバは管理対象状態ではありません。 サーバの状態を

管理対象に設定してからサーバをサービスに追加します。 
 

5. ［利用可能なサービス］列で、選択したサーバを追加するサービスを 1 

つ以上ダブルクリックします。 

選択したサーバが［選択されたサービス］列に移動します。 

また、以下のようにしてサーバに対してサービスを追加、または削除

できます。 

■ 一方の列から反対の列にサービスを移動させるには、サービスを

クリックし、左または右の一重矢印をクリックします。 

■ 一方の列から反対の列にサービスをすべて移動させるには、左ま

たは右の二重矢印をクリックします。 

6. ［保存］をクリックします。 

選択したサーバがサービスに追加されます。 
 

［サービス詳細］ページから 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 
 

3. ［サービス］テーブルの中で、サーバを追加するサービスの名前をク

リックします。 
 

4. ［サービス詳細］ページで、［サーバ］タブをクリックします。 

［利用可能なサーバ］列および［選択されたサーバ］列が表示されま

す。 

注： ［利用可能なサーバ］列には管理対象状態のサーバのみが表示さ

れます。 サーバ状態を管理対象に設定してからサービスを追加します。 
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5. 以下のようにしてサービスに対してサーバを追加、または削除できま

す。 

■ ［選択されたサーバ］ペインに 1 つ以上のサーバを移動させるに

は、［利用可能なサーバ］列からそれらを選択し、下矢印をクリッ

クします。 

■ ［選択されたサーバ］ペインから［利用可能なサーバ］ペインに 1 

つ以上のサーバを移動させるには、上矢印をクリックします。 

6. ［保存］をクリックします。 

選択したサーバがサービスに追加されます。 
 

サービスへのサーバ グループの追加 

サービスの［サービス詳細］ページから、既存のサービスへ 1 つのサーバ 

グループを追加することができます。 サーバ グループは、管理を簡単に

するために、管理対象の複数のサーバを 1 つのエンティティに論理的にグ

ループ化したものです。 

サービスにサーバ グループを追加する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

2. ［サーバ］テーブルの中で、サーバ グループに追加するサービスの名

前をクリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

3. ［サーバ グループ］タブをクリックします。 

［利用可能なサービス］列および［選択されたサービス］列が表示さ

れます。 
 

4. ［利用可能なサーバ グループ］列で、選択したサービスへ追加する 1 

つ以上のサーバ グループをダブルクリックします。 

選択したサービスが、［選択されたサービス］列に移動します。 
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または、以下のようにしてサービスに対してサーバ グループを追加、

または削除できます。 

■ いずれか一方の列で 1 つのサーバ グループを他方の列へ移動させ

るには、そのサーバ グループをクリックし、一重の左向き矢印ま

たは右向き矢印をクリックします。 

■ すべてのサーバ グループを他方の列に移動させるには、二重の左

向き矢印または右向き矢印をクリックします。 

5. ［保存］をクリックします。 

サーバ グループがサービスに追加されます。 
 

サービス コンポーネントの管理 

CA Configuration Automation では、各サービスの［サービス詳細］ページで

利用できるコンポーネント テーブルから、ソフトウェア コンポーネント

を管理することができます。 テーブルには、選択したサービスに含まれ

ているコンポーネントのみが表示されます。 ［サーバ詳細］ページから、

ソフトウェア コンポーネントのサーバ中心の管理に対して、類似の

ビューを使用することができます。 

［サービス詳細］、［コンポーネント］ページから以下のコンポーネント

管理操作を実行することができます。 

■ サービス別コンポーネントの表示 (P. 133) 

■ サービスのリフレッシュ (P. 86) 

■ サービスからのコンポーネントの削除 (P. 134) 
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サービス別コンポーネントの表示 

［コンポーネントおよび構成の表示］ページには、選択したサービス、お

よびそれに含まれているソフトウェア コンポーネントが階層ツリーの形

式で表示されます。 ツリーをナビゲートして、コンポーネントの構成属

性および設定を表示することができます。 

ツリー ビューでサービス コンポーネントおよび構成を表示する方法   

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. コンポーネントを表示する 1 つ以上のサービスの隣にあるチェック 

ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン-リスト

から［コンポーネントの表示］を選択します。 

［サービス］ページでは、選択されたサービスが［サービス］ペイン

に表示され、最初のサービスが右側のペインに示されます。 サービス

名がペインの一番上に表示されます。 
 

4. サービスの隣のプラス記号（+）をクリックします。 

ノードが展開され、サービス内に含まれていたコンポーネントを表示

します。 

5. ノードを展開して各サービスまたはコンポーネントの下にあるフォル

ダおよび構成エレメントを表示するには、任意のプラス記号（+）をク

リックします。または、コンポーネント名をクリックしてコンポーネ

ントの詳細を表示します。 
 

サービスのリフレッシュ 

［サービスのリフレッシュ］オプションでは、最新のサービス コンポー

ネント データを取得します。 

注： コンポーネントの基本状態は、リフレッシュ操作では変更されません。

インベントリ対象コンポーネントはインベントリ対象コンポーネントの

まま、管理対象コンポーネントは管理対象コンポーネントのままとなりま

す。 コンポーネントの状態が変化するのは、管理プロファイルによって

コンポーネントが管理対象にされた場合、またはコンポーネントに関する

サービス関連のディスカバリが行われた場合のみです。 
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サービス ソフトウェア コンポーネントをリフレッシュする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

［サービス］タブのページが表示されます。 

2. コンポーネントをリフレッシュするサービスの隣のチェック ボック

スをオンにして、［サービス］テーブルの上にある［リフレッシュ］

をクリックします。 

［サービス］テーブルの［現在のアクティビティ］列には、操作中は

［リフレッシュ］が表示されます。 サービス リフレッシュが完了する

と、列は空白になります。 
 

サービスからのコンポーネントの削除 

サービスの一部として管理しないソフトウェア コンポーネントを削除す

ることができます。 

サービスから 1 つ以上のコンポーネントを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルで、コンポーネントを削除するサービスの名前をク

リックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［コンポーネント］タブをクリックします。 

［コンポーネント］テーブルが表示されます。 
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5. 削除するコンポーネントの隣にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［コンポーネントの

削除］を選択します。 

［コンポーネントの削除］ダイアログ ボックスが表示されます。 

6. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［OK］をクリックして、選択したサービスからコンポーネントを

削除します。 

サービスからコンポーネントが削除されます。 このコンポーネン

トはまだソフトウェア インベントリ内に管理されており、追加す

ることもできます。また、このコンポーネントがすでに他のサー

ビスの一部になっていることもあります。 

■ ［サーバから選択されたコンポーネントを削除します。］チェッ

ク ボックスをクリックし、［OK］をクリックして、選択したサー

ビスおよびサーバからコンポーネントを削除します。 

■ 選択したコンポーネントがほかのサービスに含まれている場

合、サーバからコンポーネントを削除できないことを示すメッ

セージが表示されます。  

■ 選択したコンポーネントがほかのサービスに含まれていない

場合、コンポーネントは選択したサービスおよびサーバから削

除されます。 それ以降、ソフトウェア インベントリで管理さ

れなくなります。 
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関係詳細の表示 

サービス内のサーバの仮想関係、静的な関係、および動的な関係を表示で

きます。 サービスに関する詳細を表示すると、選択したサービス内のサー

バのすべての通信タイプが［関係］テーブルにリスト表示されます。 ［サー

バ名 n］列では、［通信タイプ］列にリスト表示されたタイプを使用して、

選択したサービス内のサーバをリスト表示できます。 

通信タイプは、「通信マッピングの表示および編集」に記載のとおり、［通

信マッピング］ページで設定されます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブをクリックしま

す。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サービス］テーブルで、編集するサービス、または詳細を表示

するサービスの名前をクリックします。 

■ 編集するサービス、または詳細を表示するサービスの［サービス

名］フィールドを Ctrl キーを押しながらクリックします。 

［サービスの詳細］ページが開き、［サービス］タブが表示されます。 

3. ［関係］タブをクリックし、以下のいずれかのリンクをクリックしま

す。 

仮想化 

［仮想環境関係］テーブルが表示されます。 

通信 

［通信関係］テーブルが表示されます。 

設定 

［構成関係］テーブルが表示されます。 

注： ［構成関係］テーブルでは、サービス内で検出されたコンポー

ネントに対応する関係のみ表示されます。 
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構成関係は、サーバ名と IP アドレスの両方を解決します。 

■ CCA 管理対象サーバ リストにターゲット サーバが含まれる場合、

ターゲット サーバ情報には IPv4 アドレスと IPV6 アドレスが含ま

れます。 

■ CCA 管理対象サーバ リストにターゲット サーバが含まれない場合、

この製品は以下のアクションを実行します。 

■ この製品は、ターゲット サーバ情報を解決するために「逆引き」

を使用します。 

■ この製品には、IPv4 アドレスと IPV6 アドレスが含まれます。 

■ CCA 管理対象サーバ リストにターゲット サーバが含まれず、「逆

引き」を使用して解決可能でない場合、IP 情報は空です。 

4. 以下の列のいずれかでリンクをクリックすると、特定の関係に関する

詳細が表示されます。 

■ 仮想環境（［仮想環境関係］テーブル） 

■ 通信タイプ（［通信関係］テーブル） 

■ パラメータ名（［構成関係］テーブル） 
 

以下のアクションも実行できます。 

■ ［関係］テーブルに戻るには、［関係］リンクをクリックします。 

■ ［サービス］テーブルに戻るには、［サービス］リンクをクリッ

クします。 
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サービス スナップショットの管理 

サービス スナップショットは、CA Configuration Automation で管理されて

いるサービスの、あるタイミングにおけるコピーです。 ［サービス詳細］

ページの［スナップショット］タブには、選択したサービスに対する既存

のサービス スナップショットのリストが表示されます。 デフォルトでは、

スナップショットのリストは年代順に並べ替えられ、最も古いスナップ

ショットが末尾、最も新しいスナップショットが先頭になります。 

［サービス詳細］、［スナップショット］ページから以下のスナップショッ

ト管理操作を実行することができます。  

■ サービス スナップショットの表示 (P. 138) 

■ ベースラインとしてのサービス スナップショットの設定 (P. 140)
  

 

■ ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準としてのサービス スナップ

ショットの設定 (P. 141) 
 

■ サービス スナップショットからのベースライン指定の削除 (P. 143) 
 

■ サービス スナップショットからのゴールド、シルバー、またはブロン

ズ基準指定の削除 (P. 144) 

■ サービス スナップショットの削除 
 

サービス スナップショットの表示 

作成したすべてのサービス スナップショットを表示することができます。 

サービス スナップショットを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルで、スナップショットの詳細を表示するサービスの

名前をクリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
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4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 

5. 表示するサービス スナップショットの隣にあるチェック ボックスを

オンにします。  

［コンポーネントおよび構成の表示］ページが表示されます。 この

ページの詳細については、「コンポーネントおよび構成の表示」を参

照してください。 

また、フィルタを作成してサービス スナップショットを検索できます。 

1. ［列］ドロップダウン リストからフィルタ オプションを選択して、

［フィルタ］セクション内のサービス スナップショットを検索します。 

フィルタ オプションは以下のとおりです。 

■ ブループリントの名前 

■ 作成者  

■ 指定 

■ スナップショットの説明 

■ スナップショット名 

■ スナップショット元 

2. ［値］ドロップダウン リストからオプションを選択するか、または値

を入力します。 

3. ［列］フィールドおよび［値］フィールドの 2 番目のペアの別のオプ

ションを選択してフィルタをさらに絞り込むには、［And］または［Or］

をクリックします。 

4. ［実行］をクリックします。 

サービス スナップショットは、フィルタ条件に基づいてリスト表示さ

れます。 
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ベースラインとしてのサービス スナップショットの設定 

CA Configuration Automation では、1 つのサービス スナップショットをベー
スラインとして指定できます。これは、サービスの［変更検出 - 全時間域］

操作で参照として使用されるスナップショットです。 

注：  

■ 類似のスナップショット機能により、複数のサービス スナップショッ

トを ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準として指定することが

できます。 これらのスナップショットは、サービスの比較操作で参照

として使用されます。 

■ 同じサービス スナップショットをベースラインとして、および ゴール

ド、シルバー、またはブロンズ基準として指定できます。 

■ サービス スナップショットに対してベースライン指定も行うことが

できます。 
 

ベースラインとしてサービス スナップショットを指定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルで、スナップショットを削除するサービスの名前を

クリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

スナップショット テーブルが表示されます。 

5. ベースラインとして指定するサービス スナップショットの隣にある

チェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウ

ン リストから［ベースラインとして設定］を選択します。 

［指定］列には、対象のスナップショットのベースラインが表示され

ます。 このスナップショットは、「サービス変更検出の実行 (P. 71)」

で説明しているように、［ベースライン スナップショット］オプショ

ンがソースまたはターゲットのスナップショットとして選択されてい

る場合に使用されます。 
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ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準としてのサービス スナップショットの設

定 

CA Configuration Automation では、サービス スナップショットをゴールド、

シルバー、またはブロンズ基準として指定することができます。 これら

のスナップショットは、サービスの比較操作で参照として使用されます。 

［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］指定は、

必ずしも階層（［ゴールド基準］が［シルバー基準］よりも高い基準で、

［シルバー基準］が［ブロンズ基準］よりも高い基準）を意味するもので

はありません。 これらの標準をこのように実装できるうえに、比較操作

で参照として使用されるサービス スナップショットに適用するために、3 

つの異なる標準を提供するように指定されます。  
 

柔軟性を高めるために、比較用としてスナップショットの特定のコンポー

ネントを使用する場合に、複数のサービス スナップショットをゴールド、

シルバー、または ブロンズ基準として指定することができます。 たとえ

ば、オペレーティング システムに［ゴールド基準］、データベースに別

の［ゴールド基準］、Linux メール サーバに［ブロンズ基準］、Windows メー

ル サーバに別の［ブロンズ基準］を指定できます。 
 

注：  

■ スナップショットは、名前ではなくタイムスタンプによって識別され

るので、複数のスナップショットを同じ名前で作成し、それらを［ゴー

ルド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］として指定

できます。 

■ 複数のスナップショットを［ゴールド基準］、［シルバー基準］、ま

たは［ブロンズ基準］として指定する場合は、スナップショットの名

前および説明を付ける際に、それらの用途を反映すように注意してく

ださい。  
 

■ 類似のスナップショット機能では、1 つのサービス スナップショット

をベースラインとして指定できます。これは、サービスの変更検出操

作で参照として使用されるスナップショットです。 1 つのサービスに

つき、1 つのベースライン スナップショットのみ指定できます。 
 

■ 同じサービス スナップショットをゴールド、シルバー、またはブロン

ズ基準として、およびベースラインとして指定することができます。 

■ ［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］指定

は、サービス スナップショットに対しても行うことができます。 
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サービス スナップショットをゴールド、シルバー、またはブロンズ基準として指

定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルで、スナップショットの詳細を表示または編集する

サービスの名前をクリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

スナップショット テーブルが表示されます。 

5. ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準として指定するサービス ス

ナップショットをクリックし、［アクションの選択］ドロップダウン 

リストから以下のいずれかのオプションを選択します。 

■ ゴールド基準として設定 

■ シルバー基準として設定 

■ ブロンズ基準として設定 

［スナップショット］テーブルの［指定］列では、対応するスナップ

ショットに［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ

基準］と表示されます。 これらのスナップショットは、「サービスま

たはコンポーネントを比較」で説明しているように、ゴールド、シル

バー、またはブロンズ基準のスナップショット オプションがソースま

たはターゲットのスナップショットとして選択されている場合に使用

されます。 
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サービス スナップショットからのベースライン指定の削除 

サービス スナップショットが、サービスの［変更検出 - 全時間域］操作で

参照として使用されなくなった場合には、サービス スナップショットか

らベースライン指定を削除することができます。 

サービス スナップショットからベースライン指定を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. スナップショットがベースラインとして指定されているサービスの名

前をクリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

スナップショット テーブルが表示されます。 
 

5. ［指定］列にベースラインが表示されているサービス スナップショッ

トの隣にあるチェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］

ドロップダウン リストから［ベースラインの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

6. ［OK］をクリックして、削除を確定します。 

サーバ スナップショットからベースライン指定が削除されます。 
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サービス スナップショットからのゴールド、シルバー、またはブロンズ基準指定の

削除 

サービスの比較操作で参照にしない場合は、サービス スナップショット

からゴールド、シルバー、またはブロンズ基準の指定を削除することがで

きます。 

ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準の指定を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. スナップショットがゴールド、シルバー、またはブロンズ基準として

指定されているサービスの名前をクリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

スナップショット テーブルが表示されます。 
 

5. ［指定］列にゴールド、シルバー、またはブロンズ基準が表示されて

いるサービス スナップショットの隣にあるチェック ボックスをオン

にして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから以下のいず

れかのオプションを選択します。 

■ ゴールド基準の削除 

■ シルバー基準の削除 

■ ブロンズ基準の削除 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

6. ［OK］をクリックして、削除を確定します。 

サービス スナップショットからの指定が削除されます。 
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サービス スナップショットの削除 

不要になったサーバ スナップショットを削除することができます。 

サーバ スナップショットを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 

［サービス］タブのページが表示されます。 
 

3. サービス テーブルで、スナップショットを削除するサービスの名前を

クリックします。 

選択したサービスの［サービス詳細］ページが表示され、［サービス］

タブが示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

スナップショット テーブルが表示されます。 

5. 削除するサービス スナップショットの隣にあるチェック ボックスを

オンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［スナッ

プショットの削除］を選択し、［OK］をクリックして削除を確認しま

す。 

注： ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準、あるいはベースライ

ン スナップショットは削除できません。 これらのスナップショットを

削除するには、事前に指定を削除しておく必要があります。  

選択したサービス スナップショットが削除されます。 
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第 5 章： サーバ管理 
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このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

手動によるサーバの追加 (P. 149) 

サーバのテスト (P. 152) 

グループ サーバ (P. 153) 

サーバ スナップショットの作成 (P. 154) 

サーバの変更検出の実行 (P. 155) 

サーバまたはコンポーネントを比較 (P. 159) 

サーバ ルール コンプライアンスの実行 (P. 163) 

サーバのリフレッシュ (P. 168) 

サーバ ディスカバリの実行 (P. 168) 

サーバおよびサーバ グループのレポート アクション (P. 170) 

サーバ ディスカバリの停止 (P. 171) 

サーバの管理プロファイルの実行 (P. 171) 

サーバへのプロファイルの割り当て (P. 174) 

サーバ IP の調整 (P. 174) 

競合する IP アドレスの管理 (P. 175) 

保護エージェント (P. 176) 

CCA エージェントのリモート インストール (P. 180) 

CCA エージェントのアンインストール (P. 184) 

エージェントおよび SSH アクセスの場所を特定 (P. 185) 

ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイの設定 (P. 187) 

ビジュアル UI での関係および管理操作結果の表示 (P. 188) 

サーバの削除 (P. 189) 

サーバのエクスポート (P. 189) 

サーバのインポート (P. 190) 

サーバ グループの作成 (P. 191) 

サーバ グループの編集 (P. 193) 

サーバ グループの削除 (P. 194) 

サーバ グループのエクスポート (P. 195) 

サーバ グループのインポート (P. 196) 

クラスタ詳細の表示 (P. 197) 

アクセス プロファイル (P. 198) 

サーバ ログの表示 (P. 216) 

サーバ詳細の表示および編集 (P. 217) 

サーバ コンポーネントの管理 (P. 226) 

サーバ スナップショットの管理 (P. 230) 

サービスへのサーバの追加 (P. 240) 

サーバのすべてのサービスの表示 (P. 241) 

サーバ グループへのサーバの追加 (P. 242) 
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手動によるサーバの追加 

サーバの追加では、サーバ データ ファイルを自動でディスカバリまたは

インポートする方が一般的な方法です。 管理する CA Configuration 

Automation のサーバを手動で追加することもできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 
 

3. ［サーバ］タブの［テーブル アクション］ドロップダウン リストから

［サーバの作成］を選択します。 
 

4. ［サーバの作成］ページで以下のフィールドに入力します。 

名前 

サーバの名前または IP アドレスを指定します。 

Network Discovery Gateway 

ディスカバリで使用される NDG サーバを指定します。  

ネットワーク ディスカバリを実行 

サーバがネットワーク ディスカバリを実行するかどうかを指定し

ます。 

デフォルト： はい（選択） 

注： ネットワーク ディスカバリを有効にすると、［サーバ詳細］

ページの［ホスト名のエイリアス］フィールドの［IP アドレス］

と関連付けられているエイリアス名が表示されます。 ネットワー

ク ディスカバリは、複数の DNS エイリアスがあるサーバを調整し、

検出されたサーバの正確な数を表示します。 個別のサーバとして

サーバと関連付けられるエイリアスは検出されません。 
 

5. ［次へ］をクリックします。  

［詳細］ページが表示され、前のページで入力したサーバ名または IP 

アドレスが表示されます。 
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6. 以下のフィールドを指定します。 

IPv4 アドレス 

サーバ IPv4 アドレスを定義します。 

 IPv6 アドレス 

サーバ IPv6 アドレスを定義します。  

IP ロック済み 

IP の調整操作によって検出または解決されるサーバとは異なる

サーバにユーザが割り当てた IP アドレスを定義します。 
 

OS 名 

サーバのオペレーティング システムを定義します。 
 

状態 

サーバの状態を指定します。 

■ 新規： サーバがインベントリに追加されますが、それに管理操

作が割り当てられることはありません。 

■ 管理対象： この状態のサーバに対してスケジュールされた時間

でディスカバリおよび管理プロファイルが実行されます。 
 

アクセス プロファイル 

サーバにアクセスするアクセス プロファイルを定義します。 
 

管理プロファイル 

サーバのソフトウェア コンポーネントを管理する管理プロファイ

ルを定義します。 

注： [assign the value for pam in your book] 管理者がデフォルトとし

て指定したプロファイルを割り当てるには、［デフォルトのプロ

ファイルを使用］を選択します。 この製品ではデフォルト プロ

ファイルが事前定義されません。[assign the value for pam in your 

book] 管理者がそれらを指定する必要があります。 
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ネットワーク レルム 

複数のプライベート ネットワークを持つ環境内でレルムを定義し

ます。 これらのプライベート ネットワークは相互に独立していま

す。重複する IP アドレスでサーバを検出し、管理しようとすると、

競合を引き起こす可能性があります。 プライベート ネットワーク

を一意に識別するには、各々にネットワーク レルム文字列を割り

当てます。 

注： ［サーバ］タブの［サーバ］テーブルをカスタマイズし、［ネッ

トワーク レルム］列を表示できます（「テーブル ビューでのフィ

ルタリング (P. 36)」に記載のとおり）。 この列には、各サーバと

関連付けられたネットワーク レルムの名前が表示されます。 レル

ムを変更するには、［サーバ名］列のリンクをクリックして［サー

バ詳細］ページを表示し、次に［ネットワーク レルム］を選択す

るか、新しい名前を入力します。 
 

ビジネス担当者 

サーバの使用に責任を負うユーザまたは組織エンティティを定義

します。 
 

ビジネス プロセス 

サーバの実行に責任を負うタスクまたはジョブを定義します。 
 

IT 所有者 

IT エンティティを定義します。 IT 部門の組織に応じて、所有者は、

サーバの管理およびメンテナンスに責任を負う個人またはグルー

プになります。 
 

ロケーション  

サーバの物理的な場所（国、州、都市、建物、フロア、部屋番号

などの任意の組み合わせ）を定義します。 

特記事項 

サーバの管理に役立つサーバに関する他の情報をリスト表示しま

す。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 
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8. ［利用可能なサービス］列からサーバに追加する 1 つ以上のサービス

をダブルクリックします。 

選択したサービスが、［選択されたサービス］列に移動します。 

または、以下のようにしてサービスを追加または削除できます。 

■ 一方の列から反対の列にサービスを移動させるには、サービスを

クリックし、左または右の一重矢印をクリックします。 

■ 一方の列から反対の列にサービスをすべて移動させるには、左ま

たは右の二重矢印をクリックします。 
 

9. ［次へ］をクリックします。 
 

10. ［サーバ グループ］ページで、［利用可能なサーバ グループ］列から

サービスに追加するサーバ グループを 1 つ以上ダブルクリックしま

す。 

選択したサーバ グループは［選択されたサーバ グループ］列に移動し

ます。 

以下のようにしてサービスに対してサーバ グループを追加、または削

除できます。 

■ 一方の列から反対の列にサーバ グループを移動させるには、グ

ループをクリックし、左または右の一重矢印をクリックします。 

■ 一方の列から反対の列にサーバ グループをすべて移動させるには、

左または右の二重矢印をクリックします。 
 

11. ［完了］をクリックします。 

サービスが作成され、［サービス］テーブルに追加されます。 

12. （オプション）［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サー

バのテスト］を選択して、サーバの通信状態をテストします。 指定さ

れた IP アドレスまたはサーバ名を解決または検出できることを確認

します。 詳細については、「サーバのテスト (P. 152)」を参照してく

ださい。 
 

サーバのテスト 

サーバのテスト操作を使用して、CA Configuration Automation と 1 つ以上の

サーバの間で通信をテストすることができます。 この操作は、選択され

たサーバ、および（ターゲット サーバにインストールされている場合は）

CA Configuration Automation エージェントへのアクセスを試行します。 
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サーバの通信をテストする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. テストする 1 つ以上のサーバの隣にあるチェック ボックスをオンに

して、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［サーバ アク

ション］ - ［サーバのテスト］を選択します。 

［サーバのテスト］ダイアログ ボックスが表示され、［サーバ テスト

結果］テーブルに以下の結果が示されます。 

サーバ 

テスト用に選択されるサーバの名前を指定します。 

アクセス モード 

サーバ（WMI、SSH など）へのアクセスに使用されるモードを指定

します。 
 

Ping テスト 

サーバが ping の実行に応答した場合はチェック マーク、応答がな

かった場合は X を表示します。  

サーバ アクセス テスト 

テストによりサーバにアクセスできた場合はチェック マーク、ア

クセスできなかった場合は X を表示します。  
 

グループ サーバ 

サーバを個別に選択する代わりに、複数のサーバをグループとして選択し

て管理対象サーバを論理グループにまとめることにより、サーバ ベース

の管理操作を簡略化することができます。 

注： これは、［サーバ グループ］ページの［サーバ グループの作成 (P. 191)］

と同様の機能です。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. グループ化するサーバの横にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ アクション］ 

- ［サーバのグループ化］を選択します。 

［サーバ グループにサーバを追加］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 

3. 以下のオプションのうち 1 つを選択し、［OK］をクリックします。 

新しいサーバ グループ 

ユーザが入力する名前を使用して、新しいサーバ グループを作成

します。 

既存のサーバ グループ 

既存のサーバ グループの選択が可能になります。 

選択されたサーバが新規または既存のサーバ グループに追加されま

す。 ［サーバ グループ］ページのテーブルにグループが表示されます。 
 

サーバ スナップショットの作成 

［スナップショットの作成］オプションは、あるタイミングにおけるサー

バのコピーを作成します。 ユーザはスナップショットに名前を指定しま

す。CA Configuration Automation はコピーを一意に識別するためにスナップ

ショットにタイム スタンプを付加します。 

スナップショットは、変更検出および比較操作を実行し、あるタイミング

でのコピーと、現在のサーバ データを比較して何が変わったかを確認す

る場合に、サーバに加えられた構成の変更を追跡し、特定するうえで役に

立ちます。 
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サーバ スナップショットを作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 状態が［管理対象］で、スナップショットを作成する 1 つ以上のサー

バの隣にあるチェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］

ドロップダウンリストから［管理アクション］ - ［スナップショット

の作成］を選択します。 

［スナップショットの作成］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. スナップショットの名前および説明を入力して［OK］をクリックしま

す。 

選択した各サーバに対してスナップショットが作成されます。 サーバ

名をクリックし、［サーバ詳細］ページで［スナップショット］タブ

をクリックすると、新しいスナップショットを表示し、管理すること

ができます。 
 

サーバの変更検出の実行 

変更検出操作は、ある期間にサーバがどのように変化したかを決定します。 

変更の検出では、サーバ データのスナップショット（あるタイミングで

のコピー）を使用して、ファイル システムの変更（ファイルの所有者、

ファイルの権限、ファイルの修正回数など）だけでなく、検出されたすべ

ての構成変更について詳細な説明を提示します。 サーバベースの変更検

出には、以下のオプションのうちのいずれか 2 つの間の相違を見つけるた

めのオプションが用意されています。 

■ 現在のサーバ データ 

■ 最新のスナップショット 
 

■ 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 特定の日付の最新のスナップショット 
 

■ 選択されたスナップショット 
 

■ ベースライン スナップショット 
 

■ ゴールド基準スナップショット 
 

■ シルバー基準スナップショット 

■ ブロンズ基準スナップショット 
 



サーバの変更検出の実行 
 

156  ユーザ ガイド 
 

対応するコンポーネント ブループリント内に時刻変化フィルタが設定さ

れているコンポーネント エレメントは、変更検出操作によって、変更が

チェックされない唯一の項目です。 ログ ファイル、およびランタイムに

変更されたデータは、時刻変化でフィルタされたエレメントの例です。 
 

注： このセクションの手順を使用して変更の検出を実行することは、操作

を手動で実行することとみなされます。  
 

変更の検出を実行してサーバへの変更を特定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. 変更を検索する 1 つ以上のサーバの隣にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［管理ア

クション］ - ［変更検出の実行］を選択します。 

［変更検出の実行］ウィザードの［以下の間の相違:］ページが表示さ

れます。 
 

4. 以下のオプションからソース スナップショットを選択します。 

現在のデータ 

サーバに対して利用可能な現行のシステム データをソースとして

使用するように指定します。 

最新のスナップショット 

最新のタイムスタンプを持つスナップショットをソースとして使

用するように指定します。 
 

2 番目に新しいスナップショット 

2 番目に新しいタイムスタンプを持つスナップショットをソース

として使用するように指定します。 
 

特定の日付の最新のスナップショット  

ソースとして使用するスナップショットの日付を指定します。 こ

のオプションを選択すると、［ソース スナップショット日付］

フィールドが表示されます。 使用するスナップショットの日付を

選択します。 指定された日付で利用できるスナップショットが複

数ある場合、その日付の最新のスナップショットが使用されます。  
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選択されたスナップショット 

ユーザが選択したスナップショットをソースとして使用するよう

に指定します。 このオプションを選択すると、［ソース スナップ

ショット］フィールドが表示されます。 使用するスナップショッ

トを選択します。 
 

ベースライン 

ベースラインとして指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

ゴールド基準 

ゴールド基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

シルバー基準 

シルバー基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 

ブロンズ基準 

ブロンズ基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

5. ［ターゲット スナップショット］（オプションは手順 4 に記載されて

いるものと同じ）を選択し、［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント ブループリント］ページが表示されます。 
 

6. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

サーバ上の変更に対してすべてのコンポーネント ブループリント

のソフトウェア コンポーネントが検索対象となるように指定しま

す。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択 

サーバ上の変更に対して 1 つ以上のコンポーネント ブループリン

トのソフトウェア コンポーネントが検索対象となるように指定し

ます。 このオプションを選択する場合、［利用可能なブループリ

ント］列のブループリントを選択し、次に、右向きの単一矢印を

クリックして［ブループリントの選択］列にそれを移動する必要

があります。 
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7. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

8. 変更検出結果に含まれている違いを特定する、以下のオプションのう

ち 1 つを選択します。 

階層オブジェクトがソースまたはターゲットのみに存在する場合、子の比較

は行わない 

ソース サーバまたはターゲット サーバのいずれかにオブジェク

トが存在する場合に、変更に対して子オブジェクトを比較するか

どうかを指定します。 

すべての差異 

サーバ上のすべての相違が含まれるように指定します。 
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コンポーネント インベントリの差異のみ 

コンポーネント インベントリ内にある相違のみを含めるように指

定します。 

フィルタ 

以下のオブジェクトの 1 つ以上が含まれるように指定します。 

■ フォルダ - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、変更を検索するフォルダ

を 1 つ以上選択します。 

■ カテゴリ - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する 1 

つ以上のカテゴリを選択します。 ［カテゴリ］はコンポーネン

ト ブループリントに割り当てられており、エレメントが属する

系統的なグループ化です。 

■ ウェイト - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する

ウェイトを選択します。 ［ウェイト］はコンポーネント ブルー

プリントに割り当てられており、エレメントの相対的な重要度

を表します。 ウェイトのない（ウェイトが割り当てられていな

い）エレメントは、［中］とみなされます。 

連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl キーを

押しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリを選択す

るには Shift キーを押しながらクリックします。 

9. ［終了］をクリックします。 

変更検出操作が実行され、「変更検出および比較操作の結果表示 (P. 

75)」で説明しているように結果が表示されます。 

 
 

サーバまたはコンポーネントを比較 

サーバの比較操作では、複数の異なるサーバにおいて、以下のいずれか 2 

つのオプション間での相違を決定します。 

■ 現在のサーバ データ 

■ 最新のスナップショット 

■ 2 番目に新しいスナップショット 
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■ 特定の日付の最新のスナップショット 
 

■ 選択されたスナップショット 
 

■ ベースライン スナップショット 
 

■ ゴールド基準スナップショット 
 

■ シルバー基準スナップショット 

■ ブロンズ基準スナップショット 

注： 対応するコンポーネント ブループリント内に時刻変化フィルタが設

定されているコンポーネント エレメントは、相違についてチェックされ

ない唯一の項目です。 ログ ファイル、およびランタイムに変更されたデー

タは、時刻変化でフィルタされたエレメントの例です。 
 

サーバまたはコンポーネントを比較する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 比較するサーバの隣のチェック ボックスをオンにして、［アクション

の選択］ドロップダウン リストから［管理アクション］ - ［比較の実

行］を選択します。 

［比較の実行］ウィザードが表示され、選択した最初のサーバが［ソー

ス サーバ］フィールドに、その他のサーバが［ターゲット サーバ］

フィールドに示されます。 
 

3. 以下のオプションからソース スナップショットを選択します。 

現在のデータ 

サーバに対して利用可能な現行のシステム データをソースとして

使用するように指定します。 

最新のスナップショット 

最新のタイムスタンプを持つスナップショットをソースとして使

用するように指定します。 
 

2 番目に新しいスナップショット 

2 番目に新しいタイムスタンプを持つスナップショットをソース

として使用するように指定します。 
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特定の日付の最新のスナップショット  

ソースとして使用するスナップショットの日付を指定します。 こ

のオプションを選択すると、［ソース スナップショット日付］

フィールドが表示されます。 使用するスナップショットの日付を

選択します。 指定された日付で利用できるスナップショットが複

数ある場合、その日付の最新のスナップショットが使用されます。  
  

選択されたスナップショット 

ソースとして使用するスナップショットを指定します。 このオプ

ションを選択すると、［ソース スナップショット］フィールドが

表示されます。 使用するスナップショットを選択します。 
 

ベースライン 

ベースラインとして指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

ゴールド基準 

ゴールド基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

シルバー基準 

シルバー基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 

ブロンズ基準 

ブロンズ基準として指定されているスナップショットをソースと

して使用するように指定します。 
 

4. ［ターゲット スナップショット］を選択します（オプションは手順 

4  に記載されているものと同じです）。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント］ページが表示されます。 
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6. 以下のコンポーネント ブループリント オプションのいずれかを選択

します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

選択したサーバ上で、すべてのコンポーネント ブループリントの

すべてソフトウェア コンポーネントが比較されるように指定しま

す。 このオプションを選択した場合は、手順 10 にスキップします。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択  

選択したサーバ上で、1 つ以上のコンポーネント ブループリント

のソフトウェア コンポーネントが比較されるように指定します。 

このオプションを選択する場合、［利用可能なブループリント］

列のブループリントを選択し、次に、右向きの単一矢印をクリッ

クして［ブループリントの選択］列にそれを移動する必要があり

ます。 

1 つ以上のコンポーネント ブループリントを選択すると、ソフト

ウェア コンポーネントを選択する機能がアクティブになります。 

手順 8 に進みます。 
 

7. 選択したサーバ上で比較される特定のソフトウェア コンポーネント

を選択する場合は、［コンポーネント選択内容の有効化］チェック 

ボックスをオンにします。 

［ソース コンポーネント］フィールドがアクティブになります。 
 

8. ［ソースの比較］ドロップダウン リストから比較するソースおよび

ターゲットのソフトウェア コンポーネントを選択し、ターゲット コン

ポーネントを［選択済みのコンポーネント］列に移動します。 
 

9. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

10. 比較結果に含まれている違いを特定する、以下のオプションのうち 1 

つを選択します。 

階層オブジェクトがソースまたはターゲットのみに存在する場合、子の比較

は行わない 

ソース サーバまたはターゲット サーバのいずれかにコンポーネ

ントが存在する場合に、変更に対して子オブジェクトを比較する

かどうかを指定します。 

すべての差異 

サーバ上のすべての相違が比較されるように指定します。 
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コンポーネント インベントリの差異のみ 

コンポーネント インベントリ内の相違のみが比較されるように指

定します。 

フィルタ 

以下のオブジェクトの 1 つ以上が比較されるように指定します。 

■ フォルダ - デフォルト設定（すべて）をそのまま使用するか、

［選択］オプションをクリックして、比較するフォルダを 1 つ

以上選択します。 

■ カテゴリ - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する 1 

つ以上のカテゴリを選択します。 ［カテゴリ］はコンポーネン

ト ブループリントに割り当てられており、エレメントが属する

系統的なグループ化です。 

■ ウェイト - デフォルトの設定（すべて）を承認するか、または

［選択］オプションをクリックして、変更について検索する

ウェイトを選択します。 ［ウェイト］はコンポーネント ブルー

プリントに割り当てられており、エレメントの相対的な重要度

を表します。 ウェイトのない（ウェイトが割り当てられていな

い）エレメントは、［中］とみなされます。 

連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl キーを

押しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリを選択す

るには Shift キーを押しながらクリックします。 

11. ［OK］をクリックします。 

「変更検出および比較操作の結果表示 (P. 75)」で説明しているように

比較結果が表示されます。 
 

サーバ ルール コンプライアンスの実行 

サーバベースのルール コンプライアンスでは、以下の内容についてサー

バとスナップショット データをチェックすることができます。 

■ デフォルト値ルール 

■ データ タイプ ルール 

■ コンポーネント ブループリントで定義されている制約ルール 
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注： このセクションの手順を使用してルール コンプライアンスを実行す

ることは、操作を手動で実行することとみなされます。 ルール コンプラ

イアンス操作をスケジュールするには、「コンプライアンス ジョブの作

成 (P. 405)」を参照してください。 
 

サーバベースのルール コンプライアンスを実行する方法 

1. ［管理］リンク、および［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ルール コンプライアンスを実行する、1 つ以上の管理対象サーバの隣

にあるチェック ボックスをオンして、［アクションの選択］ドロップ

ダウンリストから［管理アクション］ - ［ルール コンプライアンスの

実行］を選択します。 

［ルール コンプライアンスの実行］ウィザードの［サーバ条件］ペー

ジが表示されます。 
 

3. ［重要度］ドロップダウン リストから、ルール コンプライアンスがレ

ポート対象とするメッセージの最も低い重大度レベルを選択します。 

利用可能な［ルール カテゴリ］オプション（手順 5 で説明）は、この

手順で選択した重大度レベルによって決定されます。 

情報 

情報、警告、エラー、およびクリティカル メッセージを表示しま

す。 手順 5 で［デフォルト値ルール］または［データ タイプ ルー

ル］のいずれかを選択することが可能になります。 

警告 

警告、エラー、およびクリティカルのメッセージが表示されます。 

手順 5 の［データ値ルール］を無効にします。 
 

エラー 

エラー、およびクリティカルのメッセージが表示されます。 手順 5 

の［データ値ルール］を無効にします。 

重大 

クリティカルのメッセージのみを表示します。 手順 5 で［デフォ

ルト値ルール］と［データ タイプ ルール］の両方を無効にすると、

手順 7 で説明するように［明示的なルール］が必要になります。 
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4. ［修復］ドロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選

択して、コンプライアンス違反の値をリセットするのに修復を使用す

るかどうかを指定します。 

なし 

コンプライアンス違反の値がルール コンプライアンス結果に示さ

れるように指定しますが、これらの値をリセットするのに修復を

使用しないように指定します。 

ルール値のみ 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 

ルール値またはブループリント デフォルト値 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 コンポーネン

トに対して明示的なルールが定義されていない場合、コンプライ

アンス違反の値は、コンポーネント ブループリントで定義されて

いるデフォルト値にリセットされます。  
 

5. ［ルール カテゴリ］領域の以下のカテゴリのうち 1 つを選択し、ルー

ル コンプライアンスを実行するための対照ルールのセットを作成し

ます（［重要度］ドロップダウン リストで［クリティカル］を選択し

た場合は、これらのオプションは利用できません）。 

デフォルト値ルール 

指定されたデフォルト値に対して、現在のサーバまたはスナップ

ショットの値を検証します。 

デフォルト値がコンポーネント ブループリントに指定されている

場合、CA Configuration Automation は実際の値がデフォルト値から

外れているかどうかを確認するルールを自動的に作成します。 デ

フォルト ルールの偏差は、結果に情報メッセージとして表示され

ます。 

データ タイプ ルール 

対応するデータ タイプの指定された値に対して、現在のサーバま

たはスナップショットの値を検証します。 
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6. デフォルトの［明示的なルール］設定を承認するか、または［ルール グ

ループの選択］オプションをクリックし、［利用可能なルール グルー

プ］列で、使用するルール グループをダブルクリックして、［選択さ

れたルール グループ］列に移動します。- 

ブループリント ルール 

コンポーネント ブループリントで定義されている制約ルールに対

して、現在のサービスまたはスナップショットの値を検証します。 

ユーザ定義ルールとビルトイン ルール（データ タイプのチェック

など）の両方が含まれています。 

インスタンス ルール 

サービスおよびコンポーネント ブループリントに定義されている

制約ルールに対して、現在のサービスまたはスナップショットの

値を検証します。 
 

 

7. コンプライアンスを確立するのに使用するスナップショットを選択し

ます。 

注： 手順 2 で複数のサーバを選択した場合は、各サーバの［指定され

た日付の最新スナップショット］オプションを選択し、［スナップ

ショット日付］フィールドに日付を入力します。 指定された日付で、

選択されたサーバのスナップショットがない場合、CA Configuration 

Automation は結果ページにエラー メッセージを表示します。 指定され

た日付で、複数のスナップショットを利用できる場合は、その日付で

最新のスナップショットが使用されます。  
 

8. ［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント］ページが表示されます。 
 

9. 以下のコンポーネント ブループリント オプションのいずれかを選択

します。 

すべてのコンポーネント ブループリントを含める 

選択したサーバ上ですべてのコンポーネント ブループリントが使

用されるように指定します。 

コンポーネント ブループリントを名前で選択  

選択したサーバ上で 1 つ以上のコンポーネント ブループリントが

使用されるように指定します。 このオプションを選択する場合、

［利用可能なブループリント］列のブループリントを選択し、次

に、右向きの単一矢印をクリックして［ブループリントの選択］

列にそれを移動する必要があります。 
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10. ［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
 

 

11. デフォルトの設定（すべて）を承認するか、ルール コンプライアンス

操作で対象とみなされる以下の項目を決定するためにフィルタを作成

します。 

フォルダ 

すべてのフォルダ、または選択したフォルダのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかどうかを指定します。 

カテゴリ 

すべてのカテゴリ、または選択したカテゴリのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかを指定します。 ［カテゴリ］はコ

ンポーネント ブループリントに割り当てられており、エレメント

が属する系統的なグループ化です。 

ウェイト 

すべてのウェイト、または選択したウェイトのみがルール コンプ

ライアンス操作で検索されるかを指定します。 ［ウェイト］はコ

ンポーネント ブループリントに割り当てられており、エレメント

の相対的な重要度を表します。 ウェイトのない（ウェイトが割り

当てられていない）エレメントは、［中］とみなされます。 

連続していない複数のリスト エントリを選択するには、Ctrl キーを押

しながらクリックし、連続した複数のリスト エントリを選択するには 

Shift キーを押しながらクリックします。 

12. ［OK］をクリックします。 

ルール コンプライアンス結果が「ルール コンプライアンス操作の結果

表示 (P. 85)」で説明しているように表示されます。 
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サーバのリフレッシュ 

サーバのリフレッシュ操作を行うと、最新のサーバ コンポーネント デー

タが取得されます。 

注： コンポーネントの基本状態は、リフレッシュ操作では変更されません。

インベントリ対象コンポーネントはインベントリ対象コンポーネントの

まま、管理対象コンポーネントは管理対象コンポーネントのままとなりま

す。 コンポーネントの状態が変化するのは、管理プロファイルによって

コンポーネントが管理対象にされた場合、またはコンポーネントに関する

サービス関連のディスカバリが行われた場合のみです。 
 

サーバ ソフトウェア コンポーネントをリフレッシュする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. コンポーネントをリフレッシュするサーバの隣のチェック ボックス

をオンにして、［サーバ］テーブルの上にある［リフレッシュ］ボタ

ンをクリックします。 

［サーバ］テーブルの［現在のアクティビティ］列には、操作中は［リ

フレッシュ］が表示されます。 サーバ リフレッシュ操作が完了すると、

この列は空白になります。 
 

サーバ ディスカバリの実行 

サーバ ディスカバリ操作はネットワークの新しいソフトウェア コンポー

ネントを検索し、サーバ上で既存のコンポーネントを更新します。 

注： このセクションで説明する手順は、ただちにディスカバリを実行する

場合は手動操作になると考えられます。 一般に、管理プロファイルは、

プロファイルに指定されたスケジュール情報に基づいてサーバ ディスカ

バリを自動化するために使用されます。 詳細については、「管理プロファ

イル (P. 95)」を参照してください。 
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手動でサーバ ディスカバリを実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

3. 検出または更新するサーバの横にあるチェック ボックスをオンにし

て、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［管理アクショ

ン］ - ［ディスカバリの実行］を選択します。 

注： 対応する管理プロファイルは有効状態である必要があります。 

操作中に、［サーバ］テーブルの［現在のアクティビティ］列に［ディ

スカバリ］と表示されます。  
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サーバおよびサーバ グループのレポート アクション 

レポート アクション操作では、サーバおよびサーバ グループからレポー

トを実行できます。 レポートを実行するには、以下のアクションを実行

します。 

コンプライアンス レポートの実行 

選択されたサーバおよびサーバ グループのコンプライアンス レポー

トを実行します。 デフォルトでは、レポートの実行時に、対応するコ

ンプライアンス ルール グループのフィルタ条件が適用されます。 

レポートの実行 

利用可能なレポートからレポートを実行します。 選択したレポートに

基づいて、レポートの生成に必要な項目を入力します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［管理］パネルで［サーバ］タブをクリックします。 

3. ［サーバ］ページでサーバを選択し、次に、［アクションの選択］ド

ロップダウン-リストからレポート アクションを選択します。 

4. 以下のいずれかのアクションを選択します。 

■ コンプライアンス レポートの実行 -- 選択されたサーバおよびサー

バ グループのコンプライアンス レポートを実行します。 

■ レポートの実行 -- 利用可能なレポートからレポートを実行します。 

5. ［コンプライアンス レポートの実行］を選択する場合、［レポート名］

を選択して［OK］をクリックします。 

6. ［レポートの実行］を選択する場合、［レポートの選択］パネルで以

下のいずれかのオプションを選択します。 

■ テンプレート -- いずれかの事前定義済みレポート テンプレートを

使用して、レポートを実行します。 

■ 保存済みレポート -- 以前に保存されたレポートを実行します。 

レポートが生成されます。 
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サーバ ディスカバリの停止 

サーバ ディスカバリ操作は、所要時間が長すぎるなどの理由により、手

動で停止することができます。 

サーバ ディスカバリ操作を停止する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

3. ディスカバリ操作を停止するサーバの隣のチェック ボックスをオン

にして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［管理アク

ション］ - ［ディスカバリの停止］を選択します。 

操作の実行中に、［サーバ］テーブルの［現在のアクティビティ］列

に［ディスカバリ］と表示されます。操作が停止すると、この列は空

白になります。  
 

サーバの管理プロファイルの実行 

管理プロファイルを手動で実行すると、プロファイルに指定されたスケ

ジュール済みの時刻まで待機せずに、サーバのソフトウェア コンポーネ

ントの構成の設定を更新できます。 管理プロファイルを手動で実行する

場合、以下のオプションがあります。 

■ 管理プロファイルを実行（ディスカバリあり） 

■ 管理プロファイルを実行（ディスカバリなし） 

これらのオプションに関連付けられている手順については、以下のセク

ションで説明します。 
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注： ［ディスカバリの実行］オプションによって、管理プロファイルの管

理オプションを使用せずに手動でサーバ ディスカバリを実行することも

できます。 ［ディスカバリの実行］オプションを使用してディスカバリ

を実行する場合、管理プロファイル内に定義されたブループリントに基づ

いて、サーバで新しいソフトウェア コンポーネントの検索が実行されま

す。 管理オプションを使用すると、ディスカバリが正常に完了した後に

スナップショット、変更検出の実行、ルール コンプライアンスの実行を

管理できるメリットが得られます。 

■ 管理プロファイルにおいて管理オプションを使用せずにサーバ ディ

スカバリを実行する詳細については、「サーバ ディスカバリの実行 (P. 

168)」を参照してください。 

■ 管理プロファイルの定義については、「管理プロファイルの作成 (P. 

96)」を参照してください。 
 

管理プロファイルを実行 (ディスカバリあり) 

プロファイルに指定されたスケジュール済みの時刻まで待機せずに、ディ

スカバリと共に管理プロファイルを手動で実行できます。 ディスカバリ

操作と共にプロファイルを実行すると、サーバのソフトウェア コンポー

ネントの構成の設定がディスカバリに基づいて更新されます。 プロセス

中に新しいコンポーネントが検出された場合、これらはサーバに追加され

ます。 
 

ディスカバリを使用して管理プロファイルを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

 ［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 管理プロファイルで定義されたとおりに更新する管理対象サーバの隣

にあるチェック ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］

ドロップダウンリストから［管理アクション］ - ［管理プロファイル

を実行（ディスカバリあり）］を選択します。 

注： サーバに対応する［管理プロファイル］を有効にする必要があり

ます。 

［サーバ］テーブルの［現在のアクティビティ］列に［管理プロファ

イル］と表示されます。 操作が完了すると、この列は空白になります。 
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管理プロファイルを実行 (ディスカバリなし) 

すでに検出されたサーバおよび関連付けられたソフトウェア コンポーネ

ントを、サーバで新しいコンポーネントを検索せずに更新する場合、ディ

スカバリ操作を行わずに管理プロファイルを手動で実行できます。 

ディスカバリなしで管理プロファイルを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

2. 管理プロファイルで定義されたとおりに更新するサーバの隣にある

チェック ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ドロッ

プダウンリストから［管理アクション］ - ［管理プロファイルを実行

（ディスカバリなし）］を選択します。 

注： サーバに対応する［管理プロファイル］を有効にする必要があり

ます。 

［サーバ］テーブルの［現在のアクティビティ］列に［管理プロファ

イル］と表示されます。 操作が完了すると、この列は空白になります。 
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サーバへのプロファイルの割り当て 

ソフトウェア コンポーネントおよびサーバの検出、管理、アクセスの方

法を制御するために、既存の管理プロファイルおよびアクセス プロファ

イルをサーバに割り当てることができます。 

プロファイルをサーバに割り当てる方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. プロファイルを割り当てるサーバの横にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ 

アクション］ - ［プロファイルの割り当て］を選択します。 

［プロファイルの割り当て］ダイアログ ボックスが開き、［管理プロ

ファイル］および［アクセス プロファイル］の各選択領域が表示され

ます。 

3. ［変更］をクリックし、ドロップダウン リストからプロファイルを選

択して、どちらか一方または両方のプロファイル タイプに対して［OK］

をクリックします。 

［サーバ］テーブルの対応するプロファイル列に、割り当てられたプ

ロファイルの名前が表示されます。  
 

サーバ IP の調整 

［サーバの調整］機能は、CA Configuration Automation データベース 内の

レコードと競合する IP アドレスを持つサーバを調整します。 ［サーバの

調整］操作は、すべてのサーバの正しい IPv4 または IPv6 アドレスで CA 

Configuration Automation データベース を更新し、すべての IP アドレスが

一意になるようにします。 
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CA Configuration Automation データベース のサーバの IP アドレスを調整する

方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. IP アドレスを調整するサーバ（複数可）の横にあるチェック ボックス

をオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サー

バ アクション］ - ［サーバの調整］を選択します。 

操作（CA Configuration Automation データベース 内のすべてのサーバ 

エントリの取得、ホスト名に基づく IPv4 および IPv6 アドレスの解決、

およびデータベースの更新）の実行中に、進捗状況インジケータが表

示されます。 
 

競合する IP アドレスの管理 

NDG では、ネットワーク内の利用可能なすべての構成アイテムが検出され

るため、IP アドレスの競合が発生する可能性があります。 たとえば、サー

バが無効にされ、その IP アドレスがネットワーク内の別のサーバに割り

当てられたとします。 無効にされたサーバの IP アドレス インスタンスは

検出されたサーバ リスト内に残ります。 新しい検出では、新しいサーバ

と古いサーバが共に同じ IP アドレスでリスト表示されます。 
 

CA Configuration Automation では、IP アドレスの競合を管理し、重複を調整

することができます。 調整によって、重複を排除し、データの整合性を

保持できます。 このサーバ IP の調整を実行すると、すべてのサーバの正

しい IPv4/IPv6 アドレスで CCA データベースが更新されます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［テーブル アクション］タブをクリックし、ドロップダウン リストか

ら［競合する IP アドレスの管理］を選択します。 

［競合する IP アドレスの管理］ページが表示されます。 このページに

は、競合する IPV4 および IPV6 アドレスが、対応するサーバ名および 

MAC アドレスと共に表示されます。 デフォルトでは、競合するサーバ

の IP アドレスは、IPV4 アドレスによってソートされます。 
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3. ［サーバ名］をクリックして、サーバの詳細を表示します。 

［フィルタ］タブを使用して、特定の IP4 アドレス、IPV6 アドレス、

または IPV4/IPV6 アドレスのサブネット マスクに基づいて IP アドレス

をフィルタします。 
 

4. IP アドレスを調整するサーバ（複数可）を選択し、［アクションの選

択］ドロップダウン リストから［サーバ IP の調整］を選択します。  

競合する古い IP アドレスを解決するために新しい NDG 検出が実行さ

れます。 

5. 重複するサーバを削除する場合は、［アクションの選択］ドロップダ

ウン リストから［サーバの削除］を選択します。 

選択されたサーバの調整または削除を確認するメッセージが表示され

ます。 エラーが発生した場合は、サーバ ログ テーブルを参照し、エ

ラーの詳細を確認します。 
 

保護エージェント 

CA Configuration Automation では、サーバは SSL で保護された接続を使用し

て CA Configuration Automation エージェントと通信することができます。 

［エージェントの保護］オプションを使用すると、CA Configuration 

Automation エージェント セキュリティに必要な SSL 証明書を作成するこ

とができます。 

保護された通信には、サーバ側とエージェント側の両方で識別のための証

明書が必要です。 エージェント通信を保護するには、事前に認証局を作

成しておく必要があります。 詳細については、「セキュリティ証明書の

作成および管理」を参照してください。 
 

注：  SSH プロキシでエージェント セキュリティを使用することはできま

せん。また、［アクセス プロファイル］の［エージェント モード］に［手

動で設定されたエージェント］の選択肢を使用する必要があります。  
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［手動エージェント］から［保護されたエージェント］に切り替える場合、

選択したサーバに関連付けられたアクセス プロファイルは以下のように

変更されます。 

■ 事前定義済みアクセス プロファイル（CA Configuration Automation イン

ストール プログラムによってインストールされた次のプロファイル

のうちの 1 つ： ［手動エージェント］、［ポート プローブ］、［保護

されたエージェント］、［自己登録済み］、［SSH］、［WMI］、また

は［WMI - SSH］）を使用している場合、新しいアクセス プロファイル

が作成されます。 この新規プロファイルは以下のようになります。 

■ ［手動エージェント］<timestamp> 規則に従って名前が自動的に割

り当てられる（たとえば、［手動エージェント］<timestamp1>、［手

動エージェント］<timestamp2> など） 

■ ［保護エージェント］として定義される（つまり、［サーバ アク

セス プロファイルの編集］ダイアログ ボックスの［アクセス モー

ド］タブで［保護エージェント］チェック ボックスがオンになっ

ている） 
 

■ ［アクセス プロファイル］タブのテーブルにリスト表示される 

■ 選択したサーバに割り当てられる 

■ 複数のサーバによって使用されるユーザ定義アクセス プロファイル

を使用している場合、新しいアクセス プロファイルが作成されます。 

この新規プロファイルは以下のようになります。 

■ <user-assigned_name><timestamp> 規則に従って名前が変更される

（たとえば、TestProfile というプロファイルを作成して使用してい

る場合、新規プロファイルは、次のようにタイム スタンプが付加

された名前になる。TestProfile<timestamp1>、

TestProfile<timestamp2> など） 

■ ［保護エージェント］として定義される（つまり、［サーバ アク

セス プロファイルの編集］ダイアログ ボックスの［アクセス モー

ド］タブで［保護エージェント］チェック ボックスがオンになっ

ている） 
 

■ ［アクセス プロファイル］タブのテーブルにリスト表示される 

■ 選択したサーバに割り当てられる 

■ 選択したサーバのみによって使用されるユーザ定義アクセス プロ

ファイルを使用している場合、現在のアクセス プロファイルのアクセ

ス モードが［保護エージェント］に変更されます（つまり、［保護エー

ジェント］チェック ボックスがオンになります）。  新しいアクセス プ

ロファイルは作成されません。  
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1 つ以上のサーバの CA Configuration Automation エージェントを保護する方

法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 保護対象のサーバの隣にあるチェック ボックスをオンにして（［サー

バ］テーブルの［インストール済みエージェント］列では、エージェ

ントがインストールされているサーバにチェック マークが付きます）、

［アクションの選択］ドロップダウンリストから［エージェント アク

ション］ - ［エージェントの保護］を選択します。  

［保護エージェント］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. 以下のフィールドに適切な情報を入力し、［OK］をクリックします。 

エージェントの証明書パスワード 

証明書のパスワードを指定します。 

再度パスワード テキストを入力します。 . 

パスワードの確認 

［エージェントの証明書パスワード］フィールドに入力されたパ

スワードを確認します。 2 つのパスワードは同一である必要があ

ります。 

認証局パスワード 

エージェント証明書の作成に必要な認証局パスワードを指定しま

す。 

CA Configuration Automation は、エージェントの証明書を作成し、この

新しい証明書をエージェント インストール ディレクトリにインス

トールし、セキュアな接続のみを受け付けるようにエージェントを設

定し、新しい構成でエージェントを再起動します。 CA Configuration 

Automation がこれらの手順を正常に完了した後、［サーバ］テーブル

の［アクセス モード］列に［保護エージェント］と表示されます。 
 



保護エージェント 

 

第 5 章： サーバ管理  179  
 

アンセキュアなエージェントに戻す方法  

1. 以下のいずれかを実行して、エージェントをアンセキュアに設定する

サーバのアクセス プロファイルを編集します。 

■ ［アクセス モード］タブの［保護エージェント］チェック ボック

スをオフにし、次に、［OK］をクリックします。  

■ 既存のアクセス プロファイルを変更しない場合（他のサーバがそ

のアクセス プロファイルを使用している可能性がある場合）、［保

護エージェント］モードを使用しない新規プロファイルを割り当

てます。 

2. CA Configuration Automation エージェント インストール ディレクトリ

に移動し、セキュア オプションを 0 （ゼロ）に変更して agent.conf ファ

イルを手動で編集した後、エージェントを再起動します。  

エージェントはアンセキュア モードで実行されます。 
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CCA エージェントのリモート インストール 

CA Configuration Automation は、割り当てられたアクセス プロファイルの

アクセスおよび構成の詳細を使用して、管理対象サーバに CCA エージェン

トをリモートでインストールします。 

CCA エージェントをサーバにインストールするには、ターゲット サーバの

オペレーティング システム、IP アドレス、およびリスニング ポートに関

する情報が必要です。 これらの詳細は、［サーバ詳細］ページから取得

できます。 リモート エージェント インストール プログラムは、ターゲッ

ト サーバが使用しているオペレーティング システムが 32 ビットと 64 

ビットのどちらであるかを自動的に検出します。 その後、インストール プ

ログラムは、対応するエージェント バージョンをインストールします。 

注： アクセス プロファイルのユーザ アカウントはグリッド ノード ホスト

とエージェントをインストールするリモート サーバの両方で有効になっ

ている必要があります。 

アクセス プロファイルが定義するユーザ タイプは以下の要件も満たす必

要があります。 

ローカル ユーザ 

アクセス プロファイルのローカル ユーザ ID は、グリッド ノード ホス

トとエージェントをインストールするリモート サーバに存在する必

要があります。 いずれのユーザ ID にも同じパスワードが必要です。パ

スワードはアクセス プロファイルにも存在する必要があります。  

ドメイン ユーザ 

アクセス プロファイルでドメイン ユーザ アカウントが定義され、グ

リッド ノード ホストまたはエージェントをインストールするリモー

ト サーバがワークグループに属する場合、パスワードがアクセス プロ

ファイルに指定されているコンピュータはローカル ユーザ アカウン

トを必要とします。 そのため、コンピュータがワークグループに属す

る場合、アクセス プロファイルでドメインが定義されても、ローカル 

アカウントが使用されます。  
 

以下の状況では、CA Configuration Automation エージェントをリモートでイ

ンストールできません。 

■ ターゲット サーバがファイアウォールの後ろに存在する場合。 

■ ターゲット サーバのルート ディレクトリにインストール プログラム

をコピーするために十分なスペースがない場合。 
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■ 管理共有がターゲット Windows サーバから削除されている場合。 
 

■ ディスカバリ操作によりターゲット Linux サーバに「Linux または 

UNIX」のオペレーティング システムが割り当てられる場合。 手動で 

Linux にオペレーティング システムを変更してから CA Configuration 

Automation Agent をインストールします。 
 

■ Linux または UNIX CA Configuration Automation サーバ から Windows 

2003 または 2008 サーバにインストールする場合。 

■ ターゲット UNIX サーバがセキュア シェルを実行していない場合。 

サーバがセキュア シェルを実行しているかどうかを判断するには、以

下のコマンドを実行します。 

# ps -ef | grep sshd 

ターゲット サーバはセキュア シェル（SSH/FTP）による root アクセス

を許可し、SSH デーモン構成ファイルで SFTP を有効にします。 ター

ゲット サーバが root ユーザのセキュア シェル アクセスを許可するこ

とを確認するには、別のコンピュータの root アカウントから以下のコ

マンドを実行します。 

# ssh <target_installation_server_name> 

注： root ユーザにはセキュア シェル ログイン権限が必要です。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サーバ］タブをクリックします。 

2. ［サーバ］タブで、エージェントをインストールする各サーバのチェッ

ク ボックスを選択します。 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから、［エージェント ア

クション］、［エージェントのインストール］を選択します。 

［現在のアクティビティ］列に［エージェントのインストールが進行

中です］と表示されます。インストールが完了すると、［現在のアク

ティビティ］列がクリアされます。 

注： 

■ アクセス プロファイルで指定されたインストール ディレクトリ

が有効な Windows または UNIX パスであることを確認します。 「環

境変数の使用 (P. 183)」セクションの説明にあるように、システム

環境変数を使用してインストール ディレクトリを定義することも

できます。 

■ 以前の CA Configuration Automation 管理対象エージェントレス 

サーバにインストールする場合、それを参照するサービスを再検

出し、使用可能なコンポーネントおよびコンポーネント フォルダ

を取得します。 詳細については、「サービスのリフレッシュ (P. 

86)」を参照してください。 
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インストール ディレクトリの環境変数の使用 

インストール ディレクトリで環境変数を使用する場合、以下の基準を考

慮します。 

■ 以下のパターンを使用します。 

$<VARIABLENAME>$ 

<VARIABLENAME> はターゲット システムで定義される環境変数です。  

例： 

■ アクセス プロファイルの $ProgramFiles$ としてターゲット マシン

の %ProgramFiles% 環境変数を参照します。 

■ アクセス プロファイルで $ProgramFiles$¥CA¥CCAAgent  として 

C:¥Program Files¥CA¥CCAAgent インストール パスを指定します。 

■ CCA エージェント インストールのターゲット マシンで特定の環境変

数が定義されていることを確認します。 

■ $ 文字はエージェント インストール パスまたは環境変数でサポート

されていません。 $ 文字が使用される場合、$<VARIABLENAME>$ パター

ンに従います。 
 

リモート エージェントのインストール中に環境変数が変換されない

場合は、CCA グリッド ノード、または CCA Configuration Automation
サーバを再起動してください。

■
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CCA エージェントのアンインストール 

CA Configuration Automation では、［サーバ管理］表示リストで選択した既

存のエージェントを持つサーバから CA Configuration Automation エージェ

ントをアンインストールすることができます。 CA Configuration Automation 

は、割り当てられたアクセス プロファイルに含まれるアクセスおよび構

成の詳細を使用して、CA Configuration Automation エージェントをリモート

でアンインストールします。 

管理対象サーバから CA Configuration Automation エージェントをリモートでア

ンインストールする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 CA Configuration Automation 

エージェントがインストールされているサーバでは、［エージェント 

インストール済み］列に［はい］と表示されます。 

2. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ アクション］ 

- ［サーバのテスト］を選択して、サーバの通信状態をテストします。 

サーバ通信をテストして、選択したサーバを解決または検出できるよ

うにします。 

3. エージェントをアンインストールするサーバ（複数可）の横にある

チェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウ

ン リストから［エージェント アクション］ - ［エージェントのアンイ

ンストール］を選択します。 

［現在のアクティビティ］列に［エージェントのアンインストールが

進行中です］と表示されます。 アンインストールが完了すると、［イ

ンストール済みエージェント］列に［いいえ］と表示されます。 
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エージェントおよび SSH アクセスの場所を特定 

CA Configuration Automation では、CA Configuration Automation Agents エー

ジェントがインストールされているサーバ、または SSH アクセスを許可す

るように構成されたサーバを自動的に識別できます。 サーバを識別した

後、それらの状態を［管理対象］または［拒否］に設定し、それらに管理

プロファイルおよびアクセス プロファイルを割り当てます。  

注： エージェントまたは SSH を検索するには、サーバの TCP エコー ポート

（7）を有効にします。 

CA Configuration Automation エージェントまたは SSH アクセスでサーバを識別

する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

2. エージェントまたは SSH アクセスを検索するか、あるいはエージェン

ト詳細を取得するサーバ（複数可）の横にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［エージェ

ント アクション］ - ［エージェントおよび SSH の場所を特定］を選択

します。 

［自動特定］ダイアログ ボックスが開き、［CCA エージェントの場所

を特定］オプションおよびデフォルトで選択されるポート 8063 が表示

されます。 
 

3. （オプション）以下の 1 つ以上の操作を行います。 

■ CA Configuration Automation エージェントがインストールされてい

るサーバを検索しない場合は、［CCA エージェントの場所を特定］

チェック ボックスをオフにします。 

■ ［CCA ポート］を（8063 から）変更して、デフォルト以外のポー

トでリスンする CA Configuration Automation エージェントの場所を

特定します。 複数のポートを指定するには、各ポート番号をカン

マで区切って入力するか、またはハイフン（-）を使用してポート

の範囲を入力します。- たとえば、8000-8050, 8063 などです。 
 

■ SSH アクセスが設定された CCA 管理対象サーバを検索する場合は、

［SSH リモート アクセスの場所を特定］チェック ボックスをオン

にします。 このオプションを選択すること、［SSH リモート アク

セスの検証］チェック ボックスがアクティブになります。 
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■ ［SSH ポート］を（22 から）変更して、SSH が設定されていて、デ

フォルト以外のポートでリスニングする CCA 管理対象サーバを検

索します。 

■ ［SSH リモート アクセスの検証］チェック ボックスをオンにして、

SSH が設定された管理対象サーバをフィルタし、特定のユーザ ID 

とパスワードのいずれか一方または両方を使用するサーバのみを

選別します。 

4. ［自動特定］をクリックします。 

選択したサーバが検索され、結果が［エージェント/SSH 結果を自動特

定］タブに表示されます。 
 

自動特定で検出されたサーバの管理 

エージェントまたは SSH の検索操作（上記 (P. 185)のセクションを参照）

によって識別されたサーバは、［検出されたエージェント］列および［検

出された SSH］列を含む［サーバ］テーブルに表示されます。 

■ エージェントまたは SSH のポートが検出された場合、緑色のチェック 

マークが表示されます。 

■ エージェントまたは SSH のポートが検出されなかった場合、赤色の X 

が表示されます。 
 

自動特定で識別されたサーバを管理する方法 

1. 管理または拒否するサーバの横にあるチェックボックスをオンにして、

対応するボタン（［選択されたサーバを管理対象にします］または［選

択したサーバを拒否］）をクリックします。 

2. （オプション）検索されたサーバに既存の管理プロファイルまたはア

クセス プロファイルを割り当てます。 

a. プロファイルを割り当てるサーバを 1 つ以上クリックし、［プロ

ファイルの割り当て］ボタンをクリックします。 

［プロファイルの割り当て］ダイアログ ボックスが表示され、プ

ロファイル タイプごとに［変更しない］オプションが選択されて

います。 

b. 選択したサーバに割り当てるプロファイル タイプの横にある［変

更］をクリックします。 
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c. ［変更］オプションが選択されているプロファイル タイプに割り

当てるプロファイルを指定します。 

d. ［OK］をクリックします。 

選択したサーバにプロファイルが割り当てられます。 
 

ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイの設定 

CA Configuration Automation をインストールする際に、CA Configuration 

Automation がディスカバリ操作の実行に使用するネットワーク ディスカ

バリ ゲートウェイ（NDG）サーバを指定する必要があります。 別の NDG 

サーバをインストールし、その NDG サーバをディスカバリ操作に使用す

る場合、［ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイの設定］オプション

を使用して、新しい NDG サーバを CA Configuration Automation サーバ に割

り当てることができます。 

また、NDG サーバは、自ら検出するサーバにも関連付けられます。 ［サー

バ］テーブルには、それを検出した NDG サーバを表示する［ネットワー

ク ディスカバリ ゲートウェイ］列が含まれます。 
 

CA Configuration Automation サーバ に NDG サーバを割り当てる方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. NDG サーバに関連付けるサーバ（複数可）の横にあるチェック ボック

スをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから

［NDG アクション］ - ［ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイの設

定］を選択します。 

［ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイの設定］ダイアログ ボッ

クスが表示されます。 

3. ［ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ］ドロップダウン リスト

から NDG サーバを選択し、［OK］をクリックします。 

［サーバ］テーブルの［ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ］列

は新しい NDG サーバで更新されます。 
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ビジュアル UI での関係および管理操作結果の表示 

ビジュアル UI で、関係および管理操作（たとえば、変更検出やルール コ

ンプライアンス）をグラフ表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネルをクリックし、

以下のいずれかの場所をクリックします。 

■ ［サービス］タブ 

■ ［サーバ］タブ 

■ ［サーバ グループ］タブ 

■ ［ストレージ］タブ 

2. 表示されるタブ ページで、テーブル内の 1 つ以上のチェック ボックス

をオンにします。 

たとえば、［サービス］タブを選択した場合は、［サービス］テーブ

ル内の 1 つ以上のサービスを選択します。 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ビジュアル］を選

択し、以下のいずれかのビジュアル テンプレートを選択します。 

［サービス］タブ 

■ サービス通信関係 

■ サービス変更検出 

■ サービス ルール コンプライアンス 

［サーバ］タブおよび［サーバ グループ］タブ 

■ すべてのサーバ関係 

■ サーバ変更検出 

■ サーバ通信関係 

■ サーバ構成関係 

■ サーバ ルール コンプライアンス 

■ サーバ ストレージ関係 

■ サーバ仮想化 

［ストレージ］タブ 

■ サーバ ストレージ管理関係 
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■ サーバ ストレージ関係 

各テンプレートの詳細については、「ビジュアル テンプレートの選択 

(P. 478)」を参照してください。 
 

サーバの削除 

CA Configuration Automation で管理する必要がなくなったサーバは、完全に

削除することができます。 

1 つ以上のサーバを削除する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 削除するサーバ（複数可）の横にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ アクション］ 

- ［サーバの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。 

3. ［OK］をクリックします。 

指定したサーバが［サーバ］テーブルから削除されます。 
 

サーバのエクスポート 

サーバ定義をエクスポートして、CA Configuration Automation の別のインス

タンスで使用することができます。  

注： サーバ プロパティのみがエクスポートされます。関連付けられたコン

ポーネントおよびスナップショットはエクスポートされません。 

サーバをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. エクスポートするサーバ（複数可）の横にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ 

アクション］ - ［サーバのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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3. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

ファイルはデフォルトの名前 Servers.csv を割り当てられます。 

4. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

サーバ定義は選択した場所にエクスポートされます。 
 

サーバのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからエクスポートされた 

CSV ファイルとしてサーバ定義をインポートできます。 

サーバ定義をインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［テーブル アクション］をクリックし、［サーバのインポート］を選

択します。 

［サーバのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. 対応するフィールドに以下の情報を入力または選択し、［OK］をク

リックします。 

CSV ファイル 

インポートするサーバ定義が含まれる CSV ファイルの名前を指定

します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲートできます。 

Network Discovery Gateway 

インポートされるすべてのサーバに割り当てられる NDG サーバを

指定します。 この NDG サーバは、インポートされたサーバの IP ア

ドレスを調整するために使用されます。 
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ネットワーク レルム 

複数のプライベート ネットワークを持つ環境内でレルムを定義し

ます。 これらのプライベート ネットワークは相互に独立していま

す。重複する IP アドレスでサーバを検出し、管理しようとすると、

競合を引き起こす可能性があります。 プライベート ネットワーク

を一意に識別するには、各々にネットワーク レルム文字列を割り

当てます。 

注： ［サーバ］タブの［サーバ］テーブルをカスタマイズし、［ネッ

トワーク レルム］列を表示できます（「テーブル ビューでのフィ

ルタリング (P. 36)」に記載のとおり）。 この列には、各サーバと

関連付けられたネットワーク レルムの名前が表示されます。 レル

ムを変更するには、［サーバ名］列のリンクをクリックして［サー

バ詳細］ページを表示し、次に［ネットワーク レルム］を選択す

るか、新しい名前を入力します。 
 

ネットワーク ディスカバリを実行 

サーバ名を含むサーバに関する詳細を検出または確認し、IP アド

レスを調整し、デバイスを分類（OS ファミリ、OS 名）するために、

サーバ インポートがネットワーク ディスカバリを開始するかど

うかを指定します。   

不明なホストを許可 

ping コマンドに応答しない JAR ファイル内で定義されたサーバが、

CA Configuration Automation によってインポートおよび管理される

かどうかを指定します。 

ファイルがインポートされ、サーバが［サーバ］テーブルに表示され

ます。  
 

サーバ グループの作成 

［サーバ グループ］オプションを使用して、管理対象サーバを論理グルー

プに手動または自動で構成することができます。 サーバ グループでは、

サーバを個別に選択する代わりにグループとして選択できるため、サーバ

ベースの管理操作が簡略化されます。 

サーバ グループを作成する方法    

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 



サーバ グループの作成 
 

192  ユーザ ガイド 
 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［グループの作成］

を選択します。 

［サーバ グループの作成］ページが表示されます。 
 

4. 以下の情報を入力します。 

名前 

サーバ グループの名前を指定します。 

説明 

サーバ グループの使用目的や機能を説明します。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［サーバ］ページが表示されます。  

■ 動的サーバ グループを作成するには、手順 6 に進みます。 

■ サーバ グループに手動でサーバを追加するには、手順 7 に進みま

す。 
 

6. 特定タイプの管理対象サーバを、検出またはインポートされた場合に

サーバ グループに自動で追加するには、フィルタを作成します。 

a. ［動的サーバ グループ］チェック ボックスをオンにします。 

［フィルタ］フィールドが表示されます。 

b. ［列］ドロップダウン リストからオプションを選択します。 たと

えば、［OS 名］を選択します。 
 

c. ［値］ドロップダウン リストからオプションを選択するか、また

は値を入力します。 たとえば、「Windows 2008 Server」と入力し

ます。 

d. （オプション）［列］フィールドおよび［値］フィールドの 2 番

目のペアの別のオプションを選択してフィルタをさらに絞り込む

には、［And］または［Or］をクリックします。 たとえば、すべて

のインポート済み Windows 2008 Server をこのサーバ グループに

追加するフィルタを作成するには、［サーバ状態］の［列］オプ

ションを選択し、［インポート済み］の値を割り当てます。 

手順 8 に進みます。 
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7. ［利用可能なサーバ］列のサーバ グループに追加するサーバ（複数可）

をダブルクリックします。 

サーバが［選択されたサーバ］列に移動します。  

8. ［保存］をクリックします。 

サーバ グループが作成され、［サーバ グループ］テーブルに表示され

ます。 
 

サーバ グループの編集 

既存のサーバ グループに関する詳細を編集できます。 

サーバ グループを編集する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 

3. ［サーバ グループ］テーブルで、編集するサーバ グループの名前をク

リックします。 

サーバ グループの［詳細］ページが表示されます。 
 

 

4. 必要に応じて、［サーバ グループ］タブで以下の情報を編集します。 

名前 

サーバ グループの名前を指定します。 名前を変更すると、実際に

は新しいグループを作成し、既存のグループを削除することにな

ります。 

説明 

サーバ グループの使用目的や機能を説明します。 
 

5. サーバ グループに追加またはサーバ グループから削除するサーバ グ

ループ（複数可）をダブルクリックします。 

選択したサーバ グループは反対側の列に移動します。 
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または、以下のようにしてサービスに対してサーバ グループを追加、

または削除できます。 

■ いずれか一方の列で 1 つのサーバ グループを他方の列へ移動させ

るには、そのサーバ グループをクリックし、一重の左向き矢印ま

たは右向き矢印をクリックします。 

■ すべてのサーバ グループを他方の列に移動させるには、二重の左

向き矢印または右向き矢印をクリックします。 
 

6. （オプション）［ログ］タブをクリックして、すべてのサーバ グルー

プ アクティビティのログを表示します。 

7. ［保存］をクリックします。 

サーバ グループが変更内容で更新されます。 
 

サーバ グループの削除 

必要がなくなった 1 つ以上の既存のサーバ グループを削除できます。 

サーバ グループを削除する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 

3. 削除するサーバ グループの横にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［サーバ グループの

削除］を選択します。 

選択したサーバ グループが削除されます。 
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サーバ グループのエクスポート 

サーバ グループ定義をエクスポートして、CA Configuration Automation の

別のインスタンスで使用することができます。  

注： サーバ グループのプロパティのみがエクスポートされます。関連付け

られたコンポーネントおよびスナップショットはエクスポートされませ

ん。 

サーバ グループをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 
 

3. エクスポートするサーバ グループ（複数可）の横にあるチェック ボッ

クスをオンにして、［アクションの選択］をクリックし、［サーバ グ

ループのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

ファイルはデフォルトの名前 ServerGroup_Export_<timestamp>.jar を割

り当てられます。 

5. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

サーバ グループ定義は選択した場所にエクスポートされます。 
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サーバ グループのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからエクスポートされた 

JAR ファイルとしてサーバ グループ定義をインポートできます。 

サーバ グループ定義をインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［サーバ グループのインポー

ト］を選択します。 

［サーバ グループのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力または選択し、［OK］をク

リックします。 

インポートする JAR ファイル 

インポートするサーバ グループ定義が含まれるファイルの名前を

指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲートでき

ます。 

既存のアクセス プロファイルを上書き 

インポート中のファイルが、同じ名前のファイルを上書きするか

どうかを指定します。 CA Configuration Automation の別のインスタ

ンスのプロファイルに加えられた変更を保持する場合は、このオ

プションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべてのサーバ グループをインポートします。 

選択してインポート 

ダイアログ ボックスが表示され、ここで、インポートする JAR ファ

イル内のサーバ グループを選択することができます。 

ファイルはインポートされ、［サーバ グループ］テーブルにプロファ

イルが表示されます。  
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クラスタ詳細の表示 

Softagent ベースのすべてのネットワーク ディスカバリ操作では、クラス

タに固有のいずれのディスカバリ オプションも指定する必要なく、サー

バ クラスタを検出します。 クラスタに参加する任意のサーバに対して 

Softagent アクセスが成功する場合、NDG は、クラスタ内のすべてのサー

バ、およびすべてのクラスタ詳細を正常に検出します。 これらの詳細お

よび関係は、［クラスタ］タブ、または［ビジュアル］ツール内で確認で

きます。  
 

以下のクラスタ技術を検出および管理できます。 

■ Microsoft Cluster Server （MSCS） -- フェールオーバおよび負荷分散 

■ IBM PowerHA -- 高可用性 

■ Red Hat Cluster Suite （RHCS） -- Red Hat Enterprise Linux （RHEL）用の高

可用性および負荷分散アドオンのコンポーネント 
 

注：  

■ クラスタ関係は、［関係］タブに表示されません。  

■ サーバ クラスタのブループリント ディスカバリは、［クラスタ］タブ

に表示されません。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［クラスタ］リンクをクリックします。 

CA Configuration Automation によって検出されたクラスタが、［クラス

タ］ペインに表示され、最初のクラスタの詳細が右ペインに表示され

ます。 
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3. ［クラスタ］ペインで、以下のいずれかのタスクを実行します。 

■ 詳細を表示するクラスタの名前をクリックします。 

選択したクラスタの詳細が右ペインに表示されます。 

■ サーバを表示するクラスタの横のプラス記号（+）をクリックしま

す。 

クラスタ ノードが展開され、クラスタ内のサーバが表示されます。 

4. （オプション）サーバ名をクリックします。 

選択したサーバの詳細が右ペインに表示されます。 
 

アクセス プロファイル 

アクセス プロファイルは、以下のものを含めて、サーバ アクセスおよび 

CA Configuration Automation エージェント インストールに関するルールを

提供します。 

■ 企業内のサーバおよびコンポーネントに関する情報のアクセスおよび

収集のために、CA Configuration Automation サーバ が使用する手法 

■ 選択したサーバに CA Configuration Automation エージェントを正常に

インストールするため、およびエージェントと安全に通信するために

必要なセキュリティとプロキシの情報 

注： アクセス プロファイルは、基本的なエージェントおよびエージェント

レス ディスカバリ操作には必要ありません。 アクセス プロファイルの主

目的は、エージェントをインストールし、複数のマシンに SSH および WMI 

アクセスをセットアップできるようにすることです。 二次的な目的とし

ては、アクセス モードに変更を加えたり、アクセス モードを切り替えた

りするための簡単な方法を提供することです。 
 

新しいプロファイルを作成するか、または既存のプロファイルを編集する

には、［管理］ページの［サーバ］タブにある［アクセス プロファイル］

リンクを使用します。 ［サーバ］タブ ページで実際にプロファイルの割

り当てを行うには、［アクションの選択］ドロップダウン リストの［プ

ロファイルの割り当て］オプションを使用します。 
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CA Configuration Automation には、サーバ アクセス操作を開始できるよう

に、以下の事前定義済みアクセス プロファイルが含まれています。 

■ 手動エージェント 

■ ポート プローブ 

■ SSH 
 

■ 保護されたエージェント 
 

■ 自己登録済み 

■ WMI 

■ WMI - SSH 
 

これらのプロファイルには、利用可能な各種モードを使用して企業内の

サーバに通信アクセスできるようにするための実用的なデフォルト値が

含まれています。 ただし、アクセス プロファイルは企業独自のものなの

で、カスタム アクセス プロファイルを作成するか、または事前定義済み

プロファイルをコピーして変更することができます。 
 

［アクセス プロファイル］ページでは、既知のプロファイルのテーブル

が名前のアルファベット順に表示されます。また、説明、作成者、作成タ

イムスタンプ、変更の詳細、アクセス モード（エージェント、SSH、Telnet、

WMI、WMI と SSH）、プロキシ タイプに加え、プロファイルがサーバに割

り当てられているかどうかの情報も表示されます。 
 

アクセス プロファイルの作成 

事前定義済みプロファイルを使用するだけでなく、サーバ固有のアクセス 

プロファイルを作成できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サーバ］タブをクリックします。 

2. ［サーバ］タブで、［アクセス プロファイル］リンクをクリックしま

す。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから、［アクセス プ

ロファイルの作成］を選択します。 
 

4. プロファイル名および説明を入力し、［次へ］をクリックして［アク

セス モード］ページを開きます。 
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5. ［アクセス モード］ドロップダウン リストから、以下のいずれかの

モードを選択し、［次へ］をクリックします。 

ポート プローブ 

［ポート プローブ］アクセス モードで企業の他のサーバにアクセ

スします。 このプロファイルに関連付けられたサーバに CA 

Configuration Automation エージェントをインストールする予定が

ない場合は、このオプションを選択します。 

エージェント 

［エージェント］アクセス モードで企業の他のサーバにアクセス

します。 このプロファイルに関連付けられたサーバに CA 

Configuration Automation エージェントをすでにインストールして

いるか、インストールする予定がある場合は、このオプションを

選択します。 このオプションを選択する場合は、以下の［エージェ

ント］および［エージェント インストール］フィールドに入力し

ます。 

エージェント モード 

エージェントがインストールされているサーバが CA 

Configuration Automation サーバ でどのように構成されるかを

指定します。 

自己登録されたエージェント - CA Configuration Automation 

エージェントが CA Configuration Automation サーバ との通信を

テストするときに自己登録できます。 エージェントが自己登録

すると、ホストが管理対象サーバとして認識されます。 このオ

プションを選択する場合、エージェントはエージェント リスニ

ング ポートを取得します。 

手動で設定されたエージェント： CA Configuration Automation 

エージェント リスニング ポート番号を指定できます。 CA 

Configuration Automation サーバ との通信に中継エージェント

を使用するサーバでこのオプションを選択します。 SSL を使用

して安全に通信するように CA Configuration Automation サーバ 

を構成する場合もこのオプションを選択できます。 手順 6 で中

継エージェント プロキシ タイプを定義します。 
 

エージェント ポート 

CA Configuration Automation エージェント リスニング ポート番

号を定義します。  

デフォルト： 8063 
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保護エージェント 

CA Configuration Automation サーバ が SSL で保護された接続を

使用してエージェントと通信するかどうかを指定します。 CA 

Configuration Automation エージェントを保護するには、事前に

認証局を作成します。 
 

インストール ディレクトリ  

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアがイン

ストールされている場所を特定します。  

デフォルト（Windows）： 

      ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation Agent 

デフォルト（UNIX）： 

      /opt/CA/CCAAgent 
 

JVM のインストール  

CA Configuration Automation と共に配布された Java 仮想マシン

（JVM）をインストールするかどうかを指定します。 CA 

Configuration Automation エージェント インストールには、ター

ゲット サーバに JVM が必要です。 

はい： CA Technologies が提供する JVM をインストールします。  

いいえ： 以前にインストールした JVM を使用します。   

注： 既存の JVM を見つけるには、一般的に知られているインス

トール場所を入力します。 CA Configuration Automation エー

ジェント インストールが失敗した場合は、このフィールドで

［はい］を選択し、エージェントを再度インストールしてみま

す。 
 

システム アカウント  

CA Configuration Automation エージェントへの接続およびその

エージェントのインストールを行う認証と権限を持つ管理者

ユーザのユーザ ID を定義します。 
 

システム パスワード 

指定したシステム アカウントに関連付けるパスワードを定義

します。 
 

パスワードの再入力  

［システム パスワード］フィールドに入力した文字列とパス

ワードが一致することを確認します。  
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エージェント ログ  

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。  

注： スペースを節約し、セキュリティを強化するために、一部

の環境では、サーバへのログ ファイルの書き込みが有効ではあ

りません。 CA Configuration Automation エージェント構成ファ

イル（agent.conf）で、エージェントのログ記録の有効または

無効を切り替えることができます。 
 

サーバ ping 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下のイ

ンスタンスのサーバ ping を無効にするには、［サーバ ping］

チェック ボックスをオフにします。 

• IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 

• サーバには複数のネットワーク インターフェース カード

（NIC）があります。 サーバに ping を実行し、対象とする NIC で

サーバが識別されることを確認します。 

• エージェントがインストールされたサーバと CA 

Configuration Automation サーバ の間にファイアウォールがあ

ります。 

CA Configuration Automation エージェント構成ファイル

（agent.conf）でサーバの ping の有効または無効を切り替える

こともできます。 

注： 属性シートに CA Configuration Automation エージェント関

連の詳細に正確に入力し、一覧を管理するには、サーバ ping を

有効にする必要があります。 
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SSH 

セキュア シェル（SSH）を使用して、関連するサーバからデータに

アクセスし、収集します。 SSH は、セキュアでないネットワーク

に対して認証およびセキュアな暗号化通信を提供します。 このオ

プションを選択する場合、以下の SSH フィールドに入力します。 

SSH モード 

検出されたサーバからデータにアクセスし、それらのデータを

取得するために、［SSH (認証情報あり)］または［SSH (キー ファ

イルあり)］のどちらが使用されるかを指定します。 

ポート 

SSH 通信ポートを定義します。  

デフォルト： 22 
 

アカウント 

SSH ログイン アカウントを定義します。 
 

sudo 使用の有効化 

リモート UNIX および Linux サーバに関する情報にアクセスし、

収集するために、sudo コマンドを使用できるかどうかを指定し

ます。 sudo コマンドを使用すると、/etc/sudoers 構成ファイル

に定義されているユーザが各種コマンドを実行できます。 sudo 

コマンドを使用すると、ユーザは別の権限（root ユーザの場合

は無制限）を持つユーザのようにコマンドを実行できます。 

sudo を有効にする場合は、/etc/sudoers ファイル内の Default 

requiretty エントリを以下のようにコメントアウトします。 

   # Default requiretty 

詳細については、「UNIX および Linux Softagent ディスカバリの 

sudo の構成 (P. 509)」を参照してください。  
 

 

接続タイムアウト 

リモート サーバへの SSH 接続要求が失敗したと見なされるま

での間隔（ミリ秒単位）を定義します。 

デフォルト： 900000（15 分） 
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信頼 

ファイル ベースのサーバ検証を実行し、自動的にリモート 

サーバを確認するかどうかを指定します。 セキュリティを増強

する場合は、チェック ボックスをオフにして、［SSH ホスト 

ファイル］フィールドに既知のホスト ファイルを入力します。 
 

Hosts ファイル 

リモート サーバを検証するために使用するファイルを定義し

ます。  

デフォルト： <home-directory>/.ssh/known_hosts 
 

転送クライアントの保護 

SSH ディスカバリを実行するために、セキュア ファイル転送ク

ライアント（SFTP）またはセキュア コピー（SCP）を使用する

かどうかを指定します。 

SFTP は、SSH および WMISSH のアクセス モードを使用したディ

スカバリ中に必要とされます。 SFTP は以下の関数を処理しま

す。 

• リモート サーバにファイルを転送します。 

• リモート サーバからファイルを取得します。 

• リモート サーバからファイルを削除します。 

• リモート サーバでスクリプトを実行します。 

SFTP を選択し、SFTP サービスがリモート サーバで実行されて

いない場合、CA Configuration Automation サーバ サーバは以下

のメッセージをログ記録します。  
   <message_number>: Discovery failed on Server 

"<server_name>" 

リモート サーバで SFTP サービスを開始するか、セキュア ファ

イル転送クライアントとして SCP を使用できます。 

デフォルト： SFTP 
 

アカウント パスワード 

SSH パスワードを定義します。 このフィールドは、［SSH （認

証情報あり）］モードを選択した場合にのみ表示されます。 
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アカウント パスワードの再入力 

［アカウント パスワード］フィールドに入力されたテキスト文

字列とパスワードが一致することを確認します。 このフィール

ドは、［SSH (認証情報あり)］モードが選択された場合のみ表

示されます。 
 

秘密鍵ファイル 

秘密鍵ファイルを定義します。 公開および秘密鍵ファイルを作

成するには、puttygen.exe または同様のユーティリティを使用

します。 ファイルを作成したら、CA Configuration Automation 

サーバ ホーム ディレクトリに秘密鍵をコピーし、SSH サーバに

公開鍵をコピーします。 たとえば、copSSH では、公開鍵を 

¥copSSH¥home¥Administrator¥.ssh¥authorized-keys にコピーし

ます。 

［SSH (キー ファイルあり)］を選択した場合にのみこのフィー

ルドが表示されます。 
 

公開鍵ファイル 

鍵形式（ssh-dss または ssh-rsa のいずれか）を指定します。 ［SSH 

(キー ファイルあり)］を選択した場合にのみこのフィールドが

表示されます。 

パスフレーズ 

（オプション）キー ファイル保護パスフレーズを定義します。 

キー ファイルの作成時にキー ファイルとパスフレーズを関連

付けます。 ［SSH (キー ファイルあり)］を選択した場合にのみ

このフィールドが表示されます。  
 

Telnet 

企業の他のサーバにアクセスするために、CA Configuration 

Automation サーバ で Telnet アクセス モードを使用するかどうか

を指定します。 このオプションを選択した場合、以下の Telnet 

フィールドに入力します。 

ポート 

Telnet リスニング ポートを定義します。 

デフォルト： 23  

アカウント  

リモート サーバの有効なユーザ アカウントを定義します。  
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アカウント パスワード  

指定したアカウントに関連付けるパスワードを定義します。  
   

アカウント パスワードの再入力  

［アカウント パスワード］フィールドに入力した文字列とパス

ワードが一致することを確認します。  
 

sudo 使用の有効化 

リモート UNIX および Linux サーバに関する情報にアクセスし、

収集するために、sudo コマンドを使用できるかどうかを指定し

ます。 sudo コマンドを使用すると、/etc/sudoers 構成ファイル

に定義されているユーザが各種コマンドを実行できます。 sudo 

コマンドを使用すると、ユーザは別の権限（root ユーザの場合

は無制限）を持つユーザのようにコマンドを実行できます。 

sudo を有効にする場合は、/etc/sudoers ファイル内の Default 

requiretty エントリを以下のようにコメントアウトします。 

   # Default requiretty 

詳細については、「UNIX および Linux Softagent ディスカバリの 

sudo の構成 (P. 509)」を参照してください。  
   

接続タイムアウト  

リモート サーバへの Telnet 接続要求が失敗したと見なされる

までの間隔（ミリ秒単位）を定義します。 

デフォルト： 900000（15 分） 
  

プロンプトを探す  

ディスカバリでリモート サーバへのアクセスを試行するとき、

［ログイン プロンプト］、［パスワード プロンプト］、およ

び［シェル プロンプト］値を探すかどうかを指定します。 こ

れらのフィールドには、デフォルトで標準的な Telnet プロンプ

トが含まれます。ただし、一部のシステムでは、それらのプロ

ンプトが異なる場合があります。  
 

ログイン プロンプト  

アクセス プロファイルがアクセスを取得するログイン プロン

プトを定義します。 プロファイルは指定のプロンプトを見つけ

ると、アクセス プロファイルの［アカウント］フィールドに情

報を入力します。 ターゲット サーバがログイン プロンプト以

外のプロンプトを使用する場合は、このフィールドを編集でき

ます。 
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パスワード プロンプト  

アクセス プロファイルがアクセスを取得するパスワード プロ

ンプトを定義します。 プロファイルは指定のプロンプトを見つ

けると、アクセス プロファイルの［アカウント パスワード］

フィールドに情報を入力します。 ターゲット サーバがパス

ワード以外のプロンプトを使用する場合は、このフィールドを

編集できます。 

シェル プロンプト 

アクセス後にコマンドを発行するためにアクセス プロファイ

ルが探すシェル プロンプトを定義します。 ターゲット サーバ

が # 以外のシェル プロンプトを使用している場合は、この

フィールドを編集できます。 
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WMI 

企業の他のサーバにアクセスしてソフトウェア コンポーネントを

検出するために CA Configuration Automation サーバ で［Microsoft 

Windows Management Instrumentation （WMI）アクセス モード］を

使用するかどうかを指定します。 

UNIX または Linux ホストに CA Configuration Automation サーバ が

インストールされる場合、WMI アクセス プロファイルを使用して

ターゲット Windows サーバにアクセスすることはできません。 

WMI アクセス プロファイルを使用してターゲット Windows サー

バにアクセスするには、Windows サーバに 1 つ以上の CA 

Configuration Automation グリッド サーバをインストールする必要

があります。 

このオプションを選択した場合は、以下のフィールドに入力しま

す。 

ユーザ  

リモート サーバの有効なユーザ アカウントを定義します。 

WMI アクセス プロファイルを使用してターゲット サーバにア

クセスするには、CCA サーバ サービスおよびドメイン認証情報

を持った CCA グリッド サービスを実行します。 サービスを実

行するにはホストおよびターゲット サーバで管理者権限を

持っている必要があります。 

パスワード 

指定したユーザに関連付けるパスワードを定義します。 

パスワードの確認  

［パスワード］フィールドに入力した文字列とパスワードが一

致することを確認します。 

WMI と SSH 

CA Configuration Automation サーバ が［WMI アクセス モード］と

［SSH アクセス モード］の組み合わせを使用して企業の他のサー

バにアクセスするかどうかを指定します。 この組み合わせにより、

Windows サーバと Linux/UNIX サーバの検出およびアクセスに関し

て最適化される手法をディスカバリで使用できます。 

このオプションを選択する場合： 

a.  ［SSH （認証情報あり）］または［SSH (キー ファイルあり)］を

使用するように指定します 

b.  適切な SSH および WMI フィールドに入力します。 
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［プロキシ］ページが表示されます。 
 

6. ［プロキシ タイプ］ドロップダウン リストからプロキシ タイプを選

択します。 プロキシ タイプでは、CA Configuration Automation サーバ が 

CA Configuration Automation エージェントと通信する方法を指定しま

す。 

プロキシなし 

CA Configuration Automation サーバ が CA Configuration Automation 

エージェントと直接通信するように指定します。 ［プロキシなし］

がデフォルト設定です。 

ポート フォワーディング プロキシ 

CA Configuration Automation サーバ がファイアウォール ゲート

ウェイを介して CA Configuration Automation エージェントと通信す

るように指定します。 このプロキシ タイプを選択した場合、以下

のフィールドに入力します。 

プロキシ サーバ 

プロキシ サーバの名前または IP アドレスを定義します。 

プロキシ ポート 

プロキシ サーバがリスンするポートを定義します。 
 

SSH 

CA Configuration Automation サーバ と CA Configuration Automation 

エージェントの間の通信を保護し、暗号化するように指定します。 

このプロキシ タイプを選択した場合、以下のフィールドに入力し

ます。 

SSH サーバ ホスト 

SSH ホスト コンピュータの名前または IP アドレスを指定しま

す。 ドロップダウン リストには、［サーバ］タブの［サーバ］

テーブルにリスト表示されるすべてのサーバが設定されてい

ます。 

SSH Server Port 

SSH 通信ポートを定義します。  

デフォルト： 22 
 

アカウント 

SSH ログイン アカウントを定義します。 
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アカウント パスワード 

SSH アカウント パスワードを定義します。 

アカウント パスワードの再入力 

［SSH アカウント パスワード］フィールドに入力した文字列と

パスワードが一致することを確認します。 
 

中継エージェント 

CA Configuration Automation サーバ が中継エージェントを介して 

CA Configuration Automation エージェントと通信するように指定し

ます。 中継エージェントは複数の CA Configuration Automation エー

ジェントからの通信を統合し、CA Configuration Automation サーバ 

と通信するための単一ポイントです。 ドロップダウン リストには、

［サーバ］タブの［サーバ］テーブルにリスト表示されるすべて

のサーバが設定されています。 

［中継エージェント］を選択する場合は、［エージェント モード］

を［手動設定エージェント］に設定し、［アクセス モード］ペー

ジの［エージェント ポート］フィールドを設定します。 手順 5 で、

［エージェント モード］を［手動設定エージェント］に設定する

方法を定義します。 

カスケーディング中継エージェントを構成できますが、SSH をサ

ポートするのは最初のプロキシ ホップのみです。 

 以下の図はカスケーディング中継エージェントの例です。 
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WMI 

CA Configuration Automation サーバ とターゲット サーバの間の通

信がプロキシ サーバを通過することを指定します。 このプロキシ 

タイプを選択した場合、以下のフィールドに入力します。 

WMI Server Host Name 

プロキシ サーバの名前を定義します。 

アカウント 

WMI を使用してプロキシ サーバにログインする管理者認証情

報を持った有効なユーザ アカウントを定義します。 

パスワード 

アカウント値に関連付ける管理者パスワードを定義します。 

パスワードの再入力 

［パスワード］フィールドに入力した文字列とパスワードが一

致することを確認します。 

FTP サーバ 

プロキシ サーバの名前を定義します。 ［WMI サーバ ホスト名］

フィールドに指定されたプロキシ サーバ名でこの値が更新さ

れます。 

  注： FTP サーバ値を変更した場合、WMI サーバ ホスト名の値が

更新されます。 FTP 接続では、CA Configuration Automation サー

バから FTP サーバに、およびターゲット サーバから FTP サーバ

に通信する必要があります。 FTP 接続ではショート ネームまた

はホスト名を使用する必要があります。 

FTP Server Port 

FTP サーバ リスニング ポートを定義します。 

FTP ルート ディレクトリ 

FTP ルート ディレクトリを定義します。 

アカウント 

FTP サーバ ユーザ アカウントの名前を定義します。 

パスワード 

アカウント値に関連付けるパスワードを定義します。 

7. ［完了］をクリックします。 



アクセス プロファイル 
 

212  ユーザ ガイド 
 

プロファイルが作成され、［アクセス プロファイル］テーブルにそれ

が表示されます。 
 

アクセス プロファイルのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスから Java Archive（JAR）

ファイルとしてアクセス プロファイルをインポートできます。 

アクセス プロファイルをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サービス］タブまたは［サーバ］

タブをクリックします。 

［サービス］タブまたは［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［アクセス プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックしま

す。 

［アクセス プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［アクセス プロファイルのイ

ンポート］を選択します。 

［アクセス プロファイルのインポート］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。 
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4. 対応するフィールドに、以下の情報を入力するか、または選択します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートするアクセス プロファイルが含まれる JAR ファイルの

名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲー

トできます。 

既存のアクセス プロファイルを上書き 

インポート中のファイルが、同じ名前のファイルを上書きするか

どうかを指定します。 CA Configuration Automation の別のインスタ

ンスのプロファイルに加えられた変更を保持する場合は、このオ

プションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のアクセス プロファイルをすべてインポートしま

す。 

選択してインポート 

インポートする JAR ファイル内のアクセス プロファイルを選択す

るためのダイアログ ボックスが表示されます。 

ファイルがインポートされ、プロファイルが［アクセス プロファイル］

テーブルに表示されます。  
 

アクセス プロファイルの編集 

事前定義済みプロファイルおよびサーバに割り当てられているプロファ

イルを含め、既存のアクセス プロファイルを編集できます。 

アクセス プロファイルを編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［アクセス プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックしま

す。 

［アクセス プロファイル］ページに、既存のプロファイルが表示され

ます。 
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3. 編集するプロファイルの名前をクリックします。 

選択したプロファイルの［詳細］ページが表示されます。 

4. 任意のタブの任意のフィールドのエントリを編集し、［保存］をクリッ

クします。 フィールドの詳細については、「アクセス プロファイルの

作成 (P. 199)」を参照してください。 

プロファイルが更新されます。 
 

アクセス プロファイルのコピー 

既存のアクセス プロファイルをコピーできます。 

アクセス プロファイルをコピーする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［アクセス プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックしま

す。 

［アクセス プロファイル］ページに、既存のプロファイルが表示され

ます。 
 

3. コピーするプロファイルの名前をクリックします。 

選択したプロファイルの［詳細］ページが表示されます。 
 

4. ［コピー］をクリックします。 

プロファイルは、<selected_access_profile> のコピーとして［アクセス プ

ロファイル］テーブルにコピーおよびリスト表示されます。 

5. （オプション）任意のタブの任意のフィールドを編集し、［保存］を

クリックします。 フィールドの詳細については、「アクセス プロファ

イルの作成 (P. 199)」を参照してください。 
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アクセス プロファイルの削除 

サーバに割り当てる必要がなくなった既存のアクセス プロファイルを削

除できます。 

アクセス プロファイルを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［アクセス プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックしま

す。 

［アクセス プロファイル］ページに、既存のプロファイルが表示され

ます。 

3. 削除するプロファイルの横にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイルの削

除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

削除されたことを示す確認メッセージが表示され、プロファイルが［ア

クセス プロファイル］テーブルから削除されます。 
 

アクセス プロファイルのエクスポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスで使用する JAR ファイル

としてアクセス プロファイルをエクスポートできます。 

アクセス プロファイルをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［アクセス プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックしま

す。 

［アクセス プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. エクスポートするプロファイルの横にあるチェック ボックスをオン

にして、［アクションの選択］をクリックし、［アクセス プロファイ

ルのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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4. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

JAR ファイルは以下の形式でデフォルトの名前を割り当てられます。 

AccessProfile_Export_<year>_<month>_<date>_<hour>_<minutes>_<secon
ds>.jar 

例： AccessProfile_Export_2009_08_09_04_20_00.jar 

5. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

プロファイルは、選択した場所へエクスポートされます。 
 

サーバ ログの表示 

CA Configuration Automation は、各サーバベースのトランザクションを記録

するサーバ ログを保持します。 CA Configuration Automation によって管理

されている各サーバの UI を使用して、このログに簡単にアクセスできま

す。 

サーバのアクティビティ ログを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. ［サーバ］テーブルで、アクティビティ ログを表示するサーバの名前

をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
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3. ［ログ］タブをクリックします。 

［ログ］テーブルが開き、選択したサーバのアクティビティがすべて

表示されます。 既定のビューでは、先頭行に最新のサーバ アクティビ

ティが表示され、最終行に最も古いアクティビティが表示されます。 

並べ替えに使用できる列の上部にある並べ替えアイコンをクリックし

て、テーブル データの表示を変えることができます。 

4. （オプション）「テーブル ビューでのフィルタリング」に記載のとお

り、ログにキャプチャされた特定のサーバ イベントを表示するフィル

タを作成します。 

注： このページのフィルタ機能には、［ログ］ページにのみ示される

フィールドとして次のものが含まれています。 

開始時刻 

サーバ アクティビティの検索を開始する時間を指定します。 たと

えば、休暇で不在中だった週のサーバ アクティビティをすべて表

示する場合は、休暇が始まった日時を開始時刻として指定します。

そのためには、［開始時刻］チェック ボックスをオンにして、カ

レンダ アイコンをクリックし、休暇が始まった日時を選択します。  

終了時刻 

サーバ アクティビティの検索を終了する時間を指定します。 引き

続き上記の例を使用します。休暇で不在中だった週のサーバ アク

ティビティをすべて表示する場合は、休暇が終わった日時を終了

時刻として指定します。そのためには、［終了時刻］チェック ボッ

クスをオンにして、カレンダ アイコンをクリックし、休暇が終わっ

た日時を選択します。 
 

サーバ詳細の表示および編集 

サーバに関する詳細を表示または編集できます。 

サーバの詳細を編集および表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
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3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

4. 必要に応じて［サーバ］タブの情報を編集し、［保存］をクリックし

ます。 

フィールドの説明については、「サーバの追加 (P. 149)」を参照してく

ださい。 

［サーバ詳細］ページおよび［サーバ］テーブルが変更内容で更新さ

れます。 
 

［サーバ詳細］ページに含まれる詳細に加えて、以下のページに含まれる

サーバ詳細も表示できます。それらの詳細を表示するには、［サーバ］タ

ブの対応するリンクをクリックします。 

■ ネットワーク アダプタ 
 

■ ハードウェア 
 

■ アプリケーション 
 

■ サービス/デーモン 
 

■ オープン ポート 
 

サーバの［詳細］ページの他のタブから、以下のサーバ固有オブジェクト

を表示および編集することができます。 

■ コンポーネント（サーバの［管理プロファイル］によって検出される

コンポーネントを表示する） 

■ すべてのコンポーネント（サーバ上で検出されるコンポーネントをす

べて表示する） 

注： これらの 2 つのタブには、再検出時にコンポーネントが存在する

かどうか示す［欠如］列が含まれます。 
 

■ 関係 
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■ スナップショット 
 

■ サービス 
 

■ サーバ グループ 
 

■ エージェント 

■ ログ 

これらのページおよびタブについては、以下の各セクションで説明します。 
 

サーバ仮想化詳細の表示 

仮想環境内でのエレメント間の関係を表示できます。 

サーバ仮想化詳細を表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を表示するサーバの名前をクリック

します。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで Ctrl キーを押

しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

4. ［関係］タブをクリックし、［仮想化］リンクをクリックします。 

［仮想化］テーブルが開き、選択したサーバの仮想環境関係に関する

詳細が表示されます。 
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ネットワーク アダプタ詳細の表示 

サーバのネットワーク アダプタに関する詳細を表示できます。 

ネットワーク アダプタ詳細を編集または表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 
 

4. ［ネットワーク アダプタ］リンクをクリックします。 

［ネットワーク アダプタ］テーブルが開き、選択したサーバに関する

詳細が表示されます。 

5. （オプション）［IP アドレス］列のリンクをクリックします。 

選択したネットワーク アダプタに関するネットワーク構成詳細が表

示されます。 
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ハードウェア詳細の表示 

サーバが稼働しているハードウェアに関する詳細を表示できます。 

サーバのハードウェア詳細を表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

3. ［ハードウェア］リンクをクリックします。 

［ハードウェア］テーブルが開き、選択したサーバが稼働しているハー

ドウェアに関する詳細が表示されます。 

注： Windows オペレーティング システムを実行する仮想マシンへの 

WMI アクセスについて利用可能な情報が限られるため、［論理プロ

セッサ数］フィールドには、仮想プロセッサの数が表示されます。 プ

ロセッサ当たりのコアの数またはプロセッサのハイパー スレッディ

ング機能は考慮されません。 
 

アプリケーション詳細の表示 

サーバにインストールされたアプリケーションに関する詳細を表示でき

ます。 

サーバのアプリケーション詳細を表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
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3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

4. ［アプリケーション］リンクをクリックします。 

［アプリケーション］テーブルが開き、選択したサーバにインストー

ルされたアプリケーションに関する詳細が表示されます。 
 

サービスおよびデーモン詳細の表示 

サーバに関連付けられたサービスとデーモンに関する詳細を表示できま

す。 

サービスおよびデーモン詳細を表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
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3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

4. ［サービス/デーモン］リンクをクリックします。 

選択したサーバに関連付けられたサービスとデーモンに関する詳細が

表示されます。 
 

オープン ポート詳細の表示 

CA Configuration Automation によって管理されているサーバで使用されて

いないポートを表示できます。 

サーバのオープン ポートを表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
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3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

現在のブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 

4. ［オープン ポート］リンクをクリックします。 

［オープン ポート］テーブルが開き、選択したサーバで割り当てられ

ていないポートに関する詳細が表示されます。 
 

関係詳細の表示 

選択したサーバとその通信相手のサーバとの仮想、静的、動的の関係を表

示できます。 サーバに関する詳細を表示すると、選択したサーバのすべ

ての通信タイプが［関係］テーブルにリスト表示されます。 選択したサー

バは、［通信タイプ］列にリスト表示される通信タイプに応じて、［サー

バ名 1］列または［サーバ名 2］列にリスト表示できます。 

通信タイプは、「通信マッピングの表示および編集」に記載のとおり、［通

信マッピング］ページで設定されます。 
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サーバの関係詳細を表示する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［サーバ］テーブルで、詳細を編集または表示するサーバの名前

をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが同じブラウザに開き、

［サーバ］タブが表示されます。 

■ 編集または表示する詳細を含むサーバの［サーバ名］フィールで 

Ctrl キーを押しながらクリックします。 

新しいブラウザで、選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表

示され、［サーバ］タブが示されます。 
 

3. ［関係］タブをクリックし、以下のいずれかのリンクをクリックしま

す。 

■ 仮想化 

［仮想環境関係］テーブルが表示されます。 

■ 通信 

［通信関係］テーブルが表示されます。 

■ 構成 

［構成関係］テーブルが表示されます。  
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構成関係は、サーバ名と IP アドレスの両方を解決します。 

■ ターゲット サーバが CCA 管理対象サーバのリストに記載され

ている場合は、ターゲット サーバ情報に IPv4 および IPV6 のア

ドレスが入力されます。 

■ ターゲット サーバが CCA 管理対象サーバのリストに記載され

ていない場合、ターゲット サーバ情報は「逆引き参照」によっ

て解決されて、IPv4 および IPV6 のアドレスが入力されます。 

■ ターゲット サーバが CCA 管理対象サーバのリストに記載され

ておらず、「逆引き参照」を使用して解決できない場合は、IP 情

報は空のままになります。 

4. 以下の列のリンクを 1 つをクリックすると、特定の関係に関する詳細

が表示されます。 

■ 仮想環境（［仮想環境関係］テーブル） 

■ 通信タイプ（［通信関係］テーブル） 

■ パラメータ名（［構成関係］テーブル） 
 

また、以下を実行できます。 

■ ［関係］テーブルに戻るには、［関係］リンクをクリックします。 

■ ［サーバ］テーブルに戻るには、［サーバ］リンクをクリックし

ます。 
 

サーバ コンポーネントの管理 

CA Configuration Automation では、各サーバの［サーバ詳細］ページで利用

可能な［コンポーネント］テーブルからソフトウェア コンポーネントを

管理できます。 テーブルには、選択したサーバにインストールされてい

るコンポーネントのみが表示されます。 同様のビューは、［サーバ詳細］

ページからソフトウェア コンポーネントのサービスセントリックな管理

に利用できます。 

［サーバ詳細］-［コンポーネント］ページから以下のコンポーネント管

理操作を実行できます。 

■ サーバ別コンポーネントの表示 (P. 227) 

■ サーバ別コンポーネントのリフレッシュ  (P. 228) 

■ サーバ別コンポーネントの削除 
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サーバ別コンポーネントの表示 

［コンポーネント］および［すべてのコンポーネント］ページに、選択し

たサーバのソフトウェア コンポーネントのテーブルが表示されます。 こ

れらのページから、コンポーネントの構成属性および構成設定のツリー 

ビューに移動できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［サーバ］タブをクリックします。 

2. ［サーバ名］列のサーバをクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示されます。 
 

3. 以下のいずれかのタブをクリックします。  

コンポーネント 

選択されたサーバの［管理プロファイル］が検出するコンポーネ

ントを表示します。 

すべてのコンポーネント 

選択されたサーバで検出されたコンポーネントを表示します。 
 

4. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［名前］列でコンポーネント リンクをクリックします。 

コンポーネントの詳細ページが開き、右ペインに［コンポーネン

ト］タブが表示されます。 

■ 1 つ以上のコンポーネントの隣にあるチェック ボックスをオンに

して、［アクションの選択］ドロップ-ダウンリストから［コンポー

ネントの表示］を選択します。 

［コンポーネントおよび構成の表示］ウィンドウが新しいブラウ

ザ ページに表示されます。 このウィンドウの左側に［コンポーネ

ント］ペインが、右側に［コンポーネント］タブが表示されます。 

いずれのビューでも、ツリーのエレメントを識別するために以下のア

イコンを使用するツリーが左ペインに表示されます。 

 

 
 サーバ 

  ブループリント 

  プライマリ フォルダ 
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  サブフォルダおよびコンポーネント フォルダ 

  パラメータ 

注： ［管理プロファイル］では、サーバのコンポーネントを定義しま

す。 

5. 各サーバまたはコンポーネント下のフォルダおよび設定要素を参照す

るには、プラス記号（+）をクリックしてツリーを展開します。 

選択した要素の詳細が右ペインに表示されます。 
 

サーバ別コンポーネントのリフレッシュ 

［コンポーネントのリフレッシュ］オプションを使用すると、最新のサー

バ コンポーネント データが取得されます。 

注： コンポーネントの基本状態は、リフレッシュ操作では変更されません。

インベントリ対象コンポーネントはインベントリ対象コンポーネントの

まま、管理対象コンポーネントは管理対象コンポーネントのままとなりま

す。 コンポーネントの状態が変化するのは、管理プロファイルによって

コンポーネントが管理対象にされた場合、またはコンポーネントに関する

サーバ関連のディスカバリが行われた場合のみです。 

サーバのコンポーネントをリフレッシュする方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、コンポーネントをリフレッシュするサーバの

名前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
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4. ［コンポーネント］タブをクリックします。 

［コンポーネント］テーブルが表示されます。 

5. リフレッシュするコンポーネントの隣にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［コンポー

ネントのリフレッシュ］を選択します。 

［コンポーネント］テーブルの［現在のアクティビティ］列は、リフ

レッシュ操作中に［コンポーネントのリフレッシュ中］を表示します。 

［リフレッシュ日時］列に、操作が完了した日付が表示されます。 
 

サーバ別コンポーネントの削除 

CA Configuration Automation で管理する必要がなくなったサーバ コンポー

ネントを削除できます。 

サーバから 1 つ以上のコンポーネントを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、コンポーネントを削除するサーバの名前をク

リックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［コンポーネント］タブをクリックします。 

［コンポーネント］テーブルが表示されます。 

5. 削除するコンポーネントの隣にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［コンポーネントの

削除］を選択し、［OK］をクリックして削除を確認します。 

注： サービスに含まれるコンポーネントは削除できません。 そのよう

なコンポーネントをサーバから削除するには、事前にサービスから削

除しておく必要があります。 

選択したコンポーネントは削除され、［コンポーネント］テーブルか

ら除去されます。 
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サーバ スナップショットの管理 

サーバ スナップショットは、CA Configuration Automation によって管理さ

れているサーバの Point-in-Time コピーです。 ［サーバ詳細］ページの［ス

ナップショット］タブには、既存のサーバ スナップショットをすべて含

むリストが表示されます。 デフォルトでは、スナップショットのリスト

は年代順に並べ替えられ、最も古いスナップショットが末尾、最も新しい

スナップショットが先頭になります。 
 

［サーバ詳細］の［スナップショット］タブ ページにある［アクション

の選択］または［テーブル アクション］ドロップダウン リストから、以

下のスナップショット管理操作を実行できます。  

■ サーバ スナップショットの表示 (P. 230)  

■ 変更検出の実行 (P. 155) 

■ ベースラインとしてのサーバ スナップショットの設定 (P. 232)
  

 

■ ゴールド基準、シルバー基準、またはブロンズ基準としてのサーバ ス

ナップショットの設定 (P. 233) 
 

■ ベースライン指定の削除 (P. 235) 
 

■ ゴールド基準、シルバー基準、またはブロンズ基準指定の削除 (P. 236) 

■ サーバ スナップショットの削除 (P. 237) 

■ サーバ スナップショットのエクスポート (P. 238) 

■ サーバ スナップショットのインポート (P. 239) 
 

サーバ スナップショットの表示 

作成したサーバ スナップショットを表示できます。 

サーバ スナップショットを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
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3. ［サーバ］テーブルで、スナップショット詳細を表示するサーバの名

前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 

5. 表示するサーバ スナップショットの横にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［スナップショット/コンポーネントの表示］を選択しま

す。  

［コンポーネントおよび構成の表示］ページが表示されます。 この

ページの詳細については、「コンポーネントおよび構成の表示」を参

照してください。 

また、フィルタを作成してサーバ スナップショットを検索できます。 

1. ［列］ドロップダウン リストからフィルタ オプションを選択して、

［フィルタ］セクション内のサーバ スナップショットを検索します。 

フィルタ オプションは以下のとおりです。 

■ ブループリントの名前 

■ 作成者  

■ 指定 

■ スナップショットの説明 

■ スナップショット名 

■ スナップショット元 

2. ［値］ドロップダウン リストからオプションを選択するか、または値

を入力します。 

3. ［列］フィールドおよび［値］フィールドの 2 番目のペアの別のオプ

ションを選択してフィルタを絞り込むには、［And］または［Or］を

クリックします。 

4. ［開始日付/時刻］または［終了日付/時刻］チェック ボックスをオン

にして、日時によってフィルタします。 

5. ［実行］をクリックします。 

サーバ スナップショットは、フィルタ条件に基づいてリスト表示され

ます。 
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ベースラインとしてのサーバ スナップショットの設定 

CA Configuration Automation では、1 つのサーバ スナップショットをベース
ライン（サーバの［変更検出 - 全時間域］操作の基準として使用されるス

ナップショット）として指定できます。 

注：  

■ 同様のスナップショット機能を使用して、複数のサーバ スナップ

ショットを［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ

基準］として指定できます。  これらのスナップショットは、サーバ比

較操作の基準として使用されます。 

■ 同じサーバ スナップショットを、［ベースライン］としても、 ［ゴー

ルド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］としても指

定できます。  

■ サービス スナップショットに対してベースライン指定も行うことが

できます。 
 

サーバ スナップショットをベースラインとして指定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、スナップショットを削除するサーバの名前を

クリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 

5. ［ベースライン］として指定するサーバ スナップショットの横にある

チェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウ

ン リストから［ベースラインとして設定］を選択します。   

［指定］列には、対象のスナップショットのベースラインが表示され

ます。 このスナップショットが使用されるのは、「サーバの変更検出

の実行 (P. 155)」に記載のとおり、［ベースライン スナップショット］

オプションがソースまたはターゲットのスナップショットとして選択

された場合です。 
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ゴールド基準、シルバー基準、またはブロンズ基準としてのサーバ スナップ

ショットの設定 

CA Configuration Automation では、サーバ スナップショットを［ゴールド

基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］として指定できます。 

これらのスナップショットは、サーバ比較操作の基準として使用されます。 

［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］指定は、

必ずしも階層（［ゴールド基準］が［シルバー基準］よりも高い基準で、

［シルバー基準］が［ブロンズ基準］よりも高い基準）を意味するもので

はありません。  これらの基準は、このように実装することもできますが、

比較操作の基準として使用されるサーバ スナップショットに適用する 3 

つの異なる基準を提供することを目的としています。  
 

スナップショットの特定のコンポーネントを比較に使用する場合、柔軟性

を高めるために、複数のサーバ スナップショットを［ゴールド基準］、

［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］として指定することができま

す。  たとえば、オペレーティング システムに［ゴールド基準］、データ

ベースに別の［ゴールド基準］、Linux メール サーバに［ブロンズ基準］、

Windows メール サーバに別の［ブロンズ基準］を指定できます。 
 

注：  

■ スナップショットは、名前ではなくタイムスタンプによって識別され

るので、複数のスナップショットを同じ名前で作成し、それらを［ゴー

ルド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］として指定

できます。 

■ 複数のスナップショットを［ゴールド基準］、［シルバー基準］、ま

たは［ブロンズ基準］として指定する場合は、スナップショットの名

前および説明を付ける際に、それらの用途を反映すように注意してく

ださい。  
 

■ 同様のスナップショット機能を使用して、1 つのサーバ スナップ

ショットを［ベースライン］（変更検出操作の基準として使用される

スナップショット）として指定できます  各サーバに指定できる［ベー

スライン スナップショット］は 1 つのみです。 
 

■ 同じサーバ スナップショットを、［ゴールド基準］、［シルバー基準］、

または［ブロンズ基準］としても、［ベースライン］としても指定で

きます。 

■ ［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］指定

は、サービス スナップショットに対しても行うことができます。 
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サーバ スナップショットを［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ

基準］として指定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、スナップショット詳細を表示または編集する

サーバの名前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 

5. ［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］とし

て指定するサーバ スナップショットをクリックし、［アクションの選

択］ドロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選択し

ます。 

■ ゴールド基準として設定 

■ シルバー基準として設定 

■ ブロンズ基準として設定 

［スナップショット］テーブルの［指定］列では、対応するスナップ

ショットに［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ

基準］と表示されます。 「サーバまたはコンポーネントを比較」に記

載のとおり、ターゲットまたはソースのスナップショットとして［ゴー

ルド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］スナップショッ

ト オプションが選択された場合に、これらのスナップショットが使用

されます。 
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サーバ スナップショットからのベースライン指定の削除 

［ベースライン］指定は、サーバの［変更検出 - 全時間域］操作の基準と

して使用する必要がなくなった場合、サーバ スナップショットから削除

できます。 

サーバ スナップショットからベースライン指定を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. スナップショットが［ベースライン］として指定されているサーバの

名前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 
 

5. ［指定］列に［ベースライン］と表示されているサーバ スナップショッ

トの横にあるチェック ボックスをオンにして、［アクションの選択］

ドロップダウン リストから［ベースラインの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

6. ［OK］をクリックして、削除を確定します。 

サーバ スナップショットからベースライン指定が削除されます。 
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サーバ スナップショットからのゴールド基準、シルバー基準、またはブロンズ基

準指定の削除 

［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロンズ基準］指定は、

サーバ比較操作の基準にする必要がなくなった場合、サーバ スナップ

ショットから削除できます。 

ゴールド、シルバー、またはブロンズ基準の指定を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. スナップショットが［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブ

ロンズ基準］として指定されているサーバの名前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 
 

5. ［指定］列に［ゴールド基準］、［シルバー基準］、または［ブロン

ズ基準］と表示されているサーバ スナップショットの横にあるチェッ

ク ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リス

トから以下のいずれかのオプションを選択します。 

■ ゴールド基準の削除 

■ シルバー基準の削除 

■ ブロンズ基準の削除 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

6. ［OK］をクリックして、削除を確定します。 

指定がサーバ スナップショットから削除されます。 
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サーバ スナップショットの削除 

不要になったサーバ スナップショットを削除することができます。 

サーバ スナップショットを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

［管理］パネルが表示されます。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、スナップショットを削除するサーバの名前を

クリックします。 

選択したサーバの［サーバ詳細］ページが表示され、［サーバ］タブ

が示されます。 
 

4. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］テーブルが表示されます。 

5. 削除するサーバ スナップショットの横にあるチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［スナッ

プショットの削除］を選択します。その後、［OK］をクリックして、

削除を確定します。  

注： ［ゴールド基準］、［シルバー基準］、［ブロンズ基準］、およ

び［ベースライン スナップショット］を削除することはできません。 

これらのスナップショットを削除するには、事前に指定を削除してお

く必要があります。  

選択したサーバ スナップショットが削除されます。 
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サーバ スナップショットのエクスポート 

サーバ スナップショットをエクスポートして、CA Configuration Automation 

の別のインスタンスで使用したり、CA Configuration Automation データベー

ス の外部でアーカイブできます。  

サーバ スナップショットをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. エクスポートするスナップショットのサーバの名前（［サーバ名］列

内）をクリックします。 

［サーバ詳細］ページが表示されます。 

3. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］タブのページが表示されます。 
 

4. エクスポートするサーバ スナップショット（複数可）の横にある

チェック ボックスをオンにし、［アクションの選択］ドロップダウン 

リストをクリックしてから［スナップショットのエクスポート］を選

択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

5. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

ファイルはデフォルトの名前 ServerSnapshot_Export_<timestamp>.jar 

を割り当てられます。 

6. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

サーバ スナップショット定義は選択した場所にエクスポートされま

す。 
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サーバ スナップショットのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからエクスポートされた 

JAR ファイルから、サーバ スナップショットをインポートできます。 

サーバ スナップショットをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 

2. スナップショットをインポートするサーバの名前（［サーバ名］列内）

をクリックします。 

［サーバ詳細］ページが表示されます。 

3. ［スナップショット］タブをクリックします。 

［スナップショット］タブのページが表示されます。 
 

4. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストをクリックし、次に［ス

ナップショットのインポート］を選択します。 

［スナップショットのインポート］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
 

5. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［OK］をクリックします。 

インポートする JAR ファイル 

インポートするサーバ スナップショットが含まれる JAR ファイル

の名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲー

トできます。 

6. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべてのスナップショットをインポートします。 

選択してインポート 

ダイアログ ボックスが表示され、ここで、インポートする JAR ファ

イル内のスナップ ショットを選択することができます。 

ファイルはインポートされ、［スナップショット］テーブルにプロファ

イルが表示されます。  
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サービスへのサーバの追加 

以下の場所から、既存のサービスにサーバを追加できます。 

■ ［サーバ詳細］ページ 

■ ［サービス詳細］ページ 

［サーバ詳細］ページから 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［サーバ］タブをクリックします。 
 

3. ［サーバ］テーブルで、サービスを追加するサーバの名前をクリック

します。 
 

4. ［サーバ詳細］ページで、［サービス］タブをクリックします。 

［利用可能なサービス］列および［選択されたサービス］列が表示さ

れます。 

注： ［利用可能なサービス］列にリスト表示されたサービスを選択で

きない場合、サーバは管理対象状態ではありません。 サーバの状態を

管理対象に設定してからサーバをサービスに追加します。 
 

5. ［利用可能なサービス］列で、選択したサーバを追加するサービスを 1 

つ以上ダブルクリックします。 

選択したサーバが［選択されたサービス］列に移動します。 

また、以下のようにしてサーバに対してサービスを追加、または削除

できます。 

■ 一方の列から反対の列にサービスを移動させるには、サービスを

クリックし、左または右の一重矢印をクリックします。 

■ 一方の列から反対の列にサービスをすべて移動させるには、左ま

たは右の二重矢印をクリックします。 

6. ［保存］をクリックします。 

選択したサーバがサービスに追加されます。 
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［サービス詳細］ページから 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［サービス］タブをクリックします。 
 

3. ［サービス］テーブルの中で、サーバを追加するサービスの名前をク

リックします。 
 

4. ［サービス詳細］ページで、［サーバ］タブをクリックします。 

［利用可能なサーバ］列および［選択されたサーバ］列が表示されま

す。 

注： ［利用可能なサーバ］列には管理対象状態のサーバのみが表示さ

れます。 サーバ状態を管理対象に設定してからサービスを追加します。 
 

 

5. 以下のようにしてサービスに対してサーバを追加、または削除できま

す。 

■ ［選択されたサーバ］ペインに 1 つ以上のサーバを移動させるに

は、［利用可能なサーバ］列からそれらを選択し、下矢印をクリッ

クします。 

■ ［選択されたサーバ］ペインから［利用可能なサーバ］ペインに 1 

つ以上のサーバを移動させるには、上矢印をクリックします。 

6. ［保存］をクリックします。 

選択したサーバがサービスに追加されます。 
 

サーバのすべてのサービスの表示 

サーバは、サーバ グループを介して、直接または間接的にサービスの一

部にすることができます。 ［サーバ詳細］ページから、そのようなサー

ビスをすべて表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［管理］パネルで［サーバ］タブをクリックします。 

3. ［サーバ］テーブルで、サービスに表示するサーバの名前をクリック

します。 
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4. ［サーバ詳細］ページで［サービス］タブをクリックします。 

［利用可能なサービス］および［選択されたサービス］が表示されま

す。 ［サービスの統合リスト］セクションに、すべてのサービス、お

よび［すべてのサービス］テーブル内の対応するサーバ グループ名が

表示されます。 表示されたサービスは、サーバ グループを介して、サー

バに直接または間接的に関連付けられます。 ［サーバ グループ］は、

通常のサーバ グループまたは動的なサーバ グループのいずれかにす

ることができます。 ［サーバ グループ］列が空の場合、サーバは、対

応するサービスの直接的な一部となっていることを意味します。 
 

5. ［利用可能なサービス］または［選択されたサービス］列からこのサー

バ用の 1 つ以上のサービスを追加または削除し、［保存］をクリック

します。  

［すべてのサービス］テーブルが、追加または削除される新しいサー

ビスでリフレッシュされます。 
 

サーバ グループへのサーバの追加 

サーバを既存のサーバ グループに手動で追加するか、または［動的サー

バ グループ］オプションを使用して自動的に追加できます。 

既存のサーバ グループにサーバを追加する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［サーバ］タブをクリックします。 

［サーバ］タブのページが表示されます。 
 

2. ［サーバ グループ］リンクをクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 

3. ［サーバ グループ］テーブルの中で、サーバに追加するサーバ グルー

プの名前をクリックします。 

選択したサーバの［サーバ グループ詳細］ページが表示され、［サー

バ］タブが示されます。 
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4. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［利用可能なサーバ］列から 1 つ以上のサーバをダブルクリック

します。 

選択したサーバは［選択されたサービス］列に移動します。 

■ 特定のタイプ（たとえば Windows 2008 Server）の管理対象サーバ

が検出された場合、または CA Configuration Automation にインポー

トされた場合に追加するには、［動的サーバ グループ］チェック 

ボックスをオンにしてフィルタを作成します。 

5. ［保存］をクリックします。 

以下のいずれかの操作が行われます。 

■ 選択されたサーバがサーバ グループに追加されます。 

■ フィルタが作成され、サーバが検出またはインポートされた際に

動的に追加します。 
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第 6 章： ソフトウェア管理 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

ソフトウェア概要 (P. 245) 

コンポーネントの表示 (P. 246) 

コンポーネントの削除 (P. 247) 

アプリケーションの表示 (P. 247) 
 

ソフトウェア概要 

［ソフトウェア］タブには、企業のすべてのサーバに対して検出されたコ

ンポーネントおよびアプリケーションがリスト表示されます。 CA 

Configuration Automation を使用し、［コンポーネント］テーブルからソフ

トウェア コンポーネントを、［アプリケーション］テーブルからアプリ

ケーションを管理します。 

［コンポーネント］ページから以下の管理操作を完了できます。 

■ コンポーネントの表示 (P. 246) 

■ コンポーネントの削除 (P. 247) 
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コンポーネントの表示 

［ソフトウェア］タブの［コンポーネント］オプションには、すべてのサー

バで CA Configuration Automation により検出されたコンポーネントがテー

ブル ビューまたは拡張可能なツリー ビューで表示されます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［ソフトウェア］タブをクリックしま

す。 

使用可能なコンポーネントの一覧がテーブルに表示されます。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［名前］列でコンポーネント リンクをクリックします。 

コンポーネントの詳細ページが開き、右ペインに［コンポーネン

ト］タブが表示されます。 

■ 1 つ以上のコンポーネントの隣にあるチェック ボックスをオンに

して、［アクションの選択］ドロップ-ダウンリストから［コンポー

ネントの表示］を選択します。 

［コンポーネントおよび構成の表示］ウィンドウが新しいブラウ

ザ ページに表示されます。 このウィンドウの左側に［コンポーネ

ント］ペインが、右側に［コンポーネント］タブが表示されます。 

いずれのビューでも、ツリーのエレメントを識別するために以下のア

イコンを使用するツリーが左ペインに表示されます。 

 

 
 サーバ 

  ブループリント 

  プライマリ フォルダ 

  サブフォルダおよびコンポーネント フォルダ 

  パラメータ 

3. 各サーバまたはコンポーネント下のフォルダおよび設定要素を参照す

るには、プラス記号（+）をクリックしてツリーを展開します。 

選択した要素の詳細が右ペインに表示されます。 
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コンポーネントの削除 

CA Configuration Automation で管理する必要がなくなったサーバ コンポー

ネントを削除できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックします。 

2. ［ソフトウェア］タブをクリックします。 

3. 削除するコンポーネントの横のチェック ボックスをオンにします。  

4. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［コンポーネントの

削除］を選択し、［OK］をクリックして削除を確定します。 

注： サービスの一部であるコンポーネントはサーバから削除できませ

ん。 サービスからコンポーネントを削除してから、サーバからコン

ポーネントを削除します。 

選択したコンポーネントが削除され、［コンポーネント］テーブルか

ら削除されます。 
 

アプリケーションの表示 

［ソフトウェア］タブの［アプリケーション］には、CA Configuration 

Automation がすべてのサーバで NDG ディスカバリを使用して検出したア

プリケーションが表示されます。 使用可能なすべてのアプリケーション

がテーブル ビューまたは拡張可能なツリー ビューで表示されます。  

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［ソフトウェア］タブをクリックしま

す。 

2. ［アプリケーション］リンクをクリックします。 

サーバで使用可能なアプリケーションが表示されます。 テーブル 

ビューとツリー ビューでは、ツリーのエレメントを識別するために以

下のアイコンを使用するツリーが左ペインに表示されます。 

 

 
 サーバ 

  アプリケーション名 
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  サブフォルダおよびコンポーネント フォルダ 

 



 

第 7 章： ネットワーク管理  249  
 

第 7 章： ネットワーク管理 
 

［ネットワーク］タブでは、企業内のネットワーク セグメントにあるサー

バを特定するために、ネットワークベースのディスカバリ操作を利用でき

ます。 

［ネットワーク］ページから以下のネットワーク管理操作を実行できます。 

■ ネットワーク プロファイルの作成 (P. 250) 

■ ネットワーク スキャン ポリシーの作成 (P. 271) 

■ 認証情報ボールト プロファイルの作成 (P. 290) 

■ 通知プロファイルの作成 (P. 122) 

これらのトピックについては、以下の各セクションで説明します。 
 

ネットワーク プロファイル 

ネットワーク管理は、ネットワーク上のエンティティを検出し、それらを 

CA Configuration Automation データベース に入力するようにネットワーク 

ディスカバリを設定するために使用されます。 ネットワーク ディスカバ

リは、 サーバ名、IP アドレス、およびオペレーティング システム分類を

含む単純なエンティティ レベルのサーバ ディスカバリを実行するように

設定できます。 あるいは、サーバに関するさらに詳細な情報（仮想化環

境特性、インストールされたアプリケーション、サーバ間の通信関係など）

を収集するために、ネットワーク ディスカバリを使用することもできま

す。-- 

その後、これらのサーバの詳細は、特定のサーバを CA Configuration 

Automation で管理する必要があるかどうかを決定するために使用できま

す。 
 

ネットワーク ディスカバリはネットワーク プロファイルを使用して、以

下のものを識別します。 

■ ディスカバリを実行するネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ 

(NDG) サーバ 

■ ターゲットにする（または除外する）サブネットまたはコンピュータ 
 



ネットワーク プロファイル 
 

250  ユーザ ガイド 
 

■ 関連するネットワーク スキャン ポリシー。ディスカバリ プロセス中

に使用されるディスカバリ方式を設定します 
 

■ 関連する認証情報ボールト。ディスカバリ プロセス中に使用される認

証情報のリストを定義します 
 

■ ネットワーク ディスカバリが実行される頻度と時刻 

■ 送信される通知 (存在する場合) の種類および送信先 

［ネットワーク プロファイル］ページには、利用可能なすべてのネット

ワーク プロファイルを含むテーブルが表示されます。 さらに、このペー

ジからネットワーク プロファイルを作成および管理できます。 
 

ネットワーク プロファイルの作成 

ネットワーク ディスカバリ操作を管理するためのネットワーク プロファ

イルを作成できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンクをクリックします。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ネットワーク プ

ロファイルの作成］を選択します。 

ネットワーク プロファイルウィザードの［プロファイル］ページが表

示されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

名前 

ネットワーク プロファイルの名前を定義します。 

説明 

プロファイルの機能を説明します。 
 



ネットワーク プロファイル 

 

第 7 章： ネットワーク管理  251  
 

Network Discovery Gateway 

ネットワーク ディスカバリを実行するコンピュータを定義します。 

ドロップダウン リストには、NDG がインストールされているすべ

てのコンピュータが表示されます。  
 

 

ネットワーク スキャン ポリシー 

使用するネットワーク スキャン ポリシーを定義します。 ネット

ワーク スキャン ポリシーは、ネットワーク ディスカバリによって

使用されるディスカバリのエンジンおよび手法を定義します。 

［ネットワーク スキャン ポリシー］ドロップダウン リストには、

［ネットワーク スキャン ポリシー］タブ ページのテーブルからエ

ントリが含まれます。 タブ ページに各ポリシーの説明を表示でき

ます。 ネットワーク スキャン ポリシーの表示 (P. 287)では、CA 

Configuration Automation によってインストールされる事前定義済

みポリシーの説明を表示できます。 
 

ネットワーク スキャン ポリシーの主なタイプは次のとおりです。 

■ ARP キャッシュ スキャン 

■ DNS スキャン 
 

■ IPv6 ローカル リンク スキャン 
 

■ NetFlow 分析 
 

■ パケット分析 
 

■ ping スイープ スキャン 

■ TCP 接続スキャン 

各ポリシー タイプには、スキャン オプションもあります（例： 

Softagent を使用した ping スイープ スキャン、Softagent を使用した 

ping スイープ スキャン（サーバ関係なし））。 手順 5 で表示され

るフィールドは、ユーザが選択したネットワーク スキャン ポリ

シーによって異なります。 
 

認証情報ボールト 

ネットワーク アクセスに使用する認証情報ボールト プロファイ

ルを定義します。 ［認証情報ボールト］ドロップダウン リストに

は、作成したプロファイルが含まれます。 また、ドロップダウン リ

ストには、作成しているネットワーク プロファイルに対してデ

フォルトの認証情報ボールト プロファイルを割り当てる［デフォ

ルトを使用］オプションが含まれます。 
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スキャン タイプ 

スキャンが IPv4 または IPv6 のスキャン要求を処理するかどうかを

指定します。 たとえば、［IPv4］チェック ボックスだけをオンに

した場合、製品は IPv4 をスキャンの処理に使用します。 このプロ

ファイルを使用するディスカバリ操作は、IPv4 および IPv6 の両方

のネットワークを検出します。  

デフォルト： 両方 
 

ネットワーク レルム 

複数のプライベート ネットワークを持つ環境内でレルムを定義し

ます。 これらのプライベート ネットワークは相互に独立していま

す。重複する IP アドレスでサーバを検出し、管理しようとすると、

競合を引き起こす可能性があります。 プライベート ネットワーク

を一意に識別するには、各々にネットワーク レルム文字列を割り

当てます。 

注： ［サーバ］タブの［サーバ］テーブルをカスタマイズし、［ネッ

トワーク レルム］列を表示できます（「テーブル ビューでのフィ

ルタリング (P. 36)」に記載のとおり）。 この列には、各サーバと

関連付けられたネットワーク レルムの名前が表示されます。 レル

ムを変更するには、［サーバ名］列のリンクをクリックして［サー

バ詳細］ページを表示し、次に［ネットワーク レルム］を選択す

るか、新しい名前を入力します。 
 

サーバ状態を管理対象に設定 

検出されたサーバが［サーバ］テーブルに追加されるときに、そ

れらのサーバが自動的に［管理対象］状態に設定されるかどうか

を指定します。 
 

アクセス プロファイル 

検出されたサーバにアクセスするために使用するアクセス プロ

ファイルを定義します。 アクセス プロファイルを選択すると、

［CA Configuration Automation エージェント］フィールドの［サー

バのテスト］がアクティブになります。 
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CA Configuration Automation エージェントについてのサーバのテスト 

検出されたサーバに CA Configuration Automation エージェントがイ

ンストールされていることを確認するかどうかを指定します。 ア

クセス プロファイルはテスト操作を実行するために必要です。 

管理プロファイル 

検出されたサーバに割り当てる管理プロファイルを定義します。 

［含める］ページが開きます。ただし、IPv6 ローカル リンク スキャン 

ポリシーのいずれかを選択した場合は開かず、代わりに［スケジュー

ル］ページが開きます。 ［スケジュール］ページが表示される場合は、

手順 8 に進みます。  
 

5. ［含める］ページに以下のフィールドが表示される場合は入力します

（ネットワーク スキャン ポリシーによっては表示されないオプショ

ンもあります）。 

［ターゲット ホスト名］ - ［新規ホスト名の追加］ 

ディスカバリ対象のターゲット サーバを 1 つ以上定義します。 ［新

規ホスト名の追加］フィールドにサーバ名を入力し、右矢印（>）

をクリックします。 サーバが［選択されたホスト名］列に表示さ

れます。  

これらのフィールドを表示するネットワーク スキャン ポリシー

に対して 1 つ以上の［ターゲット ホスト名］または［ターゲット IP 

アドレス］を定義します。 

［ターゲット ホスト名］ - ［ファイルから追加...］  

ターゲット サーバをインポートする .csv ファイルを定義します。  

次の手順に従ってください： 

a. ［ターゲット ホスト名］列の［ファイルから追加...］をクリッ

クします。 

b. ［ファイルからサーバを追加］ダイアログ ボックスで［ファイ

ルの選択］をクリックし、CSV ファイルの場所を参照して、［開

く］をクリックします。 
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c. ［ファイル区切り文字］ドロップダウン リストをクリックし、

［カンマ］または［タブ］を選択します。 

d. ［OK］をクリックします。 

ファイルにリスト表示されているサーバが、［選択されたホスト

名］フィールドに追加されます。 不要なサーバを削除するには、

左矢印（<）をクリックします。 
 

［ターゲット IP アドレス］ - ［新規 IP アドレスの追加］  

ディスカバリ用のターゲット IP アドレスを 1 つ以上定義します。 

［新規 IP アドレスの追加］フィールドに IP アドレスを入力し、右

向き矢印をクリックします。 サーバが［選択された IP アドレス］

列に表示されます。 
 

［ターゲット IP アドレス］ - ［ファイルから追加...］  

ターゲット IP アドレスをインポートする .csv ファイルを定義しま

す。 

注： IP アドレスのインポートは、ワイルドカードおよびサブネット

参照文字としてアスタリスク（*）の使用をサポートします。 例： 

10.10.10.* または 10.10.10.0/24 

次の手順に従ってください： 

a. ［ターゲット IP アドレス］列の［ファイルから追加...］をクリッ

クします。 

b. ［ファイルから IP アドレスを追加］ダイアログ ボックスで

［ファイルの選択］をクリックし、CSV ファイルの場所を参照

して、［開く］をクリックします。 

c. ［ファイル区切り文字］ドロップダウン リストをクリックし、

［カンマ］または［タブ］を選択します。 

d. ［OK］をクリックします。 

ファイルに列記されている IP アドレスが、［選択された IP アドレ

ス］フィールドに追加されます。 不要な IP アドレスを削除するに

は、左矢印（<）をクリックします。 
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［ターゲット TCP ポート］ - ［新規 TCP ポートの追加］ 

ディスカバリ中にモニタされる TCP ポートを定義します。 これら

のポートを使用するネットワーク トラフィックだけが検出されま

す。  

［新規 TCP ポートの追加］フィールドにポート番号を入力し、右

向き矢印をクリックします。 ポート番号が［選択されたポート］

列に表示されます。 TCP 接続スキャンでは、開いているポートを

検出するために、選択されたポートのみがディスカバリ スキャン

中にプローブされます。 

注： ユーザが TCP 接続スキャンで含めるポートまたは除外ポート

を定義している場合、開いているポートを検出するためのデフォ

ルト接続タイムアウト値は 1 ミリ秒です。 

NDG サーバについては、接続タイムアウトをより高い値に設定す

るために、以下のレジストリ パラメータを追加します。 

■ （32 ビット マシン） 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ ComputerAssociates¥Networ
k Discovery Gateway¥TcpConnectTimeout 

■ （64 ビット マシン） 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥ComputerAss
ociates¥Network Discovery Gateway¥TcpConnectTimeout 

注： 開いているポートを正確に検出するには、NDG サーバとター

ゲット マシンの間の ping レスポンス時間に基づいてタイムアウト

値を設定します。 
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IPv6 サブネット  

以下のフィールドで上矢印と下矢印をクリックして、IPv6 サブ

ネット階層を指定します。 

グローバル ルーティング プレフィックス長 

IPv6 アドレスで subnetID に先行するビット数を定義します。 グ

ローバル ルーティング プレフィックス長が 64 未満の場合、残

りのフィールドで 1 つ以上のサブネット レベルを定義します。 

デフォルト： 48 

レベル当たりのビット数 

IPv6 サブネット階層のサブネット レベルと subnetID のビット

を関連付けます。 

  注： ビットは左揃えです。 最初のサブネット レベルには、

subnetID の左端の n ビットが含まれます。 スキャン ポリシー

の対応フィルタを使用すると、これらのビットを使用してス

キャン要求をフィルタできます。 
 

下限 

サブネット階層に含める値の範囲の下限を指定します。 
 

上限 

サブネット階層に含める値の範囲の上限を指定します。 この値

は、このレベルに予約されるビット数で表すことができる最大

数を超えることはできません。 
 

レベルの追加 

別の IPv6 サブネット レベルを定義します。 ［レベルの追加］

をクリックし、このレベルの［レベル当たりのビット数］、［下

限］、および［上限］を入力します。 ［グローバル ルーティ

ング プレフィックス長］フィールドで指定された数を超える

ビットを使用して、サブネットを定義できます。 デフォルト

（48）に設定されている場合、サブネットに次の 16 ビットを

割り当てることができます。 

レベルの削除 

サブネット フィルタリングの最初の（トップ）レベルを削除し

ます。 
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注： NDG が関係を検出する際に、指定された包含基準を使用して関係

内の一方のサーバがターゲットにされる場合、関係が収集されます。 2 

番目のサーバが選択基準に含まれていない場合、対応するサーバ エン

トリが CA Configuration Automation データベース に作成されますが、

Softagent オプションは実行されません。 代わりに、エンティティ レ

ベル ディスカバリ（つまり、ホスト名、IP、およびオペレーティング シ

ステム分類を収集するもの）のみが 2 番目のホストに対して実行され

ます。 
 

6. ［含めない］ページで、手順 5 を繰り返しますが、ディスカバリから

除外するホスト サーバ、IP アドレス、ポート番号を指定します。 

注： NDG が関係を検出する際に、指定された除外基準を使用して関係

内の一方のサーバがターゲットにされる場合、関係は収集されません。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 
 

8. ［スケジュール］ページで、［頻度］ドロップダウン リストから以下

の値のいずれかを選択します。 

スケジュールなし 

プロファイルを自動で実行しないように指定します。 プロファイ

ルは手動で実行することも、後でスケジュールすることもできま

す。 

1 回 

プロファイルが自動的に 1 回実行されるように指定します。 この

オプションを選択する場合、［時刻］フィールドでプロファイル

を実行するときを指定します。 
 

分単位 

特定の間隔（分単位）でプロファイルを実行することを指定しま

す。 このオプションを選択する場合は、次のプロパティを定義し

ます。 

■ ［開始時刻］： プロファイルの実行を開始する時刻を設定しま

す。  

■ ［開始日］： プロファイルを実行する最初の日付を設定します。 
 

■ ［終了日］： プロファイルを実行する最後の日付を設定します。 

■ ［反復間隔 # 分］： プロファイルを実行する間隔を設定します。 
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たとえば、プロファイルを午後 11:00 に開始して 10 分間隔で実行

する場合、［開始時刻］に 11:00:00PM を指定し、［反復間隔 10 分］

を指定します。 プロファイルは、午後 11:00、午後 11:10、午後 11:20、

午後 11:30 などに実行されます。 現在のプロファイルが完了する

と、次のプロファイルが開始します。 
 

時間単位 

特定の間隔（時間単位）でプロファイルを実行することを指定し

ます。 このオプションを選択する場合は、次のプロパティを定義

します。 

■ ［開始時刻］： プロファイルの実行を開始する時刻を設定しま

す。  

■ ［開始日］： プロファイルを実行する最初の日付を設定します。 
 

■ ［終了日］： プロファイルを実行する最後の日付を設定します。 

■ ［反復間隔 # 時間］： プロファイルを実行する間隔を設定しま

す。 
 

たとえば、プロファイルを午後 11:00 に開始して 4 時間間隔で実行

する場合、［開始時刻］に 11:00:00PM を指定し、［反復間隔 4 時

間］を指定します。 プロファイルは、午後 11:00、午前 3:00、午前 

7:00、午前 11:00、午後 3:00 などに実行されます。 現在のプロファ

イルが完了すると、次のプロファイルが開始します。  

注： 現時点で［開始時刻］がすでに経過している場合、プロファイ

ルはただちに実行され、その後は、指定した反復スケジュールで

製品が再開されます。 
 

日単位 

特定の間隔（日単位）でプロファイルを実行することを指定しま

す。 このオプションを選択する場合は、次のプロパティを定義し

ます。 

■ ［開始時刻］： プロファイルの実行を開始する時刻を設定しま

す。  

■ ［開始日］： プロファイルを実行する最初の日付を設定します。 
 

■ ［終了日］： プロファイルを実行する最後の日付を設定します。 

■ ［反復間隔 # 日］： プロファイルを実行する間隔を設定します。 
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週単位 

特定の間隔（週単位）でプロファイルを実行することを指定しま

す。 このオプションを選択する場合は、次のプロパティを定義し

ます。 

■ ［開始時刻］： プロファイルの実行を開始する時刻を設定しま

す。  

■ ［開始日］： プロファイルを実行する最初の日付を設定します。 
 

■ ［終了日］： プロファイルを実行する最後の日付を設定します。 

■ ［曜日］： プロファイルが毎週実行される曜日を設定します。 
 

月単位 

特定の間隔（月単位）でプロファイルを実行することを指定しま

す。 このオプションを選択する場合は、次のプロパティを定義し

ます。 

■ ［開始時刻］： プロファイルの実行を開始する時刻を設定しま

す。  

■ ［開始日］： プロファイルを実行する最初の日付を設定します。 
 

■ ［終了日］： プロファイルを実行する最後の日付を設定します。 

■ ［反復間隔 # 月］： 指定した日にプロファイルを実行する間隔

を設定します。 
 

9. プロファイルの実行時に使用する通知を以下のフィールドで定義しま

す。 

通知プロファイル 

スケジュールに従ってこのプロファイルでのディスカバリ操作を

実行するときに使用する通知プロファイルを定義します。 通知プ

ロファイルの作成については、「通知プロファイルの作成 (P. 122)」

を参照してください。 

件名 

選択した通知プロファイルによって送信される、電子メールの件

名行を定義します。 

10. ［完了］をクリックします。 

プロファイルが作成され、有効になり、［ネットワーク プロファイル］

テーブルに追加されます。 
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ネットワーク プロファイルの有効化 

ネットワーク プロファイルを手動で実行したり、スケジュールしたりす

るには、事前に［ネットワーク プロファイル］を有効にしておく必要が

あります。 

1 つ以上のネットワーク プロファイルを有効にする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 

3. 無効になっている（［有効］列に［いいえ］が表示されている）プロ

ファイルの横にあるチェック ボックス（複数可）をオンにし、［アク

ションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイルの有効化］

を選択します。 

プロファイルが有効になり、選択したプロファイルの［有効］列に［は

い］が表示されます。 
 

手動によるネットワーク プロファイルの実行 

ただちにディスカバリを実行する場合は、有効になっているネットワーク 

プロファイルを手動で実行できます。 

ネットワーク プロファイルを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 
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3. ［有効］列にチェック マークが表示されているプロファイルの横にあ

るチェック ボックスをオンにし、［アクションの選択］ドロップダウ

ン リストから［ネットワーク プロファイルの実行］を選択します。 

プロファイル実行の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。  

プロファイルが実行され、ネットワーク ディスカバリが実行されます。 
 

プロファイルの再実行 

ディスカバリ中にソフト エージェントの詳細を持ったサーバを除外する

か含めることができます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［ネットワーク］タブをクリックしま

す。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンクをクリックします。 
 

3. ［有効］列にチェック マークが表示されているプロファイルを選択し、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイルの再

実行］を選択します。 

プロファイル実行の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

ソフト エージェントの詳細を持ったサーバは除外されます。または、

ソフト エージェントの詳細のないサーバはネットワーク ディスカバ

リに含められます。 
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ネットワーク プロファイルの無効化 

ネットワーク プロファイルを実行しないようにする（ただし、今後の使

用のために削除はしない）場合は、ネットワーク プロファイルを無効に

することができます。 

1 つ以上のネットワーク プロファイルを無効にする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 

3. 有効になっている（［有効］列に［はい］が表示されている）プロファ

イルの横にあるチェック ボックス（複数可）をオンにし、［アクショ

ンの選択］ドロップダウン リストから［プロファイルの無効化］を選

択します。 

プロファイルが無効になり、選択したプロファイルの［有効］列に［い

いえ］が表示されます。 
 

ネットワーク プロファイルの削除 

実行またはスケジュールする必要がなくなったプロファイルを削除でき

ます。 

ネットワーク プロファイルを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 
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3. 削除するプロファイル（複数可）の横にあるチェック ボックスをオン

にし、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイ

ルの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックして、プロファイルの削除を確定します。 

選択したプロファイルが削除され、［ネットワーク プロファイル］

テーブルから除去されます。 
 

ネットワーク プロファイルのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスから Java Archive（JAR）

ファイルとしてネットワーク プロファイルをインポートできます。 

ネットワーク プロファイルをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］をクリックし、［ネットワーク プロファイル

のインポート］を選択します。 

［ネットワーク プロファイルのインポート］ダイアログ ボックスが表

示されます。 
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4. 対応するフィールドに、以下の情報を入力するか、または選択します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートするネットワーク プロファイルが含まれる JAR ファイ

ルの名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビ

ゲートできます。 

既存のネットワーク プロファイルを上書き 

インポート中のファイルが、同じ名前のファイルを上書きするか

どうかを指定します。 CA Configuration Automation の別のインスタ

ンスのプロファイルに加えられた変更を保持する場合は、このオ

プションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のネットワーク プロファイルをすべてインポート

します。 

選択内容をインポート 

インポートする JAR ファイル内のネットワーク プロファイルを選

択するためのダイアログ ボックスが表示されます。 

ファイルがインポートされ、プロファイルが［ネットワーク プロファ

イル］テーブルに表示されます。  
 

ネットワーク プロファイルのエクスポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスで使用する JAR ファイル

としてネットワーク プロファイルをエクスポートできます。 

ネットワーク プロファイルをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリック

します。 

［ネットワーク プロファイル］ページが表示されます。 
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3. エクスポートするプロファイル（複数可）の横にあるチェック ボック

スをオンにし、［アクションの選択］をクリックして、［ネットワー

ク プロファイルのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが表示され、エクスポート 

JAR ファイルは以下の形式でデフォルトの名前を割り当てられます。 

NetworkProfile_Export_*.jar 

例： NetworkProfile_Export_2009_12_29_04_20_00.jar 

5. 必要に応じてファイル名を編集し、ファイルを保存する場所を選択し

て［保存］をクリックします。 

プロファイルは、選択した場所へエクスポートされます。 
 

ネットワーク スキャン ポリシー 

ネットワーク スキャン ポリシーは、使用するディスカバリ エンジン、お

よびそのエンジンがディスカバリ操作中にネットワークを検索する方法

を指定します。 ユーザ定義のポリシーを作成するか、または CA 

Configuration Automation によって自動的にインストールされた事前定義

済みポリシーを使用することができます。 ネットワーク スキャン ポリ

シーはネットワーク プロファイルに割り当てられ、その後、ネットワー

クに割り当てられます。  

注： CA Configuration Automation でインストールされた事前定義済みポリ

シーは、［作成者］列の system_user という名前で識別できます。 デフォ

ルト プロファイルが変更されている場合、［変更者］列にもユーザ名が

表示されます。 

これらのポリシーおよびその説明も UI に表示することができます。ただ

し、ポリシーは編集可能なので、このドキュメントでは、最初にインストー

ルされた状態のポリシーを説明しています。 
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CA Configuration Automation には、以下の事前定義済みネットワーク ス

キャン ポリシーが含まれています。 

Softagent あり ARP キャッシュ スキャン 

ARP キャッシュ エンジンが、提供されたゲートウェイ ルータからディ

スカバリを開始し、ネットワーク内のルータを再帰的に検出するよう

に指定します。 また、ネットワーク内の他のルータと同様に下層エン

ティティも検出するために、SNMP を利用して各ルータの ARP キャッ

シュを問い合わせます。 このスキャン ポリシーは、ネットワーク内で

より徹底したディスカバリを行うために、下層エンティティの ARP 

キャッシュを問い合わせるようにエンジンに指示するオプションがあ

ります（より多くの時間がかかります）。 さらに、このスキャン ポリ

シーは、認証情報を持っている各エンティティに対してより詳細な

ディスカバリを行うために Softagent 技術を使用する指定も行います。 

Softagent あり ARP キャッシュ スキャン (ルータのみ) 

ARP キャッシュ エンジンが、提供されたゲートウェイ ルータからディ

スカバリを開始し、ネットワーク内のルータを再帰的に検出するよう

に指定します。 また、ネットワーク内の他のルータと同様に下層エン

ティティも検出するために、SNMP を利用して各ルータの ARP キャッ

シュを問い合わせます。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報

を持っている各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行う

ために Softagent 技術を使用する指定も行います。 

Softagent あり ARP キャッシュ スキャン（サーバ関係なし） 

ARP キャッシュ エンジンが、提供されたゲートウェイ ルータからディ

スカバリを開始し、ネットワーク内のルータを再帰的に検出するよう

に指定します。 また、ネットワーク内の他のルータと同様に下層エン

ティティも検出するために、SNMP を利用して各ルータの ARP キャッ

シュを問い合わせます。 このスキャン ポリシーは、ネットワーク内で

より徹底したディスカバリを行うために、下層エンティティの ARP 

キャッシュを問い合わせるようにエンジンに指示するオプションがあ

ります（より多くの時間がかかります）。 さらに、このスキャン ポリ

シーは、認証情報を持っている各エンティティに対してより詳細な

ディスカバリを行うために Softagent 技術を使用する指定も行います。 

ただしこの場合、Softagent 処理が、ネットワーク接続およびオープン 

ポートの検出を無視するように構成されている点に注意してください。 
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Softagent なし ARP キャッシュ スキャン 

ARP キャッシュ エンジンが、提供されたゲートウェイ ルータからディ

スカバリを開始し、ネットワーク内のルータを再帰的に検出するよう

に指定します。 また、ネットワーク内の他のルータと同様に下層エン

ティティも検出するために、SNMP を利用して各ルータの ARP キャッ

シュを問い合わせます。 このスキャン ポリシーは、ネットワーク内で

より徹底したディスカバリを行うために、下層エンティティの ARP 

キャッシュを問い合わせるようにエンジンに指示するオプションがあ

ります（より多くの時間がかかります）。 
 

Softagent なし ARP キャッシュ スキャン (ルータのみ) 

ARP キャッシュ エンジンが、提供されたゲートウェイ ルータからディ

スカバリを開始し、ネットワーク内のルータを再帰的に検出するよう

に指定します。また、ネットワーク内の他のルータと同様に下層エン

ティティも検出するために、SNMP を利用して各ルータの ARP キャッ

シュを問い合わせます。 ただし、このスキャン ポリシーは、より効率

的にネットワーク ディスカバリを行うために、ARP キャッシュの問い

合わせをルータに制限し、その下層のエンティティは問い合わせませ

ん（包括的で詳細なディスカバリは行われません）。 
 

Softagent を使用した DNS スキャン 

DNS エンジンが、所定の DNS ドメイン内のすべての定義済みエンティ

ティを検出するために、所定の DNS サーバに問い合わせを行うように

指定します。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持ってい

る各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うために 

Softagent 技術を使用する指定も行います。 
 

Softagent を使用した DNS スキャン（サーバ関係なし） 

DNS エンジンが、所定の DNS ドメイン内のすべての定義済みエンティ

ティを検出するために、所定の DNS サーバに問い合わせを行うように

指定します。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持ってい

る各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うために 

Softagent 技術を使用する指定も行います。 ただしこの場合、Softagent 

処理が、ネットワーク接続およびオープン ポートの検出を無視するよ

うに構成されている点に注意してください。 
 

Softagent を使用しない DNS スキャン 

DNS エンジンが、所定の DNS ドメイン内のすべての定義済みエンティ

ティを検出するために、所定の DNS サーバに問い合わせを行うように

指定します。 
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Softagent を使用した IPv6 ローカル リンク スキャン 

IPv6 ネットワークでは、ローカル リンク エンジンは、ネットワークの

ローカル セグメント上ですべてのエンティティの検出を行います。 さ

らに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持っている各エンティ

ティに対してより詳細なディスカバリを行うために Softagent 技術を

使用する指定も行います。 
 

Softagent を使用した IPv6 ローカル リンク スキャン（サーバ関係なし） 

IPv6 ネットワークでは、ローカル リンク エンジンがネットワークの

ローカル セグメント上ですべてのエンティティの検出を行うように

指定します。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持ってい

る各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うために 

Softagent 技術を使用する指定も行います。 ただしこの場合、Softagent 

処理が、ネットワーク接続およびオープン ポートの検出を無視するよ

うに構成されている点に注意してください。 
 

Softagent を使用しない IPv6 ローカル リンク スキャン 

IPv6 ネットワークでは、ローカル リンク エンジンがネットワークの

ローカル セグメント上ですべてのエンティティの検出を行うように

指定します。 
 

Softagent を使用した NetFlow 分析 (15 分) 

ネットフロー解析エンジンがネットフロー フィードを利用して、ネッ

トワーク トラフィックを受動的に監視、分析してエンティティ、その

アプリケーション、およびそのマシン間の関係を識別するように指定

します。 スキャンを継続的に行うために、このポリシーを 15 分間隔

で実行するようにスケジュールすることができます。 さらに、このス

キャン ポリシーは、認証情報を持っている各エンティティに対してよ

り詳細なディスカバリを行うために Softagent 技術を使用する指定も

行います。 
 

Softagent を使用しない NetFlow 分析 (15 分) 

ネットフロー解析エンジンがネットフロー フィードを利用して、ネッ

トワーク トラフィックを受動的に監視、分析してエンティティ、その

アプリケーション、およびそのマシン間の関係を識別するように指定

します。 スキャンを継続的に行うために、このポリシーを 15 分間隔

で実行するようにスケジュールすることができます。 
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Softagent を使用したパケット分析 (15 分) 

パケット解析エンジンがパケット スニッフィング手法を利用し、ネッ

トワーク トラフィックを受動的に監視、分析してネットワークのロー

カル セグメント上のエンティティ、そのアプリケーション、およびそ

のマシン間の関係を識別するように指定します。 スキャンを継続的に

行うために、このポリシーを 15 分間隔で実行するようにスケジュール

することができます。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を

持っている各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うた

めに Softagent 技術を使用する指定も行います。 
 

Softagent を使用しないパケット分析 (15 分) 

パケット解析エンジンがパケット スニッフィング手法を利用し、ネッ

トワーク トラフィックを受動的に監視、分析してネットワークのロー

カル セグメント上のエンティティ、そのアプリケーション、およびそ

のマシン間の関係を識別するように指定します。 スキャンを継続的に

行うために、このポリシーを 15 分間隔で実行するようにスケジュール

することができます。 
 

Softagent を使用した ping スイープ スキャン 

ping スイープ エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しう

る IP アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して ICMP ping 

リクエストを生成してディスカバリを行うように指定します。 さらに、

このスキャン ポリシーは、認証情報を持っている各エンティティに対

してより詳細なディスカバリを行うために Softagent 技術を使用する

指定も行います。 
 

Softagent を使用した ping スイープ スキャン（サーバ関係なし） 

ping スイープ エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しう

る IP アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して ICMP ping 

リクエストを生成してディスカバリを行うように指定します。 さらに、

このスキャン ポリシーは、認証情報を持っている各エンティティに対

してより詳細なディスカバリを行うために Softagent 技術を使用する

指定も行います。 ただしこの場合、Softagent 処理が、ネットワーク接

続およびオープン ポートの検出を無視するように構成されている点

に注意してください。 
 

Softagent を使用しない ping スイープ スキャン 

ping スイープ エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しう

る IP アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して ICMP ping 

リクエストを生成してディスカバリを行うように指定します。 
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Softagent を使用した TCP 接続スキャン 

TCP 接続エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しうる IP 

アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して TCP 接続リクエ

ストを生成してディスカバリを行うように指定します。 このエンジン

は、ICMP ping リクエストがファイアウォールでブロックされる環境で

特に有用です。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持って

いる各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うために 

Softagent 技術を使用する指定も行います。 
 

Softagent を使用した TCP 接続スキャン （サーバ関係なし） 

TCP 接続エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しうる IP 

アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して TCP 接続リクエ

ストを生成してディスカバリを行うように指定します。 このエンジン

は、ICMP ping リクエストがファイアウォールでブロックされる環境で

特に有用です。 さらに、このスキャン ポリシーは、認証情報を持って

いる各エンティティに対してより詳細なディスカバリを行うために 

Softagent 技術を使用する指定も行います。 ただしこの場合、Softagent 

処理が、ネットワーク接続およびオープン ポートの検出を無視するよ

うに構成されている点に注意してください。 

Softagent を使用しない TCP 接続スキャン 

TCP 接続エンジンがブルート フォース手法を使用して、存在しうる IP 

アドレスまたはホスト名のターゲットすべてに対して TCP 接続リクエ

ストを生成してディスカバリを行うように指定します。 このエンジン

は、ICMP ping リクエストがファイアウォールでブロックされる環境で

特に有用です。 
 

いずれかの事前定義済み Softagent ポリシーを使用するか、Linux または 

UNIX 用の Softagent 技術を使用するカスタム ポリシーを作成する場合、

ssh_config ファイルを編集して以下のパラメータを含める必要があります。  

PasswordAuthentication Yes 
 

デフォルトでは、ssh_config ファイルは以下の場所にインストールされま

す。 

■ （HP）/etc/opt/ssh 

（Linux、Solaris および AIX）/etc/ssh 
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ネットワーク スキャン ポリシーの作成 

ネットワーク スキャン ポリシーを作成してディスカバリ方式を設定した

後、ネットワーク上のサーバとソフトウェア コンポーネントを特定する

ためのオプションを定義します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［ネットワーク］タブをクリックしま

す。 

2. ［ネットワーク スキャン ポリシー］リンクをクリックします。 
 

3. ［ネットワーク スキャン ポリシー］ページで、［テーブル アクショ

ン］ドロップダウン リストから［ポリシーの作成］を選択します。 
 

4. ［ネットワーク スキャン ポリシーの作成］ウィザードの［ポリシー］

ページで、以下の情報を入力して、［次へ］をクリックします。 

名前 

ポリシー名を定義します。 

説明 

ポリシーの目的と使用方法を説明します。 
 

5. ［ディスカバリ エンジン］ページで、ディスカバリ エンジンを選択し

（DNS や PingSweep など）、選択したオプションのフィールドを設定

します。 

DNS 

スキャンが階層的な命名、番号体系の Domain Name System （DNS）

を使用するように指定します。 DNS は、サーバ、サービス、また

は他のネットワーク接続されたリソースを探します。  

以下のフィールドを指定します。 

DNS サーバ IP アドレス 

ドメインおよび従属ドメインのネーム サーバに対して DNS 名

前解決を提供するサーバの IP アドレスを定義します。  

ドメイン 

プロファイルがスキャンする必要のあるドメインを定義しま

す。 ［新規ドメインの追加］フィールドにドメイン名を入力し、

右方向の矢印をクリックして、そのドメイン名を［選択された

ドメイン］フィールドに移動します。 
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再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

するシンプル ネットワーク管理プロトコル（SNMP）クエリが

失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 

注： 指定された NDG サーバからのゾーン転送を許可するように 

DNS サーバを設定してください。 
 

ping スイープ 

ICMP ECHO リクエストを送信して、範囲内の IP アドレスのうちラ

イブ ホストにマップしているものを決定します。 指定したアドレ

スが動作中の場合、リクエストは ICMP ECHO 応答を返します。 ス

キャンはその応答を使用して、サーバ、サービス、またはネット

ワークに接続されたその他のリソースを識別します。 

以下のフィールドを指定します。 

エンジン インスタンス 

ディスカバリの間に実行するディスカバリ エンジン インスタ

ンスの数を定義します。 

デフォルト： 10 

バースト サイズ 

IP アドレスに対して 1 秒間に送信するパケットの数を定義し

ます。  

デフォルト： 32 
 

再試行回数 

ディスカバリによる IP アドレスの ping が失敗になる最大試行

回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

リクエストが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 2000 
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SNMP 分類仕様 

ネットワーク デバイスとその機能をモニタするためのプロパティ

を定義します。  

以下のフィールドを指定します。 

再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
 

TCP 接続スキャン 

TCP ハンドシェイク接続によるポート可用性を決定します。 ス

キャンは、使用可能なポートを使用して、ネットワークに接続さ

れたサーバ、サービス、またはその他のリソースを識別します。 

以下のフィールドを指定します。 

エンジン インスタンス 

ディスカバリの間に実行するディスカバリ エンジン インスタ

ンスの数を定義します。  

デフォルト： 10 

再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
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ARP キャッシュ 

ルータの ARP キャッシュを呼び出すためにスキャンが SNMP を使

用するかどうかを指定します。 ルータの ARP キャッシュは、サー

バ、サービス、または他のネットワーク接続されたリソースを探

します。  

以下のフィールドを指定します。 

エンジン インスタンス 

ディスカバリの間に実行するディスカバリ エンジン インスタ

ンスの数を定義します。  

デフォルト： 10 

ゲートウェイ IP アドレス 

通信プロトコルをトランスレートするためにゲートウエイと

であるコンピュータの IP アドレスを定義します。 
 

ルータ情報のみの検出 

ディスカバリ プロセスをルータの ARP キャッシュに制限する

かどうかを指定します。  

オン： ルータの ARP キャッシュだけを検出します。  

オフ： すべてのネットワーク リソースの ARP キャッシュを検

出します。 
 

再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
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パケット アナライザ 

ネットワーク上のパケット データを解析し、IP トラフィックの関

係を受動的に収集して、サーバ、サービス、またはその他のネッ

トワークに接続されたリソースを識別します。 

以下のフィールドを指定します。 

実行時間 

スキャンを実行する日数、時間数、および分数を定義します。  

デフォルト： 15 分 

エンジン インスタンス 

ディスカバリの間に実行するディスカバリ エンジン インスタ

ンスの数を定義します。  

デフォルト： 10 
 

キャッシュ パージ頻度（時間単位） 

スキャン操作がキャッシュをクリアするまでの経過時間数を

定義します。 このスキャン タイプは、最近検出したサーバを

連続的に再検出しないように、検出されたサーバのキャッシュ

を管理します。  

デフォルト： 8 
 

ネットワーク統計情報を収集 

検出された関係のパケット数サマリをスキャンが収集するか

どうかを指定します。 関係の強度を示すため、パケット数サマ

リはサーバが交換したパケットが尐数か数千かを判断します。 

オン： スキャンはパケット数サマリを収集します。 

オフ： スキャンはパケット数サマリを収集しません。 

デフォルト： オン 
 

統計レポート間隔（分単位） 

ネットワーク統計情報収集操作の間の経過分数を定義します。  

デフォルト： 15（［ネットワーク統計情報を収集］チェック ボッ

クスがオンの場合） 
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関係の検出 

スキャンがネットワーク リソース間の関係を検出するかどう

かを指定します。  

オン： スキャンはネットワーク リソース間の関係を検出しま

す。 

オフ： スキャンはネットワーク リソース間の関係を検出しま

せん。 

デフォルト： オン 
 

関係パケット数しきい値 

関係が存在するかどうかを判別するために必要な最小パケッ

ト数を定義します。  

デフォルト： 10（［関係の検出］チェック ボックスをオンに

する必要があります） 
 

再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
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NetFlow 

NetFlow が有効なルータからのデータ フィードを使用して、IP トラ

フィックの関係を受動的に収集し、サーバ、サービス、またはそ

の他のネットワークに接続されたリソースを識別します。 

以下のフィールドを指定します。 

実行時間 

スキャンを実行する日数、時間数、および分数を定義します。  

デフォルト： 15 分 

リスニング ポート 

NetFlow ディスカバリ エンジンのポート番号を定義します。  

デフォルト： 9991 

注： 指定されている NDG サーバ上の指定されているポートに 

NetFlow フィードを送信するように、ルータを設定します。 
 

キャッシュ パージ頻度（時間単位） 

スキャン操作がキャッシュをクリアするまでの経過時間数、お

よび操作がサーバを再検出する頻度を定義します。 このスキャ

ン タイプは、最近検出したサーバを連続的に再検出しないよう

に、検出されたサーバのキャッシュを管理します。  

デフォルト： 8 
 

関係の検出 

スキャンがネットワーク リソース間の関係を検出するかどう

かを指定します。  

オン： スキャンはネットワーク リソース間の関係を検出しま

す。 

オフ： スキャンはネットワーク リソース間の関係を検出しま

せん。 

デフォルト： オン 
 

関係パケット数しきい値 

関係が存在するかどうかを判別するために必要な最小パケッ

ト数を定義します。  

デフォルト： 10（［関係の検出］チェック ボックスをオンに

する必要があります） 
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レコードの集約 

製品が検出された関係のネットワーク統計情報を単一のレ

コードで収集するかどうかを指定します。  

オン： 製品はネットワーク統計情報を単一のレコードで収集し

ます。 

オフ： 製品はネットワーク統計情報を単一のレコードで収集し

ません。 

デフォルト： オフ 
 

収集間隔 

製品がネットワーク統計情報を集約する分数を指定します。  

デフォルト： 10（［レコードの集約］チェック ボックスをオ

ンにする必要があります） 
 

再試行回数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
 

ローカル リンク 

IPv6 を使用して、ローカル ネットワーク セグメント上のサーバを

検出します。 

以下のフィールドを指定します。 

再試行回数 

IP アドレスを特定するためのスキャンが失敗になる最大試行

回数を定義します。  

デフォルト： 1 

タイムアウト（ミリ秒単位） 

スキャンが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 2000 
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SNMP 再試行数 

オペレーティング システムを分類するときに、IP アドレスに対

する SNMP クエリが失敗になる最大試行回数を定義します。  

デフォルト： 1 

SNMP タイムアウト（ミリ秒単位） 

SNMP クエリが失敗になる応答待機ミリ秒を定義します。  

デフォルト： 1000 
 

6. ［次へ］をクリックします。 
 

7. ［ディスカバリ オプション］ページで、NDG がポートを明示的にス

キャンできるように、以下を設定します。 

VMware Web サービス ポート 

VMware サーバと通信するポートを定義します。 

デフォルト： 443 

Microsoft SCVMM ポート 

Microsoft System Center Virtual Machine Manager （SCVMM）サーバ

と通信するポートを定義します。 

デフォルト： 8100 
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8. エージェントを展開しないでエージェント ベースのディスカバリを

利用する場合は、［ソフト エージェント プローブを実行］チェック 

ボックスをオンにします。 

ソフト エージェント プローブは、提供された認証情報を使用して、

Windows コンピュータ上の WMI サービスにアクセスします。 ソフト 

エージェント プローブは、UNIX および Linux のターゲット コンピュー

タで SSH を使用します。 

Linux または UNIX に対して［ソフト エージェント プローブを実行］を

選択する場合は、ssh_config ファイルを編集して以下のパラメータを含

めます。  

PasswordAuthentication Yes 

デフォルトでは、ssh_config ファイルは以下の場所にインストールされ

ます。 

HPUX 

/etc/opt/ssh 

Linux、Solaris、AIX 

/etc/ssh 
 

［ソフト エージェント プローブを実行］チェック ボックスをオンに

する場合は、以下のフィールドを設定します。 

ネットワーク構成 

ネットワーク構成の設定情報を検出するかどうかを指定します。  

アプリケーション 

アプリケーション構成の設定情報を検出するかどうかを指定しま

す。 
 

仮想環境 

仮想環境のサーバおよび構成の設定情報を検出するかどうかを指

定します。 
 

ディスカバリを通信関係のターゲット サーバに制限 

通信関係で検出されたサーバを除外するかどうかを指定します。 

このオプションをオンにすると、ネットワーク プロファイル包含

リストに含まれるサーバが検出されます。 
, 

 

ハードウェア 

ハードウェア コンポーネントを検出するかどうかを指定します。 
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ネットワーク接続 

確立されたネットワーク接続およびオープン ポートを検出するか

どうかを指定します。 

チェック ボックスをオンにし、［ポート マッピング］をクリック

して、ネットワーク ディスカバリ中に、特定のポートを含めるか

除外します。 

［含める］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブル

クリックして、ネットワーク スキャン中にそのポートを含めます。 

［含めない］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブ

ルクリックして、ネットワーク スキャン中にそのポートを除外し

ます。 
 

SAN インフラストラクチャおよび関係の検出 

ストレージ デバイスとストレージ マネージャおよびそれらの関

係を検出するかどうかを指定します。 
 

Telnet 使用の有効化 

SSH ベースのディスカバリが失敗する場合に、UNIX および Linux 

サーバへのアクセス用に Telnet を使用してネットワーク ディスカ

バリを実行できるようにします。 Telnet ディスカバリは SSH ディ

スカバリと同じ認証情報を使用します。 

注： Telnet 標準には暗号化が含まれないので、認証情報ボールトか

らのユーザ認証情報はクリア テキストで通信されます。 
 

sudo 使用の有効化 

sudo コマンドを使用してリモートの UNIX および Linux サーバの情

報にアクセスして収集できるかどうかを指定します。 sudo コマン

ドを使用すると、/etc/sudoers 設定ファイルで定義されているユー

ザは、異なる権限（多くの場合、root ユーザと同様の無制限の権

限）を持つユーザであるかのようにコマンドを実行できます。  

sudo を有効にする場合は、/etc/sudoers ファイル内の Default 

requiretty エントリを以下のようにコメントします。 

# Default requiretty 

詳細については、「UNIX および Linux Softagent ディスカバリの 

sudo の構成 (P. 509)」を参照してください。  
 

SSH Port 

製品が SSH 通信に使用するポートを指定します。 
 



ネットワーク スキャン ポリシー 
 

282  ユーザ ガイド 
 

SSH モード 

以下のモードのいずれかを指定します。  

■ SSH （認証情報あり） 

■ SSH （キー ファイルと認証情報あり） 

  注： このオプションを選択した場合に、SSH キー ファイル認証

が失敗すると、［認証情報ボールト］からの UNIX 認証情報を

使用してスキャンが続行します。 
 

ユーザ名 

製品がキー ファイル認証情報に使用するユーザを定義します。 
 

秘密鍵ファイル 

SSH 認証の秘密鍵ファイルを定義します。 puttygen.exe または同様

のユーティリティを使用して、公開鍵ファイルおよび秘密鍵ファ

イルを作成します。 CA Configuration Automation サーバ がディスカ

バリに使用する NDG Server に秘密鍵をコピーします。 

注： 詳細については、「SSH 鍵ベースのネットワーク スキャン ポリ

シーの作成 (P. 283)」を参照してください。  
 

公開鍵ファイル 

SSH 認証の公開鍵ファイルを定義します。 puttygen.exe または同様

のユーティリティを使用して、公開鍵ファイルおよび秘密鍵ファ

イルを作成します。 CA Configuration Automation サーバ がディスカ

バリに使用する NDG Server に公開鍵をコピーします。 

注： 詳細については、「SSH 鍵ベースのネットワーク スキャン ポリ

シーの作成 (P. 283)」を参照してください。  
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パスフレーズ 

オプションのキー ファイル保護パスフレーズを定義します。 鍵

ファイルの作成時に、このパスフレーズをキー ファイルと関連付

けます。 

SSH プロキシ使用の有効化 

SSH プロキシの使用を指定します。 

以下の SSH プロキシ フィールドを設定します。 

プロキシ サーバ 

プロキシ サーバの名前または IP アドレスを定義します。 

プロキシ ポート 

プロキシ サーバのリスニング ポートを定義します。 

9. ［完了］をクリックします。 

ポリシーが作成され、［ネットワーク スキャン ポリシー］テーブルに

追加されます。 
 

SSH 鍵ベースのネットワーク スキャン ポリシーの作成 

ネットワーク ディスカバリ中に SSH を使用してリモート サーバにアクセ

スする場合、通信を保護するために公開/秘密鍵ペアを使用するように CA 

Configuration Automation ネットワーク スキャン ポリシーを設定できます。 

鍵ペア ファイルを生成する方法 

1. SSH がインストールされているコンピュータにログオンし、コマンド 

ウィンドウを開いて、ssh/bin ディレクトリにナビゲートします。 

2. 以下コマンドを発行して公開/秘密鍵ペアを生成します。 

ssh-keygen -t rsa 

次のプロンプトが表示されます。 

公開/秘密 rsa 鍵ペアを生成します。 

鍵を保存するファイルを入力してください (home/Administrator/.ssh/id_rsa): 
  

3. Enter キーを押して、デフォルトの名前（id_rsa.pub および id_rsa）を

受け入れます。 

以下のようにパスフレーズの入力を求められます。 

パスフレーズを入力してください（パスフレーズがない場合は空白）。） 
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4. パスワード（パスフレーズ）を入力するか、またはパスワードで鍵ペ

アを保護しない場合は Enter キーを押して続行します。 

下のようにパスフレーズの確認を求めるプロンプトが表示されます。 

同じパスフレーズをもう一度入力してください 
  

5. もう一度パスワードを入力し、Enter キーを押します。 

以下の確認メッセージが表示されます。 

識別情報が /home/Administrator/.ssh/id_rsa に保存されました。） 

公開鍵が /home/Administrator/.ssh/id_rsa.pub に保存されました。 

キー フィンガープリントは以下の通りです： 

45:gd:b1:3e:c0:92:18:44:7b:e6:tc:d5:m1:6c 
  

6. CA Configuration Automation サーバ によってディスカバリ操作に使用

される NDG サーバに公開鍵および秘密鍵（id_rsa.pub および id_rsa）を

コピーします。  

任意のフォルダにファイルをコピーできます。 

7. 以下のいずれかの方法により、ディスカバリのターゲット コンピュー

タ（つまり、CA Configuration Automation を使用して検出および管理す

るサーバ）に公開鍵（id_rsa.pub）をコピーします。 

■ コマンド ラインから secure copy を使用して、id_rsa.pub 鍵を 

authorized_keys ファイルに追加します。たとえば、以下のように入

力します。 

scp id_rsa.pub root@targethost:~/.ssh/authorized_keys 

■ secure copy を利用できない場合は、ファイルをターゲット ホスト

に FTP 転送またはコピーした後に、id_rsa.pub 鍵の内容を 

authorized_keys ファイルに手動で付加する必要があります。 

注： ターゲット サーバには SSH サーバ ソフトウェアがインストール

されている必要があります。 
 

鍵ペア ファイルを使用するネットワーク スキャン ポリシーを作成する方法 

1. 「ネットワーク スキャン ポリシーの作成 (P. 271)」に記載のステップ 

1 ～ 6 を実行します。 

［ディスカバリ オプション］ページが表示されます。 
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2. スキャン ポートに NDG 用の以下のポートを明示的に提供します。 

VMware Web サービス ポート 

VMware サーバと通信するポート番号を指定します。 

デフォルト： 443 

Microsoft SCVMM ポート 

Microsoft System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）サーバと

通信するポートを指定します。 

デフォルト： 8100 
デフォルト： 21 00  

3. ［ソフト エージェント プローブを実行］チェック ボックスをオンに

し、以下のディスカバリ オプションおよび SSH パラメータを指定しま

す。 

ネットワーク構成 

ネットワーク構成の設定情報を検出するかどうかを指定します。  

アプリケーション 

アプリケーション構成の設定情報を検出するかどうかを指定しま

す。 
 

仮想環境 

仮想環境のサーバおよび構成の設定情報を検出するかどうかを指

定します。 
 

 

ハードウェア 

ハードウェア コンポーネントを検出するかどうかを指定します。 
 

ネットワーク接続 

確立されたネットワーク接続およびオープン ポートを検出するか

どうかを指定します。 

チェック ボックスをオンにし、［ポート マッピング］をクリック

して、ネットワーク ディスカバリ中に、特定のポートを含めるか

除外します。 

［含める］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブル

クリックして、ネットワーク スキャン中にそのポートを含めます。 

［含めない］タブ： 左側のペインで、マップされたポートをダブ

ルクリックして、ネットワーク スキャン中にそのポートを除外し

ます。 
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SSH Port 

SSH 通信に使用するポートを指定します。 

デフォルト： 22 
 

SSH モード 

［SSH （認証情報あり）］または［SSH （キー ファイルと認証情報

あり）］のいずれかのモードを指定します。 ［SSH （キー ファイ

ルと認証情報あり）］を選択します。 
 

ユーザ名 

キー ファイル認証に使用するユーザ名を指定します。 
 

秘密鍵ファイル 

SSH 認証に使用する秘密鍵ファイルの場所を指定します。 CA 

Configuration Automation サーバ によって使用される NDG サーバ上

の秘密鍵ファイル（id_rsa）のパスを入力します（前述の手順のス

テップ 6）。 
 

公開鍵ファイル 

SSH 認証に使用する公開鍵ファイルの場所を指定します。 CA 

Configuration Automation サーバ によって使用される NDG サーバ上

の公開鍵ファイル（id_rsa.pub）のパスを入力します（前述の手順

のステップ 6）。 

パスフレーズ 

オプションのキー ファイル保護パスフレーズを指定します。 鍵

ファイルの作成時に、このパスフレーズをキー ファイルに関連付

ける必要があります（前述の手順のステップ 4）。 パスフレーズ

を作成しなかった場合は、このフィールドを空にしておきます。 
 

［SSH プロキシ使用の有効化］チェック ボックスをオンにした場合、

以下の［SSH プロキシ］オプションを指定できます。 

プロキシ サーバ 

プロキシ サーバの名前または IP アドレスを指定します。  

プロキシ ポート 

プロキシ サーバのリスニング ポートを指定します。 
 

4. ［終了］をクリックします。 

ポリシーが作成され、［ネットワーク スキャン ポリシー］テーブルに

表示されます。 
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5. 「ネットワーク プロファイルの作成 (P. 250)」に記載の新しいネット

ワーク スキャン ポリシーを使用するネットワーク ディスカバリ プロ

ファイルを作成します。 

6. ネットワーク プロファイルを使用して、ターゲット サーバのディスカ

バリを実行します。 

ターゲット サーバに関する Softagent データが検出され、CA 

Configuration Automation で利用できます。 
 

ネットワーク スキャン ポリシーの表示 

ネットワーク スキャン ポリシーは、使用するディスカバリ エンジン、お

よびそのエンジンがネットワークを検索する方法を指定します。 ユーザ

定義のポリシーおよび事前定義済みポリシーを［ネットワーク スキャン 

ポリシー］ページに表示できます。  
 

事前定義済みおよびユーザ定義のネットワーク スキャン ポリシーを表示する

方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク スキャン ポリシー］リンク（メイン タブの下）をク

リックします。 

［ネットワーク スキャン ポリシー］ページが開き、すべてのネット

ワーク スキャン ポリシーが表示されます。 

注： CA Configuration Automation でインストールされた事前定義済みポ

リシーは、［作成者］列の system_user という名前で識別できます。 デ

フォルト プロファイルが変更されている場合、［変更者］列にもユー

ザ名が表示されます。 
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ネットワーク スキャン プロファイルのインポート 

別の CA Configuration Automation インスタンスから Java Archive （JAR）ファ

イルとしてネットワーク スキャン プロファイルをインポートできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

2. ［ネットワーク プロファイル］タブで、［ネットワーク スキャン プ

ロファイル］リンクをクリックします。 
 

3. ［ネットワーク スキャン プロファイル］ページで、［テーブル アク

ション］をクリックし、［ネットワーク スキャン プロファイルのイン

ポート］を選択します。 
 

4. ［ネットワーク スキャン プロファイルのインポート］ダイアログ 

ボックスで、以下のフィールドに入力します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートするネットワーク スキャン プロファイルが含まれる 

JAR ファイルの名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイ

ルにナビゲートできます。 

既存のネットワーク スキャン プロファイルを上書き 

同じ名前のファイルに上書きするかどうかを指定します。 別の CA 

Configuration Automation インスタンスのプロファイルを保持する

場合は、このオプションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべてのネットワーク スキャン プロファイルを

インポートします。 

選択してインポート 

JAR ファイルからインポートする特定のネットワーク スキャン プ

ロファイルを選択するダイアログ ボックスが表示されます。 

アプリケーションは、ファイル、およびネットワーク スキャン プロ

ファイルを表示する［ネットワーク スキャン プロファイル］テーブル

をインポートします。  
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ネットワーク スキャン ポリシー詳細の編集 

既存のネットワーク スキャン ポリシーを編集できます。 

ネットワーク スキャン ポリシーを編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［ネットワーク スキャン ポリシー］リンク（メイン タブの下）をク

リックします。 

［ネットワーク スキャン ポリシー］ページが表示されます。 
 

3. 編集するポリシーの名前をクリックします。 

選択したポリシーの［詳細］ページが表示されます。 

4. 必要なタブでフィールドを編集し、［保存］をクリックします。 フィー

ルドの説明については、「ネットワーク スキャン ポリシーの作成 (P. 

271)」を参照してください。 

ポリシーが編集内容で更新されます。 
 

認証情報ボールト プロファイル 

認証情報ボールトは、ディスカバリ プロセス中に使用される認証情報の

セットを格納します。 認証情報ボールトには、標準的な UNIX および 

Windows のユーザベースの認証情報に加えて、SNMP（バージョン 1、2、

および 3）を使用してコンピュータにアクセスするための認証情報が含ま

れます。 さらに、認証情報ボールトには、VMware 環境を検出できるよう

に VMware Web サービスにアクセスするための認証情報も含まれます。   

注： 特定のタイプのアクセスでは、優先順位が重要になります。 最初にリ

スト内の先頭の認証情報を使用してアクセスが試行され、続いて、リスト

に設定された順序で試行されていきます。 
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認証情報ボールト プロファイルの作成 

ディスカバリ操作の実行時に企業内のサーバおよびストレージ デバイス

にアクセスするには、以下の手順に従って認証情報ボールト プロファイ

ルを作成します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

2. ［ネットワーク］タブ ページで、メイン タブの下の［認証情報ボール

ト］リンクをクリックします。 
 

3. ［認証情報ボールト プロファイル］ページで、［テーブル アクション］

ドロップダウン リストから［認証情報ボールト プロファイルの作成］

を選択します。 
 

4. ［認証情報ボールト プロファイルの作成］ウィザードで、以下の

フィールドに入力し、［次へ］をクリックします。 

名前 

プロファイルの名前を定義します。 

説明 

プロファイルの目的を説明します。 

デフォルト 

プロファイルをディスカバリのデフォルト プロファイルとして使

用するかどうかを指定します。 デフォルトの認証情報ボールト プ

ロファイルとして指定できるのは、1 つのプロファイルのみです。 

5. ウィザードの［Windows］ページで、以下のフィールドに入力し、［テ

スト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 
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ユーザ ID 

Windows オペレーティング システムを使用するコンピュータへの

接続のためにプロファイルが使用するユーザ名を指定します。 仮

想 Microsoft Hyper-V およびオペレーティング システムベースの 

Windows 仮想化（VMware サーバ、VMware ワークステーション、

Microsoft Virtual Server、または Microsoft Virtual PC）へのアクセス

にも使用できます。 

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
 

パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［Windows 認証情報］テーブルに認証情報を追加しま

す。 
 

6. ［次へ］をクリックします。 
 

7. ウィザードの［UNIX］ページで、以下のフィールドに入力し、［テス

ト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 

ユーザ ID 

UNIX オペレーティング システムを使用するコンピュータへの接

続のためにプロファイルが使用するユーザ名を定義します。 また、

プロファイルでは、サポートされている以下の仮想環境にアクセ

スするために、この ID が使用されます。 

■ Citrix Xen 

■ IBM HMC 
 

■ VMware ESX 

■ Solaris ゾーン 

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
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パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［UNIX 認証情報］テーブルに認証情報を追加します。 
 

8. ［次へ］をクリックします。 
 

9. ［SNMP v1 および v2］ウィザード ページで、以下のフィールドに入力

し、［追加］をクリックします。 

SNMP コミュニティ名 

SNMP v1 または v2 コミュニティの名前を定義します。 SNMP コ

ミュニティは、SNMP を実行するデバイスおよび管理ステーション

をグループ化して、データの送信先を定義する際に役立ちます。  

デフォルト： public 

説明 

コミュニティの目的を説明します。 

ウィザードは、新しいコミュニティを［SNMP v1 および v2 認証情報］

テーブル内の public コミュニティの下に追加します。 
 

10. ［次へ］をクリックします。 
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11. ウィザードの［SNMP v3］ページで、以下のフィールドに入力し、［テ

スト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 

ユーザ ID 

SNMP エンジンに接続するためにプロファイルが使用するユーザ

名を定義します。 

認証プロトコル 

以下のいずれかの認証プロトコル アルゴリズムを指定します。 

なし 

プロファイルはクライアントを認証しません。 

MD5 

プロファイルは、MD5 （メッセージ ダイジェスト）チャレン

ジ/レスポンス方式を使用して、クライアントを認証します。 

SHA 

プロファイルは、セキュア ハッシュ アルゴリズム（SHA）方式

を使用して、クライアントを認証します。 
 

認証パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。  
 

認証パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 
 

プライバシー プロトコル 

プロファイルが選択した認証プロトコルに使用するプライバシー 

プロトコルを指定します。  

なし 

プロファイルは、プライバシー プロトコルを使用しません。 

AES 

プロファイルは、AES （Advanced Encryption Standard）プライバ

シー プロトコルを使用します。 

DES 

プロファイルは、DES （Data Encryption Standard）プライバシー 

プロトコルを使用します。  
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プライバシー パスフレーズ 

ユーザに関連付けるプライバシー パスフレーズを定義します。 
 

プライバシー パスフレーズの検証 

プライバシー パスフレーズを再入力するよう、ユーザに要求しま

す。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［SNMP v3 認証情報］テーブルに認証情報を追加しま

す。 
 

12. ［次へ］をクリックします。 
 

13. ウィザードの［VMware］ページで、以下のフィールドに入力し、［テ

スト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 

ユーザ ID 

VMware vCenter または VMware ESX を使用するコンピュータへの

接続のためにプロファイルが使用するユーザ名を定義します。 こ

の値は、VMware Web クライアントでこれらのサーバ タイプへの

アクセスに使用する認証情報を設定します。  

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
 

パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［VMware 認証情報］テーブルに認証情報を追加しま

す。 
 

14. ［次へ］をクリックします。 
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15. ウィザードの［Red Hat Enterprise Virtualization］ページで、以下のフィー

ルドに入力し、［テスト］をクリックして認証情報が有効であること

を確認して、［追加］をクリックします。 

ユーザ ID 

Red Hat Enterprise Virtualization を使用するコンピュータに接続す

るためにプロファイルが使用するユーザ名を定義します。  

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
 

パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［Red Hat Enterprise Virtualization の認証情報］テーブル

に認証情報を追加します。 
 

16. ［次へ］をクリックします。 
 

17. ウィザードの［NetApp］ページで、以下のフィールドに入力し、［テ

スト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 

ユーザ ID 

NetApp OnCommand に接続するためにプロファイルが使用する

ユーザ名を定義します。  

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
 

パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［NetApp 認証情報］テーブルに認証情報を追加します。 
 

18. ［次へ］をクリックします。 
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19. ウィザードの［SMI-S］ページで、以下のフィールドに入力し、［テス

ト］をクリックして認証情報が有効であることを確認して、［追加］

をクリックします。 

ユーザ ID 

SMI-S （Storage Management Initiative - Specification）デバイスに接

続するためにプロファイルが使用するユーザ名を定義します。  

パスワード 

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを定義します。 
 

パスワードの検証  

指定したユーザ ID に関連付けるパスワードを再入力するよう、

ユーザに要求します。 

説明 

認証情報の目的を説明します。 

ウィザードは、［SMI-S 認証情報］テーブルに認証情報を追加します。 

20. ［終了］をクリックします。 

ウィザードはプロファイルを作成し、［認証情報ボールト プロファイ

ル］テーブルに追加します。 
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認証情報ボールト プロファイルをデフォルトとして設定 

デフォルト プロファイルを使用するように指定されているディスカバリ

操作について、1 つの認証情報ボールト プロファイルをデフォルト プロ

ファイルとして設定できます。 

認証情報ボールト プロファイルをデフォルトとして設定する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［認証情報ボールト］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［認証情報ボールト プロファイル］ページが開き、既存のプロファイ

ルが表示されます。  

3. デフォルト プロファイルとして指定するプロファイルの横にある

チェック ボックスをオンにし、［アクションの選択］ドロップダウン 

リストから［デフォルト プロファイルとして設定］を選択します。 

選択したプロファイルの［デフォルト］列に［はい］が表示されます。 
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認証情報ボールト プロファイルの削除 

不要になった認証情報ボールト プロファイルを削除できます。 

認証情報ボールト プロファイルを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ネットワーク］タブをクリック

します。 

［ネットワーク］タブのページが表示されます。 

2. ［認証情報ボールト］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［認証情報ボールト プロファイル］ページが開き、既存のプロファイ

ルが表示されます。  

3. 削除するプロファイル（複数可）の横にあるチェック ボックスをオン

にし、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイ

ルの削除］を選択します。 

注： デフォルト プロファイル（つまり、［デフォルト］列に［いいえ］

が表示されているプロファイル）として指定されているプロファイル

を削除することはできません。 このプロファイルを削除するには、事

前に別のプロファイルをデフォルトとして指定しておく必要がありま

す。 

選択したプロファイルが削除されます。 
 



 

第 8 章： ストレージ管理  299  
 

第 8 章： ストレージ管理 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

ストレージ デバイスの検出と管理 (P. 299) 
 

ストレージ デバイスの検出と管理 

構成マネージャは、以下を実行できます。 

■ ストレージ エリア ネットワーク（SAN）上のストレージ システムの検

出 

■ CA Configuration Automation サーバ UI の［ストレージ］タブ ページか

らの検出されたストレージ システムの管理 

 

構成マネージャは、ストレージ デバイスを検出および管理するために以

下のタスクを実行できます。 

1. ネットワーク スキャン ポリシーの作成または変更 (P. 300) 

2. 認証情報ボールト プロファイルの作成または変更 (P. 301) 
 

3. ストレージ システムを検出するためのネットワーク プロファイルの

実行 (P. 303) 
 

4. ストレージ システムの関係の表示 (P. 304) 
 

5. ストレージ システムの詳細の表示 (P. 306) 
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6. ビジュアル UI でのストレージ システムの詳細の表示 (P. 309) 

7. ストレージ消費に対する管理操作の実行  (P. 309) 
 

ネットワーク スキャン ポリシーの作成または変更 

カスタム ネットワーク スキャン ポリシーを作成するか、または既存のポ

リシーを変更して、ストレージ デバイスおよびストレージ関係を検出で

きます。 

注： CA Configuration Automation には、ネットワーク上のストレージ デバイ

スを検出するために、以下の事前定義済みネットワーク スキャン ポリ

シーが含まれています。 

■ Softagent を使用した ping スイープ スキャン - SAN 

■ Softagent を使用した TCP 接続スキャン - SAN 

カスタム ポリシーを作成するか、既存のポリシーを変更する場合は、- SAN 

命名規則を使用することを検討してください。 この命名規則により、ス

トレージ デバイスを検出するように設定されたポリシーを持つネット

ワーク プロファイルを容易に識別できます。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［ネットワーク スキャン ポ

リシー］ページに移動します。 

a. ［管理］パネルをクリックします。 

b. ［ネットワーク］タブをクリックします。 

c. ［ネットワーク スキャン ポリシー］リンクをクリックします。 

2. ［ネットワーク スキャン ポリシー］ページで、ポリシーを作成します。 

a. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ネットワー

ク スキャン ポリシーの作成］を選択します。 

b. ネットワーク スキャン ポリシーを作成します。 

注： 詳細については、CA Configuration Automation のオンライン ヘ

ルプを参照してください。 

c. ［ディスカバリ オプション］ページで、［SAN インフラストラク

チャおよび関係の検出］チェック ボックスをクリックします。 

3. ［ネットワーク スキャン ポリシー］ページで、既存のポリシーを変更

します。 

a. ［ポリシー名］列のエントリをクリックします。 

b. 選択したポリシーの詳細ページで、［ディスカバリ オプション］

タブをクリックします。 

c. ［ディスカバリ オプション］タブで、［SAN インフラストラクチャ

および関係の検出］チェック ボックスをクリックします。 
 

認証情報ボールト プロファイルの作成または変更 

ストレージに固有の認証情報ボールト プロファイルを作成して、スト

レージ デバイスおよびストレージ関係の検出に必要なアクセス認証情報

を格納できます。  

注： 認証情報ボールト プロファイルでは、SAN マネージャ ソフトウェアに

アクセスする必要があります。 CA Configuration Automation は、管理対象

のすべてのデバイスに関して SAN マネージャからストレージ情報を取得

します。  
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次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネル、［ネットワー

ク］タブ、［認証情報ボールト］リンクをクリックします。 

2. ［認証情報ボールト プロファイル］ページで、プロファイルを作成し

ます。 

a. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから、［認証情報

ボールト プロファイルの作成］を選択します。 

b. CA Configuration Automation オンラインヘルプの説明に従って、認

証情報ボールト プロファイルを作成します。 
 

c. ［NetApp］タブで、NettApp OnCommand サーバへのアクセスに必

要な認証情報を入力し、［テスト］をクリックします。 

認証情報が有効な場合、確認メッセージが表示されます。 
 

d. ［追加］をクリックして、プロファイルに認証情報を追加します。 
 

e. ［SMI-S］タブで、SMI-S プロバイダへのアクセスに必要な認証情報

を入力し、［テスト］をクリックします。 

注： EMC Clariion および IBM Storwize V7000 は、CA Configuration 

Automation がサポートする唯一の SMI-S ストレージ デバイスです。 

認証情報が有効な場合、確認メッセージが表示されます。 
 

f. ［Windows］タブで、SAN ストレージ デバイスのストレージにアク

セスする Windows サーバへのアクセスに必要な認証情報を入力し、

［テスト］をクリックします。 

認証情報が有効な場合、確認メッセージが表示されます。 

g. ［UNIX］タブで、SAN ストレージ デバイスのストレージにアクセ

スする UNIX （または VMware ESX）サーバへのアクセスに必要な認

証情報を入力し、［テスト］をクリックします。 

認証情報が有効な場合、確認メッセージが表示されます。 
 

3. ［追加］をクリックして、プロファイルに認証情報を追加します。 
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4. ［完了］をクリックして、プロファイルを作成します。 

5. ［認証情報ボールト］ページで、既存のプロファイルを変更します。 

a. ［プロファイル名］列のエントリをクリックします。 

b. 選択したプロファイルの詳細ページで、［NetApp］タブまたは

［SMI-S］タブをクリックし、適切な認証情報を編集または追加し

て、［テスト］をクリックします。 

認証情報が有効な場合、確認メッセージが表示されます。 

c. ［追加］をクリックしてプロファイルに認証情報を追加し、［完

了］をクリックしてプロファイルを保存します。 
 

ストレージ システムの検出 

ストレージ デバイスと関係を検出するには、ネットワーク プロファイル

を手動で実行します。 ディスカバリが完了したら、結果を表示して、プ

ロファイルで予期されたデバイスが検出されたことを確認します。 満足

できる結果が得られた場合は、一定の間隔で実行されるようにプロファイ

ルをスケジュールします。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［ネットワーク プロファイ

ル］テーブルに移動します。 

a. ［管理］パネルをクリックします。 

b. ［ネットワーク］タブをクリックします。 

c. ［ネットワーク プロファイル］リンクをクリックします。 

2. ［ネットワーク プロファイル］テーブルで、実行する 1 つ以上のプロ

ファイルの横にあるチェック ボックスをオンにします。 

注： ストレージ デバイスおよび関係の検出に使用されるネットワーク 

プロファイルは、［SAN インフラストラクチャおよび関係の検出］

チェック ボックスがオンになっているネットワーク スキャン ポリ

シーを使用する必要があります。 ネットワーク プロファイルに割り当

てられるポリシーが［ネットワーク スキャン ポリシー］列に表示され

ます。 ストレージ ディスカバリ用に設定された事前定義済みポリシー

は、- SAN 命名規則を使用します。  

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［プロファイルの実

行］を選択します。  

ネットワーク ポリシーが実行され、以下の 3 つのセクションで説明す

る場所に結果が表示されます。 
 

ストレージ システムの関係の表示 

以下の CA Configuration Automation サーバ UI の場所に、ストレージ システ

ム関係を表示できます。 

［ストレージ システム］ページ 

「ストレージ システムの詳細の表示 (P. 306)」の説明に従って、スト

レージ システム コンテキストからの関係詳細を表示します。  

［ストレージ関係］ページ 

ストレージ システム マネージャ関係を含めて、ストレージ システム

関係をすべて表示します。 ［ストレージ システム マネージャ］テー

ブルは、関連するストレージ システムを管理するサーバを識別します。 

これらのサーバは、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）管理者が

ストレージ システムの設定に使用する、ストレージ システムに固有の

ソフトウェア（NetApp、EMC、または IBM のいずれか）を実行します。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネル、［ストレー

ジ］タブ、［関係］リンクをクリックします。 

［関係］ページに、以下のテーブルが表示されます。 

ストレージ システム マネージャ 

ストレージ マネージャ ソフトウェアがインストールされている

サーバ（サーバ名）と、それが管理するストレージ システム（ス

トレージ システム名）間の関係を表示します。 ほかの列に、製造

元とモデル タイプが表示されます。 

ストレージ関係 

ストレージ システム（サーバ名）、ディスク名（物理ディスクが

ある場合）、サーバの LUN の識別子、ストレージ インフラストラ

クチャ（iSCSI または ファイバ チャネル プロトコル）、ストレージ 

システム名、および LUN 名を使用するサーバ間の関係を表示しま

す。 

2. ［ストレージ システム マネージャ］テーブルで、以下のタスクの 1 つ

または両方を実行します。 

■ ストレージ マネージャ ホスト サーバの［サーバ詳細］ページを表

示するには、［サーバ名］列のエントリをクリックします。  

■ ［ストレージ システムの詳細］ページを表示するには、［ストレー

ジ システム名］列のエントリをクリックします。  

3. ［ストレージ関係］テーブルで、以下のタスクの 1 つまたは両方を実

行します。 

■ ストレージ システム ホスト サーバの［サーバ詳細］ページを表示

するには、［サーバ名］列のエントリをクリックします。  

■ ［ストレージ システムの詳細］ページを表示するには、［ストレー

ジ システム名］列のエントリをクリックします。  
 



ストレージ デバイスの検出と管理 
 

306  ユーザ ガイド 
 

ストレージ システムの詳細の表示 

CA Configuration Automation は、以下の場所にストレージ システムの詳細

を表示します。 

■ ［ストレージ システム］ページ 

■ ［ストレージ システムの詳細］ページ 

■ ［サーバ詳細］ページ 

注： ［サーバ詳細］ページのストレージ詳細は、「ストレージ消費に対す

る管理操作の実行 (P. 309)」で説明するように、管理操作（たとえば、変

更検出やルール コンプライアンス）で使用できます。 ほかのページには

読み取り専用の詳細が含まれています。 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネル、［ストレー

ジ］タブ、［ストレージ システム］リンクをクリックします。 

［ストレージ システム］ページに、以下の詳細が表示されます。 

■ 名前 

■ 一意の ID 
 

■ シリアル番号 
 

■ 製造元 
 

■ モデル/タイプ 
 

■ ストレージ容量（GB） 

■ フェールオーバ システム 

■ 検出時間 

2. ［名前］列でストレージ システム名をクリックします。  

［システムの詳細］タブに、以下の情報が表示されます。 

■ ハードウェア（［ストレージ システム］テーブルのサマリ） 
 

■ ストレージ プロセッサ（EMC ストレージ システムに固有） 
 

■ iSCSI 識別子 
 

■ ファイバ チャネルのワールド ワイド ノード名（WWNN） 
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3. ［LUN］タブをクリックします。 

［LUN］タブには、選択されたストレージ システムごとに異なる以下

の情報が表示されます。 

■ LUN 名 

■ ストレージ インフラストラクチャ 
 

■ シリアル番号 
  

■ Network Address Authority 

■ ストレージ容量（MB） 
 

4. ［関係］タブをクリックします。 

［関係］タブには、選択したストレージ システムに関する以下の情報

が表示されます。 

■ ストレージ システム マネージャ サーバ名（この値は［サーバ詳細］

ページにリンクしています。［サーバ詳細］ページで利用可能な

ストレージ詳細に関しては、手順 5 を続行します） 

■ サーバ名（この値は［サーバ詳細］ページにリンクしています。

［サーバ詳細］ページで利用可能なストレージ詳細に関しては、

手順 5 を続行します） 
 

 

■ ディスク名 
 

■ サーバの LUN の識別子 
 

■ ストレージ インフラストラクチャ 

■ LUN 名 

注： 「ストレージ システムの関係の表示 (P. 304)」の説明に従ってすべ
てのストレージ システムの関係を表示するには、［ストレージ システ

ム］タブの［関係］リンクをクリックします。 
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5. ［サーバ詳細］ページの［サーバ］タブで、以下のタスクの 1 つまた

は両方を実行します。 

a. ［ネットワーク アダプタ］リンクをクリックして、以下のストレー

ジ エリア ネットワーク アダプタの詳細を表示します。 

■  iSCSI  

■ ファイバ チャネル 

b. ［ハードウェア］リンクをクリックして、以下の詳細を表示しま

す。 

■ プロセッサ 

■ メモリ 
 

■ BIOS 
 

■ 物理ディスク 
 

■ 論理パーティション 
 

■ ファイル システム 
 

■ CD および DVD ドライブ 

■ テープ ドライブ 

6. ［サーバ詳細］ページの［関係］タブで、［ストレージ］リンクをク

リックして、以下のストレージ詳細を表示します。 

■ ディスク名 

■ サーバの LUN の識別子 
  

■ ストレージ インフラストラクチャ 
  

■ ストレージ システム名  

■ LUN 名 
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ビジュアル UI でのストレージ システムとストレージ マネージャの関係の表示 

ビジュアル UI で、ストレージ システム、およびそのサーバおよびストレー

ジ システム マネージャとの関係をグラフィカルに表示できます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI で、［管理］パネルをクリックし、

［ストレージ］タブをクリックします。 

2. ［ストレージ］タブ ページの［ストレージ システム］テーブルから、

1 つ以上のストレージ システムを選択します。 
 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ビジュアル］を選

択し、以下のいずれかのオプションを選択します。 

サーバ ストレージ管理関係 

ストレージ管理ソフトウェアがインストールされているストレー

ジ システムとサーバを表示します。 このオプションの関係タイプ

は常に管理です。 

サーバ ストレージ関係 

ストレージ システム、およびそのストレージ システムと関係を持

つすべてのサーバを表示します。 このオプションの関係タイプは

以下のとおりです。 

■ 管理 

■ 使用（例： ストレージを使用） 

ストレージ システムおよび関連するサーバが、ビジュアル UI に表示さ

れます。 
 

ストレージ消費に対する管理操作の実行 

［サーバ詳細］ページで識別されたストレージ システムのストレージを

消費するサーバ上で、以下の管理操作を実行できます。 

■ ディスカバリの実行 

■ 管理プロファイルの実行 

■ スナップショットの作成 

■ 変更検出の実行 

■ ルール コンプライアンスの実行 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］パネルで、［サーバ］タブをクリックし、［サーバ名］列の

エントリをクリックします。 

注： 「ストレージ システムの詳細の表示 (P. 306)」の説明に従って、［ス

トレージ］タブ上のさまざまな場所から［サーバ詳細］ページを表示

することもできます。 

2. ［サーバ詳細］ページで、以下のいずれかのタスクを実行します。 

■ ［関係］タブをクリックし、［ストレージ］リンクをクリックし

ます 

■ ［ネットワーク アダプタ］リンクをクリックします 

■ ［ハードウェア］リンクをクリックします 

3. ［アクション］（UI の右側の［サーバ詳細］テーブルの上）をクリッ

クし、［管理アクション］を選択して、操作を選択します。 
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第 9 章： ブループリント管理 
 

ブループリントは、ソフトウェア コンポーネントの抽象定義またはメタ

データ定義です。 ブループリントには、インストール済みコンポーネン

ト インスタンスを特定する方法、およびコンポーネントのエレメントを

すべて説明、理解する方法を示すディレクティブが含まれます。 これら

のエレメントには、インストール済みファイル システム、レジストリ変

数、データベースのデータ、およびその他のランタイム アセットが含ま

れます。 ブループリントを設定すると、各エレメントにノートおよびルー

ルが適用され、エレメントの機能と制約についてさらに理解を深めること

ができます。 

CA は、最も一般的なソフトウェア コンポーネント（Web サーバ、オペレー

ティング システム、データベースなど）を網羅する事前定義済みブルー

プリントのライブラリを提供します。 事前定義済みブループリントは［ブ

ループリント］テーブルに表示され、内部ユーザ system_user によって作

成されたものとして識別されます。 また、独自のカスタム ブループリン

トを作成することもできます。 カスタム ブループリントは、作成者のユー

ザ名によって作成されたものとして識別されます。 

 
 

ブループリントの作成 

CA Configuration Automation では、カスタム ブループリントを作成および

管理できます。 単純なブループリントは簡単に作成できますが、詳細で

複雑なブループリントは慎重な計画とテストが必要です。 

次の手順に従ってください： 

1. 製品のメインページの右上の［管理］をクリックし、次に、左上の［ブ

ループリント］タブをクリックします。 

［ブループリント］ペインが開き、既存のすべてのブループリントが

リスト表示されます。 
 

2. ［ブループリント］ペインで［テーブル アクション］ドロップダウン 

リストから［ブループリントの作成］を選択します。 

［ブループリントの作成］ウィザードが表示されます。 
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3. ［ブループリント］ページの［コンポーネント ブループリント］ペイ

ンで、各フィールド (P. 568)を設定して、［次へ］をクリックします。 

［ディスカバリ方式］ページが表示されます。 このページには、［ファ

イル インジケータ］ペインおよび［新規検索オプションの追加］ペイ

ンが表示されます。  
 

4. ［新規検索オプションの追加］ペインの［検索オプション］フィール

ド (P. 570)を設定します。 
 

5. ［ディレクトリ/ファイルの追加］をクリックし、次に、［新規ファイ

ルの追加］ペイン内の［ファイル インジケータ］フィールド (P. 571)

を設定します。 
 

6. ［レジストリ インジケータ］リンクをクリックします。 

［レジストリ インジケータ］ペインが、［レジストリ インジケータ］

が展開され、¥HKEY_LOCAL_MACHINE エレメントが選択された状態で表

示されます。 ［¥HKEY_LOCAL_MACHINE］ ペインには［検索オプショ

ン］フィールドが表示されます。  
 

7. ［¥HKEY_LOCAL_MACHINE］ペインの［検索オプション］フィールド (P. 

572)を設定して、［保存］をクリックします。 
 

8. ［レジストリ値/キーの追加］をクリックします。 
 

 

9. ［新規レジストリ値/キーの追加］ペインの［レジストリ インジケー

タ］フィールド (P. 573)を設定します。 
 

10. ［ネットワーク プローブ］リンクをクリックします。 

［ネットワーク プローブ］ペインが［ネットワーク プローブ］エレメ

ントが選択された状態で表示されます。 ［新規ネットワーク プローブ

の追加］ペインに［ネットワーク プローブ］フィールドが表示されま

す。 

CA Configuration Automation エージェントのないサーバでは、ディスカ

バリ操作はネットワーク プローブを使用して次のことが可能です。 

■ ポートをスキャンします 

■ スキャンしたポートから応答を収集します 

■ 応答と予期される表現を比較することにより、スキャンされた

ポートでアクティブなサービスのタイプを確定します 
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11. ［ネットワーク プローブ］フィールド (P. 573)を設定して、［次へ］

をクリックします。 

［ディスカバリ検証ルール］ページが、左ペインに［ディスカバリ検

証ルール］エレメントが選択された状態で表示されます。 ［新規ディ

スカバリ検証ルールの追加］ペインに、［ディスカバリ検証ルール］

フィールドが表示されます。  

ディスカバリの間に検証ルールが実行されて、検出されたコンポーネ

ントが正しく識別されることを確認します。 場合によっては、ファイ

ルおよびレジストリ インジケータがインストールされているコン

ポーネントの存在を確認できません。 同様に、ファイルおよびレジス

トリは、似たインジケータを持つ 2 つのコンポーネントの間で区別で

きないことがあります。 検証ルールが失敗した場合は、コンポーネン

トのディスカバリは失敗します。 
 

12. ［ディスカバリ検証ルール］フィールド (P. 574)を設定して、［次へ］

をクリックします。 

［ディスカバリ検証ルール］の値が保存され、［管理］ページが表示

されます。 ［ファイル管理］ペインで、$(Root) フォルダが選択され、

［$(Root)］ペインには、［ファイル管理オプション］フィールドが表

示されます。 ［管理］ページは以下のページをリンクします。 

■ ファイル フィルタおよび属性 

■ レジストリ管理 

■ レジストリ フィルタおよび属性 

■ データ管理 

これらのページで、重要なファイル属性、レジストリ エントリ、およ

び管理対象のコンポーネントと関連付けられたデータベース エレメ

ントを定義できます。 

ファイルおよびレジストリ エントリが定義されない場合、コンポーネ

ント ルート ディレクトリ以下のファイルおよびレジストリ ルート以

下のレジストリ エントリがすべて管理されます。 コンポーネントが保

持するファイルまたはレジストリ エントリの数が限られている場合

は、ルート以下のファイルおよびレジストリ エントリをすべて管理す

ることをお勧めします。 これに対し、多数のファイルを保持する複雑

なコンポーネントの場合は、重要なディレクトリ、ファイル、および

レジストリ エントリのみに焦点を絞って指定します。 ［管理］ページ

から特定のファイルおよびレジストリ エントリを識別すると、管理さ

れたコンポーネント ビューを調整できます。 
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13. ［管理］ページの［$(Root)］ペインの［ファイル管理オプション］フィー

ルド (P. 583)を設定します。 
 

14. （オプション）［ディレクトリの追加］をクリックし、［新規ディレ

クトリの追加］ペインの［ディレクトリ］フィールド (P. 583)を設定

して、［保存］をクリックします。 

ディレクトリが［ファイル管理］ペイン内の $(Root) ディレクトリの下

に追加されます。  
 

15. （オプション）［ファイルの追加］をクリックし、［新規ファイルの

追加］ペインの［ファイル］フィールド (P. 584)を設定して、［保存］

をクリックします。 

ファイルが［ファイル管理］ペイン内の $(Root) ディレクトリの下に追

加されます。  
 

16. （オプション）［ファイル管理］ペインでノードを選択し、必要に応

じて、手順 14 および 15 を繰り返して、サブディレクトリおよびネス

トされた他のファイルを作成します。 

新しいエレメントが［ファイル管理］ペイン内の選択したノードの下

に追加されます。 
 

17. ［ファイル フィルタおよび属性］リンクをクリックします。 

手順 14 ～ 16 で作成したディレクトリおよびファイル構造が、［ファ

イル フィルタおよび属性］ペインの $(Root) フォルダの下に表示され

ます。 
 

18. ブループリント ファイルのフィルタおよび属性を定義します (P. 317)。 
 

19. ［レジストリ管理］リンクをクリックし、［レジストリ管理］フィー

ルド (P. 587)を設定して、［保存］をクリックします。 
 

20. （オプション）［キーの追加］をクリックし、［新規キーの追加］ペ

インの［キー］フィールドを設定して、［保存］をクリックします。 

キーファイルが［レジストリ管理］ペイン内の $(RegistryRoot) ディレ

クトリの下に追加されます。  
 

21. （オプション）［値の追加］をクリックし、［新規値の追加］ペイン

の［値］フィールドを設定して、［保存］をクリックします。 

キーファイルが［レジストリ管理］ペイン内の $(RegistryRoot) ディレ

クトリの下に追加されます。  
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22. （オプション）［レジストリ管理］ペインでノードを選択し、必要に

応じて、手順 20 および 21 を繰り返してネストされた他のキーおよび

値を作成します。 

新しいキーまたは値が［レジストリ管理］ペイン内の選択したノード

の下に追加されます。 
 

23. ブループリントのレジストリ フィルタおよび属性を定義します。 (P. 

318) 

キーファイルが［レジストリ管理］ペイン内の $(RegistryRoot) ディレ

クトリの下に追加されます。 
 

 

24. ［データ管理］リンクをクリックします。 

左ペインには［データ管理］フォルダが表示され、右ペインには［デー

タベース］ページが表示されます。 
 

25. ［データベース］ページで各フィールド (P. 590)を設定して、［保存］

をクリックします。 

データベースが［データ管理］ペインに表示されます。 
 

26. ［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント パラメータおよび変数］ページが表示されます。 
 

27. ［コンポーネント パラメータおよび変数］ページで各フィールド (P. 

593)を設定して、［保存］をクリックします。 
 

28. ［次へ］をクリックします。 

［構成］-［ファイル解析］ページが表示されます。 
 

29. ［構成］-［ファイル解析］ページの各フィールド (P. 605)を設定して、

［構成実行ファイル］リンクをクリックします。 
 

30. ［構成実行ファイル］ページの各フィールド (P. 605)を設定して、［保

存］をクリックします。 
 

31. ［構成データ］リンクをクリックして、［データベース］フィールド

を設定します。このフィールドは、ブループリントが使用するデータ

ベースを定義します。 ドロップダウン リストには、手順 23 で作成し

たデータベースが表示されます。 
 

32. ［保存］をクリックします。 左ペイン内の［構成データ］ツリーに、

データベースが表示されます。 
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33. ［クエリの追加］ペインの各フィールド (P. 612)を設定して、［保存］

をクリックします。 左ペイン内の［構成データ］ツリーに、クエリが

表示されます。 
 

34. ［ファイル構造データ］リンクをクリックし、［ファイル構造クラス］

タブの各フィールド (P. 614)を設定して、［保存］をクリックします。 

左ペイン内の［ファイル構造クラス］ツリーに、構造クラスが表示さ

れます。 
 

35. ［優先順位］タブをクリックし、［グループの追加］または［パラメー

タの追加］をクリックして、表示される各フィールド (P. 615)を設定

します 
 

36. ［次へ］をクリックし、［マクロ］ページの各フィールド (P. 619)を

設定して、［次へ］をクリックします。 

［コンポーネント グループ化オプション］ページが表示されます。 

ページに含まれるオプションを使用して、サービス内のコンポーネン

トをネストできます。これにより、表示でコンポーネント間の関係が

強調されます。 たとえば、あるコンポーネントがプライマリ コンポー

ネント ファイル システム ルート内の下位コンポーネントに依存する

場合、ネスト化を使用して親子関係を実施できます。 

たとえば、Oracle データベースは、通常はインストール ディレクトリ

内に Java Runtime Engine および Apache Web サーバをインストールし

ます。 これらのユーティリティ コンポーネントと Oracle データベース

の関係は、Oracle コンポーネントに JRE および Apache をネストするこ

とにより表現されます。 

37. ［コンポーネント グループ化オプション］ページの各フィールド (P. 

620)を設定して、［完了］をクリックします。 

ブループリントが作成され、［ブループリント］テーブルに表示され

ます。 
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ブループリント ファイル フィルタおよび属性の定義 

次の手順に従ってください： 

1. $(Root) フォルダを選択します。 

［優先順位］テーブルに、$(Root) のディレクトリがリスト表示されま

す。 

2. （オプション）列を選択し、［アクションの選択］ドロップダウン リ

ストから［上へ移動］または［下へ移動］を選択して、ディレクトリ

の優先順位を変更します。 

解析されたデータ（パラメータとグループ）およびオーバレイの［ファ

イル構造クラス］（説明、ルール、フィルタ、およびカテゴリ）にメ

タリンクを適用する際に、順序を考慮する必要があります。 変更検出

操作、比較操作、およびルール コンプライアンス操作では、正しい値

と照合するためにコンテンツの処理順序が重要になります。 

たとえば、ブループリント ファイル構造クラス内の以下のパラメータ

定義について考えます。これらは、それぞれ独自のルール、カテゴリ 

フィルタ、およびウェイトを持っています。 

ab.* 

a.* 

.* 

■ a で始まるすべてのパラメータは、それらの各フィルタを取得しま

す。 

■ ab で始まるすべてのパラメータは、それらの各フィルタを取得し

ます。 この場合、前にある a.* は上書きされます。 

■ a または ab で始まらないすべてのパラメータは、.* で指定された

各フィルタを取得します。 

したがって、より具体的なパラメータを最初に定義し、その後により

一般的なパラメータを定義します。 
 

3. （オプション） ［ファイル］テーブルにリスト表示されたファイルに

対し、手順 2 を繰り返し実行します。 
 

4. カテゴリを割り当てるか、または選択したディレクトリまたはファイ

ル用のフィルタを作成します。  
 

5. ファイルまたはディレクトリをクリックし、［利用可能なカテゴリ］

列の 1 つ以上のオプションをダブルクリックします。  

選択した項目は、［選択されたカテゴリ］列に追加されます。  
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6. ［利用可能なフィルタ］列で 1 つ以上のオプションをダブルクリック

します。 

選択した項目は、［選択されたフィルタ］列に追加されます。  
 

7. ファイルまたはディレクトリの［ウェイト］を選択し、次に、［保存］

をクリックします。 
 

8. ［ルール］タブをクリックします。 

［ルール］タブでは、［管理対象］-［ファイル システム］オーバレイ

内のファイルおよびディレクトリの値を制限するルールを定義します。 

ルールには、ユーザが作成した明示的な制約ルールと、事前定義済み

の暗黙的な制約ルールの両方が含まれます。 たとえば、エレメントに

対して値またはデータ タイプを指定した場合、CA Configuration 

Automation は組み込みの［デフォルトの確認］ルールまたは［データ 

タイプの検証］ルールを自動的に作成します。 

9. ［ルール］タブの各フィールド (P. 584)を設定します。 
 

ブループリント レジストリ フィルタおよび属性の定義 

次の手順に従ってください： 

1. ［レジストリ フィルタおよび属性］リンクをクリックします。 

［レジストリ フィルタおよび属性］ペインには$(RegistryRoot) フォル

ダが表示され、［$(RegistryRoot)］ペインには［優先順位］タブが表示

されます。 タブに、対応するテーブルの既存のキーと値が表示されま

す。 

2. （オプション）ディレクトリの優先順位の設定に使用する行を選択し、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［上へ移動］または

［下へ移動］を選択します。 

ディレクトリの順序が変更されます。 順位付けのキーと値の重要度は、

手順 18 で説明されている順位付けと同様です。 

3. ［キーの追加］をクリックして、［キー］ペインの［名前（正規表現）］

および［説明］フィールドを設定します。 
 

 

4. ［利用可能なカテゴリ］列で 1 つ以上のオプションをダブルクリック

します。 ［選択されたカテゴリ］列に追加されます。 
 

5. ［利用可能なフィルタ］列で 1 つ以上のオプションをダブルクリック

します。 ［選択されたフィルタ］列に追加されます。 
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6. ［キー］ペイン内の残りのフィールドを設定して、［保存］をクリッ

クします。 
 

7. ［レジストリ フィルタおよび属性］ペインで、値を割り当てるキーを

選択します。 
 

8. 右ペインで、［値の追加］をクリックして、［値］ペインの［名前（正

規表現）］および［説明］フィールドを設定します。 
 

9. ［利用可能なカテゴリ］列のオプション（複数化）をダブルクリック

して、［選択されたカテゴリ］列に追加します。 
 

10. ［利用可能なフィルタ］列のオプション（複数可）をダブルクリック

して、［選択されたフィルタ］列に追加します。 
 

 

11. ［値］ペイン内の残りのフィールドを設定して、［保存］をクリック

します。 

キーファイルが［レジストリ管理］ペイン内の $(RegistryRoot) ディレ

クトリの下に追加されます。 
 

サーバの参照によるブループリント エレメントの検索 

ブループリントの作成または編集中、［参照］ボタンを使用して管理対象 

Windows サーバで以下の作業を実行できます。 

■ ファイルとディレクトリの検索。 

■ レジストリ キー、値、データの検索。 

■ 検索したエレメントのブループリントへの追加。 
 

ブループリント ウィザードでブループリントを作成する場合、またはブ

ループリント詳細ページで［ツリー ビュー］または［タブ ビュー］のい

ずれかでブループリントを編集する場合、［参照］ボタンは以下の場所に

あります。 

■ ［ディスカバリ方式］ページ（ウィザード ステップ 2） 

■ ［ファイル インジケータ］、［新規検索オプションの追加］  

■ ［ファイル インジケータ］、［新規ファイルの追加］および［新

規ディレクトリの追加］ 
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■ ［レジストリ インジケータ］、¥HKEY_LOCAL_MACHINE の［検索オ

プション］  

■ ［レジストリ インジケータ］、¥HKEY_LOCAL_MACHINE の［新規レ

ジストリ値/キーの追加］  

■ ［管理］ページ（ウィザード ステップ 4） 

■ ［ファイル管理］、$(Root)、［ファイル管理オプション］ 

■ ［ファイル管理］、$(Root)、［ディレクトリの追加］  
 

■ ［ファイル管理］、$(Root)、［ファイルの追加］ 
 

■ ［ファイル フィルタおよび属性］、$(Root)  
 

■ ［ファイル フィルタおよび属性］、$(Root)、［ディレクトリの追

加］  
 

■ ［ファイル フィルタおよび属性］、$(Root)、［ファイルの追加］ 
 

■ ［レジストリ管理］、$(RegistryRoot)、［レジストリ管理オプショ

ン］ 
 

■ ［レジストリ管理］、$(RegistryRoot)、［キーの追加］ 
 

■ ［レジストリ管理］、$(RegistryRoot)、［値の追加］ 
 

■ ［レジストリ フィルタおよび属性］、$(RegistryRoot) 
 

■ ［レジストリ フィルタおよび属性］、$(RegistryRoot)、［キーの追

加］ 

■ ［レジストリ フィルタおよび属性］、$(RegistryRoot)、［値の追加］ 

■ ［構成］ページ（ウィザード ステップ 6） 

■ ［ファイル解析］、$(Root)  
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ブループリントは、以下のいずれかのビューで作成または編集できます。 

■ タブ ビュー（作成ウィザードを含む） 

■ ツリー ビュー 

［タブ ビュー］からブループリントを作成または編集しているときに［参

照］ボタンをクリックすると、［サーバの参照］ダイアログ ボックスが

開きます。このダイアログ ボックスは、どのページで［参照］ボタンを

クリックしたかによって［ファイル ブラウザ］または［レジストリ ブラ

ウザ］のいずれかに設定されます。 たとえば、［レジストリ管理］ペー

ジを使用中に［参照］をクリックした場合、［サーバの参照］ダイアログ 

ボックスは［レジストリ ブラウザ］に設定されます。 ［ファイルリ管理］

ページを使用中に［参照］をクリックした場合、［サーバの参照］ダイア

ログ ボックスは［ファイル ブラウザ］に設定されます。 ［タブ ビュー］

では、［参照］機能は選択されたタブのコンテキストで動作します。 ［ファ

イル管理］タブで［参照］をクリックした場合、そのタイプのエレメント

のみを追加できます。 

［ツリー ビュー］を使用している場合、［サーバの参照］ダイアログ ボッ

クスには 2 つのタブ（［ファイル］および［レジストリ］）が表示されま

す。 ［ツリー ビュー］では、［参照］はグローバルであり、すべてのタ

イプの要素を追加できます。 
 

［参照］を使用してファイル、ディレクトリ、およびシンボリック リンクを検索およ

び追加する方法 

1. 上記のいずれかの場所で［参照］をクリックします。 

［サーバの参照］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［サーバ］ドロップダウン リストから参照するサーバを選択します。 

サーバ名はアルファベット順に表示されます。 デフォルトでは、

［サーバ］フィールドにはドロップダウン リスト内の最初のサーバが

表示されます。 
 

3. 選択したサーバと通信できることを確認するには、［接続状態のテス

ト］をクリックします。 

接続が確認されたことを示すメッセージが表示されます。 
 

4. （［ツリー ビュー］のみ） ［ファイル ブラウザ］タブが選択されて

いることを確認します。 

［サーバ］フィールドで選択したサーバが Windows サーバである場合、

［ファイル］と［レジストリ］という 2 つのタブが表示されます。 
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5. ［ファイル検索ディレクトリ］フィールドで、ファイルまたはディレ

クトリへのパスを入力するか、またはフィールドを空白のままにして

デフォルト ルート パス（/または ¥）を使用して、［参照］をクリック

します。 

指定したファイル検索ディレクトリ内で見つかったすべてのアイテム

がツリー ビューに表示されます。 
 

6. 検索範囲をツリーに表示されているディレクトリに絞り込みます。 

a. ディレクトリを選択します。 

b. ［検索の設定］をクリックして、選択したディレクトリに検索範

囲を絞り込みます。  

選択したディレクトリが、［ファイル検索ディレクトリ］フィー

ルドおよびツリーの最上部に表示されます。 

c. ［ルートの設定］をクリックします。  

選択したディレクトリがルートになり、［コンポーネント ファイ

ル ルート］およびツリーの最上部に表示されます。 
 

7. ツリーを移動し、ブループリントに追加するエレメントを選択して、

以下のいずれかを実行します。 

■ エレメントが［ファイル構造クラス］フォルダに存在する場合は、

［解析］をクリックします。 

ファイルの内容が解析され、その内容を定義するコンポーネント

固有の属性およびパラメータが抽出されます。  

属性およびパラメータがブループリントに追加され、黄色で強調

表示されます。 黄色で強調表示されているエレメントは、［サー

バの参照］オプションを使用して追加されていますが、まだ保存

されていません。 

■ エレメントが他のフォルダに存在する場合は、［ブループリント］

をクリックします。 

［ブループリント］ダイアログ ボックスが表示されます。 エレメ

ントがブループリントでどのように参照されるかを指定するオプ

ションを 1 つ以上選択します。 これらのオプション（［インジケー

タ］、［管理対象ファイル］、［フィルタ］、および［構成ファ

イル］）は、選択したエレメントによって異なります。  

選択したエレメントがブループリントに追加され、黄色で強調表

示されます。 黄色で強調表示された要素は保存されていません。  
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8. ［閉じる］をクリックします。 

［参照］ダイアログ ボックスが閉じます。 

9. 強調表示されたエレメントごとに［保存］をクリックします。 

ブループリントが更新されます。 
 

［参照］を使用してレジストリ キー、値、データを検索する方法 

1. 上記のいずれかの場所で［参照］をクリックします。 

［サーバの参照］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［サーバ］ドロップダウン リストから参照するサーバを選択します。 

サーバ名はアルファベット順に表示されます。 デフォルトでは、

［サーバ］ドロップダウン リスト にはリストの最初のサーバが表示さ

れます。 
 

3. 選択したエージェントと通信できることを確認するには、［接続状態

のテスト］をクリックします。 

接続が確認されたことを示すメッセージが表示されます。 
 

4. （［ツリー ビュー］のみ）［レジストリ ブラウザ］タブをクリックし

ます。 

［サーバ］フィールドで選択したサーバが Windows サーバである場合、

［ファイル ブラウザ］と［レジストリ ブラウザ］という 2 つのタブが

表示されます。 
 

5. ［レジストリ検索キー］フィールドにルート キーを入力するか、また

は空白のままにして デフォルト キー（¥HKEY_LOCAL_MACHINE）を使

用して、［参照］をクリックします。 

指定したレジストリ検索キー内で見つかったすべてのアイテムがツ

リー ビューに表示されます。 
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6. 以下の手順に従って、検索範囲をツリーに表示されているレジストリ 

キーに絞り込みます。 

a. レジストリ キーを選択します。 

b. ［検索の設定］をクリックします。  

選択したレジストリ キーが、ブラウザのツリー ビュー内のレジス

トリ検索キー になります。 

c. ［ルートの設定］をクリックします。  

選択されたディレクトリが、ブラウザのツリー ビュー内のコン

ポーネント レジストリ ルート になります。 
 

7. ツリーをナビゲートし、ブループリントに追加するエレメントを選択

して、［ブループリント］をクリックします。 

［ブループリント］ダイアログ ボックスが表示されます。  
 

8. エレメントがブループリントでどのように参照されるかを指定するオ

プションを 1 つ以上選択します。 これらのオプション（［検索オプショ

ン］、［インジケータ］、［管理対象レジストリ］、［フィルタ］、

および［構成ファイル］）は、選択したエレメントによって異なりま

す。  

選択したエレメントがブループリントに追加され、黄色で強調表示さ

れます。 黄色で強調表示された要素は保存されていません。  
 

9. ［閉じる］をクリックします。 

［参照］ダイアログ ボックスが閉じます。 

10. 強調表示されたエレメントごとに［保存］をクリックします。 

ブループリントが更新されます。 
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コンポーネント ブループリントのテスト検出 

ディスカバリでは、サーバを検査してソフトウェアまたはソフトウェア 

コンポーネントが存在するかどうかを確認できます。 ただし、ディスカ

バリが成功するには、特定の重要なエレメントがブループリント内に正し

く指定されている必要があります。 

ディスカバリのテストでは、新規のコンポーネント ブループリントの開

発中、または既存のコンポーネント ブループリントの編集中に、コンポー

ネント ブループリントの多数のエレメントについて正しくセットアップ

したかどうかを検証できます。 ディスカバリのテストは、インジケータ、

レジストリ エレメント、管理対象ファイル、構成ファイルなどを検証す

るために使用できます。 
 

注： 指定したサーバが利用できないか、またはコンポーネントが見つから

ない場合、ディスカバリのテストはソフトウェア コンポーネントをテス

トできません。 
 

サーバでのブループリント ディスカバリの成否をテストする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ディスカバリをテストするブループリントの名前をクリックします。 

選択したブループリントの［ブループリント詳細］ページが表示され

ます。 
 

3. ［ディスカバリのテスト］をクリックします。 

［ディスカバリのテスト］ページが新しいブラウザ ウィンドウに表示

されます。 
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4. 「サーバ」ドロップダウン リストから管理対象サーバを選択します。 

当初のドロップダウン リストでは、デフォルトで最初の管理対象サー

バがリストに表示されます。 

5. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［ファイル検索ディレクトリ］フィールドで、検出をテストする

ファイルまたはディレクトリへのフル パスを入力して、［検出］

をクリックします。 フィールドを空白のままにした場合、検索は

デフォルトのルート パス（/または ¥）を使用します。 

ディスカバリのテストは、［検索ルート］に指定したパスのテキ

スト文字列と一致するファイル、またはディレクトリのどちらか

をファイル システムのレベルまで検索し、結果をツリー ビューで

表示します。 

■ デフォルトのルート パス（/または ¥）で始まる指定されたサーバ

上で検出されたファイル システム構造を表示するには、［参照］

をクリックします。 次に、検出をテストする場所まで表示された

ツリー ビューで、ディレクトリおよびファイル エレメントを選択

します。 

ツリー ビューでディレクトリとファイル エレメントを選択する

と、［ファイル検索ディレクトリ］フィールドに表示されます。 

［ファイル検索ディレクトリ］フィールドの内容を確認し、［検

出］をクリックします。 
 

ディスカバリが実行され、以下のいずれかが表示されます。 

■ 選択したサーバ上の CA Configuration Automation エージェントが 

CA Configuration Automation サーバ と通信していない場合は、エ

ラー メッセージが表示されます。 

■ ディスカバリのテストが指定されたインジケータを使用してコン

ポーネントを検出できない場合、以下のメッセージが表示されま

す。 

ディスカバリのテストでコンポーネントは見つかりませんでした 
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■ ディスカバリをテストとして識別する、システムで生成した一意

の名前の下に結果が表示されます。 以下の例のように、名前には

タイムスタンプされたブループリント名、バージョン、および

「Test」が含まれます。 

Apache HTTP Server (UNIX) v1.0.0 (Test) 

■ 以下のエラー メッセージが表示される場合、「サーバ IP の調整 (P. 

174)」で説明されているように、サーバの調整操作を実行する必要

があります。 

ホスト host_name の IP アドレスが DB 内の別のホストと競合しています - それを解決す

るために［サーバの調整］を実行してください 

 
 

タブ ビューでのブループリントの編集 

ブループリント ウィザードを使用すると、既存のブループリントを表示

および編集できます。 定義済みのブループリントを変更する場合は、そ

れらのコピーを作成しておくことをお勧めします。  

ウィザードでブループリントを編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブ ページが表示され、既存のブループリントが

表示されます。 

2. 「ブループリントのコピー (P. 331)」の説明に従って、編集するブルー

プリントをコピーします。 

ブループリントのコピーがブループリント テーブルに表示されます。 
 

3. ［ブループリント名］列でブループリントのコピーへのリンクをク

リックします。 

ブループリント詳細ページが表示され、［ブループリント］タブが表

示されます。 

注： このページの右上には［名前を付けて保存］ボタンがあり、これ

を使用することで、［ブループリントのコピー］機能を使用せずに事

前定義済みのブループリントのコピーを作成することもできます。 
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4. ［ブループリント］タブのいずれかのフィールドを編集するか、また

は他の 7 つのタブのいずれかをクリックして適切なフィールドを編集

します。 ［ログ］タブでは編集を行うことができません。 各タブの

フィールドの詳細については、「ブループリントの作成」参照してく

ださい。 

5. ［保存］をクリックします。 

ブループリントが更新されたことを示すメッセージが表示されます。 
 

ツリー ビューでのブループリントの編集 

ブループリント ウィザードの代わりに階層ツリー ビューを使用して、ブ

ループリントを表示および編集できます。 

ツリー ビューでブループリントを編集する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブ ページが表示され、既存のブループリントが

表示されます。 

2. 「ブループリントのコピー (P. 331)」の説明に従って、編集するブルー

プリントをコピーします。 

ブループリントのコピーがブループリント テーブルに表示されます。 
 

3. ［ブループリント名］列でブループリントのコピーへのリンクをク

リックします。 

ブループリント詳細ページが表示され、［ブループリント］タブが表

示されます。 

注： このページの右上には［名前を付けて保存］ボタンがあり、これ

を使用することで、［ブループリントのコピー］機能を使用せずに事

前定義済みのブループリントのコピーを作成することもできます。 
 

4. ［ツリー ビュー］（右上）をクリックします。 

［ブループリント］ペインに、ブループリントのツリー ビューが表示

されます。 選択したノードの詳細は［詳細］ペインに表示されます。 

フィールドの説明については、「ブループリントの作成」を参照して

ください。 
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5. ツリー ビュー内のノードをクリックして、編集するエレメントを検索

します。 

詳細ペインに、編集可能なフィールドが表示されます。 

6. 必要に応じてフィールドを編集して、［保存］をクリックします。 

ブループリントが更新されたことを示すメッセージが表示されます。

［名前を付けて保存］ボタンを選択した場合は、ブループリントが作

成されたことを示すメッセージが表示されます。 元のブループリント

の変更されたコピーがブループリント テーブルに表示されます。 
 

ブループリントのインポート 

ユーザの CA Configuration Automation サーバ へ新規または変更されたコン

ポーネント ブループリント データをインポートするために、インポート 

ユーティリティが用意されています。 このユーティリティを使用すると、

インストールされている CA Configuration Automation サーバ を再インス

トールまたはアップグレードすることなく、コンポーネント ブループリ

ント ファイルの新しいバージョンやアップグレードされたバージョンを

インポートできます。 CA Configuration Automation には、新規およびアッ

プグレードされたコンポーネント ブループリントがインポート可能

な .jar ファイルとして用意されています。 

同様のエクスポート ユーティリティが、新規または変更されたコンポー

ネント ブループリント データのエクスポート用に用意されています。 
 

コンポーネント ブループリントをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示され、［ブループリント］テーブル

内の既存のブループリントがすべてリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ブループリント

のインポート］を選択します。 

［ブループリントのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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a. ［参照］をクリックし、インポートする .jar ファイルにナビゲート

します。 

ファイルが CA Configuration Automation サーバ からエクスポート

された場合、ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用する

デフォルトの名前が割り当てられます。 

Blueprint_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は

（24 時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

Blueprint_Export_2010_08_01_16_20_00.jar 
 

b. （オプション）以下のオプションを選択します。 

既存のブループリント グループを上書き 

現在 CA Configuration Automation サーバ にあるブループリント

のバージョンを .jar ファイルのバージョンと置き換えることを

指定します。 

c. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

.jar ファイル内のブループリントをすべてインポートします。 

選択内容をインポート 

.jar ファイル内のコンポーネント ブループリントをリスト表示

する［利用可能なインポート］テーブルが表示され、インポー

トするブループリントを指定できます。 
 

インポートが開始されます。ファイルのサイズによっては時間がかか

ることがあります。 インポートが完了するとステータス メッセージが

表示され、インポートされたブループリントが、［ブループリント］

テーブル内に表示されます。また、［変更日付/時間］列が更新されま

す。 
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以下の理由から、CA Configuration Automation に同梱される事前定義済みコ

ンポーネント ブループリントには変更を加えないよう強くお勧めします。 

■ 事前定義済みのコンポーネント ブループリントを変更すると、今後コ

ンポーネント ブループリントのより新しいバージョンへのアップグ

レードが難しくなります。 

■ 一部のコンポーネント ブループリントは、ディレクティブやマクロな

どを含むデータを共有しており、あるコンポーネント ブループリント

を変更することで、意図せずに別のものに影響を与えることが考えら

れます。 

■ CA では、提供されているコンポーネント ブループリントのテストを十

分に行なっています。 変更することにより、ベース コンポーネント ブ

ループリントの機能が損なわれる可能性があります。 

事前定義済みコンポーネント ブループリントのカスタマイズが必要な場

合は、コンポーネント ブループリントをコピーし、それに変更を加える

ようにしてください。 
 

コンポーネント ブループリントをコピーする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示され、［ブループリント］テーブル

内の既存のブループリントがすべてリスト表示されます。 
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3. コピーするコンポーネント ブループリントの隣のチェック ボックス

をオンにし、［アクションの選択］ドロップダウン メニューから［ブ

ループリントのコピー］を選択します。 

［ブループリントのコピー］ダイアログ ボックスが表示され、選択さ

れたブループリントの以下の詳細が表示されます。 

■ コンポーネント ブループリント名 

■ コンポーネント バージョン 

■ ブループリント バージョン 

4. 任意またはすべてのフィールドを変更して新規ブループリントを事前

定義済みのバージョンから区別し、次に［OK］をクリックします。 

ブループリントの新規バージョンがテーブルに追加されます。 ［作成

者］列には、新しいブループリントを作成したユーザのログイン名が

表示されます。  
 

ブループリントの削除 

使用しなくなったブループリントを完全に削除できます。 

1 つ以上のブループリントを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示され、［ブループリント］テーブル

内の既存のブループリントがすべてリスト表示されます。 
 

3. コピーするコンポーネント ブループリントの隣のチェック ボックス

を 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ドロップダウン リストか

ら［ブループリントの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択したブループリントが削除されます。 
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ブループリント参照の検索 

CA Configuration Automation では、以下のブループリント参照が維持されて

います。 

■ ブループリント グループ 

■ 比較 

■ 管理プロファイル 
 

■ ルール コンプライアンス結果 
 

■ サーバのテスト ディスカバリ 
 

■ サーバまたはサービスが検出したコンポーネント 

■ スナップショット 

■ サーバまたはサービスの変更の検出 
 

これらの参照は、ブループリントの削除を制限します。 ブループリント

検索アクションでは、選択したブループリントの参照を検索し、それらを

削除できます。 一度に検索できるブループリントは 1 つのみです。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 
 

2. ［ブループリント］ページからブループリントを選択し、関連する参

照を検索します。 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ブループリントの

検索］を選択します。 

ブループリント参照が、［ブループリントの検索結果］ページに表示

されます。 
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4. （オプション）参照を削除するには、参照タイプを選択し、［アクショ

ンの選択］ドロップダウン リストから［削除］を選択します。 

ブループリント参照の削除は参照タイプに基づいています。 参考として、

以下のリストにさまざまな参照タイプおよびアクションを示します。 

■ サーバ（サービス）の現在のデータ -- 指定されたブループリントに関

して検出されたコンポーネントを削除します。 

■ サーバ（サービス）スナップショット -- ブループリントが使用するコ

ンポーネントを持つスナップショット全体を削除します。 

■ 管理プロファイル -- 管理プロファイルからブループリント参照を削除

します。 
 

■ ブループリント グループ -- ブループリント グループからブループリ

ント参照を削除します。 
 

■ ブループリントのテスト ディスカバリ データ -- ［テスト ディスカバ

リ］ブラウザ ウィンドウが閉じられた後、ブループリント参照を削除

します。 ［ブループリントの検索結果］ページにテスト ディスカバリ

のブループリント参照が表示された場合、参照を削除すると警告メッ

セージが表示され、［テスト ディスカバリ］ブラウザ ウィンドウが閉

じます。 ブラウザ ウィンドウを閉じると、ブループリント参照が削除

されます。 
 

■ 進行中のディスカバリ データ -- 削除のために選択されたブループリ

ント参照にサーバ ディスカバリ データが含まれる場合、その参照は削

除されません。 進行中のジョブに関して警告メッセージが表示されま

す。 それぞれのジョブが終わった後、アクションをリフレッシュして

参照を削除します。 

■ Diff/RC 結果 -- 管理プロファイルの実行によって取得されるサーバの

変更検出、比較、ルール コンプライアンス結果が、検索結果に表示さ

れます。 

注： アドホックの変更検出、比較、ルール コンプライアンス操作の 

Diff/RC 結果は、ブループリント参照の検索では考慮されません。 
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ブループリントのディスカバリの無効化または有効化 

ディスカバリ操作中の使用を防ぐため、ブループリントを無効にできま

す。  これによりディスカバリが速くなり、また、管理しないソフトウェ

ア コンポーネントが CA Configuration Automation インベントリに追加され

ることを防げます。  

ディスカバリは、すべての定義済みコンポーネント ブループリントに対

し、デフォルトで有効になっています。 

コンポーネント ブループリントのディスカバリを無効または有効にする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示され、［ブループリント］テーブル

内の既存のブループリントがすべてリスト表示されます。 

3. ディスカバリの状態を変更するコンポーネント ブループリントの隣

のチェック ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ド

ロップダウン リストから［ディスカバリの無効化］または［ディスカ

バリの有効化］を選択します。 

［ディスカバリ ステータス］列が更新され、関連するブループリント

の現在の状態が反映されます。 
 



ブループリントのエクスポート 
 

336  ユーザ ガイド 
 

ブループリントのエクスポート 

導入されている CA Configuration Automation から新規または変更されたコ

ンポーネント ブループリントのデータをエクスポートし、ほかへイン

ポートできるようにエクスポート ユーティリティが用意されています。 

エクスポート ユーティリティは、選択したコンポーネント ブループリン

トのデータ ファイルを抽出し、それを圧縮して、.jar ファイルにブループ

リント データを保存します。 

コンポーネント ブループリントをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示され、［ブループリント］テーブル

内の既存のブループリントがすべてリスト表示されます。 
 

3. エクスポートするコンポーネント ブループリントの隣のチェック 

ボックスを 1 つ以上オンにし、［アクションの選択］ドロップダウン 

リストから［ブループリントのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ウィンドウで、エクスポート .jar ファイ

ルを保存する場所を指定するようユーザに要求します。 
 

ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用したデフォルトの名

前が割り当てられます。 

Blueprint_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

Blueprint_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 

4. ［保存］をクリックし、場所を指定して［OK］をクリックします。 

注：  ユーザが Windows オペレーティング システムを使用している場

合、Windows によってファイルを .zip ファイルとして保存することが

推奨される場合があります。 ファイル名に .jar が含まれており、［タ

イプを指定して保存］フィールドが［すべてのファイル］に設定され

ていることを確認します。 

指定した場所にコンポーネント ブループリントが保存されます。 
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ブループリント グループの作成 

ブループリントを論理的なグループ（たとえば、すべての UNIX オペレー

ティング システム）に整理できます。 ブループリント グループにより、

ブループリントを個別に選択する代わりにグループとして選択すること

ができ、管理操作が短縮されます。 

ブループリント グループを作成する方法    

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント グループ］リンクをクリックします。 

［ブループリント グループ］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ブループリント 

グループの作成］を選択します。 

［ブループリント グループの作成］ページが表示されます。 
 

4. 以下の情報を入力します。 

名前 

ブループリント グループの名前を指定します。 

説明 

ブループリント グループの意図する目的または機能を説明します。 
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［ブループリント］ページが表示されます。 
 

6. ［利用可能なブループリント］列で、グループに追加するブループリ

ントを 1 つ以上ダブルクリックします。 

ブループリントが［選択されたブループリント］列に移動されます。  

7. ［完了］をクリックします。 

ブループリント グループが作成され、［ブループリント グループ］

テーブルに表示されます。 
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ブループリント グループの表示と編集 

ブループリント グループを表示および編集できます。 

ブループリント グループを表示または編集する方法    

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブ ページが表示され、既存のブループリント グ

ループが表示されます。 

2. ［グループ名］列のリンクをクリックします。 

［ブループリント グループ詳細］タブ ページが表示され、［ブループ

リント グループ］が表示されます。 
 

3. グループの名前または説明を編集するか、または［ブループリント］

タブをクリックします。 

［ブループリント］ページが表示されます。 
 

4. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［利用可能なブループリント］列の 1 つ以上のブループリントを

ダブルクリックし、選択済みのブループリント グループに追加し

ます。 

■ ［選択されたブループリント］列の 1 つ以上のブループリントを

ダブルクリックし、選択済みのブループリント グループから削除

します。 

ブループリントが反対の列に移動されます。  

5. ［保存］をクリックします。 

ブループリント グループが更新されます。 
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ブループリント グループのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからユーザの CA 

Configuration Automation サーバ へブループリント グループをインポート

するために、インポート ユーティリティが用意されています。 インポー

ト可能な .jar ファイルとしてブループリント グループをエクスポートす

るために、同様のエクスポート ユーティリティが含まれています。 

ブループリント グループをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックし

ます。 

［ブループリント グループ］ページが表示され、［ブループリント グ

ループ］テーブル内の既存のブループリントがすべてリスト表示され

ます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ブループリント 

グループのインポート］を選択します。 

［ブループリントのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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4. ［参照］をクリックし、インポートする .jar ファイルにナビゲートし

ます。 

ファイルが CA Configuration Automation サーバ からエクスポートされ

た場合、ファイルには以下のタイムスタンプ規則を使用するデフォル

トの名前が割り当てられます。 

BlueprintGroup_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

Blueprint_GroupExport_2010_01_06_13_59_57.jar 

5. CA Configuration Automation サーバ の既存グループを更新する場合は、

［既存のブループリント グループを上書き］オプションをクリックし、

次に以下のいずれかのボタンをクリックします。 

すべてをインポート 

.jar ファイル内のブループリント グループをすべてインポートし

ます。 

選択内容をインポート 

.jar ファイル内のブループリント グループをリスト表示する［利用

可能なインポート］テーブルが表示され、インポートするブルー

プリント グループを指定できます。 
 

インポートが開始されます。ファイルのサイズによっては時間がかか

ることがあります。 インポートが完了するとステータス メッセージが

表示され、インポートされたブループリント グループが、［ブループ

リント グループ］テーブル内に表示されます。また、［変更日付/時

間］列が更新されます。 

注： ［ブループリント グループ］テーブルには、ブループリント グルー

プをインポートしたユーザを識別する列は含まれません。 ログを表示

し、ファイルをインポートしたユーザを識別するには、［ログ］リン

ク（メイン タブの下）をクリックします。 
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ブループリント グループのエクスポート 

ユーザの CA Configuration Automation サーバ から .jar ファイルとしてブ

ループリント グループをエクスポートし、CA Configuration Automation の

別のインスタンスにインポートするために、エクスポート ユーティリ

ティが用意されています。 ブループリント グループをインポートするた

め、同様のインポート ユーティリティが含まれています。 

ブループリント グループをエクスポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックし

ます。 

［ブループリント グループ］ページが表示され、［ブループリント グ

ループ］テーブル内の既存のブループリントがすべてリスト表示され

ます。 
 

3. ［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ブループリント グ

ループのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 

4. ［保存］をクリックし、.jar ファイルを保存する場所を指定してから、

もう一度［保存］をクリックします。 

ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用した、デフォルトの名

前が割り当てられ、選択した場所に保存されます。 

BlueprintGroup_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

BlueprintGroup_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 
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ブループリント グループの削除 

必要なくなった、1 つ以上の既存のブループリント グループを削除できま

す。 

ブループリント グループを削除する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［ブループリント グループ］リンクをクリックします。 

［ブループリント グループ］ページが表示されます。 

3. 削除するブループリント グループの隣のチェック ボックスをオンに

し、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ブループリン

ト グループの削除］を選択します。 

選択したブループリント グループが削除されます。 
 

構造クラスの表示および編集 

既存の構造クラスを表示および編集できます。 CA Configuration Automation 

には、クラスをコンポーネント固有の特性および（たとえば、サービス構

成ファイルの特定のコンポーネントを定義する）パラメータに分析する

パーサが含まれます。 

定義済みの構造クラスを編集する前に、「構造クラスのコピー (P. 346)」

で説明されているとおりコピーして、コピーを編集することを考慮してく

ださい。 

構造クラスを表示または編集する方法    

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンクをクリックします。 

［構造クラス］ページが表示され、既存の事前定義済みおよびカスタ

ム構造クラスが示されます。 
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3. 表示または編集するクラスの［構造クラス名］列のリンクをクリック

します。 

［構造クラスの詳細］ページが開き、［ファイル構造クラス］タブが

表示されます。 

4. フィールドを編集して、［保存］をクリックします。 

各フィールドの説明は、「構造クラスの作成」にあります。 

構造クラスが更新されます。 
 

構造クラスの作成 

事前定義済みクラスに加えて、カスタム構造クラスを作成できます。 CA 

Configuration Automation には、クラスをコンポーネント固有の特性および

（たとえば、サービス構成ファイルの特定のコンポーネントを定義する）

パラメータに分析するパーサが含まれます。 

構造クラスを作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンポーネント ブループリント］

タブをクリックします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［構造クラス］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［構造クラスの作

成］を選択します。 

［構造クラスの作成］ページが表示されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力します。 

名前 

構造クラスに、固有の名前を入力します。 

バージョン 

クラスのバージョン番号を指定します。 

デフォルト： 1.0 
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表示名 

［構造クラス］テーブル内に表示される名前を指定します。 この

名前は一意である必要はなく、リリース番号と組み合わせること

で区別できます（たとえば Display Name 1.0、Display Name 1.1 など）。 
 

説明 

クラスの機能または目的を説明します。 
 

修復ジョブの許可 

この構造クラスに修復を許可するかどうかを指定します。  

パーサ 

この構造クラスと関連付けられたファイルの解析に使用するパー

サを指定します。 

5. ［保存］をクリックします。 

構造クラスが新規作成されます。 
 

構造クラスのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからユーザの CA 

Configuration Automation サーバ へ構造クラスをインポートするために、イ

ンポート ユーティリティが用意されています。 .jar ファイルとして構造ク

ラスをエクスポートするために、同様のエクスポート ユーティリティが

含まれています。 

構造クラスをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［構造クラス］ページが表示され、［構造クラス］テーブル内の既存

のクラスがすべてリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［構造クラスのイ

ンポート］を選択します。 

［構造クラスのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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4. ［参照］をクリックし、インポートする .jar ファイルにナビゲートし

ます。 

ファイルが CA Configuration Automation サーバ からエクスポートされ

た場合、ファイルには以下のタイムスタンプ規則を使用するデフォル

トの名前が割り当てられます。 

FileStructureClass_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

FileStructureClass_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 

5. CA Configuration Automation サーバ の既存のバージョンを更新する場

合は、［既存の構造クラスを上書き］オプションをクリックし、次に

以下のいずれかのボタンをクリックします。 

すべてをインポート 

.jar ファイル内の構造クラスをすべてインポートします。 

選択内容をインポート 

.jar ファイル内の構造クラスをリスト表示する［利用可能なイン

ポート］テーブルが表示され、インポートする構造クラスを指定

できます。 
 

インポートが開始されます。ファイルのサイズによっては時間がかか

ることがあります。 インポートが完了するとステータス メッセージが

表示され、構造クラスが［構造クラス］テーブル内に表示されます。

また、［作成者］および［変更日付/時刻］列が更新されます。 
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構造クラスのコピー 

CA Configuration Automation に付属している事前定義済み構造クラスを変

更する代わりに、構造クラスをコピーしてから変更できます。 

構造クラスをコピーする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［構造クラス］ページが表示され、［構造クラス］テーブル内の既存

のクラスがすべてリスト表示されます。 
 

3. コピーする構造クラスの隣のチェック ボックスをオンにし、［アク

ションの選択］ドロップダウン メニューから［構造クラスのコピー］

を選択します。 

［構造クラスのコピー］ダイアログ ボックスが表示され、選択された

構造クラスの以下の詳細が表示されます。 

■ 名前 

■ バージョン 

■ 表示名 

4. 任意またはすべてのフィールドを変更して新規構造クラスを事前定義

済みのバージョンから区別し、次に［OK］をクリックします。 

構造クラスの新規バージョンがテーブルに追加されます。 
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構造クラスの削除 

使用しなくなった構造クラスを完全に削除できます。 

1 つ以上の構造クラスを削除する方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［構造クラス］ページが表示され、［構造クラス］テーブル内の既存

のクラスがすべてリスト表示されます。 
 

3. 削除する構造クラスの隣のチェック ボックスを 1 つ以上オンにし、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［構造クラスの削除］

を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択した構造クラスが削除されます。 
 

構造クラスのエクスポート 

導入されている CA Configuration Automation から構造クラスをエクスポー

トし、ほかへインポートできるようにエクスポート ユーティリティが用

意されています。 エクスポート ユーティリティは構造クラスを抽出し、

構造クラス データを圧縮、暗号化して .jar ファイルに保存します。 

構造クラスをエクスポートする方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［構造クラス］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［構造クラス］ページが表示され、［構造クラス］テーブル内の既存

のクラスがすべてリスト表示されます。 
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3. エクスポートする構造クラスの隣のチェック ボックスを 1 つ以上オ

ンにし、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［構造クラ

スのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ウィンドウで、エクスポート .jar ファイ

ルを保存する場所を指定するようユーザに要求します。 
 

ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用したデフォルトの名

前が割り当てられます。 

FileStructureClass_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

FileStructureClass_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 

4. ［保存］をクリックし、場所を指定して［OK］をクリックします。 

注：  ユーザが Windows オペレーティング システムを使用している場

合、Windows によってファイルを .zip ファイルとして保存することが

推奨される場合があります。 ファイル名に .jar が含まれており、［タ

イプを指定して保存］フィールドが［すべてのファイル］に設定され

ていることを確認します。 

指定した場所に構造クラスが保存されます。 
 

パーサの表示 

［パーサ］ページは、CA Configuration Automation に含まれているパーサの

リストおよび説明を表示します。 これらの事前定義済みのパーサは、ほ

とんどの共通構成ファイル形式の解析に使用できます。 

利用可能なパーサを表示する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［パーサ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［パーサ］テーブルに利用可能なパーサのリストおよび説明が表示さ

れます。 
 



グローバル変数 

 

第 9 章： ブループリント管理  349  
 

グローバル変数 

グローバル変数には、ディレクティブ、パラメータ、およびマクロ内にあ

る変数代入式に使用する名前と値のペアのセットを定義できます。 グ

ローバル変数は、通常のサーバまたはサービスに固有の CA Configuration 

Automation データ モデルに依存せず、CA Configuration Automation ユーザ 

インターフェース内で手動で定義することができ、既存の XML または CSV 

ファイルからインポートしたり、CSV ファイルにエクスポートしたりでき

ます。 
 

CA Configuration Automation によって、［グローバル変数］ページのテーブ

ルにグローバル変数リポジトリが表示されます。 グローバル変数は一意

の可変の名前を必要とし、英数文字、ピリオド（.）、丸かっこ（( )）およ

びアンダースコア（_）のみを含めることができます。 
 

グローバル変数リポジトリ内に定義されている指定値は次のとおりです。 

■ 文字列としてのみ格納および評価されます（特定のデータ型はありま

せん）。 

■ オプションでありデフォルト値は含まれません（すべての名前に値が

必要なわけではなく、単にその他の指定値をまとめるために使用する

こともできます）。 
 

グローバル変数の作成 

CA Configuration Automation のディレクティブ、パラメータ、およびマクロ

内の変数代入式に使用するグローバル変数を作成できます。 

グローバル変数を作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［グローバル変数］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［グローバル変数］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［グローバル変数

の作成］を選択します。 

［グローバル変数］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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4. 対応するフィールドに以下の情報を入力します。 

名前 

グローバル変数を識別します。 

説明 

グローバル変数の目的を説明します。 

値 

$(@global_variable_name) の形式を使用する変数の代入にグローバ

ル変数を指定する構文を指定します。 この式は、グローバル変数

ツリーのパス /a/b のグローバル変数 c の値を表します。 

注： コロン（：）を含む名前修飾子のある変数代入式は使用できま

せん。たとえば、$(/var1/var2/var3/var3(:2:)/value) は有効な式では

ありません。 

5. ［追加］をクリックします。 

新規グローバル変数がツリー リストに表示されます。 
 

グローバル変数のインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからエクスポートされた

グローバル変数をインポートできます。 

グローバル変数をインポートする方法 

1. ［管理］リンク、［ブループリント］タブ、［グローバル変数］リン

クの順にクリックします。 

［グローバル変数のインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［参照］をクリックし、エクスポートされたグローバル変数データ 

ファイルにナビゲートします。 

選択したファイルが［XML または CSV ファイルのインポート］フィー

ルドに表示されます。 
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3. インポートしているグローバル変数データ ファイル内の、重複または

無効な変数をすべて無視する場合は、［重複しているか無効な変数を

無視します］チェック ボックスをオンにします。 

デフォルトでは、すべてのエントリがインポートされます。  

4. ［OK］をクリックします。 

グローバル変数がインポートされ、［グローバル変数］テーブルに表

示されます。 
 

グローバル変数のエクスポート 

グローバル変数データをカンマ区切り値（CSV）形式で Excel にエクスポー

トできます。 

CSV 形式でグローバル変数をエクスポートする方法 

1. ［管理］リンク、［ブループリント］タブ、［グローバル変数］リン

クの順にクリックします。 

［グローバル変数］ページが表示されます。 

2. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［CSV にエクス

ポート］を選択します。 

ExportToCsvServlet が Web ブラウザで実行され、次に［ファイルをダウ

ンロード］ウィンドウを表示します。 
 

3. ［保存］をクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスが、デフォルトのファイル

名 GlobalVariables.csv と共に表示されます。 

4. デフォルトのファイル名を編集し、ファイルを保存する所を選択し、

次に［保存］をクリックします。 

指定した場所に CSV ファイルが保存されます。 
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グローバル変数の削除 

使用しなくなったグローバル変数を削除できます。 

1 つ以上のグローバル変数を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［ブループリント］タブをクリッ

クします。 

［ブループリント］タブのページが表示されます。 

2. ［グローバル変数］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［グローバル変数］ページが表示されます。 
 

3. 削除するグローバル変数の隣のチェック ボックスを 1 つ以上オンに

し、［グローバル変数の削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択したグローバル変数がダイアログ ボックスから削除されます。 
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第 10 章： ブループリント エレメント リファレ

ンス 
 

このセクションでは、ソフトウェア コンポーネントの検出および管理に

使用できる、さまざまなブループリント エレメントのリファレンスを提

供します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

コンポーネント ブループリントの構造および内容の理解 (P. 353) 

カテゴリの説明 (P. 362) 

フィルタの説明 (P. 364) 

POSIX 1003.2-1992 パターン マッチング (P. 365) 

変数の代入 (P. 366) 

解釈方法の説明 (P. 373) 

複数の関係のサポート (P. 381) 

正規表現 (P. 382) 

CA Configuration Automation で提供される Java プラグイン (P. 386) 

表形式データ パーサの理解と使用 (P. 388) 
 

コンポーネント ブループリントの構造および内容の理解 

コンポーネント ブループリントまたはコンポーネント ブループリントの

エレメントを表示、追加、または変更する機能は、ユーザのユーザ アカ

ウントまたはグループに割り当てられた CA Configuration Automation ロー

ルに依存します。 CA Configuration Automation ロールおよび権限の詳細に

ついては、「CA Configuration Automation 実装ガイド」を参照してください。 

コンポーネント ブループリントはすべて、以下の構造的なフォルダ エレ

メントで構成される、標準化されたツリー ビューで示されます。 

■ ネスト化 

■ インジケータ 

■ 管理対象 
 

■ パラメータ 
 

■ 環境設定 
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■ 診断 
 

■ マニュアル 

■ ランタイム 

■ ユーティリティ 

各エレメントについては、次のセクションで説明します。 
 

ネスト化 

ネスト化エレメントは、コンポーネント間の関係を強調することができま

す。 たとえば、ソフトウェア コンポーネントが使用するいくつかの下位

コンポーネントに依存しており、かつそれらのコンポーネントがプライマ

リ コンポーネントのファイル システム ルートにインストールされている

場合、ネスト化はそれらの親子関係の実施に使用できます。 

たとえば、Oracle データベースは、通常はそのインストール ディレクトリ

内に Java Runtime Engine および Apache Web サーバをインストールします。 

ユーティリティ コンポーネントと Oracle データベースの関係は、Oracle コ

ンポーネント内に JRE および Apache コンポーネントをネストすることに

よって表わされます。 
 

インジケータ 

インジケータ プライマリ フォルダは、サーバ上の検索対象の場所、およ

びコンポーネントを識別する方法を定義します。 

コンポーネントのディスカバリが CA Configuration Automation エージェン

トがインストールされていないサーバに拡張されており、CA Configuration 

Automation にこの種類のディスカバリに対して利用可能なレジストリお

よびファイル システムがないため、ユーザは別のインジケータ セットを

定義して、エージェントがインストールされているサーバのコンポーネン

トおよびエージェントがインストールされていないサーバのコンポーネ

ントを検索する必要があります。 
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■ CCA エージェントを持つサーバ上では、コンポーネント ディスカバリ

は、ファイル インジケータを使用してファイル システムを検索し、コ

ンポーネントの存在を示す特定のファイルとディレクトリのセットを

探し、コンポーネントの管理対象ファイルが配置された対応するルー

ト ディレクトリを特定します。 

Windows サーバでは、この代わりにレジストリ エントリをインジケー

タとして定義できます。 インジケータとしてレジストリ エントリを使

用する場合、パラメータのプライマリ フォルダ内のコンポーネント 

ルート ディレクトリを指定する必要があることに注意してください。 

注： Windows プラットフォーム上ではファイル システム インジケー

タとレジストリ インジケータの両方を使用できますが、両方ではなく

片方だけを定義することを推奨します。 ただし、複数のインジケータ 

タイプのセットを定義して、複数のパターン マッチングにより、複数

のプラットフォームにまたがって同じコンポーネント ブループリン

トを拡張することもできます。 インジケータ セットを構築するための

良い方法は、お互いの既知の位置関係が［ルートからの階層数］また

は［ルートからのパス］に定義されている、2 つから 3 つのファイル / 

ディレクトリ、またはレジストリ キー / 値を定義することです。 定義

するインジケータが多すぎると、不適切で誤った結果が生成される場

合があります。 

■ CCA エージェントのないサーバでは、コンポーネント ディスカバリは、

ネットワーク プローブを使用して TCP ポートをスキャンし、それらの

ポートからの応答を収集し、収集した応答と想定したパターンとの一

致を比較して、そのポートでアクティブなサービスのタイプを特定す

ることができます。 
 

インジケータは、インストール済みコンポーネントの存在を判定するには

必ずしも十分だとは限らず、また同様のインジケータを備えた 2 つのコン

ポーネント間の相違を区別できません。 検証ディレクティブ フォルダに

は、インストールが不完全なコンポーネント、間違ったバージョンのコン

ポーネント、または特定のサービスに関係のないコンポーネントを破棄す

るために使用されるディレクティブが含まれています。 

注： 検証ディレクティブがコンポーネント ディスカバリで実行される順

序により、データベースおよび構成ファイル パラメータが利用できない

場合があります。 
 



グローバル変数 
 

356  ユーザ ガイド 
 

インジケータ エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

ファイル検索オプション ファイル フォルダをクリックし、次に［検索オプションの追

加］ボタンをクリックします。 

ディレクトリ インジケータ ファイル、/（ファイル ルート）フォルダ、［ディレクトリの

追加］ボタンの順にクリックします。 

ファイル インジケータ ファイル、/（ファイル ルート）フォルダ、［ファイルの追加］

ボタンの順にクリックします。 

レジストリ検索オプション レジストリ フォルダをクリックし、次に［検索オプションの

追加］ボタンをクリックします。 

レジストリ キー インジケータ ファイル、¥（レジストリ ルート）フォルダ、［キーの追加］

ボタンの順にクリックします。 

レジストリ値インジケータ ファイル、¥（レジストリ ルート）フォルダ、［値の追加］ボ

タンの順にクリックします。 

ネットワーク プローブ サービス フォルダをクリックし、次に［ネットワーク プロー

ブの追加］ボタンをクリックします。 

検証ディレクティブ 検証ディレクティブ フォルダをクリックし、次に［ディレク

ティブの追加］ボタンをクリックします。 
 

管理対象 

［管理対象］プライマリ フォルダは、管理対象コンポーネントと関連付

けられたデータベース エレメント、重要なファイル、レジストリ エント

リを定義します。 

管理対象フォルダにファイルやレジストリ エントリが含まれていない場

合、コンポーネント ルート ディレクトリの下のすべてのファイル、およ

びレジストリ ルートの下のすべてのレジストリ エントリが管理されます。 

コンポーネントが保持するファイルまたはレジストリ エントリの数が限

られている場合は、ルート以下の該当エレメントをすべて管理することを

お勧めします。 ただし、多くのファイルを持つ複雑なコンポーネントに

ついては、注意すべきファイルおよびレジストリ エントリのみを特定し

た方が効果的です。 具体的なファイルおよびレジストリ エントリを特定

すると、管理対象コンポーネントのビューを絞り込むことができます。 
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ファイル システム オーバレイおよびレジストリ オーバレイのフォルダで

は、必要に応じて特定のファイルおよびレジストリ エレメントをカスタ

マイズできます。 たとえば、カテゴリ、フィルタ、またはウェイトを割

り当てたり、エレメントにノートおよびルールを添付したりすることがで

きます。 
 

データ フォルダでは、データベース接続情報が提供され、ユーザは以下

を実行できます。 

■ コンポーネント ブループリントの任意の場所を参照するデータベー

スの定義 

■ テーブル定義およびインデックスを含むデータベース メタデータの

管理 

重要： 構成、ドキュメント、またはランタイムのプライマリ フォルダ内で

参照されているファイルは、管理対象ファイルとして含めてください。 
 

管理対象エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

ディレクトリ ファイル、$(Root) フォルダ、［ディレクトリの追加］ボタンの順

にクリックします。 

ファイル ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にク

リックします。 

ファイル システム オーバ

レイ ディレクトリ 

ファイル システム オーバレイ、$(Root) フォルダ、［ディレクト

リの追加］ボタンの順にクリックします。 

ファイル システム オーバ

レイ ファイル 

ファイル システム オーバレイ、$(Root) フォルダ、［ファイルの

追加］ボタンの順にクリックします。 

レジストリ キー レジストリ、$(RegistryRoot) フォルダ、［キーの追加］ボタンの

順にクリックします。 

レジストリ値 レジストリ、$(RegistryRoot) フォルダ、［値の追加］ボタンの順

にクリックします。 

レジストリ オーバレイ 

キー 

レジストリ オーバレイ、$(RegistryRoot) フォルダ、［キーの追加］

ボタンの順にクリックします。 

レジストリ オーバレイ値 レジストリ オーバレイ、$(RegistryRoot) フォルダ、［値の追加］

ボタンの順にクリックします。 
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データベース データ フォルダをクリックし、次に［データベースの追加］ボタ

ンをクリックします。 

データベース テーブル データ フォルダ内のデータベースをクリックし、次に［テーブル

の追加］ボタンをクリックします。 
 

パラメータ 

プライマリ フォルダにはディレクティブ サブフォルダが含まれ、コン

ポーネントを特定および識別する際に重要になる、ファイル システムま

たはレジストリ ルート、コンポーネント バージョン、ベンダ、およびデー

タベース接続情報のような詳細情報を定義および表示します。 
 

ディスカバリは、コンポーネント ブループリントのファイル システム 

ルートおよびレジストリ ルートを決定し、検出されたサービスのツリー 

ビューにこれらのパラメータを表示します。 コンポーネント ブループリ

ントに、特殊な Version および NameQualifier パラメータが定義されている

場合は、これらが検出されたサービスのツリー ビュー内で名前の後に表

示されます。 コンポーネント ブループリントのパラメータ NameQualifier 

は $(Product Name) SP$(Service Pack) として定義され、パラメータ Version 

は $(RegistryRoot)¥Windows NT¥CurrentVersion¥CurrentVersion として定義

されます。 
 

パラメータ ディレクティブは、診断、ユーティリティ、およびルールと

その他のパラメータ定義の変数代入に使用できます。 文字列 

$(ParameterName) が値として入力されると、そのパラメータの実際の値が

代入されます。 
 

パラメータ エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

パラメータ ディレクティ

ブ 

ディレクティブ フォルダをクリックし、次に［ディレクティブの

追加］ボタンをクリックします。 
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構成 

［構成］プライマリ フォルダでは、コンポーネント構成情報を検索およ

び解釈する方法を定義します。 管理対象のファイルまたはデータベース

内の構成情報を検索したり、実行可能ファイルの出力から抽出したりする

ことができます。 

［構造クラス］フォルダでは、構成ファイル、データベース クエリ、実

行可能ファイルを解釈する方法を定義します。 この情報には、構成デー

タ セット内で有効な値の意味が含まれます。 

■ データ入力 

■ デフォルト値 

■ 列挙値 

■ 修飾子 

■ カテゴリ 

■ フィルタ 

■ ウェイト 

■ ルール  

構造クラスはメタデータと見なします。 
 

［構成ファイル］フォルダが特定するファイルは、表示および比較分析の

ために検索、解析、解釈されます。 
 

データ フォルダは、構成データの抽出を実行するクエリまたはストアド 

プロシージャおよび比較分析結果の解釈方法を識別します。 
 

実行可能ファイル フォルダは、サーバから構成情報を抽出するスクリプ

トおよびディレクティブと、比較分析の結果を解釈する方法を定義します。 
 

構成エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

構造クラスのクラス 構造クラス フォルダをクリックし、次に［クラスの追加］ボタンを

クリックします。 

構造クラスのパラメータ 構造クラス フォルダのクラスをクリックし、次に［パラメータの追

加］ボタンをクリックします。 
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ファイル ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にク

リックします。 

構造クラス グループ 構造クラス フォルダのクラスをクリックし、次に［グループの追加］

ボタンをクリックします。 

ユーザがグループを選択するときに表示される［グループの追加］

ボタンおよび［パラメータの追加］ボタンを使用して、グループに

追加グループおよびパラメータを追加することができます。 

また、［グループのコピー］ボタンを使用して、グループおよびそ

の関連するパラメータをすべてコピーできます。 

データベース データ フォルダをクリックし、次に［データベースの追加］ボタン

をクリックします。 

データベース クエリ データ フォルダのデータベースをクリックし、次に［クエリの追加］

ボタンをクリックします。 

実行可能ファイル ディレ

クティブ 

実行可能ファイル フォルダをクリックし、次に［ディレクティブの

追加］ボタンをクリックします。 
 

ユーティリティ 

［ユーティリティ］プライマリ フォルダには、共通の管理タスク（たと

えば、コンポーネントを開始または停止させるプログラムかスクリプト、

またはシステム情報の表示、メモリ統計、またはディスク ボリューム統

計などのサーバまたはサービスについての追加情報を提供するプログラ

ムかスクリプト）を実行できる実行可能ファイル、マクロ、およびスクリ

プトが含まれます。 
 

ユーティリティ追加エレメント 

 

追加対象 アクセス方法と手順 

ファイル ファイルの $(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にク

リックします。 

ファイル使用状況 ファイルの $(Root) フォルダ、［ファイル使用状況の追加］ボタン

の順にクリックします。 

マクロ マクロ フォルダをクリックし、次に［マクロの追加］ボタンをクリッ

クします。 

マクロ ステップ マクロ フォルダのマクロをクリックし、次に［ステップの追加］ボ

タンをクリックします。 
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診断 

［診断］プライマリ フォルダは、診断、トラブルシューティング、およ

びコンポーネントの問題の修正に使用する実行可能ファイルおよびマク

ロを定義します。 

サーバ上で実行することができるすべての実行可能ファイル、スクリプト、

またはバッチ ファイルをここで定義でき、適切なアクセス制御ロールの 

CA Configuration Automation ユーザが利用できるようにすることができま

す。 マクロは、コンポーネント ブループリントによって管理されるデー

タを格納しているサーバに固有の問題の診断に役立ち、頻繁に使用される

スクリプトおよびトラブルシューティング ツールを含める方法を提供し

ます。 
 

診断エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

ファイル ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にク

リックします。 

ファイル使用状況 ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイル使用状況の追加］ボタン

の順にクリックします。 

マクロ マクロ フォルダをクリックし、次に［マクロの追加］ボタンをクリッ

クします。 

マクロ ステップ マクロ フォルダのマクロをクリックし、次に［ステップの追加］ボ

タンをクリックします。 
 

ランタイム 

［ランタイム］プライマリ フォルダは、コンポーネント ランタイム ファ

イルを定義し、それらを迅速に見つけて表示するのに役立ちます。 ラン

タイム ファイル（たとえばログ ファイル）は通常頻繁に変更されます。 比

較分析からファイル コンテンツを除外するには、［ランタイム］プライ

マリ フォルダでファイルを定義します。 
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ランタイム エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

ファイル ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にクリッ

クします。 
 

マニュアル 

ドキュメント プライマリ フォルダは、コンポーネントの管理対象ドキュ

メント ファイル（たとえば readme ファイル、PDF ファイルまたは HTML 

バージョンの製品マニュアル）を検索する方法を定義します。 ドキュメ

ント フォルダでは、企業のイントラネットまたはベンダー サポート サイ

トのようなコンポーネント情報またはドキュメントの追加ソースへの明

示的な URL リンクを、ユーザが追加できます。 

注：  参照 URL へのアクセスはユーザのネットワーク構成によって決定さ

れます。 
 

マニュアル エレメントの追加 

 

追加 アクセスと手順 

ファイル ファイル、$(Root) フォルダ、［ファイルの追加］ボタンの順にクリック

します。 

URL URL フォルダをクリックし、次に［URL の追加］ボタンをクリックしま

す。 
 

カテゴリの説明 

［カテゴリ］フィールドでは、コンポーネント ブループリントのエレメ

ントを整理できます。 

カテゴリ 説明 

管理 コンポーネントの一般的な可用性および環境管理と関係する管理設

定。 管理設定の例は、バックアップの方法、キャッシュ フラッシュ

の時期、再試行の回数などです。 
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環境設定 環境管理、ログおよびデバッグ、またはパフォーマンスで詳細に説明

されているものを除く、コンポーネントの構成の設定。 構成の設定の

例は、コンポーネントのエイリアス名またはデフォルト Web ページで

す。 

マニュアル コンポーネントの動作を記録する、またはユーザのガイドになるエレ

メント。たとえば、マニュアル、readme ファイル、FAQ、またはオン

ライン ヘルプ ページ。 

ログおよびデバッグ ログの場所、ログ レベル、デバッグ出力、または診断の変数タイプな

どの設定に関係するエレメント。 

Network コンポーネントのネットワーク関連設定を表す、または示すエレメン

ト。 たとえば、SNMP のポート設定などです。 ［ネットワーク］と［セ

キュリティ］の両方に分類できるエレメント（たとえば LDAP 認証の

有効化など）の場合、カテゴリとして［セキュリティ］を使用します。 

その他 CA 内部でのみ使用されます。 

パフォーマンス パフォーマンスに重大な影響があるとわかっている設定で、通常は構

成パラメータの特殊なサブセットです。 パフォーマンス設定の例は、

スレッドの数または同時ユーザ数になります。 

製品情報 製品に関する全般（通常は静的な）情報。 静的なコンポーネント情報

の例は、ライセンス、インストール場所、ベンダー、またはモジュー

ル名です。 

リソース コンポーネントのリソース。 コンポーネントのリソースの例は、スト

レージ、メモリおよびキャッシュの割り当てまたはサイズ、CPU です。 

この静的なリソース カテゴリは、リアルタイム情報に近い［一時的］

カテゴリとは異なることに注意してください。 

セキュリティ セキュリティ関連の設定を表すエレメントで、通常は構成パラメータ

の特殊なサブセットです。 セキュリティ設定の例は、認証タイプ、認

証の有効化、暗号化設定、ディレクトリ参照、SSL、または HTTPS です。 

一時的 ある規則性と共に変化するエレメント。 一時的なエレメントの例は、

サーバ状態（たとえば、起動、ダウン、稼働中、停止）、現在接続さ

れているクライアント数、現在のスレッド数、現在のディスク使用率

などです。 

バージョンおよびパッ

チ 

製品のバージョンおよびパッチ レベルを示すエレメント。 
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フィルタの説明 

［フィルタ］フィールドでは、変更の検出およびルール コンプライアン

スなど、主要な CA Configuration Automation の操作と結果から除外するコ

ンポーネント ブループリント エレメントをマークします。 

 

フィルタ 説明 

コンポーネント固有 単一のコンポーネント インスタンスに固有のエレメントを識別

します。たとえば、インストール ルート、サービス サーバ名など

です。 特定のコンポーネントに固有のエレメント（すでに固有と

認識されているもの）を識別し、変更検出操作および結果から除

外することが目的です。 

サービス仕様 サービスに固有のエレメントを識別します。たとえば、サーバ名、

インストール ルートなどです。 特定のサービスに固有のエレメン

ト（すでに固有と認識されているもの）を識別し、変更検出操作

および結果から除外することが目的です。 

サーバ仕様 単一のサーバに固有のエレメントを識別します。たとえば、サー

バ名、IP アドレスなどです。 特定のサーバに固有のエレメント（す

でに固有と認識されているもの）を識別し、変更検出操作および

結果から除外することが目的です。 

変更検出を実行しない すべてのタイプの変更検出操作および結果から永続的に除外する

必要のあるエレメントを識別します。 識別し、変更検出操作と結

果から常に除外するエレメントの例は、一時ディレクトリ、管理

対象フォルダ内のログ ファイル、または一時的であるとわかって

いるすべてのものです。 

ルール コンプライアンスを

実行しない 

連続しない、または可変の性質であるため、すべてのタイプのルー

ル コンプライアンス操作と結果から完全に除外するエレメント

を識別します。 識別し、ルール コンプライアンス操作と結果から

常に除外するエレメントの例は、一時ディレクトリ、既知の古い

構成ファイル、テンプレート、またはサンプル ファイルです。 

時刻変化 ログ ファイル、プロセスの開始時刻、レジストリ イベント カウ

ンタなどの、時間が経過すると変更されることがわかっているが、

サーバ全体またはサービス全体に必要ではないエレメントを識別

します。 時刻変化のパラメータ（すでに固有と認識されているも

の）を識別し、変更検出操作および結果から除外することが目的

です。 
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POSIX 1003.2-1992 パターン マッチング 

POSIX パターン マッチング表現は、正確なファイル名またはディレクトリ

名がわからない場合のファイルおよびディレクトリ検索に役立つ記述で

す。 CA Configuration Automation は、ディスカバリ操作およびリフレッシュ

操作中にファイルとディレクトリを検索するために POSIX パターン マッ

チング表現を使用します。 
 

POSIX パターン マッチング表現の構文 

 

ファイル名のマッチング表

現 

説明 

文字 

unicodeChar 同一の Unicode 文字に一致します。 

? 任意の 1 文字に一致します。 

* NULL 文字列（長さゼロ）を含めた任意の文字列に一致します。 

文字クラス 

[abc] 角かっこの中にリストされた任意の文字に一致します（単純な文字

クラス）。 

[a-zA-Z] 角かっこの中にリストされた任意の文字範囲に一致します（範囲の

ある文字クラス）。 

[^abc] 角かっこの中にリストされた文字を除く任意の文字範囲に一致しま

す（否定文字クラス）。  

標準的な POSIX 文字クラス 

[:alnum:] 英数文字に一致します 

[:alpha:] 英文字に一致します 

[:blank:] スペースおよびタブ文字に一致します 

[:cntrl:] 制御文字に一致します 

[:digit:] 数字に一致します 

[:graph:] 印刷および表示ができる文字に一致します。 （スペースは印刷はで

きますが表示ができないのに対し、「a」は両方が可能です。） 

[:lower:] 小文字の英文字に一致します 



グローバル変数 
 

366  ユーザ ガイド 
 

[:print:] 印刷可能な文字（制御文字でない文字）に一致します 

[:punct:] 句読点（文字、数字、制御文字またはスペース文字でない文字）に

一致します 

[:space:] タブ、スペース、および改ページなど、スペースを作る文字に一致

します 

[:upper:] 大文字の英文字に一致します 

[:xdigit:] 16 進数の数字である文字に一致します 
 

変数の代入 

変数の代入は、CA Configuration Automation によって管理されている任意の

エレメントの値を、コンポーネント ブループリント ディレクティブ内の

パラメータとして使用することを許可します。 CA Configuration Automation 

は、ブループリント内のエレメントを識別するために表現構文を定義しま

す。 いったん識別されると、ディレクティブの実行時にエレメントの値

が抽出され、表現の代わりに使用されます。 代入は、ディレクティブの

任意の属性に適用できます。 これらには値、デフォルト値、パス、ファ

イル名、パラメータ、環境変数、正規表現、クエリおよび列名が含まれま

す。 
 

値を変数代入構文で宛先指定できる管理対象エレメントには、以下が含ま

れます。 

■ ディスカバリ パラメータ 

■ レジストリ変数 
 

■ 構成値（ファイル、データベースまたは実行可能ファイル） 
 

■ ファイルおよびディレクトリの属性 
 

■ 管理対象のデータ エレメント（スキーマ メタデータ） 

■ サービスおよびコンポーネントの属性 
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表現タイプ 

変数の代入には以下の形式があります。 

パラメータ代入 

現在のコンポーネントで定義されているパラメータの値にアクセスで

きるようにします。 

オブジェクト代入 

任意のサービスの任意の要素の値に対応できます。 

グローバル変数の代入 

CA Configuration Automation グローバル変数リポジトリからの値に対

応できます。 

以下のセクションでは、これらの代入のタイプについて説明します。 
 

パラメータ代入 

パラメータ代入表現の形式は以下のとおりです。 

$(VariableName) 

VariableName  

現在のコンポーネントで定義されているディスカバリ パラメータを

指定します。 名前は大文字と小文字が区別され、パラメータ名と完全

に一致する必要があります。 文字列リテラルにパラメータ表現を埋め

込むか、スタンドアロンで使用できます。 同じ表現で複数の代入を定

義できます。また、それらを再帰的に定義することもできます。 たと

えば、代入値はパラメータ表現の文字列とすることができます。 その

場合、製品は代入値を再帰的に評価します。 
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例： 

以下のディスカバリ パラメータを定義するとします。 

User=info 

Domain=ca.com 

v1=$(User) 

v2=$(Domain) 

以下のパラメータ代入表現の場合 

$(User)@$(Domain) [$(v1) at $($(v2))] 

評価後に以下の結果が返されます。 

info@ca.com [info at ca.com] 
 

オブジェクト代入 

オブジェクト代入表現では、CA Configuration Automation 管理対象エレメン

ト ツリーのオブジェクトへのパスが定義されます。 オブジェクトが識別

される場合、製品は表現の結果としてオブジェクト値を返します。 また

は、製品は、コンポーネント スコープのオブジェクト代入表現の例のよ

うに、オブジェクトの属性を返すことができます。 表現に一致するオブ

ジェクトがない場合、製品は NULL 値を返します。 

オブジェクト代入表現は、現在のコンポーネントのサービスのスコープで

定義するか、グローバルに定義できます。 

サービス スコープのオブジェクト代入表現 

サービス スコープのオブジェクト代入表現では、サービスに存在できる

コンポーネントを指定する必要があります。 サービス スコープのオブ

ジェクト代入表現には以下の形式があります。 

${Component[ComponentName,ElementType[ElementName or 

Identifier, ...]]} 

中かっこ {} 

オブジェクト構文をパラメータ表現構文から区別します。  

ComponentName 

単一のコンポーネントの名前、またはコンポーネントのリスト（'|' 文

字で区切る）のいずれかを定義します。 区切られたリストのバリアン

トは、サービス データベースに複数のコンポーネントが含まれる場合

に、オブジェクト表現が値を解決することを許可します。 
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例： 

SQL サーバまたは Oracle のいずれかのコンポーネントで、区切られたリス

トのバリアントを使用する方法 

${Component[Microsoft SQL Server|Oracle 8i 

Server,Parameter[DatabaseUser]]} 

コンポーネントのルート パラメータにアクセスする方法 

${Component[CCA Server,Parameter[Root]]} 

また、コンポーネント ブループリント カテゴリによってコンポーネント

を選択することもできます。 

${ComponentCategory[Relational Databases,Parameter[DatabaseUser]]} 

コンポーネント ブループリント ページでは、有効なカテゴリ名がリスト

表示されます。 

■ アプリケーション プラットフォーム 

■ CA ソフトウェア 

■ クラスタ化 

■ コンプライアンス 

■ カスタム コンポーネント 

■ ディレクトリ サーバ 

■ 企業アプリケーション 

■ インポートされたコンポーネント 

■ IT 管理システム 

■ メッセージング システム 

■ ネットワーク デバイス 

■ オペレーティング システム 

■ オペレーティング システム - 制限あり 

■ リレーショナル データベース 

■ サーバ コンポーネント 

■ ストレージ マネージャ 

■ ユーティリティ 
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■ 仮想化 

■ Web サーバ 
 

コンポーネント スコープのオブジェクト代入表現 

コンポーネント スコープのオブジェクト代入表現には形式があります。 

${ElementType[ElementName or Identifier, ...]]} 

例： 

${FileSet[$(Root),Directory[admin/logs,File[filter.log,Attribute[s

ize]]]]} 
 

グローバル スコープのオブジェクト代入表現 

グローバル スコープのオブジェクト表現は、単一の CCA データベースの

任意のサービスから情報にアクセスできます。 グローバル スコープのオ

ブジェクト代入表現には形式があります。 

${Service[ServiceBlueprintName(ServiceName),Component[ … ]]} 

例： 

CA Configuration Automation 以外のサービスの構成パラメータから CA 

Configuration Automation メールを受け取る方法 

${Service[CCA(MyCCA),Component[CCA Server,Configuration 

[*,Files[*,Directory[lib,File[cca.properties,FileStructure[*,NVFil

e 

[com.ca.mail.from]]]]]]]]} 
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オブジェクト代入表現で利用可能な要素と属性 

以下のツリーによる列挙 

■ 特定のエレメント タイプ 

■ ツリーの特定のエレメント タイプの関係 

■ オブジェクト値 

■ 利用可能な属性（かっこ内）  

この例の文字列は、オブジェクト代入表現に使用することができ、ツリー

内のオブジェクトへのパスを構築します。 

Component [name or id] 

(module_id, mod_name, mod_desc, mod_version, platform_id 

mod_instance_type, mod_instance_of, release_version, mod_state, 

created_by, creation_time, server_id, server_name, domain_name, 

ip_address, mac_address, server_state, 

cc_agent_yn,cc_agent_port, 

cc_agent_protocol, os_type, os_version, processor, platform_name) 

Parameter [parameter name] 

Files [$(Root)]  

Directory [directory name or path (a/b/c)] 

(name, mtime, ctime, owner, perm, bytes, depth, files, 

directories) 

Directory ... 

File 

File [file name] 

(name, mtime, size, owner, perm, prodver, filever, ctime) 

Registry [*] 

RegKey [keyname or path (a¥b¥c)] 

(name, value) 

RegKey ... 

RegValue [name] 

(name, value) 

Configuration [*] 

Files [*] 

 File [name] 

  FileStructure 

   GroupFileBlock [name] 

   GroupFileBlock [name(value)] value はグループ ブロックの 

            値、名前修飾子、または名前修飾子の子の値。 

   GroupFileBlock ... 

    NVFileBlock [name] 

    NVFileBlock [name] 

            (description, view, weight, password, folder) 

Database [name] 

ResultSet [name] 
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    (name, type, query, queryType, description) 

DataRow [name] 

DataCell [name] 

    (name, value) 

DatabaseKey [name] 

    (name, description, key, keyValues, column) 

ExecutablesFileSystem [*] 

File [name] 

FileStructure 

GroupFileBlock [name] または GroupFileBlock [name(value)] 

    value はグループ ブロックの値、名前修飾子、または名前修飾子の  

    子の値。 

GroupFileBlock ... 

NVFileBlock [name] 

    (description, view, weight, password, folder) 

Database [database name] 

DataBaseAccessSpec 

    (server, user, password, driver, databaseName, 

databaseContext, env) 

Table [table name] 

    (name, description, rowcount) 

Column [column name](name, description, length, nullable, 

default, ordinal, precision) 

Index [index name] 

    (name, sort, unique, description) 

Column [column name] 

    (name, description, length, nullable, default, ordinal, 

precision) 
 

グローバル変数の代入 

グローバル変数の代入表現は以下の形式です。 

$(GlobalVariableName) 

GlobalVariableName 

CA Configuration Automation グローバル変数リポジトリの有効なパス

を定義します。 名前では大文字と小文字は区別されません。 文字列に

グローバル変数表現を埋め込むか、スタンドアロンで使用できます。 

同じ表現で複数の代入を定義できます。また、それらを再帰的に定義

することもできます。 たとえば、代入値がパラメータ表現での文字列

である場合、アプリケーションは代入値を再帰的に評価します。 
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例： 

以下の構造のグローバル変数リポジトリがあるとします。 

グローバル変数 

サイト 

Phoenix 

  Main: x4000 

  Fire: x4911 

Tucson 

  Main: x5000 

  Fire: x5911 

以下のグローバル変数代入表現の場合 

$(/Site/Tucson/Main) 

評価後に以下の結果が返されます。 

x5000 
 

解釈方法の説明 

解釈方法は、CA Configuration Automation に構成パラメータの文字列形式に

関するヒントおよび関連するコンポーネントによるその意図的な使用を

提供します。 アプリケーションでは、解釈されたパラメータ値を調べる

ために状況依存パーサを使用します。パーサによって複雑なパラメータ文

字列から複数のサブ値が抽出されます。 
 

たとえば、CA Configuration Automation が以下の値を JDBC URL として解釈

して抽出可能な場合、データベース タイプ、サーバ、ポート、データベー

ス名を抽出できます。 

jdbc:oracle:thin:@dbserver:1521:MYDBNAME 
 

コンテキスト依存の解析を有効にすることに加え、解釈は関係の派生も可

能にします。 上記の例で抽出されたサーバを使用し、現在のサーバとサー

バ dbserver の間で関係を確立することができます。 関係は、関係キーを

使用して確立します。 
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値ごとに 1 つの解釈のみが可能です。解釈のない値も多くあります（その

ような値は未解釈のままにします）。 複数の解釈が該当する場合（たと

えば、「ファイル名」と「ファイル名またはパス」）、フィールドを最も

正確に説明しているものを使用します。 たとえば、フィールドがファイ

ル名として（パスなしで）定義されている場合は、「ファイル名」を選択

します。 フィールドにファイル名、パス、または部分的なパスが含まれ

る場合は、「ファイル名またはパス」を選択します。 アプリケーション

には選択された以下の解釈方法が含まれます。 

データベース名 

値はデータベース サーバ内のデータベースの名前です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 

データベース テーブル 

値はデータベース内のデータベース テーブルの名前です。 データベー

ス テーブルにはスキーマ プレフィックスが含まれる場合があります。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

日付 

値は任意の形式の日付です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

日付および時刻 

値は日付と時刻の組み合わせです。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

説明 

アプリケーションは値を説明文として解釈します。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

ディレクトリ名 

値はパスのないディレクトリのみです。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
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ディレクトリ名またはパス 

値はディレクトリ名、パス、または部分的なパスです。 

この解釈から［ディレクトリ参照］関係が派生する可能性があるので、

［関係キー］は「はい」に設定できます。 
 

電子メール アドレス 

値は電子メール メッセージの宛て先です。 インタープリタは値の文字

列内の 1 つ以上の電子メール アドレスを検索します。 
 

ファイル名 

値はパスのないファイル名のみです。  

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

ファイル名またはパス 

値はファイル名、パス、または部分的なパスです。 多くの指定された

値が、これらの任意の解釈を許可します。 

この解釈から［ファイル参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 
 

サーバ名または IP アドレス 

値は IP アドレスまたはサーバ名であるか、またはこれらが含まれます。 

この解釈は、ポート番号が値に定義されていない場合に限って使用し

ます。 値にポート番号が含まれる場合は、「サーバ名およびポート」

を使用します。 

アプリケーションは、より長い文字列に埋め込まれているサーバ名お

よび IP アドレスを認識できます。 

この解釈から［サーバ参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 

参照されるサーバが現在のサーバに依存関係があると考えられる場合

のみ、関係キーとして［サーバ参照］関係を定義します。 
 



グローバル変数 
 

376  ユーザ ガイド 
 

サーバ名およびポート 

値は、サーバ名または IP アドレスおよびポート番号であるか、その値

を含みます。 コロン（：）を使用してサーバとポート番号を区切る必

要があります。 

アプリケーションは、より長い文字列に埋め込まれているサーバ名、

IP アドレスおよびポート番号を認識できます。 

この解釈から［サーバ参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 

参照されるサーバが現在のサーバに依存関係があると考えられる場合

のみ、関係キーとして［サーバ参照］関係を指定します。 
 

Java クラス名 

値は Java クラス名です。 クラス名、パッケージ名、またはパッケージ 

プレフィックスを持つ完全修飾クラス名である可能性があります。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

JDBC URL 

値は JDBC URL を定義します。 テーブルには、サポートされる形式が示

されます。 

この解釈から［サーバ参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 

JDBC URL は、ほぼ必ず重要な関係を定義します。 それらは通常関係

キーとして識別される必要があります。 
 

LDAP のパス 

値は LDAP サブツリーへのパスを定義します。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

LDAP エントリ 

値は、LDAP ディレクトリ エントリの名前またはエントリのフル パス

です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
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ネットワーク ドメイン 

値はネットワーク ドメイン（サーバ名を含まない）です。 例：  

ca.com 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

ネットワーク プロトコル 

値は、TCP、UDP、FTP、SNMP または SMTP などの IP プロトコルを定義

します。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

パスワード 

値はパスワードです。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

レジストリ キー名 

値はパスのないレジストリ キーの名前のみです。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

レジストリ キー パス 

値はレジストリ キーのフル パス（¥ で開始）です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

レジストリ値名 

値はパスのないレジストリ値の名前のみです。  

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

レジストリ値パス 

値はレジストリ値のフル パス（¥ で開始）です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
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SNMP コミュニティ文字列 

値は SNMP コミュニティ文字列を指定します。 例：  

public 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

SNMP OID 

値は SNMP オブジェクト ID を指定します。 例： 

1.3.6.1.4.1.18071.1.1.1 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

TCP ポート番号 

値は TCP ポート番号です（UDP または未指定ではありません）。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

時間間隔 

値は時間の間隔です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

時刻 

値は時刻です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

UDP ポート番号 

値は UDP ポート番号です（TCP または未指定ではありません）。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
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URL 

値は、次のプロトコルを含む URL を指定します： file、http、https、ftp、

jrmi、jmx:rmi、iiop、gopher、news、telnet、mailto、jnp、t3、ldap。  

インタプリタは、URL を分解し、その一部をカスタム メソッドによっ

て利用可能にします。 

この解釈から［サーバ参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 

URL 関係は、以下の場合のみ関係キーとして定義します。 

■ URL にサーバ名が含まれる 

■ 名前が指定されたサーバは、常に現在のサーバと指定されたサー

バの間の依存性を定義します。 
 

ユーザ グループ 

値はユーザ グループです。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

ユーザ名 

値はユーザ名です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 
 

バージョン文字列 

値はバージョンとして解釈できるあらゆる文字列です。 

この解釈から派生する関係はないので、［関係キー］は常に「いいえ」

に設定します。 

Web サービス URL 

値は、コンポーネントが使用する Web サービスを特定する URL を指定

します。 

この解釈から［サーバ参照］関係が派生する可能性があるので、［関

係キー］は「はい」に設定できます。 
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JDBC URL 関係解釈は以下の形式をサポートします。 

  

データベース名 URL パターン 

SQL Server2005 
SQL Server 2008 

jdbc:sqlserver://<host>:<port>;databasename=<database>; 
SendStringParametersAsUnicode=false 

Oracle 9、10、および 11 ■ jdbc:oracle:thin:@$(host):$(port):$(database) 

■ jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<database> 

■ jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>/<database> 

■ jdbc:oracle:thin:@((DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROT
OCOL=TCP)(HOST=<host1>)(PORT=<port1>)(ADDRESS=(PROTOCOL=T
CP)(HOST=<host2>)(PORT=<port2>))(FAILOVER=ON)(LOAD_BALANCE
=OFF)(CONNECT_DATA=(SERVER=DEDICATED)(SERVICE_NAME=<data
base>)) 

■ jdbc:oracle:thin:@((DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROT
OCOL=TCP)(HOST=<host>)(PORT=<port>)))(CONNECT_DATA=(SERVIC
E_NAME=<database>))) 

■ jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROTO
COL=TCP)(HOST=<host>)(PORT=<port>)))(CONNECT_DATA=(SERVICE 
NAME=<database>))) 

■ jdbc:bea:oracle://<host>:<port> 

Informix jdbc:informix-sqli://<host>:<port>/<database>: 
informixserver=<serverName 

DB2 jdbc:db2://<host>:<port>/<database> 

Sybase 11 および 15 jdbc:sybase:Tds:<host>:<port>/<database> 

MySQL ■ jdbc:mysql://<host>:<port>/<database>  

■ jdbc:mysql://<host>:<port> 

Postgres jdbc:postgresql://<host>:<port>/<database> 

HSQLDB jdbc:hsqldb:hsql://<host>:<port> 

ODBC jdbc:odbc:<database> 

Cloudscape jdbc:cloudscape:<database> 

Java DB （Derby） ■ jdbc:derby://<host>:<port>/<database> 

■ jdbc:derby://<host>:<port>/<database>;create=true 

Ingres jdbc:ingres://<host>:<port>/<database> 
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データベース名 URL パターン 

Pointbase jdbc:pointbase:server://<host>:<port>/<database> 

汎用 jdbc:<xyz>:server://<host>:<port>/<database> 

複数の関係のサポート 

以下の URL パターンに対して、複数の関係が作成されます。 

■ JDBC URL パターンに複数のホスト/ポートの組み合わせが含まれる場

合。 

例： 
jdbc:oracle:thin:@((DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=
TCP)(HOST=<host1>)(PORT=<port1>)(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=<h
ost2>)(PORT=<port2>))(FAILOVER=ON)(LOAD_BALANCE=OFF)(CONNECT_DA
TA=(SERVER=DEDICATED)(SERVICE_NAME=<database>)) 

以下の関係が作成されます。  

■ サーバ「X」は「host1」「port1」「database」を使用 

■ サーバ「X」は「host2」「port2」「database」を使用 
 

■ JDBC URL パターンがカンマ（,）またはパイプ（|）で区切られている

場合。 

例：  

■ jdbc:oracle:thin:@<host1>:<port1>:<database1>, 
jdbc:oracle:thin:@<host2>:<port2>:<database2> 

以下の関係が作成されます。  

■ サーバ「X」は「host1」「port1」「database1」を使用 

■ サーバ「X」は「host2」「port2」「database2」を使用 

■ jdbc:oracle:thin:@<host1>:<port1>:<database1>|jdbc:oracle:thin:@<ho
st2>:<port2>:<database2 

以下の関係が作成されます。 

■ サーバ「X」は「host1」「port1」「database1」を使用 

■ サーバ「X」は「host2」「port2」「database2」を使用 
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正規表現 

正規表現は、綿密な文字列の一致を有効にするパターンの記述です。 CA 

Configuration Automation は、以下に対して正規表現を使用します。 

■ ファイル内の一致する文字列を検索する 

■ 文字列が電子メール アドレスのような特定のパターンに一致するこ

とを検証する 

■ 大きなテキスト ブロックから文字列値を抽出する 
 

正規表現の背景の概念について、さらに情報が必要な場合は Web に多数

のソースがあります。 たとえば、コンピュータ プログラミング言語に関

する Google ディレクトリには正規表現についての有用なセクションがあ

ります

（http://directory.google.com/Top/Computers/Programming/Languages/Regul

ar_Expressions/FAQs,_Help,_and_Tutorials）。 
 

正規表現の構文 

以下の表は、CA Configuration Automation の正規表現用でサポートされてい

る構文を示します。 

 

正規表現 説明 

文字 

unicodeChar 同一の Unicode 文字に一致します。 

¥ （円記号） メタ文字を引用するか、特殊文字を通常またはリテラル テキストと

して処理するために使用します。 

たとえば、¥* は、アスタリスクをワイルドカードではなく通常のテ

キスト文字にします。 

¥¥ 1 つの ¥ 文字に一致します。 

¥0nnn 指定した 8 進法文字に一致します。 

¥xhh 指定した 8 ビットの 16 進数の文字に一致します。 

¥uhhhh 指定した 16 ビットの 16 進数の文字に一致します。 

¥t ASCII タブ文字に一致します。 

¥n ASCII 改行文字に一致します。 

http://directory.google.com/Top/Computers/Programming/Languages/Regular_Expressions/FAQs,_Help,_and_Tutorials
http://directory.google.com/Top/Computers/Programming/Languages/Regular_Expressions/FAQs,_Help,_and_Tutorials
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¥r ASCII リターン文字に一致します。 

¥f ASCII 改ページ文字に一致します。 

文字クラス 

[abc] 角かっこ内の文字に一致します（単純な文字クラス）。 

[a-zA-Z] 角かっこ内の文字の範囲に一致します（範囲を持つ文字クラス）。 

[^abc] 角かっこ内の文字を除く文字の範囲に一致します（文字クラスの否

定）。 

標準的な POSIX 文字クラス 

[:alnum:] 英数文字に一致します。 

[:alpha:] 英文字に一致します。 

[:blank:] スペースおよびタブ文字に一致します。 

[:cntrl:] 制御文字に一致します。 

[:digit:] 数字に一致します。 

[:graph:] 印刷および表示ができる文字に一致します。 （スペースは印刷はで

きますが表示ができないのに対し、「a」は両方が可能です。） 

[:lower:] 小文字の英文字に一致します。 

[:print:] 印刷可能な文字（制御文字以外の文字）に一致します。 

[:punct:] 句読点（文字、数字、制御文字、スペース文字でない文字）に一致

します。 

[:space:] スペースを作る文字に一致します（例： タブ、スペース、改ページ

文字など）。 

[:upper:] 大文字の英文字に一致します。 

[:xdigit:] 16 進数の数字である文字に一致します。 

標準以外の POSIX スタイル文字クラス 

[:javastart:] Java 識別子の先頭に一致します。 

[:javapart:] Java 識別子の一部に一致します。 

事前定義済みクラス 

. （ピリオド） 改行以外のすべての文字に一致します。 

¥w 「単語」文字（英数字と「_」）に一致します。 
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¥W 非単語文字に一致します。 

¥s 空白文字に一致します。 

¥S 非空白文字に一致します。 

¥d 10 進の数字に一致します。 

¥D 10 進の数字ではない文字に一致します。 

境界は一致します。 

^（キャレット） 文字列の先頭のみ一致します。 

$（ドル記号） 文字列の最後のみ一致します。 

¥b 単語境界の先頭または最後の文字に一致します。 

¥B 単語境界の先頭または最後でない文字に一致します。 

最長一致閉包 

（量指定子としても知られています。  詳細については、表の下の注を参照してください。） 

A* A にゼロ回以上一致します。 

A+ A に 1 回以上一致します。 

A? A にゼロ回または 1 回一致します。 

A{n} A に n 回のみ一致します。 

A{n,}  A に n 回以上一致します。 

A{n,m}  A に n 回以上 m 回以下一致します。 

non-greedy な繰り返し 

（量指定子としても知られています。  詳細については、表の下の注を参照してください。） 

A*?  A にゼロ回以上一致します。 

A+?  A に 1 回以上一致します。 

A??  A にゼロ回または 1 回一致します 

論理オペレータ 

AB  A の後に B が続くものと一致します。 

A|B  A または B のどちらかと一致します。 

(A) 丸かっこは部分表現をグループ化するために使用されます。 
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逆参照 

（前のグループ化演算子が一致したものに戻り、何らかの一致のために再度使用します。） 

¥1  かっこで囲まれた最初の部分表現一致への逆参照。 

¥2 かっこで囲まれた 2 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥3 かっこで囲まれた 3 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥4 かっこで囲まれた 4 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥5 かっこで囲まれた 5 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥6 かっこで囲まれた 6 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥7 かっこで囲まれた 7 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥8 かっこで囲まれた 8 番目の部分表現一致への逆参照。 

¥9 かっこで囲まれた 9 番目の部分表現一致への逆参照。 

注： すべての閉包演算子（+、*、?、{m,n}）は、デフォルトで「最長一致」

です。 つまり、全体的な一致を失敗させずに、できる限り多く文字列の

エレメントと一致させます。 non-greedy な閉包を使用するには、? （疑問

符）を後ろに付けます。 
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CA Configuration Automation で提供される Java プラグイン 

必要に応じて、com.ca.catalyst.object.CCICatalystPlugin インターフェースを

実装する Java プラグインは、ディレクティブ値をフィルタできます。 プ

ラグインを開発して CLASSPATH に追加するか、CA Configuration Automation 

で標準提供される以下のいずれかのプラグインを使用できます。 

com.ca.catalyst.plugin.CCParameterRuleFilter(pattern)  

Version パラメータをフォーマットします。 このフィルタは、Version と

いう名前のディレクティブを認識して変更するだけです。  

たとえば、ファイルから最初に抽出された Version 値が 530 である場合、

CCParameterRuleFilter(#.#.#) プラグインを指定すると、Version が 5.3.0 

に変換されます。 CCParameterRuleFilter(#.##) を指定した場合は、

Version が 5.30 に変換されます。 

CCMatch(regex)  

CCMatchAnywhere(regex) 

指定された正規表現（regex）とディレクティブ値を一致させることに

より、"true" または "false" 値を返します。  

■ 正規表現が値全体に完全に一致する場合、CCMatch() は "true" を返

します。  

■ 正規表現が値のいずれかに一致する場合、CCMatchAnywhere() は 

"true" を返します。  

正規表現は DOTALL および MULTILINE モードが有効な場合に解釈され

ます。 DOTALL モードは、正規表現文字「.」が行末文字を含むすべて

の文字に一致することを前提としています。 MULTILINE モードは、正

規表現文字「^」および 「$」が先頭から終わりまでの値全体ではなく、

行を区切ることを前提としています。 
 

CCReplaceAll("regex","replacement") 

CCReplaceFirst("regex","replacement")  

正規表現に一致する値の部分を置換します。  

正規表現（regex）および置換（replacement）の部分を引用符で囲み、

カンマで区切ります。 正規表現の値をキャリッジ リターンで置き換え

るには、置換文字に特殊文字「¥n」を使用します。 たとえば、

CCReplaceAll(" ","¥n") はスペースをすべてキャリッジ リターンに置き

換えます。 
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CCToUpper  

CCToLower 

ディレクティブ値を大文字または小文字に変換します。 
 

CCTrim  

先頭および末尾のスペースを値から削除します。 

CCExpression  

ディレクティブの値が含まれる指定された表現を実行します。 

表現は ECMA スクリプト（JavaScript）で記述されており、その言語の 

Version 2 で有効な任意の構文を含めることができます。 表現には 

$(VALUE) として現在のパラメータの値を含めます。 パラメータには値

が必要で、値がないとアプリケーションはプラグインを呼び出しませ

ん。 

表現では変数の代入が可能です。 例： 

CCExpression($(VALUE)*50) 

値を 50 で乗算します。 

CCExpression('$(VALUE)' == 'XXX') 

true または false を返します。 

CCExpression(Math.sqrt($(VALUE)))  

値の平方根をとります。 

CCExpression(function add(a,b){return a+b;};add($(VALUE),$(Other));)  

関数を定義してコールします。 
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表形式データ パーサの理解と使用 

表形式データとは、列と行でフォーマットされているすべてのテキストで

す。 表形式データには、埋め込みコメントおよび 1 つ以上の見出し行も含

めることができます。 

表形式データの例 

■ netstat コマンドの出力 

 

■ Excel スプレッドシートからのタブ区切りの出力 

Host       Address          Type          Owner 

Bertha     192.168.123.12   Linux         Jerome 

Factotum   192.168.123.33   Windows 2008  Bukowski 

Terrapin   192.168.124.13   AIX           Hunter 
 

CA Configuration Automation は、構成ファイルまたは実行可能ファイル内に

あるすべての形式の表形式データを解釈および解析する表形式データ 

パーサを提供します。 また、表形式データ セットの行と列のレイアウト、

列名の割り当て、ヘッダおよびコメント テキストの削除を制御するパー

サ オプションを指定できます。同様にデータ階層の整理もできます。 
 

ユーザは、構造クラス レベルで表形式データ パーサを使用し、またパー

サ オプションを指定することもできます。ただし、ファイル レベルおよ

び実行レベルの割り当てが、構造クラス レベルで行われた割り当てより

も優先されます。 
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表形式データ パーサへのアクセスと使用 

表形式データ パーサを使用するには、以下の手順に従います。 

1. クラス、ファイル、または実行可能属性シートで、［パーサ］ドロッ

プダウン リストから［表形式データ パーサ］を選択します。- 

2. ［パーサ オプション］で表レイアウトの詳細を定義します。 以下の図

はパーサ詳細を示します。 

 
 

［パーサ オプション」はドロップダウンでリスト表示される属性の

セットです。 ［追加］または［削除］を使用してオプションの追加、

削除を行います。 オプションを編集するには［名前］および［値］の

オプションをクリックします。 
 

たとえば、図の中でリストされているパーサ オプションは以下の通り

です。 

■ 列区切り方法 

■ 列名 

■ コメントの正規表現 
 

3. ［保存］をクリックします。 

［パーサ オプション］フィールドが更新されます。 
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パーサ オプション 

［パーサ オプション］フィールドの［表形式データ パーサ］に対して以

下のオプションを設定できます。 

注：  オプションに指定する値はすべてかっこで囲みます。 

Column delimiter characters=  

1 つ以上の列の区切り文字を指定します。 

このオプションを定義しない場合、デフォルトでタブ文字になります。 

1 つ以上の列の区切り文字を指定することもできます。  

たとえば、コロン、スラッシュ、およびカンマを有効な区切り文字と

して指定するには、以下のように指定します。 

Column delimiter characters=:、/、, 

たとえば、スペース、タブ、またはその両方を区切り文字として指定

するには、以下のように指定します。 

スペースのみ 

   Column delimiter characters=" " 

タブのみ 

   Column delimiter characters="    " 

タブおよびスペース 

   Column delimiter characters="     " 

注： 引用符（" "）は、わかりやすく表示するために使用されているだ

けです。 実際の操作では、スペースまたはタブ文字のみを引用符で囲

まずに入力してください。 
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Column delimiter method= 

連続する区切り文字を処理する方法を定義します。 このオプションは 

"one" または "all" に設定できます。 

このオプションを定義しない場合、デフォルトで "all" になります。そ

の場合、連続する区切り文字を 1 つの区切り文字として処理します。 

たとえば、以下のように指定した場合  

column delimiter characters=,  

column delimiter method=all 

対象データ 

ftp,tcp,udp,,,,xyz 

パーサは ftp、tcp、udp、xyz の 4 つの列を返します。 
 

複数の連続するスペースを 1 つの区切り文字として処理する場合、ま

たは定義された値がなくてもデータ列を含める場合には値を "one" に

設定します。 たとえば、以下のように指定した場合 

column delimiter characters=:  

column delimiter method=one 

対象データ 

root::0:XDCGBH!: 

パーサは以下の列を返します。  

root, "", 0, XDCGBH!, "" 

注： 前の例で column delimiter method=all を指定した場合、パーサは以

下の列のみを返します。  

root, 0, XDCGBH! 
 

Header count=  

データ セットの最初に無視する行番号を定義します。 たとえば、次の

ように使用します。 

Header count=2 

これは、netstat コマンドの表形式データ結果からヘッダ情報を排除し

ます。 

Header count= オプションを指定した場合のみ、行全体を排除できます。 

このファイルの解析により、削除した行は CA Configuration Automation 

UI に含まれません。 
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Comment regular expression=  

データ セット内のコメントを識別する正規表現を定義します。 たとえ

ば、以下のように指定した場合 

Comment regular expression=#.* 

パーサは、# で開始されるパターン（行の末尾までのすべての文字を

含む）をコメントとして解釈および無視します。 例： 

# 

# These three lines are removed 

# 

このオプションを使用して、行の一部を解釈および無視することもで

きます 例： 

何らかのデータ   # this comment is also removed 

このファイルの解析により、削除した行および行の一部は CA 

Configuration Automation UI に表示されません。 
 

Column Names= 

データの個別の列に名前の割り当てを定義します。 フィールドの形式

は、名前および列のインデックス番号のカンマ区切りのリストです。 

列のインデックスはゼロから開始されます。 例： 

"Column Names"=Protocol:0,Recv:1,Send:2,Local:3,Remote:4,State:5 

このファイルの解析により、Column Names= オプションで除外した列

は CA Configuration Automation UI に表示されません。 
 

CA Configuration Automation の標準内部データ形式に対して表形式

データを解析することの重要な側面は、データを構造クラス グループ

として組み立てることにあります。 グループを使用することにより、

データの各行に一意の修飾子を割り当てて、入れ子にし、ユーザ イン

ターフェースに階層的に表示することができます。 表形式データ パー

サは、Column Names= オプションに定義された「first name:index」のペ

アを使用して、データ行が含まれるグループに名前を付けます（グルー

プ ピボット）。 
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前の例で Column Names= オプションを指定し、netstat コマンド出力を

入力として使用した場合、以下のデータが表示されます。 

 

注： この例の解析済みデータを解釈するために使用される構造クラス

は、Protocol の修飾子として Local を指定します。 
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トップレベルのグループ ピボット下のサブグループを構成するため

に複数の列をグループ化することもできます。 たとえば、階層の 1 レ

ベルに Recv と Send の列をネストするには、以下のようにグループ修

飾子を適用します。 

"Column 
Names"=Protocol:0,Send/Recv(group):1-2,Local:3,Remote:4,State:5 

データは以下のとおりに表示されます。 

 

注： この例に示されているように、ネストされた値は、指定されたグ

ループに属する値として表示され、名前がありません。 名前がないと、

親グループを正確に修飾する構造クラスを書き込むことが完全にはで

きない可能性があります。 ネストされた列に名前を定義するには、ネ

ストされた列のグループ修飾子の後に name:index ペアを指定します。 

例： 

"Column Names"= 

Protocol:0,Send/Recv(group):1-2,Recv:1,Send:2,Local:3,Remote:4,

State:5 
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データは以下のように表示されます。 

 
 

name:index ペアの指定では、列の範囲、個別の列のリスト、またはそ

の組み合わせとしてグループを定義できます。 有効なグループ列の形

式には以下が含まれます。 

5- 

列 5 およびそれ以降のすべての列 

3-5|7-   

列 3 ～ 5、列 7、およびそれ以降のすべての列 

3-5|7|9-11   

列 3 ～ 5、列 7、および列 9 ～ 11 

注： 階層が構築される基盤のグループ ピボットであるため、最初の 

name:index ペアにはグループ オプションを指定できません。 
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name:index ペアが指定する名前の列の値に代入するには、valueasname 

修飾子を使用します。 グループ ピボット（最初の name:index ペア）

に valueasname 修飾子を指定できます。 表の中の 1 つの列が通常一意

のキーになるため、これは表形式のデータ表示では便利な方法です。 

たとえば、以下のように valueasname 修飾子を適用します。 

"Column 

Names"=Protocol(valueasname):0,Send/Recv(group):1-2,Local:3,Rem

ote:4,State:5 

データが表示されます： 

 
 



グローバル変数 

 

第 10 章： ブループリント エレメント リファレンス  397  
 

Line continuation regular expression=  

正規表現を定義して、行継続構文を識別します。 

たとえば、行継続文字 ¥ を使用して、以下のファイル内の複数の行に

わたって単一のデータの行を継続させます。 

 

データを正しく解析するには、以下の Line continuation regular 

expression= オプションを使用します。 

Line continuation regular expression= ¥¥$ 

注： 最初の ¥ は、2 番目の ¥ をエスケープして有効な正規表現を生成し

ます。 
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第 11 章： コンプライアンスの管理 
 

［コンプライアンス］タブ ページには、以下のページへのリンクが含ま

れます。 

■ ルール グループ 

■ ジョブ 

■ 履歴 

■ ログ 

■ レポート 

次のセクションでは、これらのページで利用可能な機能性について説明し

ます。 
 

ルール グループの使用 

［ルール グループ］ページでは、社内に適した論理グループによってカ

スタムでルールを構成する、ルール グループの作成および管理が可能に

なります。 ルール グループは、主にレポートの目的で使用します。 

［ルール グループ］タブ ページには、事前定義済みおよびユーザ定義の

ルール グループをリスト表示する［ルール グループ］テーブルが含まれ、

ユーザはルール グループの表示、作成、編集、インポート、エクスポー

ト、および削除ができます。 
 

ルール グループの割り当ては以下の場所から行われます。 

■ ［サーバ］タブ ページ（［アクションの選択］ドロップダウン リスト

からアクセスする）の［ルール コンプライアンスの実行］ウィザード

の［サーバ］ページ  

■ ［サービス］タブ ページ（［アクションの選択］ドロップダウン リス

トからアクセスする）の［ルール コンプライアンスの実行］ウィザー

ドの［サービス］ページ  

■ ［管理オプション］ページの［管理プロファイルの作成］ウィザード 

事前定義済みルールの詳細については、「コンプライアンス ルール リ

ファレンス ガイド」を参照してください。 
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ルール グループの作成 

ルール グループを作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ルール グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ルール グループ］ページが表示され、テーブルに事前定義済みおよ

びユーザ定義のルール グループがリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ルール グルー

プの作成］を選択します。 

［ルール グループの作成］ページが表示されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

名前 

ルール グループの名前を指定します。 

説明 

ルール グループの機能または目的を説明します。 

ドキュメント URL 

ユーザが作成したルール グループを説明するドキュメントの場所

を指定します。 

［ルール］ページが表示されます。 
 

5. ［ルールの追加］をクリックします。 

［ルールの追加］ウィザードの［カテゴリ］ページが表示されます。  
 

6. ［カテゴリ］ドロップダウン リストからカテゴリを選択するか、新規

カテゴリの名前を入力し、［次へ］をクリックします。 

［フィルタ］ページが表示されます。 
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7. 以下のいずれかを実行します。 

■ ブループリントをすべて表示するには［更新］をクリックします。 

■ ［列と値］ドロップダウン リストからエントリを選択して、特定

のブループリントのみを表示するフィルタを作成し、［更新］を

クリックします。  

［利用可能なブループリント］列にブループリントが表示されます。 
 

8.  1 つ以上のブループリントをダブルクリックして［選択されたブルー

プリント］列に移動し、［次へ］をクリックします。 

［ルール］ページが表示されます。 
 

9. ［ルール］ツリー内のブループリントの隣にあるプラス記号をクリッ

クし、ルール グループに追加するルールの隣のチェック ボックスをオ

ンにし、次に［完了］をクリックします。 

［ルール］テーブルが表示され、前の手順で選択したルールが表示さ

れます。 

10. ［完了］をクリックします。 

新規ルール グループが［ルール グループ］テーブルに表示されます。 
 

ルール グループのインポート 

CA Configuration Automation の別のインスタンスからユーザの CA 

Configuration Automation サーバ へルール グループをインポートするため

に、インポート ユーティリティが用意されています。 .jar ファイルとして

ルール グループをエクスポートするために、同様のエクスポート ユー

ティリティが含まれています。 

ルール グループをインポートする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ルール グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ルール グループ］ページが表示され、［ルール グループ］テーブル

内の既存のグループがすべてリスト表示されます。 
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3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ルール グルー

プのインポート］を選択します。 

［ルール グループのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. ［参照］をクリックし、インポートする .jar ファイルにナビゲートし

ます。 

ファイルが CA Configuration Automation サーバ からエクスポートされ

た場合、ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用するデフォル

トの名前が割り当てられます。 

ExportDatabaseObject_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

ExportDatabaseObject_2010_01_06_13_59_57.jar 

5. CA Configuration Automation サーバ の既存のバージョンを更新する場

合は、［既存のルール グループを上書き］オプションをクリックし、

次に以下のいずれかのボタンをクリックします。 

すべてをインポート 

.jar ファイル内のルール グループをすべてインポートします。 

選択内容をインポート 

.jar ファイル内のルール グループをリスト表示する［利用可能なイ

ンポート］テーブルが表示され、インポートするルール グループ

を指定できます。 

インポートが開始されます。ファイルのサイズによっては時間がかか

ることがあります。 インポートが完了するとステータス メッセージが

表示され、インポートされたルール グループが、［ルール グループ］

テーブル内に表示されます。また、［変更日付/時間］列が更新されま

す。 

注： ルール グループをインポートしたユーザを識別する列は［ルール 

グループ］テーブルに含まれません。 ログを表示し、ファイルをイン

ポートしたユーザを識別するには、［ログ］リンク（メイン タブの下）

をクリックします。 
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ルール グループのエクスポート 

導入されている CA Configuration Automation からルール グループをエクス

ポートし、ほかへインポートできるようにエクスポート ユーティリティ

が用意されています。 エクスポート ユーティリティはルール グループを

抽出し、ルール グループ データを圧縮して .jar ファイルに保存します。 

ルール グループをエクスポートする方法  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ルール グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ルール グループ］ページが表示され、ルール グループ テーブルに

存在するすべてのグループがリスト表示されます。 
 

3. エクスポートする 1 つ以上のルール グループの隣にあるチェック 

ボックスをオンにして、［アクションの選択］ドロップダウンリスト

から［ルール グループ］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ウィンドウで、エクスポート .jar ファイ

ルを保存する場所を指定するようユーザに要求します。 

ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用したデフォルトの名

前が割り当てられます。 

ExportDatabaseObject_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

ExportDatabaseObject_2010_01_06_13_59_57.jar 

4. ［保存］をクリックし、場所を指定して［OK］をクリックします。 

注：  ユーザが Windows オペレーティング システムを使用している場

合、Windows によってファイルを .zip ファイルとして保存することが

推奨される場合があります。 ファイル名に .jar が含まれており、［タ

イプを指定して保存］フィールドが［すべてのファイル］に設定され

ていることを確認します。 

指定された場所にルール グループ .jar が保存されます。 
 



コンプライアンス ジョブの操作 
 

404  ユーザ ガイド 
 

ルール グループの削除 

ルール グループが不要になった場合、それらのルール グループを永続的

に削除できます。 

1 つ以上のルール グループを削除する方法   

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ルール グループ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［ルール グループ］ページが表示され、ルール グループ テーブルに

存在するすべてのグループがリスト表示されます。 
 

3. 削除するルール グループの隣にある 1 つ以上のチェック ボックスを

オンにして、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［ルー

ル グループの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択されたルール グループが削除されます。 
 

コンプライアンス ジョブの操作 

［コンプライアンス ジョブ］ページで、コンプライアンス ジョブを作成、

スケジュール、表示、実行、および削除することができます。 
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コンプライアンス ジョブの作成 

コンプライアンス ジョブを作成し、一定の間隔で自動的に実行するよう

にスケジュールすることができます。 

コンプライアンス ジョブの作成方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［コンプライアンス ジョブ］ページが表示され、既存のすべてのコン

プライアンス ジョブがリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［コンプライアン

ス ジョブの作成］を選択します。 

コンプライアンス ジョブの作成ウィザードが表示されます。 
 

4. 対応するフィールドにジョブの名前および説明を入力し、［修復］ド

ロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選択して、コ

ンプライアンス違反の値をリセットするのに修復を使用するかどうか

を指定します。 

なし 

コンプライアンス違反の値がルール コンプライアンス結果に示さ

れるように指定しますが、これらの値をリセットするのに修復を

使用しないように指定します。 

ルール値のみ 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 

ルール値またはブループリント デフォルト値 

コンプライアンス違反の値を、ルールに定義されている値にリ

セットするのに修復を使用するように指定します。 コンポーネン

トに対して明示的なルールが定義されていない場合、コンプライ

アンス違反の値は、コンポーネント ブループリントで定義されて

いるデフォルト値にリセットされます。  
 

5. ［次へ］をクリックします。 

［ルール グループ］ページが表示されます。 
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6. ［利用可能なルール グループ］フィールドでの 1 つ以上のエントリを

ダブルクリックするか、または二重の右向き矢印をクリックしてすべ

てのルール グループを選択します。 

選択されたルール グループが、［選択されたルール グループ］フィー

ルドに表示されます。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 

［サービス］ページが表示されます。 
 

8. ［利用可能なサービス］フィールドでの 1 つ以上のエントリをダブル

クリックするか、または二重の右向き矢印をクリックしてすべての

サービスを選択します。 

選択されたサービスが、［選択されたサービス］フィールド内に表示

されます。 
 

9. ［次へ］をクリックします。 

［サーバ］ページが表示されます。 
 

10. ［利用可能なサーバ］フィールドでの 1 つ以上のエントリをダブルク

リックするか、または二重の右向き矢印をクリックしてすべてのサー

バを選択します。 

選択されたサーバが、［選択されたサーバ］フィールドに表示されま

す。 
 

11. ［次へ］をクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 
 

12. ［利用可能なサーバ グループ］フィールドでの 1 つ以上のエントリを

ダブルクリックするか、または二重の右向き矢印をクリックしてすべ

てのグループを選択します。 

選択されたグループが、［選択されたサーバ グループ］フィールドに

表示されます。 
 

13. ［次へ］をクリックします。 

［スケジュール］ページが表示されます。 
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14. ［頻度］ドロップダウン リストで以下のうちの 1 つを選択することに

より、ルール コンプライアンス操作を自動で実行するためのスケ

ジュールを定義します。 

スケジュールなし 

操作を自動で実行しないように指定します。 操作は手動で実行す

ることも、後で実行されるようスケジュールすることもできます。 

1 回 

操作が自動で 1 回実行されるように指定します。 このオプション

を選択した場合、［時刻］フィールドに実行する時間も指定する

必要があります。 
 

分数 

分単位で定義された間隔を使用して、操作が繰り返して実行され

るように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下に

ついても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - 操作が実行を開始する時間を指定します。 開始時刻

は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - 操作を最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - 操作を最後に実行する日付を指定します。 

■ # 分ごとに繰り返す - 操作を実行する間隔を指定します。 
 

たとえば、午後 11:00 に開始して 10 分ごとに操作を実行する場合

は、［開始時刻］に「11:00:00PM」と指定し、［10 分間隔で繰り

返す］と指定します。 操作は午後 11:00、午後 11:10、午後 11:20、

午後 11:30、と実行され、時間の終わり（この場合は午前 0 時）ま

で繰り返されます。 次の間隔が生じるまでに 1 つ前の操作の実行

が修了していない場合は、次の操作は前の操作が終了するまで待

機し、終了してから実行を開始します。 
 

時間単位 

時間単位で定義された間隔を使用して、操作が繰り返して実行さ

れるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下

についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - 操作が実行を開始する時間を指定します。 開始時刻

は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - 操作を最初に実行する日付を指定します。 
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■ 終了日 - 操作を最後に実行する日付を指定します。 

■ # 時間ごとに繰り返す - 操作を実行する間隔を指定します。 
 

たとえば、午後 11:00 に開始して 4 時間ごとに 1 日中操作を実行す

る場合は、［開始時刻］に「11:00:00PM」と指定し、［4 時間ごと

に繰り返す］と指定します。 操作は、午後 11:00、午前 3:00、午前 

7:00、午前 11:00、午後 3:00 および午後 7:00 に実行されます。 次

の間隔が生じるまでに 1 つ前の操作の実行が修了していない場合

は、次の操作は前の操作が終了するまで待機し、終了してから実

行を開始します。 また、［開始時刻］が現在の日付をすでに過ぎ

ている場合は、操作はすぐに実行され、指定された繰り返しのス

ケジュールで再開されます。 
 

日単位 

日単位で定義された間隔を使用して、操作が繰り返して実行され

るように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下に

ついても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - 操作が実行を開始する時間を指定します。 開始時刻

は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - プロファイルが最初に実行される日付を指定します。 
 

■ 終了日 - 操作を最後に実行する日付を指定します。 

■ # 日ごとに繰り返す - 操作を実行する間隔を指定します。 
 

週単位 

週単位で定義された間隔を使用して、操作が繰り返して実行され

るように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下に

ついても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - 操作が実行を開始する時間を指定します。 開始時刻

は必ず正時（10:00:00PM、8:00:00AM など）にします。 

■ 開始日 - 操作を最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - 操作を最後に実行する日付を指定します。 

■ # 週ごとに繰り返す  - 操作を実行する間隔を指定します。 
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月次 

月単位で定義された間隔を使用して、操作が繰り返して実行され

るように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下に

ついても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - 操作が実行を開始する時間を指定します。 

■ 開始日 - 操作を最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - 操作を最後に実行する日付を指定します。 

■ # か月ごとに繰り返す - 操作を実行する間隔を指定します。 
 

15. 操作が以下のフィールドで実行される場合に、送信される通知を定義

します。 

通知プロファイル 

この操作がスケジュールどおりに実行される場合に、使用する通

知プロファイルを指定します。 通知プロファイルの作成について

は、「通知プロファイルの作成 (P. 122)」を参照してください。 

件名 

選択された通知プロファイルによって送信される、電子メール 

メッセージの件名の行を指定します。 

ルール コンプライアンス ジョブのスケジュールが定義されます。 

16. ［完了］をクリックします。 

ジョブが作成され、コンプライアンス ジョブ テーブルに表示されます。 
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コンプライアンス ジョブの実行 

コンプライアンスをすぐに更新する必要がある場合は、既存のコンプライ

アンス ジョブを手動で実行することができます。 

コンプライアンス ジョブを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［コンプライアンス ジョブ］ページが表示され、既存のすべてのコン

プライアンス ジョブがリスト表示されます。 

3. 実行するジョブの隣にあるチェック ボックスをオンにして、［アク

ションの選択］ドロップダウン リストから［コンプライアンス ジョブ

の実行］を選択します。 

「コンプライアンス ジョブは正常に開始されました。」というメッ

セージが表示されます。 

ジョブが完了した後、ルール コンプライアンス結果が表示されます。 
 

コンプライアンス ジョブの削除 

既存のコンプライアンス ジョブが不要になった場合には、そのコンプラ

イアンス ジョブを削除できます。 

コンプライアンス ジョブを削除する方法ます。 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［コンプライアンス ジョブ］ページが表示され、既存のすべてのコン

プライアンス ジョブがリスト表示されます。 

3. 削除するジョブの隣にあるチェック ボックスをオンにして、［アク

ションの選択］ドロップダウン リストから［コンプライアンス ジョブ

の削除］を選択します。 

選択されたコンプライアンス ジョブが削除されます。 
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コンプライアンス履歴の操作 

［コンプライアンス履歴］ページで、コンプライアンス履歴のエントリを

表示して削除することができます。 
 

コンプライアンス履歴の表示 

［コンプライアンス履歴］ページで［コンプライアンス ジョブ］の履歴

を表示することができます。 

コンプライアンス履歴の表示方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［コンプライアンス履歴］ページが表示され、コンプライアンス履歴

テーブルの既存のすべての履歴エントリが表示されます。 
 

コンプライアンス履歴の削除 

コンプライアンス履歴のエントリが不要になった場合、それらのエントリ

を永続的に削除できます。 

コンプライアンス履歴のエントリを削除する方法   

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

［コンプライアンス］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［コンプライアンス履歴］ページが表示され、コンプライアンス履歴

テーブルの既存のすべての履歴エントリが表示されます。 
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3. 削除するエントリの隣にある 1 つ以上のチェック ボックスをオンに

して、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［履歴の削除］

を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択したエントリが削除されます。 
 

コンプライアンス レポートの操作 

［コンプライアンス レポート］ページにはルール コンプライアンス レ

ポートの 2 つのバージョンが含まれており、これらのバージョンはサーバ

またはサービスのいずれかで実行できます。 

■ ルール コンプライアンス サーバ レポートは、コンポーネント、カテ

ゴリ、およびウェイトによってルール コンプライアンス結果を要約し、

各ルール違反の詳細を示します。 

■ ルール コンプライアンス サービス レポートはサーバ、コンポーネン

ト、カテゴリおよびウェイトによってルール コンプライアンス結果を

要約し、次に、各ルール違反の詳細を示します。 

レポートのスケジュールまたは実行の詳細については、「レポート管理 (P. 

449)」を参照してください。 
 

コンプライアンス例外の操作 

ルールの例外ページでは、以下のタスクを実行できます。 

■ サーバとサービスに関連付けられた例外を表示、管理する。 

■ サーバとサービスの例外としてルールを追加するルールを選択する。 

■ 選択したルールに関してサーバとサービスに関連付けられた例外を削

除する。 

■ サーバまたはサービス リストを変更するルールを選択する。 
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例外の追加 

サーバとサービスの例外としてルールを追加します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

2. ［コンプライアンス］タブ ページの［ルールの例外］リンクをクリッ

クします。 
 

3. ［ルールの例外］ページでは、サーバとサービスに関連付けられた、

すでに設定されている例外、または利用可能な例外が表示されます。 

4. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［例外の追加］を

選択し、以下の手順に従います。 

a. ［例外ルールの追加］ページの［利用可能なブループリント］列

で 1 つ以上のブループリントをダブルクリックして［選択された

ブループリント］列に移動し、［次へ］をクリックします。 

b. ［構造クラスの選択］ページで、［利用可能なクラス］列から 1 つ

以上の構造クラスをダブルクリックして［選択されたクラス］列

に移動し、［次へ］をクリックします。 
 

c. ［ルールの選択］ページで、ブループリントまたは FSC に関連する 

1 つ以上のルールを選択して例外を追加し、［次へ］をクリックし

ます。 

d. ［サーバ」ページで、例外としてルールを追加する 1 つ以上のサー

バを選択し、［次へ］をクリックします。 

e. ［サービス］ページで、例外として追加するサービスを選択しま

す。 

f. ［終了］をクリックします。 

ルールは、選択されたサーバおよびサービスの例外として追加されま

す。  
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例外の管理 

ルールで定義されているサーバおよびサービスのリストは、削除または変

更できます。 

次の手順に従ってください：  

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

2. ［コンプライアンス］タブ ページで、［ルールの例外］リンクをクリッ

クします。 
 

［ルールの例外］ページでは、サーバとサービスに関連付けられた利

用可能な例外、またはすでに設定されている例外が表示されます。 
 

3. ［ルールの例外］ページで、選択したルール用の既存の例外を、以下

の方法で変更します。 

a. 1 つ以上のルールを選択し、次に、［アクションの選択］ドロップ

ダウン リストから［ルールの例外を管理］を選択します。 

b. ［例外に含める］または［例外から除外する］オプションを選択

して、サーバまたはサービスを追加または削除します。 

c. （単一のルールの変更）選択されたサーバまたはサービスのタブ

からサーバまたはサービスを追加または削除するルールをクリッ

クします。 

4. ［保存］をクリックします。 
 

例外の削除 

使用されなくなった 1 つ以上のルールの例外を選択して削除できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、次に［コンプライアンス］タブをクリッ

クします。 

2. ［コンプライアンス］タブ ページで、［ルールの例外］リンクをクリッ

クします。 
 

3. ［ルールの例外］ページでは、サーバとサービスに関連付けられた利

用可能な例外、またはすでに設定されている例外が表示されます。 
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4. 1 つ以上のルールを選択し、次に、［アクションの選択］ドロップダ

ウン リストから［例外の削除］を選択してルールを削除します。 
 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

選択したルールに関してサーバとサービスに関連付けられた例外が削

除されます。 
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第 12 章： 修復管理 
 

CA Configuration Automation では、修復ジョブを実行することにより、サー

バまたはサービス コンポーネントの属性を変更することができます。 修

復ジョブを手動で随時に実行することも、修復ジョブをスケジュールする

こともできます。  

以下のリストは、修復操作を、どのタイミングでどのように呼び出すこと

ができるかを説明しています。 

■ スケジュールに従って、または修復プロファイルおよびジョブを使用

して手動で実行する 

■ ［コンポーネントおよび構成の表示］ウィンドウを使用してアドホッ

クに実行する 

■ 変更検出および比較を使用してアドホックに実行する 

■ ルール コンプライアンスを使用してアドホックに実行する 

■ ルール コンプライアンスを使用して自動で実行する 

■ コンプライアンス ジョブを使用して自動で実行する 

■ 管理プロファイル ルール コンプライアンスを使用して自動で実行す

る 
 

修復プロファイルの作成 

CA Configuration Automation では修復を使用して、修復ジョブを実行するか、

または変更を即時に行うことによってサーバまたはサービス コンポーネ

ントの属性を変更することができます。 修復の変更は、以下のコンポー

ネントに対して行うことができます。 

■ レジストリ キーおよび［管理対象］フォルダ内の値。 

■ ［設定］フォルダ内のパラメータ値。 

■ 実行中のマクロ ステップによって返された値。 マクロ ステップは、

コンポーネント ブループリントの特別なディレクティブ セットで、

ユーティリティおよび診断の操作を実行します。 各マクロ ステップは、

サーバ、コンポーネント、またはサービスのツリー ビューから直接抽

出されるステータスと値、またはエージェントの問合わせによって取

得されるステータスと値を返します。 
 



修復プロファイルの作成 
 

418  ユーザ ガイド 
 

修復プロファイルに追加された各属性値は、1 つのステップとみなされま

す。 修復プロファイルには複数のステップを含めることが可能です。 プ

ロファイル ジョブによってプロファイルが指定されている場合は、1 つの

サーバ上でステップを実行する、複数のサーバで 1 つのステップを実行す

る、または複数のサーバで複数のステップを実行することが可能です。 
 

また、マクロ ステップは、［コンポーネント ブループリント］ > ［マク

ロ］フォルダに含まれているエレメントから、修復プロファイルへ追加す

ることもできます。 ［マクロ］フォルダのエレメントをクリックすると、

マクロ属性のシートが表示されます。 マクロを使用して、修復の変更を

行う前にサービスを停止し、変更が行なわれた後で再開する、といったス

テップを実行することができます。 たとえば、WebLogic は実行中に自身

の config.xml ファイルをキャッシュし、シャット ダウンされるときに、

キャッシュしたファイルをディスクに書き込みます。 WebLogic を停止せ

ず、CA Configuration Automation を使用して config.xml ファイルに変更を加

えると、WebLogic が停止して、キャッシュされたファイルをディスクに書

き込むときに、変更が上書きされます。 
 

この問題を回避するために、修復ジョブを作成することができます。この

ジョブの中には、最初のステップとして WebLogic を停止し、後続のステッ

プで必要な変更を行い、最後のステップとして WebLogic を開始する別の

マクロを実行するマクロが含まれます。 
 

注： 構成ファイルの中には、修復を使用して変更できないものもあります

（listener.ora など）。 これらのファイル上で修復を無効にするために、ク

ラス属性シートに［修復ジョブを許可］オプションが追加されています。 

修復の変更を防ぐために、デフォルトでこれらのファイルのオプションは

［いいえ］に設定されています。 ファイルが修復を使用して変更できる

かどうかを確認するには、［ブループリント］-［構造クラス］に移動し

てファイルを選択し、［構造クラスの編集/表示］を選択してクラス属性

シートを表示します。 ［修復ジョブを許可］オプションが［はい］に設

定されている場合、修復を使用してファイルを修正することができます。 
 

以降のセクションでは、修復を手動で使用して、単純な即時の属性変更を

実行する方法について説明します。 次のセクションは、複数ステップの

修復ジョブの作成について説明しています。このジョブの中には、マクロ

と修復ジョブ ステップを含めることが可能で、ジョブとしてスケジュー

ルおよび管理することができます。 
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修復プロファイルを作成する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復プロファイル］ページが表示され、修復プロファイル テーブル

に存在するすべてのプロファイルがリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［修復プロファイ

ルの作成］を選択します。 

修復プロファイルの作成ウィザードの［プロファイル］ページが表示

されます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

名前 

プロファイルの名前を指定します。 

説明 

プロファイルの機能または目的を説明します。 

［ステップ］ページが表示されます。 
 

5. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［ステップの作成］

を選択します。 

CA Configuration Automation で認識されているソフトウェア コンポー

ネントが、［コンポーネント］ペインにリスト表示されます。 
 

6. コンポーネント ツリーをナビゲートし、修復する値が含まれているエ

レメントをクリックします。 

［詳細］の［名前］フィールドには選択したエレメントが表示され、

［アクション］フィールドには［更新］が表示されます。 
 

7. 対応するフィールドに、適切な情報を入力し、［ステップの追加］を

クリックします。 

新規の値 

選択されたエレメントに割り当てられる値を指定します。 

変更の説明 

修復プロファイルによって行われている変更について説明します。 
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予期された値と実際の値が一致しなかった場合は失敗にする 

値の相違が現在の変更に影響を与える場合は、変更を完了せずに

失敗とするかどうかを指定します。 

値が変わっており、変更の後コンポーネントがリフレッシュされ

ていない場合には、CA Configuration Automation データベース に格

納されている値が実際の値と異なる可能性もあるため、これは重

要です。 操作を失敗させることにより、ユーザは修復ジョブを再

実行する前に、相違について調べて、評価します。 

ステップがターゲット サーバ上で失敗した場合は停止 

このステップが失敗した場合に、このプロファイルに関連付けら

れている修復ジョブを停止するかどうかを指定します。 

メッセージは、ステップが作成されたことを確認します。 
 

8. （［詳細］フィールドの上にある）［サーバ］リンクをクリックしま

す。 

サマリ テーブルに円グラフが表示されます。  

■ 円グラフは、コンポーネントが存在するサーバの合計数を表しま

す。 円グラフでは、合計を、選択された構成の設定が同じ値を持っ

ているセグメントに分割します。 セグメントにマウスを合わせる

と、表示されているサーバに関連付けられている値が示されます。 

■ ［サマリ］テーブルには、円グラフでサーバを表す色、選択され

た設定の値、コンポーネントが存在するサーバ数がリスト表示さ

れます。   
 

 

9. 以下のいずれかを実行します。 

■ ステップを追加する場合は、ステップ 6 ～ 8 を繰り返します。 

■ ［ステップの追加が完了］をクリックします。 

 新しく作成されたステップが、ステップ テーブルに表示されます。 
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10. （オプション）以下のオプションのいずれかを使用してステップの順

序を並べ替えます。 

■ 移動するステップの隣にあるチェック ボックスをオンにして、

［アクションの選択］ドロップダウン リストから［ステップを上

に移動］または［ステップを下に移動］を選択します。 

■ 移動するステップの隣にあるチェック ボックスをオンにして、

テーブルの右側にある上向きまたは下向きの矢印をクリックして、

ステップを上または下に移動します。 

11. ［完了］をクリックします。 

修復プロファイル テーブルにプロファイルが表示されます。 
 

修復プロファイルの表示および編集 

修復プロファイルの詳細を表示して編集できます。  

修復プロファイルを表示および編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復プロファイル］ページが表示され、修復プロファイル テーブル

に存在するプロファイルがリスト表示されます。 

3. （オプション）［プロファイル名］列のプロファイル名をクリックし

ます。 

［修復プロファイルの詳細］ページが表示されます。 このページ上で

詳細を編集できます。 このフィールドについては、「修復プロファイ

ルの作成 (P. 417)」で説明しています。 
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修復プロファイルのインポート 

別の CA Configuration Automation インスタンスから Java Archive （JAR）ファ

イルとして修復プロファイルをインポートできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

2. ［修復］タブで、［プロファイル］リンクをクリックします。 
 

3. ［修復プロファイル］ページで、［テーブル アクション］をクリック

し、［修復プロファイルのインポート］を選択します。 
 

4. ［修復プロファイルのインポート］ダイアログ ボックスで、以下の

フィールドに入力します。 

インポートする JAR ファイル 

インポートする修復プロファイルが含まれている JAR ファイルの

名前を指定します。 ［参照］をクリックしてファイルにナビゲー

トできます。 

既存の修復プロファイルを上書き 

同じ名前のファイルに上書きするかどうかを指定します。 別の CA 

Configuration Automation インスタンスのプロファイルを保持する

場合は、このオプションを選択します。 

5. 以下のいずれかのボタンをクリックします。  

すべてをインポート 

JAR ファイル内のすべての修復プロファイルをインポートします。 

選択してインポート 

JAR ファイルからインポートする特定の修復プロファイルを選択

するダイアログ ボックスが表示されます。 

アプリケーションは、ファイル、およびプロファイルを表示する［修

復プロファイル］テーブルをインポートします。  
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修復プロファイルの削除 

修復プロファイルが不要になった場合、それらのプロファイルを永続的に

削除できます。 

修復プロファイルの削除方法   

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［プロファイル］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［プロファイル］ページが表示され、修復プロファイル テーブルに存

在するすべてのプロファイルがリスト表示されます。 
 

3. 削除するプロファイルの隣にある 1 つ以上のチェック ボックスをオ

ンにして、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［プロファ

イルの削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択したプロファイルが削除されます。 
 

コンポーネント リストからのアドホック修復ジョブの実行 

多くの CA Configuration Automation 操作では操作を実行するサービスまた

はサーバを指定する必要がありますが、アドホック修復ジョブでは、特定

のサーバまたはサーバに関連してコンポーネントを表示しません。 代わ

りに、コンポーネント中心のアプローチを使用して、現在、エンタープラ

イズの尐なくとも 1 つのサーバ上にあるすべてのコンポーネントをリス

ト表示します。 このリストから特定の構成パラメータにナビゲートし、

その値が示される各サーバ上で値を表示することができます。 ここから

ジョブを実行またはスケジュールして、これらの値の 1 つ以上のものを修

復することができます。  
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アドホック修復ジョブを実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［アドホック］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［アドホック修復］ページが表示され、左側のペインにソフトウェア 

コンポーネントがリスト表示されます。 
 

3. 修復するファイルまたはレジストリのエントリにナビゲートするには、

コンポーネントの隣にあるプラス記号をクリックします。 

右側のペインに、［詳細］ページが表示されます。 
 

4. 適切なフィールドに以下の情報を入力します。 

アクション 

修復アクションのタイプを指定します。  

新規の値 

不要な値を置換するために値を指定します。 新しい値を入力する

前に現在の値を参照する場合は、［詳細］フィールドの上の［サー

バ］リンクをクリックし、（ステップ 5 で説明しているように）

選択したコンポーネントが存在する各サーバの現在値を表示しま

す。  
 

変更の説明 

修復ジョブの目的を説明します。 この説明は、ジョブの作成後、

修復ジョブ テーブルの［ジョブ説明］列に表示されます。 
 

予期された値と実際の値が一致しなかった場合は失敗にする 

値の相違が、現在の変更に影響を与える場合は、変更を完了せず

にこのジョブを失敗とするかどうかを指定します。 

値が変わっており、変更の後コンポーネントがリフレッシュされ

ていない場合には、CA Configuration Automation データベース に格

納されている値が実際の値と異なる可能性もあるため、これは重

要です。 操作を失敗させることにより、ユーザは修復ジョブを再

実行する前に、相違について調べて、評価します。-  
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実行前マクロの実行が失敗した場合は停止 

実行前マクロが機能の実行に失敗した場合は、ジョブを停止する

よう指定します。 たとえば、修復の変更が行なわれる前にサービ

スを停止するよう実行前マクロを作成した場合、修正変更が失敗

すると、このジョブは失敗します。 
 

実行前マクロ 

修復が発生する前に実行するマクロ ステップを指定します。 よく

見られる例として、サービスを停止する実行前マクロを作成しま

す。 

実行後マクロ 

修復が発生した後に実行するマクロ ステップを指定します。 よく

見られる例として、サービスを再開する実行後マクロを作成しま

す。 
 

5. （［詳細］フィールドの上にある）［サーバ］リンクをクリックしま

す。 

サマリ テーブルに円グラフが表示されます。  

■ 円グラフは、コンポーネントが存在するサーバの合計数を表しま

す。 円グラフでは、合計を、選択された構成の設定が同じ値を持っ

ているセグメントに分割します。 セグメントにマウスを合わせる

と、表示されているサーバに関連付けられている値が示されます。 

■ サマリ テーブルには、円グラフでサーバを表す色、選択された設

定の値、コンポーネントが存在するサーバの数がリスト表示され

ます。   
 

6. サマリ テーブルで、以下のいずれか、または両方を実行します。 

■ 現在の値を、（ステップ 4 の）［新しい値］フィールドに入力し

た値で置き換えるテーブルの 1 つ以上の行の隣にあるチェック 

ボックスをオンにします。 

■ ［値］列のリンクをクリックしてサーバ テーブルを表示し、現在

の値を、（ステップ 4 の）［新しい値］フィールドに入力した値

で置き換える 1 つ以上のサーバを選択します。  
 

7. （オプション）［選択されたサーバ］リンクをクリックします。 

選択したサーバ テーブルが表示され、ステップ 6 で選択したサーバの

概要が示されます。 
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8. ［修復］をクリックします。 

［修復］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

9. ［実行］ドロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選

択します。 

今すぐ 

ユーザが［OK］をクリックしたときにジョブが開始するよう指定

します。 

後で 

ユーザがジョブを開始する日付と時間を指定するための［時刻］

フィールドを表示します。 
 

10. ［通知］ドロップダウン リストから以下のいずれかのオプションを選

択します。選択したプロファイルで定義されている件名を上書きする

場合は、通知の［件名］行に入力します。 

デフォルトを使用 

デフォルトとして指定されている通知プロファイルを、このジョ

ブで使用するよう指定します。 

ユーザ定義プロファイル 

このジョブで使用するユーザ定義通知を指定します。 

11. ［OK］をクリックします。 

ステップ 9 の選択によって、以下のいずれかの内容が発生します。 

■ ジョブが開始します。 ジョブが完了したときに通知が送信され、

修復履歴テーブルにジョブの履歴が表示されます（［修復］タブ 

ページで［履歴］リンクをクリックして表示します）。 

■ ジョブがスケジュールされ、修復ジョブ テーブルに表示されます

（［修復］タブ ページで［ジョブ］リンクをクリックして表示し

ます）。 
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プロファイル ジョブの作成 

既存の修復プロファイルを使用するプロファイル ジョブを作成して、以

下のコンポーネントに変更を加えます。 

■ レジストリ キーおよび［管理対象］フォルダ内の値。 

■ ［設定］フォルダ内のパラメータ値。 

■ 実行中のマクロ ステップによって返された値。 マクロ ステップは、

コンポーネント ブループリントの特別なディレクティブ セットで、

ユーティリティおよび診断の操作を実行します。 各マクロ ステップは、

サーバ、コンポーネント、またはサービスのツリー ビューから直接抽

出されるステータスと値、またはエージェントの問合わせによって取

得されるステータスと値を返します。 
 

修復プロファイルは、ジョブによってどのコンポーネントが変更されるか、

また新しい値は何かを定義します。 プロファイル ジョブは、新しい値に

よってどのサーバ、サーバ グループ、またはサービスが更新されるのか、

またジョブがいつ実行されるのかを指定します。  
 

プロファイル ジョブの作成方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復ジョブ］ページが表示され、修復ジョブ テーブルに存在するす

べてのジョブがリスト表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［プロファイル 

ジョブの作成］を選択します。 

プロファイル ジョブの作成ウィザードの［ジョブ］ページが表示され

ます。 
 

4. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

名前 

プロファイルの名前を指定します。 

説明 

プロファイルの機能または目的を説明します。 
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プロファイル 

このジョブで使用する修復プロファイルを指定します。 

ステップがターゲット サーバ上で失敗した場合は停止 

このステップが失敗した場合に、このプロファイルに関連付けら

れている修復ジョブを停止するかどうかを指定します。 

［サービス］ページが表示されます。 
 

5. ［利用可能なサービス］列で、ジョブによって更新する 1 つ以上のサー

ビスをダブルクリックし、それらのサービスを［選択されたサービス］

列へ移動して［次へ］をクリックします。 

［サーバ］ページが表示されます。 
 

6. ［利用可能なサーバ］列で、ジョブによって更新する 1 つ以上のサー

バをダブルクリックし、それらのサーバを［選択されたサーバ］列へ

移動して［次へ］をクリックします。 

［サーバ グループ］ページが表示されます。 
 

7. ［利用可能なサーバ グループ］列で、ジョブによって更新する 1 つ以

上のサーバ グループをダブルクリックし、それらのグループを［選択

されたサーバ グループ］列へ移動して［次へ］をクリックします。 

［スケジュール］ページが表示されます。 
 

8. ［頻度］ドロップダウン リストで以下のうちの 1 つを選択することに

より、ジョブを自動で実行するためのスケジュールを定義します。 

スケジュールなし 

ジョブを自動で実行しないように指定します。 ジョブは手動で実

行することも、後で実行されるようスケジュールすることもでき

ます。 

1 回 

ジョブが自動で 1 回実行されるように指定します。 このオプショ

ンを選択した場合、［時刻］フィールドに実行する時間も指定す

る必要があります。 
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分数 

分単位で定義された間隔を使用して、ジョブが繰り返して実行さ

れるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下

についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - ジョブが実行を開始する時間を指定します。  

■ 開始日 - ジョブを最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - ジョブを最後に実行する日付を指定します。 

■ # 分ごとに繰り返す - ジョブを実行する間隔を指定します。 
 

たとえば、午後 11:00 に開始して 10 分ごとにジョブを実行する場

合は、［開始時刻］に「11:00:00PM」と指定し、［10 分間隔で繰

り返す］と指定します。 ジョブは午後 11:00、午後 11:10、午後 11:20、

午後 11:30、と実行され、時間の終わり（この場合は午前 0 時）ま

で繰り返されます。 次の間隔が生じるまでに 1 つ前のジョブの実

行が修了していない場合は、次のジョブは前のジョブが終了する

まで待機し、終了してから実行を開始します。 
 

時間単位 

時間単位で定義された間隔を使用して、ジョブが繰り返して実行

されるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以

下についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - ジョブが実行を開始する時間を指定します。  

■ 開始日 - ジョブを最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - ジョブを最後に実行する日付を指定します。 

■ # 時間ごとに繰り返す - ジョブを実行する間隔を指定します。 
 

たとえば、午後 11:00 に開始して 4 時間ごとに 1 日中ジョブを実行

する場合は、［開始時刻］に「11:00:00PM」と指定し、［4 時間ご

とに繰り返す］と指定します。 ジョブは、午後 11:00、午前 3:00、

午前 7:00、午前 11:00、午後 3:00 および午後 7:00 に実行されます。 

次の間隔が生じるまでに 1 つ前のジョブの実行が修了していない

場合は、次のジョブは前のジョブが終了するまで待機し、終了し

てから実行を開始します。 また、［開始時刻］が現在の日付をす

でに過ぎている場合は、ジョブはすぐに実行され、指定された繰

り返しのスケジュールで再開されます。 
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日単位 

日単位で定義された間隔を使用して、ジョブが繰り返して実行さ

れるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下

についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - ジョブが実行を開始する時間を指定します。  

■ 開始日 - ジョブを最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - ジョブを最後に実行する日付を指定します。 

■ # 日ごとに繰り返す - ジョブを実行する間隔を指定します。 
 

週単位 

週単位で定義された間隔を使用して、ジョブが繰り返して実行さ

れるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下

についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - ジョブが実行を開始する時間を指定します。  

■ 開始日 - ジョブを最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - ジョブを最後に実行する日付を指定します。 

■ # 週ごとに繰り返す - ジョブを実行する間隔を指定します。 
 

月次 

月単位で定義された間隔を使用して、ジョブが繰り返して実行さ

れるように指定します。 このオプションを選択する場合は、以下

についても指定する必要があります。 

■ 開始時刻 - ジョブが実行を開始する時間を指定します。  

■ 開始日 - ジョブを最初に実行する日付を指定します。 
 

■ 終了日 - ジョブを最後に実行する日付を指定します。 

■ # か月ごとに繰り返す - ジョブを実行する間隔を指定します。 
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9. 以下のフィールドを使用してジョブが実行される場合に、送信される

通知を定義します。 

通知プロファイル 

このジョブがスケジュールどおりに実行される場合に、使用する

通知プロファイルを指定します。 通知プロファイルの作成につい

ては、「通知プロファイルの作成 (P. 122)」を参照してください。 

Subject 

ジョブによって送信される、電子メール メッセージの件名の行を

指定します。 

10. ［完了］をクリックします。 

ジョブが作成されて有効になり、修復ジョブ テーブルに追加されます。 
 

修復ジョブの手動による実行 

不要な構成変更を見つけて応答するために、既存の修復ジョブを手動で実

行することができます。  

修復ジョブを手動で実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復ジョブ］ページが表示されます。 
 

3. 手動で実行する 1 つ以上の修復ジョブの隣にあるチェック ボックス

をオンにし、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［修復

ジョブの実行］を選択します。 

ジョブの実行の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

メッセージは、ジョブが正常に開始したことを確認します。 ジョブが

完了すると、ジョブの関連する修復プロファイルに定義されていると

おりに、通知が送信されます。 
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修復ジョブの表示および編集 

修復ジョブは、サービスまたはサーバに対する不要な変更を訂正するため

に実行される特別なジョブです。  

修復ジョブを表示および編集する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復ジョブ］ページが表示され、修復ジョブ テーブルに存在するす

べてのジョブが表示されます。 

3. （オプション）［ジョブ名］列の［ジョブ］をクリックします。 

［修復ジョブの詳細］ページが表示されます。 「プロファイル ジョブ

の作成 (P. 427)」で説明しているように、このページから修復ジョブを

編集できます。 
 

修復ジョブの削除 

不要になった修復ジョブを削除することができます。 

修復ジョブを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［ジョブ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復ジョブ］ページが表示され、修復ジョブ テーブルにリストされ

ている既存のジョブが示されます。 
 

3. 削除する 1 つ以上のジョブの隣にあるチェック ボックスをオンにし

て、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［修復ジョブの

削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択された修復ジョブが削除されます。 
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修復履歴の表示 

［修復履歴］ページで［修復ジョブ］の履歴を表示することができます。 

ジョブに関するトップレベルの履歴詳細だけでなく、ジョブ、ジョブに関

連付けられたサーバ、およびジョブによって実行された個々の修復ステッ

プに関する詳細にナビゲートできます。 

修復履歴の表示方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復履歴］ページが表示され、修復履歴テーブルに存在するすべて

の修復ジョブがリスト表示されます。 
 

3. ［ジョブ名］列のリンクをクリックします。 

 選択されたジョブの詳細が［履歴］タブに表示されます。  
 

4. ［サーバ］タブをクリックします。 

修復ジョブに関連付けられているサーバがテーブルに表示されます。 
 

5. ［サーバ名］列のリンクをクリックします。 

 選択されたサーバの詳細が［サーバ］タブに表示されます。 

6. ［ステップ］タブをクリックします。 

修復ジョブに関連付けられているステップが表示されます。  
 

修復履歴の削除 

修復履歴のエントリが不要になった場合、それらの履歴を永続的に削除で

きます。 

修復履歴を削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復履歴］ページが表示され、修復履歴テーブルで実行されたすべ

てのジョブがリスト表示されます。 
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3. 削除するジョブの隣にある 1 つ以上のチェック ボックスをオンにし

て、［アクションの選択］ドロップダウンリストから［修復履歴の削

除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

選択されたジョブが削除されます。 
 

修復ジョブの再実行 

ジョブが失敗したことに気づいた場合は、［修復履歴］ページから修復

ジョブを再実行することができます。 

修復ジョブを再実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復履歴］ページが表示され、実行された修復ジョブが示されます。 

［ステータス メッセージ］列のエントリにジョブ失敗メッセージが表

示されるか、または［実行成功］列に、ジョブの実行が失敗したこと

を示す赤い×が表示されます。 
 

3. 再実行する 1 つ以上のジョブの隣にあるチェック ボックスをオンに

し、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［修復の再実行］

を選択します。 

ジョブの再実行の確認を求めるプロンプトが表示されます。 
 

4. ［OK］をクリックします。 

ジョブが実行されます。 ジョブが完了すると、その結果によって修復

履歴テーブルが更新されます。  

5. （オプション）ジョブ、ジョブが実行されたサーバ、修復ジョブによっ

て実行された個々のステップの詳細を表示するには、［ジョブ名］列

のリンクをクリックします。 

 
 



修復の取り消し 
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修復の取り消し 

修復ジョブによって行われた不要な変更を取り消すことができます。 変

更を取り消すかどうかの決定をサポートするために、「修復履歴の表示 (P. 

433)」で説明しているように、修復ジョブによって実行された個々のス

テップを表示することができます。 

修復ジョブによって行われた変更を取り消す方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［履歴］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復履歴］ページが表示され、実行された修復ジョブが示されます。 
 

3. 変更を取り消しする 1 つ以上のジョブの隣にあるチェック ボックス

をオンにして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［修

復の取り消し］を選択します。 

ジョブによって行われた変更の取り消しの確認を求めるプロンプトが

表示されます。 

4. ［OK］をクリックします。 

取り消し操作が実行され、選択されたジョブが最後に実行される前の

構成の設定に戻ります。 取り消し操作は［修復ログ］ページに記録さ

れます。 
 

修復ログの表示 

［修復ログ］ページを表示して、すべての修復アクティビティを調べます。 

修復ログの表示方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［ログ］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［修復ログ］ページが表示され、修復ログ テーブルにリストされてい

る既存の修復アクティビティが示されます。 
 



修復レポートの実行 
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修復レポートの実行 

CA Configuration Automation には、修復に特有の以下のレポート テンプ

レートが含まれており、これらを使用してレポートを生成することができ

ます。 

■ 修復履歴 - 選択したサービスに対する修復ジョブの履歴サマリが提示

され、そのサービス内のコンポーネントに対して行われたすべての構

成変更がリスト表示されます。 

■ 修復ジョブ - 実行に固有の修復ジョブの詳細（実行履歴、結果の概要、

各修復ジョブ インスタンスの個々のステップ詳細など）を提示します。  
 

修復レポートの実行方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［修復］タブをクリックします。 

［修復］タブのページが表示されます。 

2. ［リポート］リンク（メイン タブの下）をクリックします。 

［レポート テンプレート］ページが開き、修復レポートを表示します。 
 

3. ［レポート名］列で、実行するレポートのリンクをクリックします。 

［レポートの詳細］ページの［一般］タブが表示されます。 

4. ［レポート テンプレートの実行または保存」で説明しているように、

レポートを実行します。 
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［サービス］および［サーバ］タブ ページの［ジョブ］リンクによって、

ジョブ テーブルへアクセスすることができます。ここで、スケジュール

されているジョブを表示できます。 このテーブルには、管理プロファイ

ル、通知プロファイル、およびネットワーク プロファイルの一部として

スケジュールされているジョブが示されます。  

注： 修復ジョブはジョブ テーブルには示されません。 「修復ジョブの表示

および編集 (P. 432)」で説明しているように、修復ジョブが修復ジョブ テー

ブルに示されます。 
 

スケジュール ジョブの表示 

ジョブ テーブルには、管理プロファイルおよびネットワーク プロファイ

ルに関連付けられている、すべてのスケジュール済みジョブに関する詳細

が表示されます。  

スケジュール済みジョブを表示するには、［管理］リンクをクリックし、

以下のいずれかのアクションを実行します。 

■ ［サービス］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 

■ ［サーバ］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 
 

■ ［コンプライアンス］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タ

ブの下）をクリック 
 

■ ［修復］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）を

クリック 
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■ ［レポート］タブをクリックし、［ジョブ］リンク（メイン タブの下）

をクリック 

■ ［ジョブ］タブをクリックします 

ジョブ テーブルに、スケジュールされたジョブが表示されます。 ［ジョ

ブ］タブには、完了および失敗したスケジュール済みジョブの履歴が保持

されます。 選択したジョブのログを表示するには、完了したジョブまた

はエラー ジョブのリンクをクリックします。 完了したジョブおよびエ

ラー ジョブがアーカイブされます。 ジョブのアーカイブは、［環境管理］

タブで利用可能な以下の設定情報に基づいています。 

job.archive.threshold 

完了したジョブの履歴アーカイブが作成されるまでの超過レコード数

を指定します。 

デフォルト： 500 
 

job.archive.skip.records 

ジョブの履歴で残りをアーカイブするまでにスキップするレコード数

を指定します。 

デフォルト： 200  
 

job.archive.minimum.records 

完了したジョブの履歴アーカイブが作成されるまでのレコード数を指

定します。 

デフォルト： 200 
 



Catalyst ジョブの表示 
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Catalyst ジョブの表示 

CA Configuration Automation® コネクタ ガイド 

［Catalyst 統合］タブには Catalyst ジョブが表示され、［エクスポート サ

マリ］タブには正常にエクスポートされた CI または失敗した CI がリスト

表示されます。 ［管理］リンクまたは［管理者］リンクから、実行され

た Catalyst ジョブのエクスポート サマリの詳細を表示できます。 CA 

Catalyst にデータをエクスポート中に、選択された Catalyst ジョブで失敗し

た CI をエクスポートできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］リンクから、以下の手順に従います。 

a. ［管理］リンク、［管理プロファイル］をクリックします。 

b. 管理プロファイルを選択し、［統合の有効化］チェック ボックス

をオンにして［Catalyst エクスポート サマリ］タブを表示します。 

c. ［Catalyst エクスポート サマリ］タブを選択します。 

2. ［管理者］リンクから、以下の手順に従います。 

a. ［管理者］リンクをクリックして［Catalyst 統合］タブをクリック

し、［ジョブ］リンクをクリックします。 

b. Catalyst を実行した利用可能な Catalyst ジョブからジョブを選択し

ます。 

c. ［エクスポート サマリ］タブを選択します。 

プロファイル詳細（管理プロファイルを使用）またはジョブ詳細（［管

理者］リンクを使用）ページに、Catalyst ジョブの一部として、エクス

ポートされた CI の合計数、正常にエクスポートされた CI、失敗した CI 

がリスト表示されます。 

［アクション］ドロップダウン リストからは、Catalyst ジョブの実行、

エクスポート サマリの更新、失敗したサマリの Excel ファイルへのエ

クスポートを実行できます。  

Excel ファイルには、［ジョブ名］および［ジョブ説明］を表示する［サ

マリ］シートが含まれます。 後続のワークシートには、選択された 

Catalyst ジョブの失敗した CI が示されます。 

失敗した CI がある場合、USM タイプまたはカテゴリごとに新しいワー

クシートが作成されます。 すべてのワークシートには、USM タイプま

たはカテゴリ名と共に一意の ID があります。 
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440  ユーザ ガイド 
 

注： 詳細については、USM タイプまたはカテゴリ名で ID をマップする

テーブル (P. 440)を参照してください。 

3. USM タイプの［Catalyst CI カウント（成功）］列にリスト表示された

リンクをクリックして、USM Web ビューを表示します。 

注： catalyst.server.name プロパティと catalyst.server.port プロパティが

設定されている場合に限り、USM Web ビューが正常に起動されます。 

4. 特定の USM タイプの［Catalyst CI カウント（失敗）］列のリンクをク

リックします。 

CI のソース情報は、以下の図に示すように、ジョブの実行時に、CA 

Catalyst へのエクスポート中に失敗としてリスト表示されます。 

 

注： 失敗した CI、およびエラーを解決する方法の詳細については、「CA 

Configuration Automation コネクタ ガイド」を参照してください。 

 

 
 

USM タイプまたはカテゴリ名での ID のマップ 

以下のテーブルは、USM タイプまたはカテゴリ名で ID をマップします。 

 

ID GUI Panel Path 

1 RELATIONSHIP_Server Details_Person 

2 RELATIONSHIP_Server Details_Location 

3 RELATIONSHIP_Server Details_Memory 

4 RELATIONSHIP_Server Details_Processor 

5 RELATIONSHIP_Server Details_OS 

6 RELATIONSHIP_Server Details_IPConfig 

7 RELATIONSHIP_Server_Compliance Status 

8 RELATIONSHIP_Server_Installed Applications 
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ID GUI Panel Path 

9 RELATIONSHIP_Server_Services and Daemons 

10 RELATIONSHIP_Server_Open Ports 

11 RELATIONSHIP_Server_Physical Disks 

12 RELATIONSHIP_Server_CD or DVD drives 

13 RELATIONSHIP_Server_Tape Drives 

14 RELATIONSHIP_Server_Port 

15 RELATIONSHIP_Server_Port IPConfig 

16 RELATIONSHIP_Server Relationships_Communication Relationships 

17 RELATIONSHIP_Server Relationships_Configuration Relationships 

18 RELATIONSHIP_Server Relationships_Virtual Relationships 

19 RELATIONSHIP_Server Relationships_Storage Relationships 

20 RELATIONSHIP_Network Details_Port 

21 RELATIONSHIP_Network Details_Port IPConfig 

22 RELATIONSHIP_Network Details_Cluster 

23 RELATIONSHIP_Storage System_Storage LUN 

24 RELATIONSHIP_Storage System_Storage Processor 

25 RELATIONSHIP _Storage System_Storage Manager 

26 RELATIONSHIP_Service 

27 RELATIONSHIP_Component 

28 RELATIONSHIP_Cluster 

29 RELATIONSHIP_Storage Details 

30 COMPUTERSYSTEM_Server 

31 COMPUTERSYSTEM_Communication Relationships 

32 COMPUTERSYSTEM_Configuration Relationships 

33 VIRTUALSYSTEM_Server 

34 ROUTER_Server 

35 SERVICE_Service 

36 PROVISIONEDSOFTWARE_Installed Applications 
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ID GUI Panel Path 

37 PROVISIONEDSOFTWARE_Component 

38 COMPLIANCESTATUS_Server 

39 COMPLIANCESTATUS_Service 

40 LOCATION_Server 

41 LOCATION_Service 

42 PERSON_Server 

43 PERSON_Service 

44 OPERATINGSYSTEM_Server 

45 PROCESSOR_Server 

46 MEMORY_Server 

47 MEDIADRIVE_Physical Disks 

48 MEDIADRIVE_CD or DVD Drives 

49 MEDIADRIVE_Tape Drives 

50 MEDIADRIVE_Storage Details 

51 BACKGROUNDPROCESS_Services and Daemons 

52 BACKGROUNDPROCESS_Open Ports 

53 BACKGROUNDPROCESS_Communication Relationships 

54 BACKGROUNDPROCESS_Configuration Relationships 

55 DISKPARTITION_Logical Partitions 

56 PORT_Network Interface Cards 

57 PORT_Network Details 

58 IPCONFIG_Server 

59 IPCONFIG_Network Interface Cards 

60 IPCONFIG_Network Details 

61 IPCONFIG_iSCSI Initiators 

62 FILE_Logical Partitions 

63 FILE_Storage Details 

64 CLUSTER_Cluster Details 
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ID GUI Panel Path 

65 CLUSTER_Network Details 

66 VIRTUALIZATIONMANAGER_Server 

67 HYPERVISORMANAGER_Server 

68 STORAGEARRAY_Storage System 

69 STORAGEVOLUME_Storage LUN 

70 INTERFACECARD_Storage Processor 
 

CA Configuration Automation サーバ および CA Catalyst サーバ

間の接続をテストします 

［コネクタ ステータスのテスト］タブでは、CA Configuration Automation 

サーバ および CA Catalyst サーバ間の CCA コネクタ接続をテストし、サー

バ接続ステータスを表示できます。 接続ステータス インジケータは以下

のとおりです。 

■ 応答中 -- CCA コネクタは実行されています。 

■ 応答なし -- CCA コネクタは実行されていません。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理者］リンクをクリックして［Catalyst 統合］タブをクリックし、

［ジョブ］リンクをクリックします。 

2. 右上角にある［コネクタ ステータスのテスト］をクリックします。 
 

3. CA Catalyst ユーザ名とパスワードを入力します。 

CA Configuration Automation サーバ および CA Catalyst サーバ間の CCA 

コネクタ接続のステータスが表示されます。 
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第 14 章： CA Configuration Automation ログ

の表示 
 

CA Configuration Automation は、［ログ］タブ ページで実行されたすべて

の操作、イベント、およびタスクを記録します。 また、ほかのいくつか

のタブ ページには、コンポーネント特有のログ ページがあり、そのタブ 

ページに特有のイベントが表示されます。 たとえば、［ブループリント ロ

グ］ページでは、作成、修正、インポート、エクスポートなどのブループ

リント特有のイベントが示されます。 これらのブループリント特有のイ

ベントは、メインの［ログ］タブ ページにも表示されます。 

CA Configuration Automation ログ ページには、以下のような共通の列が多

数あります。 

■ 日付/時間 - イベントが発生した日付と時間を示すタイム スタンプが

表示されます。 例： 2010-04-20-15:18:22 

■ メッセージ - システムで生成した識別子、およびイベントを説明する

確認メッセージが表示されます。 例： CCA-SC-5004 ファイル構造クラ

ス ".netwebtruststrclass" は正常に更新されました。 

■ ログ レベル - メッセージ タイプの説明が表示されます。 このエントリ

は、情報、エラー、致命的、警告のいずれかです。 
 

■ 管理サーバ - イベントが発生したサーバの名前または IP アドレスを表

示します。 
 

■ イベント タイプ、イベント サブ タイプ、およびジョブ タイプ - これ

らの 3 つの列のうち 2 つ以上の列を使用してイベントを分類します。 

すべてのイベントには、イベント タイプ、およびイベント サブ タイ

プのエントリが定義されています。 イベントによっては、該当する場

合は、ジョブ タイプを使用してさらに分類されます。  

たとえば、ネットワーク プロファイルを作成すると、［イベント タイ

プ］列には［作成］が示され、［イベント サブ タイプ］列には［ネッ

トワーク プロファイル］が示されます。 ネットワーク スキャンを実

行するようジョブをスケジュールすると、［イベント タイプ］列には

［ネットワーク スキャンの実行］が示され、［イベント サブ タイプ］

列には［ネットワーク プロファイル］が示され、［ジョブ］列には［ネッ

トワーク スキャン］が示されます。 
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■ ユーザ識別子 - タスクまたはイベントをスケジュールした、または実

行したユーザが表示されます。  

注： スケジュールされているジョブは、system_user と呼ばれる内部

ユーザによって所有されています。この内部ユーザは特定のプロセス

を所有しており、事前に定義されているいくつかのコンテンツ（あら

かじめ定義されているブループリントなど）の作者として認定されて

います。 system_user は、内部ユーザで、管理者によって作成されてい

ない、ユーザ ID が割り当てられていない、といった点が Windows ユー

ザの SYSTEM に類似しています（［Windows タスク マネージャ］の［プ

ロセス］タブを開くと、多くのプロセスでは［ユーザ名］に「SYSTEM」

と表示されます）。 このユーザは CA EEM にエントリを持ちません。

また、CA アプリケーション構成マネージャ UI にログインできません。 
 

■ サービス名 - イベントが発生したサービスの名前を表示します。 
 

■ サーバ名 - イベントのターゲットであったサーバを表示します。 たと

えば、Terrapin と呼ばれる CA Configuration Automation サーバ ホストか

ら、Bertha と呼ばれるサーバのスナップショットを作成すると、［サー

バ］列に Bertha が表示されます（また、［管理サーバ］列に Terrapin が

表示されます）。 

■ 管理プロファイル - イベントが発生したサーバまたはサービスに割り

当てられたプロファイルの名前を表示します。 
 

記録の自動リフレッシュのオフ 

すべてのログ ページには、更新を自動的にチェックする自動リフレッ

シュ機能が含まれています。 リフレッシュ操作で中断されずに、すでに

ページ上にある情報を読みたい場合は、この機能を無効にします。 

自動リフレッシュを無効にする方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、以下のいずれかをクリックします。 

■ ［ログ］タブ 

■ ［サービス］タブ-［ログ］リンク 

■ ［サーバ］タブ-［ログ］リンク 
 

■ ［ネットワーク］タブ-［ログ］リンク 
 

■ ［ブループリント］タブ-［ログ］リンク 
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■ ［コンプライアンス］タブ-［ログ］リンク 

■ ［修復］タブ-［ログ］リンク 

■ ［レポート］タブ-［ログ］リンク 

選択された［ログ］ページが、自動リフレッシュが有効になっている

状態で表示されます。 

2. ［自動リフレッシュはオンです］ボタンをクリックします。 

自動リフレッシュが無効になり、ボタンに「自動リフレッシュはオフ

です」と表示されます。 
 

3. （オプション）「リフレッシュ」をクリックします。 

ページが更新されます。 

4. 新しい値を有効にするため、CCA サーバを再起動します。 
 

記録の自動リフレッシュ間隔の構成 

［ログ］ページ上で自動リフレッシュが有効になっている場合、自動リフ

レッシュ機能は、デフォルトで 50 秒の間隔でページを自動的にリフレッ

シュします。 リフレッシュ レートは増やすことも、減らすこともできま

す。  

記録の自動リフレッシュ間隔を編集する方法 

1. ［環境管理］-［構成］-［プロパティ］リンクをクリックします。 

［プロパティ］ページが表示されます。 

2. cca グループ内で auto.refresh.limit プロパティを見つけて、対応する

［値］フィールドをクリックします。 

フィールド内にエディタが表示されます。 

3. 値を編集してリフレッシュ間隔を増減し、Enter キーを押します。 

新しい値が保存され、すべての［ログ］ページが新しいレートでリフ

レッシュされます。 
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アーカイブ済みログの表示 

最大ストレージ サイズ制限を超えたログはアーカイブされ、［ログ アー

カイブ］タブで利用可能になります。 ［ログ アーカイブ］タブでは、アー

カイブ済みログを表示し、ログ情報を診断またはトラブルシューティング

用に使用できます。 

管理パネルの［ログ］タブには、アーカイブ済みログに関する情報が表示

されます。 指定された日時のアーカイブ済みログを表示するには、ログ 

アーカイブ フィルタを使用します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］、［診断］、［ログ アーカイブ］タブをクリックします。 

アーカイブ済みファイルは、説明、作成日時、ログ サイズ、ログを見

つけるためのパスと共に表示されます。 
 

2. アーカイブ ファイル リンクを選択して、Microsoft Excel またはメモ帳

でアーカイブ済み（CSV）ファイルを開くかダウンロードします。 

3. （オプション）ストレージ容量を超えた場合にアーカイブ済みログを

削除するには、［アクションの選択］から［ログ アーカイブの削除］

を選択します。 
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第 15 章： レポート管理 
 

CA Configuration Automation には、CA Configuration Automation の管理対象

であるサービス、サーバ、ブループリント、ソフトウェア、およびデータ

に関する詳細情報を取得するための、定義済みのレポートが用意されてい

ます。  

レポートは、最初にレポート テンプレートとしてインストールされてお

り、このまま実行することも、保存してレポートのカスタム インスタン

スを作成することもできます。 

レポートはジョブとしてスケジュールする、手動で実行する、オンライン

で表示する、印刷する、エクスポートする、といったことが可能です。た

だし、レポートの生成で使用される基礎のデータは編集できません。 

［レポート］タブ ページからすべてのレポート テンプレートおよびカス

タム レポートにアクセスできるだけでなく、ほかのタブ ページから、あ

るオブジェクトに特有のレポートにもアクセスできます。 たとえば、

［サーバ］タブ ページ上の［レポート］リンクから、サーバ特有のレポー

トおよびレポート テンプレートにアクセスできます。また、［修復］タ

ブ ページ上の｢レポート｣リンクから、修復特有のレポートおよびレポー

ト テンプレートにアクセスできます。 

［レポート］タブ ページには、以下のレポート ページへのリンクが含ま

れています。 

■ テンプレート - 定義済みレポートがリスト表示されます。 

■ 保存済みレポート - レポート テンプレートを開いて保存することによ

りカスタマイズされたレポートがリスト表示されます。 

■ ジョブ - スケジュールされているか、または実行中のすべてのレポー

トがリスト表示されます。 

■ ログ - すべてのレポート機能のアクティビティがリスト表示されます。 
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レポート テンプレートの実行または保存 

［レポート テンプレート］ページで定義済みのいずれかのレポート テン

プレートを使用して、レポートを手動で実行することができます。 レポー

ト テンプレート テーブルの［ターゲット］列にエントリがある場合は、

レポートに対して尐なくとも 1 つのターゲット（サービス、サーバ、ブルー

プリントなど）を指定する必要があります。 また、より具体的な情報を

返すためのレポートを生成する前に、ほかの設定も編集できます。 

手動のレポートを生成するときに指定したレポートの設定を、将来的に再

利用する可能性がある場合は、その設定をカスタム レポートとして保存

することができます。 たとえば、組織内に Bertha、Minglewood、および 

Darkstar というサーバがある場合は、変更検出-サーバ レポート テンプ

レートをカスタマイズして、変更検出-Bertha、変更検出-Minglewood、お

よび変更検出-Darkstar のそれぞれのカスタム レポートにすることができ

ます。 カスタム レポートは、［保存済みレポート］ページに表示されま

す。 

注： レポートを特定の時刻に実行するようスケジュールする場合は、その

レポートをカスタム レポートとして保存する必要があります。 
 

定義済みレポート テンプレートを実行、またはカスタム レポートとして保存する

方法 

1. ［管理］リンクをクリックし、［レポート］タブをクリックします。  

ユーザがすでにカスタム レポート作成している場合を除いて、［レ

ポート テンプレート］ページが表示されます。カスタム レポートが作

成されている場合は、［保存済みレポート］ページが表示されます。  

2. レポート テンプレート テーブルの［レポート名］列で、実行または保

存するテンプレートの名前をクリックします。 

注： いくつかのレポート テンプレートは、ターゲットの識別子を除い

て同じ名前を持っています（Servers、Service、Virtualization、または 

Blueprints）。 これは、構成管理のサーバまたはサービス中心の方法の

いずれかをサポートします。 

選択されたテンプレートの［詳細］ページが表示され、デフォルトで

［全般］タブが示されます。 
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3. 必要に応じて以下の［詳細］フィールドを編集します。 

名前 

レポート テンプレートの名前、または保存する場合はレポートの

名前を指定します。 

説明 

レポートの目的を説明します。 
 

他のユーザとレポートを共有します 

保存されたレポートをほかのユーザが使用できるようにするか、

または作成したユーザのみが使用できるようにするかを指定しま

す。 

フォーマット 

レポートの出力形式を指定します。 以下のオプションを使用でき

ます。 

■ Crystal Reports 

■ Microsoft Excel 
 

■ Microsoft Excel（データのみ） 
 

■ PDF 

■ リッチ テキスト形式 
 

4. チェック ボックスをオン/オフして、［カスタマイズ可能な出力

フィールド］領域にレポートのオプションを含めるか、または除外し

ます。 

オンになっているオプションはレポートに含まれます。 
 

5. 選択したレポート テンプレートに対して、そのオプションが利用でき

る場合は［ターゲット］タブをクリックするか、またはステップ 7 に

スキップします。 

［ターゲット］タブ ページが表示され、選択したレポート タイプ（サー

バ、サーバ グループ、サービス、またはブループリント）に対応する

有効なターゲットが示されます。 
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6. ［利用可能 ログイン情報］列のいずれかのエントリをダブルクリック

します（オブジェクトをクリックし、右向きの矢印をクリックして、

オブジェクトを［選択済み］列へ移動することもできます）。 たとえ

ば、レポート テンプレートとして［ルール コンプライアンス（サーバ）］

を選択すると、［ターゲット］タブには［利用可能なサーバ］および

［選択されたサーバ］列が表示されます。 

［選択されたログイン情報］列に、選択されたオブジェクトが表示さ

れます。 
 

7. （オプション）レポートに含める情報と除外する情報をさらに制御す

るには、［フィルタ］タブをクリックします。 
 

8. （オプション）実行するレポートのスケジュール、およびレポートが

生成されたときに送信される通知の詳細を作成する場合は、［スケ

ジュール］をクリックします。 

オプションは以下のとおりです。 

スケジュールなし 

ジョブを手動で実行する必要があることを指定します（この手順

で後述しているように、［実行/表示］をクリックします）。 

1 回 

レポートが 1 回だけ実行されるように指定します。 このオプショ

ンを選択すると、このジョブを実行する日付と時刻を指定する［時

刻］フィールドが表示されます。  
 

分単位 

レポートを実行する間隔を分単位で指定します。 このオプション

を選択すると、レポートを開始および終了する日付、開始時刻、

および分単位の間隔を指定する追加のフィールドが表示されます。 
 

時間単位 

レポートを実行する間隔を時間単位で指定します。 このオプショ

ンを選択すると、レポートを開始および終了する日付、開始時刻、

および時間単位の間隔を指定する追加のフィールドが表示されま

す。 
 

日単位 

レポートを実行する間隔を日単位で指定します。 このオプション

を選択すると、レポートを開始および終了する日付、開始時刻、

および日単位の間隔を指定する追加のフィールドが表示されます。 
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週単位 

レポートを実行する曜日を指定します。 このオプションを選択す

ると、レポートを開始および終了する日付、開始時刻、および曜

日を指定する追加のフィールドが表示されます。 
 

月次 

レポートを、月次の間隔（1 から 12 まで設定可能）で特定の日付

（または月の最後の日）に実行するよう指定します。 このオプショ

ンを選択すると、レポートを開始および終了する日付、間隔、開

始時刻、および日付を指定する追加のフィールドが表示されます。 
 

通知プロファイル 

レポートが生成された後で送信する通知を生成するのに使用する

通知プロファイルを指定します。  

件名 

通知プロファイルによって送信される電子メール メッセージの件

名を指定します。 
 

スケジュール済みのレポート ジョブは以下の場所で表示できます。 

■ ［ジョブ］タブ ページ - このページにはスケジュール済みのすべ

てのジョブが表示されます。  

■ ［レポート］タブ ページ上の［ジョブ］リンク - このページには、

スケジュール済みのレポート ジョブのみが表示されます。 
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9. （オプション）［デスティネーション］タブをクリックし、［配信方

法］ドロップダウン リストから、以下の配信タイプのいずれかを選択

します。 

なし 

レポートが配信されないことを指定します。 代わりに、レポート

が生成された後、クライアント コンピュータ上でそのレポートが

開きます。 

FTP 

以下のフィールドで指定された場所へ、ファイル転送プロトコル

（FTP）によってレポートが配信されることを指定します。 

サーバ 

レポートが配信されるサーバの名前を指定します。 

ユーザ/ログイン 

書き込み権限を備えた指定サーバ上のユーザ アカウントを指

定します。 
 

パス 

レポートを保存するための指定サーバの場所を指定します。 
 

パスワード 

［ユーザ/ログイン］フィールドで指定されたユーザ名に対す

るパスワードを指定します。 
 

パスワードの再入力 

［パスワード］フィールドで、パスワードが正しく入力された

ことを確認します。 

ファイル名 

レポート ファイルに割り当てられる名前を指定します。 ここ

で入力するファイル名には、ステップ 3 で選択したレポート形

式に対応する拡張子が付加されます。 レポートが実行されたと

きには、ファイル名にタイム スタンプも付加されます。 たと

えば、ファイル名が Servers_Open_Ports で、選択した形式が 

Adobe Acrobat（PDF）の場合、ファイル名は 

Servers_Open_Ports2010-04-20-16-19-59.pdf となります。 
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ファイル システム 

以下のフィールドで指定されているように、BO がインストールさ

れているサーバ上のデフォルト以外のディレクトリにレポートを

保存することを指定します。 

パス 

レポートを保存するディレクトリを指定します。レポートを保

存するディレクトリを指定します。 

ファイル名 

レポート ファイルに割り当てられる名前を指定します。 ここ

で入力するファイル名には、ステップ 3 で選択したレポート形

式に対応する拡張子が付加されます。 レポートが実行されたと

きには、ファイル名にタイム スタンプも付加されます。 たと

えば、ファイル名が Servers_Open_Ports で、選択した形式が 

Adobe Acrobat（PDF）の場合、ファイル名は 

Servers_Open_Ports2010-04-20-16-19-59.pdf となります。 

10. 以下のいずれかを実行します。 

■ レポート テンプレートに対して行った修正に基づいて、カスタマ

イズされたレポートを作成するには［保存］をクリックします。  

新しく作成されたカスタム レポートは、［保存済みレポート］ペー

ジのレポート リストに表示されます。 

■ 選択したレポート テンプレートの現在の設定に基づいてレポート

を生成するには、［実行/表示］をクリックします。  

レポートが実行され、Web ブラウザに表示されます。 

［テーブル アクション］ドロップダウン リストのオプション、お

よびブラウザを使用して、生成されたレポートを保存、印刷、ま

たはエクスポートすることができます。 

11. （オプション）レポートの実行後、レポート インスタンスが保存され

ます。 レポートを表示するには、レポート名および［インスタンス］

タブをクリックします。 タブに、実行したすべてのレポート インスタ

ンスと、他者によって実行された「共有」レポート インスタンスが表

示されます。 

■ レポートを表示するには、任意のレポート インスタンス名をク

リックします。 
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■ レポート インスタンスを有効にしてその他のユーザが参照できる

ようにするには、レポート インスタンスの横にあるチェック ボッ

クス（複数可）をオンにし、［アクションの選択］ドロップダウ

ン リストから［インスタンスの共有］を選択します。 

■ レポート インスタンスを制限してインスタンスの所有者のみが参

照できるようにするには、［アクションの選択］ドロップダウン リ

ストから［共有の削除］を選択します。 

■ インスタンスを削除するには、［アクションの選択］ドロップダ

ウン リストから［インスタンスの削除］を選択します。 
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保存済みレポートの実行 

［保存済みレポート］ページには、「レポート テンプレートの実行また

は保存 (P. 450)」で説明したように、カスタム レポートとして保存されて

いるレポートが表示されます。 レポートが将来的に自動で実行されるよ

うにスケジュールされている場合でも、保存済みのすべてのレポートを手

動で実行できます。 

保存済みの（カスタム）レポートを実行する方法 

1. ［管理］リンクをクリックして［レポート］タブをクリックし、［保

存済みレポート］リンクをクリックします。  

［保存済みレポート］ページが表示され、［レポート名］列にカスタ

ム レポートがリスト表示されます。  

2. （オプション）レポートの詳細を表示するには、レポート名をクリッ

クします。 

選択したレポートの［詳細］ページが表示されます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

■ 実行する 1 つ以上のレポートの隣にあるチェック ボックスをオン

にして、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［実行］

を選択します。 レポート ジョブが開始され、［レポート］タブ ペー

ジの［ジョブ］サブ タブに表示されます。 

■ 選択された保存済みレポートの現在の設定に基づいてレポートを

生成するには、レポート名をクリックしてレポート詳細ページを

表示し、［実行］または［表示］ボタンをクリックします。 レポー

トが実行され、Web ブラウザに表示されます。  

■ レポートがジョブとして保存され、レポートの［詳細］ページの

［スケジュール］タブで指定された時刻に実行されます。 ジョブ

が完了すれば、選択されたレポートの詳細ページにあるインスタ

ンス タブから、レポート インスタンスを表示できます。 

実行レポートまたはジョブが完了したら、選択されたレポートの詳細

ページにあるインスタンス タブから、レポート結果インスタンスを表

示します。 
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保存済みレポートの削除 

レポートを実行するようスケジュールされている場合でも、保存済みのす

べてのレポートを削除できます。 

保存済みの（カスタム）レポートを削除する方法 

1. ［管理］リンクをクリックして［レポート］タブをクリックし、［保

存済みレポート］リンクをクリックします。  

［保存済みレポート］ページが表示され、［レポート名］列にカスタ

ム レポートがリスト表示されます。  

2. 削除する 1 つ以上のレポートの隣にあるチェック ボックスをオンに

して、［アクションの選択］ドロップダウン リストから［レポートの

削除］を選択します。 

削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。 

3. ［OK］をクリックします。 

選択したレポートが削除されます。 
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第 16 章： ダッシュボードとビジュアル 
 

CA Configuration Automation には、企業内のエレメントについて、以下の 2 

つのタイプのグラフィカル ビューが用意されています。 

■ ダッシュボード - サーバ、サービス、管理操作（変更検出、ルール コ

ンプライアンスなど）、およびビジュアル化されたコンポーネントに

関するグラフィカルなサマリ情報を表示します。 

■ 視覚 - ネットワーク接続されているエレメントの関係を表示します。 

これらの関係は、サーバ、サービス、アプリケーション、およびソフ

トウェア コンポーネントのいずれの組み合わせにおいても存在しま

す。 

これらのビューは、（UI の右上の）［ダッシュボード］リンクからアクセ

スします。 ［グラフ］タブにはダッシュボードが表示され、［ビジュア

ル］タブには、サーバ、サービス、およびソフトウェア コンポーネント

のネットワークとの関連付けが表示されます。 
 

ダッシュボード 

CA Configuration Automation には以下のダッシュボードが含まれています。 

■ 変更履歴 

■ クラスタ 

■ 通信関係 
 

■ コンプライアンス 
 

■ サーバ 
 

■ サーバ（管理対象） 
 

■ サーバ（管理対象外） 
 

■ サービス 
 

■ ソフトウェア コンポーネント 
 

■ ストレージ 
 

■ 仮想化 
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■ VM ゲスト サーバ 

■ VM ゲスト ソフトウェア コンポーネント 

■ VM ホスト サービス 
 

各ダッシュボードには、多数のデフォルトのグラフ（ポートレットとも呼

ばれる）が表示されます。これには、ダッシュボード エレメントに関す

る詳細情報が示されます。 たとえば、サーバは、［ダッシュボード］リ

ンクをクリックしたときに表示されるデフォルトのダッシュボードです。 

サーバ ダッシュボードには、デフォルトで以下のグラフが表示されます。 

■ OS ファミリおよびオペレーティング システム別サーバ 

■ 論理 CPU 数別サーバ 
 

■ サーバ グループ別サーバ 
 

■ メモリ容量別サーバ 
 

■ サービス別サーバ 

■ 製造元別サーバ 

ダッシュボード、およびそれに対応するグラフには、それらを表示、構成、

削除、およびリフレッシュするためのオプション、また情報をどのように

表示するかを変更するためのオプションが含まれています。 この章では、

これらのオプションについて説明します。 
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グラフ概要 

グラフおよびダッシュボードで操作する場合には以下のポイントを考慮

します。 

■ グラフにマウスを合わせると情報テキストが表示される 

■ サマリ テーブル 

■ 一般的な CCA テーブル機能（ページングおよび列のソート）が含

まれている 

■ いくつかのグラフは、最初の列にドリル ダウン ヘッダがあります。  

■ ある列のオブジェクトを選択すると、その列の情報に基づいて

別のグラフへドリル ダウンします。 

■ フレームの上半分でグラフの対応する項目をクリックすると、

同じドリル ダウン アクションが発生します。 

■ ブレッドクラム トレイルにより元のグラフに戻る 

■ グラフをドリル ダウンするための構成可能なオプションは元

のグラフと異なる 

■ 元のグラフに適用されていたすべてのフィルタは下層のグラ

フに伝播される 

■ いくつかのグラフには複数のドリル ダウンがある（つまり複数

のネスト グラフがある） 

■ いくつかのグラフでは、複数のドリル ダウン オプションを使

用できる。 この場合には、列ヘッダにドロップ-ダウン リスト

が含まれており、ここで、どのグラフをマウスでクリックする

とドリル ダウンするかを制御できます。 

■ いくつかの行では 1 列または 2 列にリンクが含まれていることが

ある 

■ リンクにより、状況依存のフィルタを備えた［管理］ページに

ナビゲートする（ブレッドクラムにより元のグラフに戻る） 

■ グラフの構成は独立したウィンドウで開く 

■ 編集を行って［適用］をクリックして、グラフに対する編集の影

響を決定することができる 

■ このウィンドウが開いた場合には、グラフ上でドリル ダウンまた

はリンク アクションを実行できない（構成ウィンドウがフラッ

シュする） 
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■ ユーザがフィルタ条件を変更すると、グラフの意味が大幅に変わるこ

とがあります。 このような場合は、ダッシュボードにそのまま表示さ

れているグラフのタイトルの名前を変更することをお勧めします（設

計上は、この変更によって、左側のグラフ名は変更されません）。 

 
 

ダッシュボードの表示 

［ダッシュボード］リンクをクリックすると、現在選択されているダッ

シュボードが表示されます。 別のダッシュボードを表示するには、以下

の手順に従います。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルに、現在選択されているダッシュボードが

表示されます。 

2. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［新規］を選択

します。 

［新しいダッシュボード］ページが表示されます。 

3. ［ダッシュボード］ペインに表示するダッシュボードをクリックしま

す。 

選択されたダッシュボードが、［新しいダッシュボード］ペインに表

示されます。  
 

ダッシュボード ポートレットの構成 

各ダッシュボード ポートレット（グラフとも呼ばれる）には、ポートレッ

トがどのように表示されるか、ポートレットが関連データをどのように表

示するか、およびポートレットにどのデータが表示されるか、を決定する

ための以下のコントロールが含まれています。 

 

 ポートレットを構成します - このトピックで後述されているように、ポートレットを構成

することができます。 

 ポートレットをリフレッシュします - 対象のポートレットについて最新のデータを表示す

るには、このアイコンをクリックします。 
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 ポートレットを最小化します - 対象のポートレットを、タイトル バーが表示されるだけの

サイズに縮小するには、このアイコンをクリックします。 ポートレットを元のサイズに戻

すには、このアイコンをもう一度クリックします。 

 ポートレットを最大化します - 対象のポートレットを、Web ブラウザいっぱいのサイズに

拡大するには、このアイコンをクリックします。 ポートレットを元のサイズに戻すには、

このアイコンをもう一度クリックします。 

 ポートレットを閉じます - ページから対象のポートレットを削除するには、このアイコン

をクリックします。 ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［新規］を選択

し、ポートレットが割り当てられているダッシュボードを選択すると、ポートレットをリ

ストアすることができます。   

ダッシュボード ポートレットを構成する方法 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルに、現在選択されているダッシュボードの

説明が表示されます。 

2. 編集するグラフで［ポートレットを構成します］アイコンをクリック

します。 

［<chart_title> の編集］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. 以下のフィールド（すべてのフィールドがあらゆるポートレットで利

用可能であるとは限りません）の情報を編集し、［適用］をクリック

して変更を保存します。 

グラフのタイトル 

選択したグラフの表示名を指定します。 たとえば、ユーザ定義グ

ループの Linux/UNIX のみを含めるよう［サーバ グループ］フィー

ルドを変更した場合は、変更が反映されるようタイトルを変更す

ることができます。 

グラフの種類 

円または棒のいずれかを指定します。 
 

利用可能なサーバ グループ 

グラフ内に表示できるサーバ グループを指定します。 サーバ グ

ループをダブルクリックして、［選択されたサーバ グループ］列

に移動します。 
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選択されたサーバ グループ 

グラフ内に表示されるサーバ グループを指定します。 サーバ グ

ループを指定しない場合は、グラフでその他のフィルタが行なわ

れない限り、すべてのサーバ グループが表示されます。 
 

利用可能なサービス  

グラフ内に表示できるサービスを指定します。 サービスをダブル

クリックして、［選択されたサービス］列に移動します。 
 

選択されたサービス  

グラフ内に表示されるサービスを指定します。 サービスを指定し

ない場合は、グラフでその他のフィルタが行なわれない限り、す

べてのサービスが表示されます。 
 

仮想化フィルタ 

3 つのフィルタ チェック ボックスが含まれています。ここで、「非

仮想サーバ」、「VM ホスティング サーバ」、および「VM ゲスト 

サーバ」がグラフに表示されるよう指定できます。 チェック マー

クは、対応するオプションがグラフ内に含まれていることを示し

ます。 
 

サーバ状態 

4 つのフィルタ チェック ボックスが含まれています。ここで「新

規」、「管理対象」、「管理対象外」、「インポート済み」の状

態のサーバがグラフに表示されるかどうかを指定できます。 

チェック マークは、対応するオプションがグラフ内に含まれてい

ることを示します。 
 

利用可能なオペレーティング システム  

グラフ内に表示できるオペレーティング システムを指定します。 

オペレーティング システムをダブルクリックして、［選択済みオ

ペレーティング システム］列に移動します。 

選択済みオペレーティング システム 

グラフ内に表示されるオペレーティング システムを指定します。 

オペレーティング システムを指定しない場合は、グラフでその他

のフィルタが行なわれない限り、すべてのオペレーティング シス

テムが表示されます。 
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注： ポートレットによっては、グラフに対してほかのエレメントを指

定またはフィルタするためのフィールドや、表示対象とする期間を指

定するためのフィールドが含まれていることがあります。 

ユーザの変更が保存され、グラフが更新されます。 

4. 変更が修了したら［閉じる］をクリックします。 

［編集］ダイアログ ボックスが閉じます。 
 

新しいダッシュボードの作成 

新しいダッシュボードを作成するには、このセクションの手順を実行しま

す。 また、「カスタム ダッシュボードの作成 (P. 467)」で説明しているよ

うに、定義済みのダッシュボードの 1 つを開始点として使用し、新しい

ダッシュボードを作成することもできます。 

新しいダッシュボードを作成する方法 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルに、現在選択されているダッシュボードの

説明が表示されます。 

2. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［新規］を選択

します。 

以下のペインが表示されます。 

■ ダッシュボード - 既存のダッシュボードおよびグラフがリスト表

示されます。 

■ 新しいダッシュボード - 空白のペインが表示され、ここでグラフを

ドラッグ アンド ドロップすることができます。 
 

3. ［グラフ］フォルダを展開するにはプラス記号（+）をクリックし、必

要なサブフォルダだけ繰り返します。 

注： このグラフは、適切なグラフを簡単に見つけられるように設計さ

れた、エレメント特有のフォルダ（［サーバ］、［サービス］、［ア

プリケーション］ など）に含まれています。また、すべてのグラフが

含まれている［すべてのグラフ］フォルダにも含まれています。 

グラフは、これらのフォルダの下位に表示されます。 
 



ダッシュボード 
 

466  ユーザ ガイド 
 

4. 必要に応じて、以下の操作を行います。 

■ ［グラフ］フォルダのグラフをダブルクリックします。 

■ ［グラフ］フォルダのグラフを右クリックし、［ダッシュボード

にグラフを追加］を選択します。 

選択されたグラフが、［新しいダッシュボード］ペインに表示されま

す。 
 

5. （オプション）以下の 1 つ以上の操作を行います。 

■ 元の場所に戻すには、グラフのタイトル バーをクリックしてド

ラッグ アンド ドロップします。 

■ 元のサイズに戻すには、グラフの左右いずれか、または下部をク

リックします。 

グラフの場所およびサイズが必要に応じて変更されます。 
 

6. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［保存］を選択

します。 

［ダッシュボード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. カスタム ダッシュボードの名前を入力し、ほかのユーザがそのダッ

シュボードにアクセスできるようにするには［共有ダッシュボード］

チェック ボックスをクリックして［OK］をクリックします。 

［新しいダッシュボード］ペインに新しい名前が表示され、［ダッシュ

ボード］ペインの［ダッシュボード］フォルダに対象のダッシュボー

ドが表示されます。 
 

8. （オプション）「ダッシュボード ポートレットの構成 (P. 462)」で説

明しているように、グラフを構成します。 

新しいダッシュボードが、編集した内容で更新されます。  

9. （オプション）新しいダッシュボードを右クリックし、［デフォルト

に設定］を選択します。 

新しいダッシュボードがデフォルトとして表示されます。 
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カスタム ダッシュボードの作成 

定義済みのいずれかのダッシュボードを開始点として使用し、必要に応じ

てグラフを追加および削除して、カスタム ダッシュボードを作成するこ

とができます。 

カスタム ダッシュボードを作成する方法 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルに、現在選択されているダッシュボードの

説明が表示されます。 

2. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［名前を付けて

保存］を選択します。 

［ダッシュボード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. カスタム ダッシュボードの名前を入力し、ほかのユーザがそのダッ

シュボードにアクセスできるようにするには［共有ダッシュボード］

チェック ボックスをクリックして［OK］をクリックします。 

［ダッシュボード］ペインの［ダッシュボード］フォルダに、カスタ

ム ダッシュボードが表示されます。 
 

4. カスタム ダッシュボードをクリックします。 

右側のペインに、カスタム ダッシュボードが表示されます。 
 

5. 必要に応じて、以下の操作を行います。 

■ 不要なグラフを削除するには、［ポートレットの削除］アイコン  

をクリックします。 

■ ダッシュボードにグラフを追加するには、［ダッシュボード］ペ

インの［グラフ］フォルダでいずれかのグラフをダブルクリック

します。 
 

■ いずれかのグラフのタイトル バーをクリックし、それをダッシュ

ボードの適切な場所までドラッグします。   

■ 「ダッシュボード ポートレットの構成 (P. 462)」で説明しているよ

うに、グラフを構成します。 

更新されたカスタム ダッシュボードが右側のペインに表示されます。 
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6. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［保存］を選択

します。 

カスタム ダッシュボードが、編集した内容で更新されます。  

7. （オプション）新しいダッシュボードを右クリックし、［デフォルト

に設定］を選択します。 

新しいダッシュボードがデフォルトとして表示されます。 
 

ダッシュボードのエクスポート 

CA Configuration Automation の実装から新しいダッシュボードまたはカス

タム ダッシュボードをエクスポートして別の実装へインポートできるよ

うに、エクスポート ユーティリティが用意されています。 エクスポート 

ユーティリティは、選択したダッシュボードからデータを抽出し、それ

を .jar ファイルとして保存します。 

ダッシュボードをエクスポートする方法 

1. 以下のセクションのいずれかで説明しているように、新しいダッシュ

ボードまたはカスタム ダッシュボードを作成します。 

■ 新しいダッシュボードの作成 (P. 465) 

■ カスタム ダッシュボードの作成 (P. 467) 

2. エクスポートする新しいダッシュボードまたはカスタム ダッシュ

ボードを右クリックし、表示されるメニューで［ダッシュボードのエ

クスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ウィンドウで、エクスポート .jar ファイ

ルを保存する場所を指定するようユーザに要求します。 
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ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用したデフォルトの名

前が割り当てられます。 

Dashboard_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 

ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

Dashboard_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 

3. ［保存］をクリックし、場所を指定して［OK］をクリックします。 

注：  ユーザが Windows オペレーティング システムを使用している場

合、Windows によってファイルを .zip ファイルとして保存することが

推奨される場合があります。 ファイル名に .jar が含まれており、［タ

イプを指定して保存］フィールドが［すべてのファイル］に設定され

ていることを確認します。 

指定された場所にダッシュボードが保存されます。 
 

ダッシュボードのインポート 

（.jar ファイルの形式の）ダッシュボードを CA Configuration Automation 

サーバ へインポートするためのインポート ユーティリティが用意されて

います。 

ダッシュボードをインポートする方法 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルが表示されます。 

2. ［ダッシュボードの構成］ドロップダウン リストから［ダッシュボー

ドのインポート］を選択します。 

［ダッシュボードのインポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［参照］をクリックし、インポートする .jar ファイルにナビゲートし

ます。 

ファイルが CA Configuration Automation サーバ からエクスポートされ

た場合、ファイルには以下のタイム スタンプ規則を使用するデフォル

トの名前が割り当てられます。 

Dashboard_Export_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jar 
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ここで YYYY は年、最初の MM は月、DD は日にちを表します。HH は（24 

時間制の）時間、2 番目の MM は分、SS は秒を表します。 例： 

Dashboard_Export_2010_01_06_13_59_57.jar 

4. CA Configuration Automation サーバ で既存のバージョンを更新する場

合は、［既存のダッシュボードを上書き］オプションをクリックし、

以下のいずれかのボタンをクリックします。 

すべてをインポート 

.jar ファイル内のすべてのダッシュボードをインポートします。 

選択内容をインポート 

利用可能なインポート テーブルが表示され、.jar ファイル内のダッ

シュボードが示されます。ここで、インポートするダッシュボー

ドを指定できます。 

インポートが開始されます。ファイルのサイズによっては時間がかか

ることがあります。 インポートが完了すると、確認メッセージが表示

されます。 
 

視覚化 

［ビジュアル］タブには、以下のメイン ノードとサブノードを持つ展開

可能なツリーが含まれています。 

■ グラフ 

■ アプリケーション 

■ クラスタ 
 

■ サーバ 
 

■ サービス プロファイラ 
 

■ サービス 

■ ソフトウェア コンポーネント 

■ テンプレート 

■ アプリケーション 

■ クラスタ 
 

■ サーバ 
 

■ サービス プロファイラ 
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■ サービス 

■ ソフトウェア コンポーネント 
 

［テンプレート］のそれぞれのサブノードには、表示されるエレメントを

決定するオプションが含まれています。 たとえば、［サーバ］サブノー

ドには以下のオプションが含まれています。 

■ すべてのサーバ関係 

■ サーバ変更検出 
 

■ サーバ通信関係 
 

■ サーバ構成関係 
 

■ サーバ ルール コンプライアンス 
 

■ サーバ ストレージ管理関係 
 

■ サーバ ストレージ関係 

■ サーバ仮想関係 

 
 

定義済みグラフの表示 

このセクションでは、CA Configuration Automation の［ビジュアル］タブの

左側のペインに含まれているデフォルト グラフについて説明します。 い

ずれかのグラフを選択して、コンポーネントと、そのコンポーネントに含

まれている関係のグラフィカルな表現を示すことができます。  

一般的に、定義済みのグラフはすべて（Windows サーバ、すべての通信関

係など）を表示するよう設計されているため、膨大な量の情報が示されま

す。 もっと小規模で管理しやすいグラフィカルな表現を表示するには、

（［ビジュアル］タブに含まれている）定義済みのテンプレートを選択し、

ビューに示される内容を制御するフィルタを作成し、「テンプレートから

グラフを作成する方法 (P. 478)」で説明しているように、カスタム グラフ

としてテンプレートを保存します。    
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［ビジュアル］タブでは、以下の定義済みのグラフを利用できます。 

■ アプリケーション 

■ サーバ別インストール済みすべてのアプリケーション - インス

トール済みのすべてのアプリケーションがサーバ別に表示されま

す。 

■ サービス別インストール済みすべてのアプリケーション - インス

トール済みのすべてのアプリケーションがサービス別に表示され

ます。 
 

■ すべてのサーバ アプリケーション関係 - すべてのサーバに対する

すべてのアプリケーション関係が表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別サーバ - すべてのサーバが、

インストール済みのアプリケーション別に表示されます。 
 

■ すべてのサービス アプリケーション関係 - すべてのサービスに対

するすべてのアプリケーション関係が表示されます。  
  

■ インストール済みアプリケーション別すべてのサービス - すべて

のサービスが、インストール済みのアプリケーション別に表示さ

れます。   
 

■ 管理対象サーバ アプリケーションの関係 - 管理対象サーバ上にイ

ンストールされているすべてのアプリケーションについて、すべ

ての通信関係が表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別管理対象サーバ - 管理対象

サーバ上にインストールされているすべてのアプリケーションが

表示されます。 
 

■ MSSQL サービス アプリケーション関係 - すべてのサービスに関す

る MSSQL アプリケーション関係が表示されます。  
 

■ Oracle サービス アプリケーション関係 - すべてのサービスに関す

る Oracle アプリケーション関係が表示されます。 
 

■ Unix サーバ アプリケーション関係 - Unix サーバ上にインストール

されているすべてのアプリケーションについて、すべての通信関

係が表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別 Unix サーバ - Unix サーバ上

にインストールされているすべてのアプリケーションが表示され

ます。 
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■ VM ゲスト サーバ アプリケーション関係 - 仮想ゲスト サーバであ

るサーバ上にインストールされているアプリケーションについて、

すべての通信関係が表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別 VM ゲスト サーバ - 仮想ゲ

スト サーバ上にインストールされているすべてのアプリケーショ

ンが表示されます。 
 

■ VM ホスティング サーバ アプリケーション関係 - すべての仮想ホ

スティング サーバ上にインストールされているアプリケーション

について、すべての通信関係が表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別 VM ホスティング サーバ - 

仮想ホスティング サーバ上にインストールされているすべてのア

プリケーションが表示されます。 
 

■ Windows サーバ アプリケーション関係 - Windows サーバ上にイン

ストールされているすべてのアプリケーションについて、すべて

の通信関係が表示されます。 

■ インストール済みアプリケーション別 Windows サーバ - Windows 

サーバにインストールされているすべてのアプリケーションが表

示されます。 
 

■ クラスタ 

■ すべてのクラスタ -- 既知のサーバ クラスタをすべて表示します。 
  

■ サーバ 

■ すべてのサーバ変更検出 - すべてのサーバについて、変更検出結果

が表示されます。 

■ すべてのサーバ通信関係 - すべてのサーバについて、すべての通信

関係が表示されます。 
 

■ すべてのサーバ構成関係 - すべてのサーバについて、すべての構成

関係が表示されます。 
  

■ すべてのサーバ ルール コンプライアンス - すべてのサーバについ

て、すべてのルール コンプライアンス結果が表示されます。 
 

■ すべてのサーバ ストレージ管理関係 - すべてのサーバ上のスト

レージ マネージャとストレージ デバイスのすべての関係が表示

されます。 
 

■ すべてのサーバ ストレージ関係 - すべてのサーバについて、すべ

てのストレージ関係が表示されます。 
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■ すべてのサーバ仮想化関係 - すべてのサーバについて、すべての仮

想化関係が表示されます。 
 

■ サーバの変更検出で見つかった相違 - 相違が見つかったすべての

サーバについて、すべての変更検出結果が表示されます。 
 

■ サーバ ルール コンプライアンスで見つかった障害 - 障害が見つ

かったすべてのサーバについて、すべてのルール コンプライアン

ス結果が表示されます。 
 

■ 管理対象サーバの通信関係 - 管理対象のすべてのサーバについて、

すべての通信関係が表示されます。 
 

■ 管理対象サーバの構成関係 - 管理対象のすべてのサーバについて、

すべての構成関係が表示されます。 
 

■ 管理対象サーバの関係 - 管理対象のすべてのサーバについて、すべ

ての関係が表示されます。    
  

■ 管理対象サーバの仮想化関係 - 管理対象のすべてのサーバについ

て、すべての仮想化関係が表示されます。  
  

■ MSSQL サーバの通信関係 - すべての MSSQL サーバについて、すべ

ての通信関係が表示されます。 
  

■ MSSQL サーバ関係 - すべての MSSQL サーバについて、すべての関

係が表示されます。  
  

■ Oracle サーバの通信関係 - すべての Oracle サーバについて、すべて

の通信関係が表示されます。 
  

■ Oracle サーバ関係 - すべての Oracle サーバについて、すべての関係

が表示されます。  
 

■ Unix サーバ変更検出 - すべての Unix サーバについて、変更検出結

果が表示されます。 
  

■ Unix サーバの通信関係 - すべての Unix サーバについて、すべての

通信関係が表示されます。 
  

■ Unix サーバの構成関係 - 管理対象のすべてのサーバについて、すべ

ての構成関係が表示されます。 
  

■ Unix サーバ関係 - すべての Unix サーバについて、すべての関係が

表示されます。 
  

■ Unix サーバ ルール コンプライアンス - すべての Unix サーバにつ

いて、すべてのルール コンプライアンス結果が表示されます。 
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■ Unix サーバのストレージ関係 - Unix サーバについて、すべてのスト

レージ関係が表示されます。 
  

■ Unix サーバの仮想化 - すべての Unix サーバについて、すべての仮

想化関係が表示されます。 
  

■ VM ゲスト サーバの変更検出 - すべての仮想ゲスト サーバについ

て、すべての変更検出結果が表示されます。  
  

■ VM ゲスト サーバの通信関係 - すべての仮想ゲスト サーバについ

て、すべての通信関係が表示されます。  
  

■ VM ゲスト サーバの構成関係 - すべての仮想ゲスト サーバについ

て、すべての構成関係が表示されます。   
  

■ VM ゲスト サーバの関係 - すべての仮想ゲスト サーバについて、す

べての関係が表示されます。  
  

■ VM ゲスト サーバ ルール コンプライアンス - すべての仮想ゲスト 

サーバについて、すべてのルール コンプライアンス結果が表示さ

れます。 
 

■ VM ゲスト サーバのストレージ関係 - 仮想ゲスト サーバについて、

すべてのストレージ関係が表示されます。 
  

■ VM ゲスト サーバの仮想化 - すべての仮想ゲスト サーバについて、

すべての仮想化関係が表示されます。 
  

■ VM ホスティング サーバの変更検出 - すべての仮想ホスティング 

サーバについて、すべての変更検出結果が表示されます。 
  

■ VM ホスティング サーバの通信関係 - すべての仮想ホスティング 

サーバについて、すべての通信関係が表示されます。  
  

■ VM ホスティング サーバの構成関係 - すべての仮想ホスティング 

サーバについて、すべての構成関係が表示されます。 
  

■ VM ホスティング サーバの関係 - すべての仮想ホスティング サー

バについて、すべての関係が表示されます。 
  

■ VM ホスティング サーバ ルール コンプライアンス - すべての仮想

ホスティング サーバについて、すべてのルール コンプライアンス

結果が表示されます。 
 

■ VM ホスティング サーバのストレージ関係 - すべての仮想ホス

ティング サーバについて、すべてのストレージ関係が表示されま

す。  
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■ VM ホスティング サーバの仮想化 - すべての仮想ホスティング 

サーバについて、すべての仮想化関係が表示されます。 
  

■ Windows サーバ変更検出 - すべての Windows サーバについて、変

更検出結果が表示されます。  
  

■ Windows サーバの通信関係 - Windows のすべてのサーバについて、

すべての通信関係が表示されます。 
  

■ Windows サーバの構成関係 - Windows のすべてのサーバについて、

すべての構成関係が表示されます。 
  

■ Windows サーバ関係 - Windows のすべてのサーバについて、すべて

の関係が表示されます。 
  

■ Windows サーバ ルール コンプライアンス - すべての Windows 

サーバについて、すべてのルール コンプライアンス結果が表示さ

れます。 
 

■ Windows サーバのストレージ関係 - Windows のすべてのサーバに

ついて、すべてのストレージ関係結果が表示されます。 

■ Windows サーバの仮想化 - すべての Windows サーバについて、す

べての仮想化関係が表示されます。 
  

■ サービス プロファイラ（サービス プロファイラ用の事前定義済みグラ

フはありません） 
 

■ サービス 

■ すべてのサービス変更検出 - すべてのサービスについて、変更検出

結果が表示されます。 

■ すべてのサービス通信関係 - すべてのサービスについて、すべての

通信関係が表示されます。 
  

■ すべてのサービス ルール コンプライアンス - すべてのサービスに

ついて、すべてのルール コンプライアンス結果が表示されます。 
  

■ サービスの変更検出で見つかった相違 - 相違が見つかったすべて

のサービスについて、すべての変更検出結果が表示されます。 
  

■ 失敗が見つかったサービスでのルール コンプライアンス - 失敗が

見つかったすべてのサーバについて、すべてのルール コンプライ

アンス結果が表示されます。 
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■ MSSQL サービス通信関係 - すべてのサービスについて、すべての 

MSSQL 通信関係が表示されます。 

■ Oracle サービス通信関係 - すべてのサービスについて、すべての 

Oracle 通信関係が表示されます。   

■ ソフトウェア コンポーネント 

■ サーバ別すべてのコンポーネント - サーバまたはサーバ グループ

に属しているすべてのコンポーネントが表示されます。 

■ サービス別すべてのコンポーネント - サービスまたはサービス グ

ループに属しているすべてのコンポーネントが表示されます。 

■ すべてのサーバ コンポーネント関係 - すべてのサーバ コンポーネ

ントの関係が表示されます。 
 

■ コンポーネント別すべてのサーバ - すべてのサーバがコンポーネ

ント別に表示されます。 
 

■ すべてのサービス コンポーネント関係 - すべてのサービス コン

ポーネントの関係が表示されます。 
 

■ コンポーネント別すべてのサービス - すべてのサービスがコン

ポーネント別に表示されます。 
 

■ コンポーネント別 Unix サーバ - すべての Unix サーバがコンポーネ

ント別に表示されます。 
 

■ コンポーネント別 VM ゲスト サーバ - すべての VM ゲスト サーバ

がコンポーネント別に表示されます。 
 

■ コンポーネント別 VM ホスティング サーバ - すべての VM ホス

ティング サーバがコンポーネント別に表示されます。 

■ コンポーネント別 Windows サーバ - すべての Windows サーバがコ

ンポーネント別に表示されます。 
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テンプレートからグラフを作成する方法 

一般的に、定義済みのビジュアル テンプレートから視覚的なカスタム グ

ラフを作成するには、以下のステップを実行する必要があります。 

1. ［ビジュアル］ツリーの［テンプレート］ノードから、1 つのテンプ

レートを選択します。 

2. カスタム グラフに表示する特定のエレメント（すべての Linux サーバ

など）を決定するための、グラフ フィルタを作成します。 

3. カスタマイズされたテンプレートを、カスタム グラフとして保存しま

す。  

これらのステップについては、後続のセクションで詳しく説明しています。 
 

ビジュアル テンプレートの選択 

このセクションでは、CA Configuration Automation に含まれている定義済み

のビジュアル テンプレートについて、およびカスタマイズや、グラフと

して保存するためのテンプレートを選択する手順について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ダッシュボード］リンクをクリックし、［ビジュアル］タブをクリッ

クします。 

［ビジュアル］ペインに［ビジュアル］ツリーが表示されます。 

2. ツリーの［テンプレート］ノードの隣にあるプラス記号（+）をクリッ

クします。 

［テンプレート］ノードが展開され、以下のサブノードが表示されま

す。 

■ アプリケーション 

■ クラスタ 
 

■ サーバ 
 

■ サービス プロファイラ 
 

■ サービス 

■ ソフトウェア コンポーネント 
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3. このグラフで使用するビューが含まれているサブノードの隣にあるプ

ラス記号（+）をクリックします。 たとえば、サービス中心のビュー

を作成する場合は、［サーバ］ノードの隣にあるプラス記号（+）をク

リックします。 

選択されたサブノードに関連付けられているテンプレートが表示され

ます。 

4. グラフを作成するには、以下のいずれかのテンプレートを選択します。 

■ アプリケーション 

■ サーバ別インストール済みアプリケーション - 指定されたサー

バまたはサーバ グループにインストールされているアプリ

ケーションが表示されます。 

■ サービス別インストール済みアプリケーション - 指定された

サービスに含まれているアプリケーションが表示されます。  
 

■ サーバ アプリケーション関係 - 特定の通信タイプ（rlogin や 

http_proxy など）によって関連付けられている特定のアプリ

ケーションを持つサーバが表示されます。 
 

■ インストール済みアプリケーション別サーバ - インストール済

みの特定のアプリケーションを持つサーバが表示されます。 
 

■ サービス アプリケーション関係 - 特定の通信タイプ（rlogin や 

http_proxy など）によって関連付けられている特定のアプリ

ケーションを持つサービスが表示されます。 

■ インストール済みアプリケーション別サービス - インストール

済みの特定のアプリケーションを持つサービスが表示されま

す。 

■ クラスタ 

■ すべてのクラスタ -- 既知のサーバ クラスタをすべて表示しま

す。 
 

■ サーバ 

■ すべてのサーバ関係 - オペレーティング システムおよび通信

タイプによって特定されているサーバが表示されます。 

■ サーバ変更検出 - オペレーティング システムによって特定さ

れているサーバ、および変更検出操作で相違が検出されたサー

バが含まれています。 
 

■ サーバ通信関係 - オペレーティング システムおよび通信タイ

プによって特定されているサーバが表示されます。 
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■ サーバ構成関係 - NDG ディスカバリによって取得されたサー

バ、アプリケーション、データベース関係を表示します。 たと

えば、サーバ 1 上のアプリケーション A が、サーバ 2 のデータ

ベース B を使用するように設定されるとします。 この関係は、

構成ファイルおよびデータベース エントリ内にある値を使用

して決定されます。   
 

■ サーバ ルール コンプライアンス - オペレーティング システム

によって特定されているサーバ、およびルール コンプライアン

ス操作によってコンプライアンス違反が検出されたかどうか

が表示されます。 
 

■ サーバ ストレージ管理関係 - ストレージ マネージャ ソフト

ウェアを持つサーバと、それらが管理するストレージ デバイス

の関係が表示されます。 関係タイプは常に管理です。 
 

■ サーバ ストレージ関係 - サーバとストレージ デバイスの関係、

およびストレージ マネージャ ソフトウェアを持つサーバと、

それらが管理するストレージ デバイスの関係が表示されます。 

関係タイプは、ストレージまたは管理です。 

■ サーバ仮想関係 - 物理ホスト、仮想化ホスト、および仮想化ゲ

スト サーバのいずれかの組み合わせが表示されます。 
 

■ サービス プロファイラ 

■ サービス プロファイラのすべてのサーバ関係 - すべての既知

のサーバの関係が表示されます。 

■ サービス 

■ サービス変更検出 - オペレーティング システムによって特定

されているサービス、および変更検出操作で相違が検出された

サービスが表示されます。 

■ サービス通信関係 - オペレーティング システムおよび通信タ

イプによって特定されているサービスが表示されます。 
 

■ サービス ルール コンプライアンス - オペレーティング システ

ムによって特定されているサービス、およびルール コンプライ

アンス操作によってコンプライアンス違反が検出されたかど

うかが表示されます。 
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■ ソフトウェア コンポーネント 

■ サーバ別コンポーネント - 特定のサーバにインストールされて

いるコンポーネントが表示されます。 

■ サービス別コンポーネント - 指定された 1 つ以上のソフトウェ

ア コンポーネントを含んでいるサービスが表示されます。 
 

■ サーバ コンポーネント関係 - ほかのサーバに対して参照であ

るか、または通信を行うサーバが表示されます。 
 

■ コンポーネント別サーバ - 指定された 1 つ以上のソフトウェア 

コンポーネントがインストールされているサーバが表示され

ます。 
 

■ サービス コンポーネント関係 - ほかのサービスに対して参照

であるか、または通信を行うサービスが表示されます。 

■ コンポーネント別サービス - 指定された 1 つ以上のソフトウェ

ア コンポーネントがインストールされているサービスが表示

されます。 

選択されたテンプレートに対して、［グラフ フィルタ］ダイアログ 

ボックスが表示されます。 グラフ フィルタの作成については、次の (P. 

481)セクションへ進んでください。 
 

グラフ フィルタの作成 

グラフ フィルタは、カスタム グラフに表示する特定のサーバ、サービス、

関係、アプリケーション、およびソフトウェア コンポーネントを決定す

るためのフィルタリング メカニズムです。 グラフ フィルタを作成すると、

モニタにとって重要なネットワーク オブジェクトのグラフ ビューを指定

することができます。 たとえば、オペレーティング システムの専門知識

に基づいて組織で割り当てを作成する場合、オペレーティング システム

が Solaris であるサーバの構成をモニタするよう割り当てられる可能性が

あります。 関連するグラフにフィルタを作成して、オペレーティング シ

ステムが Solaris のサーバのみを表示することができます。 
 

注： すべてのフィルタは、複数のフィルタ条件を使用する場合、暗黙の 

AND を使用して作動します。 たとえば、ユーザが factotum.ca.com と呼ば

れる選択されたサーバおよび My_assigned_servers と呼ばれるグラフ フィ

ルタを作成し、factotum.ca.com がサーバ グループの一部でなかった場合、

フィルタはサーバを表示しません。 
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グラフ フィルタの作成方法 

1. 前の (P. 478)セクションで説明しているように、ビジュアル テンプ

レートを選択します。 

［グラフ フィルタ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. 必要に応じて、以下の情報を入力するか、または選択します。 

注： このステップで説明しているタブとフィールドは、すべてのビ

ジュアル テンプレートで使用できるわけではありません。 たとえば、

［変更の検出］および［ルール コンプライアンス］オプションは、名

前が含まれているテンプレートに特有のものですが、サーバまたはオ

ペレーティング システムのオプションは大半のテンプレートで使用

できます。 

［アプリケーション］タブ 

パッチを含める 

利用可能なアプリケーションのリストに、アプリケーションの

パッチを含めるかどうかを指定します。 このオプションは、す

べてのテンプレートの［アプリケーション］タブで使用できる

わけではありません。 

バージョンを含める 

利用可能なアプリケーションのリストに、アプリケーションの

リリース番号を含めるかどうかを指定します。 このオプション

は、すべてのテンプレートの［アプリケーション］タブで使用

できるわけではありません。 
 

利用可能なアプリケーション 

CA Configuration Automation が認識しており、グラフに含めるこ

とが可能なアプリケーションがリスト表示されます。 利用可能

なアプリケーションをダブルクリックして、［選択されたアプ

リケーション］フィールドに移動します。 
 

選択されたアプリケーション 

グラフ フィルタに含まれるアプリケーションをリスト表示し

ます。  
 

利用可能な発行元 

リスト表示されたアプリケーションを作成した会社または組

織がリスト表示されます。 利用可能な発行元をダブルクリック

して、［選択済み発行元］フィールドに移動します。 
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選択済み発行元 

グラフ フィルタに含まれる会社または組織をリスト表示しま

す。 
 

変更の検出タブ 

変更の検出 

サーバまたはサービスに対する変更検出の操作結果を、グラフ

上に示すかどうかを指定します。 ［相違が見つかりました］、

［相違は見つかりませんでした］、および［結果が見つかりま

せん］のいずれかの組み合わせを指定できます。 
 

［通信］タブ 

表示される関係をターゲット サーバ/アプリケーションのみに制限する 

ターゲット サーバまたはアプリケーションの関係のみをグラ

フ内に表示するかどうかを指定します。 このチェック ボック

スをオフにすると、ターゲット サーバとソース サーバおよび

アプリケーションの関係が示されます。  

関係タイプ 

サービス内のサーバに対して、利用できる関係タイプがリスト

表示されます。 このドロップダウン リストで使用できるオプ

ションは以下のとおりです。  

サーバを提供 - ソース サーバの場合、関係タイプは「以下に

よって使用」になり、デスティネーション サーバの場合、関係

タイプは「使用」になります。 

サーバのコンシューム - ソース サーバの場合、関係タイプは

「使用」になり、デスティネーション サーバの場合、関係タイ

プは「以下によって使用」になります。 

プロバイダとコンシューマ - 「使用」と「以下によって使用」

の関係タイプを持つすべての関係が含まれています。 

次と通信 - 「次と通信」の関係タイプを持つすべての関係が含

まれています。 
 

利用できる通信タイプ 

サービス内のサーバによって使用される特定の通信プロトコ

ルがリスト表示されます。 利用可能なオペレーティング シス

テムをダブルクリックして、［選択済み通信］フィールドに移

動します。 
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選択済み通信タイプ 

グラフ フィルタに含まれる通信のタイプをリスト表示します。 

日付範囲 

グラフ内で通信関係が表示される期間を指定します。 たとえば

［今日］を選択すると、今日に対する関係のみが表示されます。 

［過去 N 箇月］を選択すると、［月］フィールドが表示される

ため、表示する月数を選択します。  
 

［コンポーネント］タブ 

利用できるコンポーネント 

CA Configuration Automation が認識しており、グラフ フィルタ

に含めることが可能な特定のソフトウェア コンポーネントお

よびバージョンがリスト表示されます。 これらのコンポーネン

トには、対応する定義済みのブループリントまたはカスタム ブ

ループリントがあります。 利用可能なコンポーネントをダブル

クリックして、［選択されたコンポーネント］フィールドに移

動します。 

選択されたコンポーネント 

グラフ フィルタに含まれるコンポーネントをリスト表示しま

す。 
 

利用可能なカテゴリ 

（オペレーティング システムやリレーショナル データベース

など）、ブループリントに定義されており、グラフ フィルタに

含めることが可能なソフトウェア カテゴリがリスト表示され

ます。 利用可能なコンポーネントをダブルクリックして、［選

択されたカテゴリ］フィールドに移動します。 

選択されたカテゴリ 

グラフ フィルタに含まれるカテゴリをリスト表示します。 
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構成タブ 

ノードの展開 

親ノードを展開して子ノードをグラフに表示するかどうかを

指定します。 このオプションを選択しない場合、最後のグラフ

でノードを手動で展開できます。 

ラベルを表示 

グラフのノード間の関係線に説明ラベルを表示するかどうか

を指定します。 このオプションを選択しない場合、最後のグラ

フでエレメントの上にマウス カーソルを置くと、一時的にポッ

プアップ ラベルを表示できます。 このオプションは、すべて

のテンプレートの［構成］タブで利用できるわけではありませ
ん。 

 

オペレーティング システム タブ 

利用可能な OS ファミリ 

グラフに含める一般的なオペレーティング システムおよびデ

バイス タイプをリスト表示します。 ［WINDOWS］オプション

には WIN32 および WIN64 ファミリの両方が含まれます。 利用

可能な OS ファミリをダブルクリックして、［選択済み OS ファ

ミリ］フィールドに移動させます。 
 

選択済み OS ファミリ 

グラフ フィルタに含まれるオペレーティング システム ファミ

リをリスト表示します。 
 

利用可能なオペレーティング システム 

グラフに含める特定のオペレーティング システムをリスト表

示します。場合によっては、特定のバージョンもリスト表示し

ます。 利用可能なオペレーティング システムをダブルクリッ

クして、［選択済みオペレーティング システム］フィールドに

移動します。 
 

選択済みオペレーティング システム 

グラフ フィルタに含まれるオペレーティング システムをリス

ト表示します。 
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関係タブ 

利用可能な関係タイプ 

グラフに利用できる次のコンポーネント関係タイプをリスト

表示します。［次と通信: ］および［参照］）。 利用可能な関

係タイプをダブルクリックして、［選択済み関係タイプ］

フィールドに移動します。 

選択済み関係タイプ 

グラフ フィルタに含まれる関係のタイプをリスト表示します。 
 

利用可能な特定の関係タイプ 

グラフに利用できる特定の関係タイプをリスト表示します。 オ

プションには、［データベース接続性］、［ファイル参照］、

［仮想化］などが含まれます。 利用可能な特定の関係タイプを

ダブルクリックして、［選択済み特定の関係タイプ］フィール

ドに移動します。 

選択済み特定の関係タイプ 

グラフ フィルタに含まれる関係のタイプをリスト表示します。 
 

ルール コンプライアンス タブ 

ルール コンプライアンス 

サーバまたはサービスの［ルール コンプライアンス］操作の結

果をグラフに表示するかどうかを指定します。 表示するオプ

ションは、［失敗が見つかりました］、［失敗が見つかりませ

んでした］、および［結果がありません］のいずれかの組み合

わせになります。 
 

サーバ タブ 

サーバ名マスク 

完全修飾サーバ名、あるいはワイルドカードのアスタリスク

（*）またはパーセント記号（%）のいずれかでマスクされたサー

バ名を受け付けます。 

IP アドレス マスク 

完全修飾の IPv4 または IPv6 アドレス、あるいはワイルドカー

ドのアスタリスク（*）またはパーセント記号（%）のいずれか

でマスクされた IPv4 または IPv6 アドレスを受け付けます。  こ

のフィールドは、IP アドレス範囲または CIDR 表記を受け付け

ません。 
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利用可能なサーバ 

CA Configuration Automation によって管理されているサーバを

リスト表示します。 これらのサーバは、CA Configuration 

Automation よる検出またはCA Configuration Automation へのイ

ンポートが可能です。 利用可能なサーバをダブルクリックして、

［選択されたサーバ］フィールドに移動します。 
 

選択されたサーバ 

グラフ フィルタに含まれるサーバをリスト表示します。 利用

可能なサーバをダブルクリックして、［選択されたサーバ］

フィールドに移動します。 
 

利用可能なサーバ グループ 

CA Configuration Automation によって管理されているサーバ グ

ループ（動的サーバ グループを含む）をリスト表示します。 こ

れらのサーバ グループは、CA Configuration Automation による

作成またはCA Configuration Automation へのインポートが可能

です。 利用可能なサーバ グループをダブルクリックして、［選

択されたサーバ グループ］フィールドに移動します。 
 

選択されたサーバ グループ 

グラフ フィルタに含まれるサーバ グループをリスト表示しま

す。 
 

利用可能なサービス 

CA Configuration Automation によって管理されているサービス

をリスト表示します。 これらのサービスは、CA Configuration 

Automation での作成、CA Configuration Automation よる検出、ま

たは CA Configuration Automation へのインポートが可能です。 

利用可能なサービスをダブルクリックして、［選択されたサー

ビス］フィールドに移動します。 
 

選択されたサービス 

グラフ フィルタに含まれるサービスをリスト表示します。 
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仮想化フィルタ 

グラフに含める［非仮想サーバ］、［VM ホスティング サーバ］、

または［VM ゲスト サーバ］の組み合わせを指定します。 

フィルタリングのために、［VM ホスティング サーバ］には VM 

マネージャが含まれ、［VM ゲスト サーバ］には、VM ホスト

で稼働している実際の仮想マシン、および VM マネージャが割

り当てられている VM ホストが含まれます。  

サーバ状態 

グラフに含める［管理対象］、［管理対象外］、および［イン

ポート済み］のサーバの組み合わせを指定します。 このオプ

ションは、すべてのテンプレートの［サーバ］タブで利用でき

るわけではありません。 

サービス タブ 

利用可能なサービス 

CA Configuration Automation によって管理されているサービス

をリスト表示します。 これらのサービスは、CA Configuration 

Automation での作成、CA Configuration Automation よる検出、ま

たは CA Configuration Automation へのインポートが可能です。 

利用可能なサービスをダブルクリックして、［選択されたサー

ビス］フィールドに移動します。 

選択されたサービス 

グラフ フィルタに含まれるサービスをリスト表示します。 
 

3. ［OK］をクリックします。 

グラフ フィルタを適用することによってビジュアル化されたビュー

が、メイン ビジュアル ペイン（テンプレート名がペインの上部に表示

されます）および［概要］ペインに表示されます。 ［凡例］ペインは、

ビジュアル化されたビュー内にエレメントを説明します。 

4. （オプション）ナビゲーション アイコンのいずれかをクリックして、

ビューを変更します。 

アイコンを使用すると、アイコンと関係線をズームイン、ズームアウ

ト、パンすることにより、さまざまな配置で表示できます。 ナビゲー

ション アイコンの使用方法の詳細については、「グラフの表示オプ

ション (P. 490)」を参照してください。  
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テンプレートをカスタム グラフとして保存 

上記の各セクションに記載のとおり、カスタム テンプレート ビューを作

成した後、それを今後再利用できるように、ビューをカスタム グラフと

して保存できます。 

テンプレート ビューをカスタム グラフとして保存する方法 

1. カスタム グラフとして保存するエレメントが含まれるテンプレート 

ビューを表示します。 

2. テンプレート ビューの上に並んでいるボタンから、［保存］  をク

リックします。 
 

［グラフの保存］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. 対応するフィールドに以下の情報を入力します。 

名前 

カスタム グラフの名前を指定します。 入力した名前は、メイン ビ

ジュアル ペイン内のグラフの上に表示されます。 

説明 

カスタム グラフの目的および内容を説明します。 説明は、メイン 

ビジュアル ペイン内のグラフの上（名前の右側）に表示されます。 
 

フォルダ 

カスタム グラフを保存するフォルダを指定します。 事前定義済み

フォルダまたは新規フォルダの名前を入力できます。新規フォル

ダの名前を入力した場合は、そのフォルダが作成されます。 

共有グラフ 

カスタム グラフを利用できるのは、それを作成したユーザのみ

（チェック ボックスをオフにする）か、またはすべてのユーザ

（チェック ボックスをオンにする）かを指定します。 

4. ［OK］をクリックします。 

テンプレートは、指定したフォルダにカスタム グラフとして保存され

ます。 
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グラフの操作 

このセクションでは、ビジュアル グラフの表示オプション、および［ビ

ジュアル］タブ ページから実行できる手順について説明します。 
 

グラフの表示オプション 

このセクションでは、ビジュアル グラフに関連付けられたナビゲーショ

ン オプションおよび表示オプションについて説明します。 これらのオプ

ションは、［ビジュアル］タブ（［ダッシュボード］-［ビジュアル］を

クリックしてアクセス）のメイン ビジュアル ペインの上に並んでいるボ

タンによってアクティブになります。 

 

ボタン 名前 説明 

 
選択 別のモードが選択された後に、選択ツールをアクティブにします。 

このツールはデフォルトでアクティブです。 

 
パン グラフ ビューをドラッグ アンド ドロップして、メイン ビジュアル 

ペインでビューの位置を変えることができます。 表示倍率は変更

されません。 

 
マーキー ズー

ム 

グラフの特定領域を長方形で囲んで、その領域を拡大できます。 

 
対話型ズーム 表示倍率を増減して、表示の詳細度を高めたり（エレメント数は減

尐）、表示のエレメント数を増やしたり（詳細度は低下）すること

ができます。  

■ ズームインするには、グラフの外縁から中心に向かってクリッ

クしたままドラッグします。 

■ ズームアウトするには、グラフの中心から外縁に向かってク

リックしたままドラッグします。 

 
自動調整 表示倍率を増減して、メイン ビジュアル ペインでグラフ全体を表

示します。  

 
ツリー レイア

ウト 

階層ツリー レイアウトにエレメントを配置してグラフに表示しま

す。階層ツリー レイアウトでは、エレメントのフローを（たとえ

ば、上から下に）描出し、類似エレメントを水平（横の行）に配置

しようとします。 

 
対称レイアウ

ト 

四辺形対称でエレメントを配置してグラフに表示します（つまり、

エレメントは縦軸と横軸の両方で等分されます）。  
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直交レイアウ

ト 

直交（つまり、他のエレメントに対して直角）にエレメントを配置

してグラフに表示します。 

 
円形レイアウ

ト 

エレメントの関係を判別することによってエレメントを配置して

グラフに表示し、それらを個別の循環として配置します。 その循

環は放射状のツリー レイアウトの形で配置されます。 

 
フィルタを表

示 

［グラフ フィルタ］ダイアログ ボックスを開き、現在のビューを

作成するために使用されたフィルタ設定を表示します。 設定を編

集するか、またはテンプレートをカスタム グラフとして保存でき

ます。 

 
リフレッシュ 現在のビューを再描画します。 

 
保存 同じ名前でグラフを保存します。 テンプレートを表示した状態で

［保存］をクリックすると、［名前を付けて保存］をクリックする

のと同じになります（つまり、［名前を付けて保存］ダイアログ 

ボックスが表示されます）。 

 
 

［名前を付け

て保存］ 

［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスを表示します。このダ

イアログ ボックスでは、現在のビューをグラフ ファイルとして保

存するために名前、形式、および場所を指定できます。 

 
Print 現在のグラフ ビューを印刷します。 

 
印刷プレ

ビュー 

印刷時に表示する現在のグラフのプレビューを表示します。 

 
印刷設定 ［印刷設定］ダイアログ ボックスを表示します。このダイアログ 

ボックスでは、印刷設定を指定できます。 

 
イメージとし

て保存 

［グラフの保存］ダイアログ ボックスを表示します。このダイア

ログ ボックスでは、現在のビューをカスタム グラフとして保存で

きます。 フィールドの説明については、「テンプレートをカスタ

ム グラフとして保存 (P. 489)」を参照してください。 

 
ツリーを非表

示 

現在の設定に応じて、ツリー ペインの表示と非表示を切り替えま

す。 

 
接続線ラベル

を表示 

関係を示すために関連線を使用するグラフで、それらの関連線の上

にテキスト ラベルを表示します。 
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ノードの展開 

ノードを折り

たたむ 

現在の設定に応じて、グラフ エレメントのすべてのノードを展開

するか、または折りたたみます。  

■ 現在ノードが展開されている場合、ノード折りたたみアイコン

（マイナス記号）がボタンに表示されます。 

■ 現在ノードが折りたたまれている場合、ノードの展開アイコン

（プラス記号）がボタンに表示されます。 

注： 選択ツールを使用して個別のノードを展開したり折りたたん

だりするには、メイン ビジュアル ペイン内の個別のエレメントの

横にあるノードの展開アイコン（プラス記号）またはノード折りた

たみアイコン（マイナス記号）をクリックします。 

 
フィルタのデ

フォルトの設

定 

［テンプレート フィルタのデフォルトの設定］ダイアログ ボック

スを開き、デフォルト設定を表示します。 新規フィルタを作成す

るか、またはデフォルト フィルタ設定を使用してグラフ ビューを

フィルタすることができます。  

 
 

グラフ エレメント詳細の表示 

グラフには、サーバ、サービス、アプリケーション、関係などを示すさま

ざまなグラフ エレメントが含まれます。 ［ビジュアル］ページでは、現

在のグラフ エレメントを説明する凡例が右ペインに含まれます。 さらに、

特定のエレメントのノードを展開するか、またはそれらのエレメントの上

にマウス カーソルを置くと、追加の詳細を表示できます。 

以下の手順では、アプリケーション エレメントに関する詳細、およびそ

のエレメントがインストールされているサーバを表示する方法について

説明します。 また、特定のアプリケーションがインストールされている

サーバのみにビューをフィルタし、オプションでそのビューを保存するた

めに使用されるワークフローの例も示します。 
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エレメントを拡張して詳細を表示する方法 

1. ［ダッシュボード］（右上）-［ビジュアル］をクリックします。 

［ビジュアル］タブのページが表示されます。  

2. ［グラフ］フォルダにある 4 つの事前定義済みサブフォルダのうちの 

1 つを展開し、グラフを選択します。 この例は、［アプリケーション］

サブフォルダおよび［インストール済みアプリケーション別サーバ］

グラフを使用します。  

メイン ビジュアル ペインには、アプリケーションをインストールして

いるサーバ（CA Configuration Automation が認識しているサーバ）がほ

ぼすべて表示されます。  
 

3. グラフの上にある［フィルタを表示］  ボタンをクリックします。 

［グラフ フィルタ］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 比較的小さいサーバのセット（たとえば、Mozilla Firefox を含む Linux 

サーバ）で特定のアプリケーションを表示するフィルタを以下のよう

に作成します。 

a. ［グラフ フィルタ］ダイアログ ボックスの［サーバ］タブで、右

方向の二重矢印をクリックして、［利用可能なサーバ］列のすべ

てのサーバを［選択されたサーバ］列に移動します。  

b. ［オペレーティング システム］タブをクリックし、［利用可能な

オペレーティング システム］列の Linux をダブルクリックします。 

Linux が［オペレーティング システム］列に表示されます。 
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c. ［アプリケーション］タブをクリックし、グラフに含めるアプリ

ケーションをダブルクリックします。 この例では、Mozilla Firefox を

選択します。  

複数のバージョン（3.6.13、3.6.14 など）のアプリケーションがサー

バにインストールされている場合があるので、含めるものをすべ

て選択します。 選択したバージョンのアプリケーションが［選択

されたアプリケーション］列に表示されます。 

d. ［OK］をクリックします。 

選択したアプリケーションがインストールされているサーバのみ

を表示するようにグラフがフィルタされます。 

 
 

5. 以下の 1 つ以上を実行します。 

■ アプリケーションに関する詳細を表示するには、アプリケーショ

ン アイコンの上にマウス カーソルを置きます。 

■ ナビゲーション アイコン  を表示するには、アプリケーション ア

イコンをクリックします。ナビゲーション アイコンをダブルク

リックすると、このアプリケーションの子エレメント（この例で

は、このアプリケーションをホストするサーバ）を表示できます。 

前のビューに戻るには、サーバ アイコンを右クリックし、［親へ

移動］を選択します。 
 

■ 現在のグラフを作成したフィルタを表示するには、アプリケー

ション アイコンを右クリックします。 グラフの内容を変更する場

合は、フィルタを編集できます。 
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■ すべてのノードを展開するには、グラフの上にある［ノードの展

開］ボタン  をクリックします。または、個別のノードを展開す

るには、グラフ内の個別のノード アイコンをダブルクリックしま

す。  

アプリケーションがインストールされているサーバを表すサーバ 

アイコンが表示されます。  
 

サーバ アイコンの上にマウス カーソルを置いてサーバ詳細（割り

当てられた管理プロファイル、ステータス IP アドレス、オペレー

ティング システムなどを含む）を表示したり、右クリックして関

係詳細を表示したり、あるいはサーバ管理操作（たとえば、［ス

ナップショットの作成］、［変更検出の実行］など）を実行した

りすることができます。 

■ 現在のビューをカスタム グラフとして保存するには、グラフの上

にある［名前を付けて保存］ボタン  をクリックします。 
 

グラフをデフォルトとして設定 

［ビジュアル］タブ ページを表示する際に、デフォルトで表示する事前

定義済みグラフまたはカスタム グラフを選択できます。 

グラフをデフォルトとして設定する方法 

1. ［ダッシュボード］-［ビジュアル］をクリックします。 

［ビジュアル］タブのページが表示されます。 

2. デフォルト グラフとして指定するグラフにナビゲートし、そのグラフ

を右クリックして、［デフォルトに設定］を選択します。 

以下のような確認メッセージが表示されます。 

確認: CCA-GR-9806: デフォルトグラフは "すべてのサービス通信関係" 

に設定されました。 

［ビジュアル］タブ ページに戻ると、選択したグラフがデフォルトで

表示されます。 
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グラフのエクスポート 

事前定義済みグラフまたはカスタム グラフを JAR ファイルにエクスポー

トできます。 

グラフをエクスポートする方法 

1. ［ダッシュボード］-［ビジュアル］をクリックします。 

［ビジュアル］タブのページが表示されます。 

2. エクスポートするグラフにナビゲートし、そのグラフを右クリックし

て、［グラフのエクスポート］を選択します。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. ［保存］をクリックし、ファイルの名前を指定するか、またはデフォ

ルトの名前を受け入れ、ファイルを保存する場所を指定します。 

指定した場所にファイルが保存されます。 

 

 
 

グラフのプロパティの編集 

事前定義済みグラフのプロパティを表示したり、作成したグラフの特定の

プロパティを編集したりすることができます。 

グラフのプロパティを表示または編集する方法 

1. ［ダッシュボード］-［ビジュアル］をクリックします。 

［ビジュアル］タブのページが表示されます。 

2. 表示または編集するグラフにナビゲートし、そのグラフを右クリック

して、［プロパティ］を選択します。 

［プロパティ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. 以下のフィールドを 1 つ以上表示または編集し、［OK］をクリックし

ます。 

注： ユーザは自分が所有者になっているグラフ（つまり、［所有者］

フィールドに自分のユーザ名がリスト表示されているグラフ）のみを

編集できます。 
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名前 

グラフの名前を指定します。 これは、すべてのグラフに関して読

み取り専用フィールドです。 

説明 

グラフの機能を説明します。 このフィールドに入力した説明は、

メイン ビジュアル ペイン内のグラフの名前の後ろに表示されま

す。また、ツリー ペイン内のグラフの名前の上にマウス カーソル

を置いたときにも表示されます。  
 

所有者 

グラフを作成した人のユーザ名を指定します。 事前定義済みグラ

フは system_user によって所有されます。 

共有グラフ 

グラフを表示できるのは、すべてのユーザ（チェック ボックスを

オンにする）か、または所有者のみ（チェック ボックスをオフに

する）かを指定します。 

編集を行った場合、グラフが保存され、ダイアログ ボックスが閉じま

す。 
 

テナントへのダッシュボードおよびビジュアル オブジェクトのエ

クスポート 

CA Configuration Automation テナント管理者は、ダッシュボードおよびビ

ジュアル オブジェクトを任意の CA Configuration Automation インスタンス

からマスタ インスタンス上のテナント インスタンスにエクスポートでき

ます。 エクスポートは以下の場所から実行できます。 

■ ［グラフ］タブのダッシュボード ツリー 

■ ［ビジュアル］タブのグラフ ツリー。 

同様に、テナントへのエクスポート機能は、プロファイルおよび他のオブ

ジェクトでも利用できます（「テナントへのプロファイルおよびオブジェ

クトのエクスポート (P. 120)」を参照）。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ UI にテナント管理者ユーザとして

ログインし、［ダッシュボード］リンクをクリックします。 

［ダッシュボード］パネルが表示されます。 

2. エクスポートするオブジェクトに応じて、［グラフ］または［ビジュ

アル］タブをクリックします。 

対応するタブのページが表示されます。 
 

3. 以下のいずれかを実行します。 

■ ［グラフ］タブ ページで、［ダッシュボード］フォルダの横のプ

ラス記号（+）をクリックし、ダッシュボード名を右クリックして

メニューから［テナントへのエクスポート］を選択します。 

■ ［ビジュアル］タブ ページで、［グラフ］フォルダの横のプラス

記号（+）をクリックし、サブフォルダの横のプラス記号（+）を

クリックします。グラフ名を右クリックして、メニューから［テ

ナントへのエクスポート］を選択します。 

［インポート］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 新しいバージョンのオブジェクトでテナント インスタンス上の既存

オブジェクトを上書きする場合は、［既存のオブジェクトを上書き］

チェックボックスをオンにします。 
 

5. ［利用可能なテナント］列から 1 つ以上のテナントをダブルクリック

します。 

選択されたテナントが［選択されたテナント］列に表示されます。 

6. 選択されたテナントに選択したオブジェクトをインポートする場合は

［OK］をクリックします。 

［結果］ペインに、インポートが成功したことが示されるか、または

エラーの説明が表示されます。 
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第 17 章： タスク パネル 
 

［タスク］パネルを使用して、以下の一般的なタスクを完了します。 

■ ネットワークの検出 

■ アクセス プロファイルおよびエージェント展開 
 

■ サービスの検出  
 

■ コンプライアンス ジョブの実行 

■ エージェントの検索およびアップグレード 

タスクをクリックすると、そのタスクの詳細な説明、およびそのタスクを

完了するのに必要なサブタスクにリンクするナビゲーション ボタンが含

まれるウィザードが開きます。 
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第 18 章： ルールの概要および作成 
 

制約ルールは、特定のタイプの CA Configuration Automation のエレメント

に対して値制約を設定するために使用されます。具体的には、以下のよう

な制約ルールがあります。 

■ ［インジケータ］-［検証ルール］フォルダ内のルール（［コンポーネ

ント ブループリント］のみ） 

■ ［パラメータ］フォルダ内のパラメータ（［サービス］のみ） 

■ ［管理対象］-［ファイル システム オーバレイ］内のファイルおよび

ディレクトリ 
 

■ ［管理対象］-［レジストリ オーバーレイ］フォルダ内のレジストリ 

キーおよび値 
 

■ ［パラメータ］-［ルール］フォルダ内のパラメータ 

■ ［構成］-［構造クラス］フォルダ内のパラメータ 

■ ［構成］フォルダ内のファイル 
 

制約ルールは必ずエレメントと 1 対 1 で関連付けられています。また、下

層の［コンポーネント ブループリント］に作成され、そこから継承でき

ます。あるいは、サービス インスタンス内に作成され、そのインスタン

スに直接適用することもできます。 作成する明示的な制約ルールに加え

て、CA Configuration Automation の暗黙的な組み込みルールがあります。 た

とえば、エレメントに対して特定の値またはデータ タイプを指定した場

合、CA Configuration Automation は組み込みの［デフォルトの確認］ルール

または［データ タイプの検証］ルールを自動的に作成します。 
 

注：  可能な場合は、［コンポーネント ブループリント］内の制約ルールを

作成することを検討してください。 一度作成したルールは、下層の［コ

ンポーネント ブループリント］を使用するサービスによって自動的に継

承されます。 
 

制約ルールの開始、表示、および編集は、選択した［コンポーネント ブ

ループリント］の［ルール］フィールドから行われます。 
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定義された制約ルールの数または［なし］が、 ［ルール］の右側にある

角かっこに表示されます。 ドロップダウン リストから、特定の制約ルー

ルの表示、すべての制約ルールの表示、または制約ルールの追加が可能で

ます。 

■ ［すべてのルールを表示...］を選択すると、新しいページが開き、す

べての制約ルールのリストが表形式で表示されます。 テーブルの並べ

替え順序を変更するには、テーブルのいずれかの見出しをクリックし

ます。 

■ ［新しいルール...］を選択すると、［ルール］属性シートが表示され

ます。 

■ 特定の制約ルールを選択すると、名前が［ルール］フィールドに表示

され、その制約ルールの属性シートが表示されます。 属性シートから

ほとんどのルールを編集または削除することができます。 ただし、CA 

Configuration Automation の組み込みまたは暗黙のルール（［デフォル

トの確認］または［データ タイプの検証］など）を編集または削除す

ることはできません。 これらの組み込みルールは表示のみ可能です。 
 

［コンポーネント ブループリント］にデフォルト値が指定されている場

合、組み込みの［デフォルトの確認］ルールが自動的に作成されます。 こ

れらのデフォルト ルールは情報であり（［ルール コンプライアンス］に

アイコンで［情報］として表示されます）、推奨されるデフォルト値から

逸脱する値がある場合、それを認識できます。 
 

明示的に定義された制約ルールは、それらの値をエレメント自体から、ま

たはエレメントのいずれかの属性から取得します。 利用可能な属性およ

び値タイプは CA Configuration Automation 内のエレメントごとに異なりま

す。したがって、制約ルールはエレメント タイプによって大幅に異なり

ます。 例： 

 

エレメント タイプ 正当な制約ルール 

ファイル ■ ファイル サイズ 

■ ファイル変更時刻 

■ ファイル所有者 

■ ファイル アクセス権 

■ ファイル バージョン 

■ 製品バージョン 



テナントへのダッシュボードおよびビジュアル オブジェクトのエクスポート 
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エレメント タイプ 正当な制約ルール 

ディレクトリ ■ ディレクトリ数 

■ ファイル数 

■ バイト数 

■ 階層数 

■ ディレクトリ変更時刻 

■ ディレクトリ所有者 

■ ディレクトリ アクセス権 

■ ディレクトリが存在する必要がある 

■ ファイルが存在している必要がある 

ルール、パラメータ、グループ、レジス

トリ キー、および値 
■ 値 
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第 19 章： ディレクティブの概要および作成 
 

ディレクティブは、サービス内で管理されるエレメントから値を抽出する

ため、または CA Configuration Automation エージェントを使用して管理対

象サーバから値を取得するために使用されます。 4 つのディレクティブ タ

イプを以下に示します。 

■ 検証ディレクティブ - インストールが不完全なコンポーネント、間

違ったバージョンのコンポーネント、または特定のサービスに関係の

ないコンポーネントを最初に検出して除外します。 

■ パラメータ ディレクティブ - ファイル システムやレジストリのルー

ト、コンポーネント バージョン、ベンダー、データベース接続情報な

ど、コンポーネントを特定および識別するために不可欠なパラメータ

を定義します。 

■ 実行可能ディレクティブ - サーバから構成情報を抽出および解釈する

ためのディレクティブを定義します。 

■ マクロ ステップ ディレクティブ - コンポーネント ブループリントに

よって管理されているデータが含まれるサーバに固有の問題に関する

診断を支援し、システム情報、メモリ統計、またはディスク ボリュー

ム統計の表示など、サーバまたはサービスに関する追加情報を提供し

ます。 

以下の各セクションで、これらのディレクティブについて詳しく説明しま

す。 
 

検証ディレクティブ 

検証に関連する値のディレクティブを［コンポーネント ブループリント］

で開始するには、［インジケータ］の検証ディレクティブ エレメントを 選

択し、［ディレクティブの追加］をクリックします。 既存の検証ディレ

クティブは、検証ディレクティブ エレメントを選択するとき表示される

検証ディレクティブ ツリーから表示および編集します。 
 



パラメータ ディレクティブ 
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表示されるフィールドは、選択するディレクティブ タイプによって変わ

ります。 

例： 

■ Oracle 8i Database（UNIX）v8.* コンポーネント ブループリントは、［リ

モート実行］検証ディレクティブを定義します。これは、SQL Plus を

使用してバージョンを取得し、検出されたコンポーネントがバージョ

ン 8 であることを確認します。 

■ Apache HTTP Server（UNIX）v1.3.* コンポーネント ブループリントは、

［定数］検証ディレクティブを定義します。これは、バージョン情報

を取得し、検出されたコンポーネントがバージョン 1.3.* であることを

確認します。  

注： 一致させる正規表現の例ではワイルドカード（*）を使用していま

す。 ディスカバリでは、1.3 で始まるバージョンがすべて検索されま

す。 
 

パラメータ ディレクティブ 

パラメータに関連する値のディレクティブを［コンポーネント ブループ

リント］で開始するには、［パラメータ］のディレクティブ エレメント

を選択し、［ディレクティブの追加］をクリックします。 既存のパラメー

タ ディレクティブは、パラメータ ディレクティブ エレメントを選択する

とき表示されるパラメータ ツリーから表示および編集されます。 

表示されるフィールドは、選択したディレクティブ タイプによって異な

ります。 
 

例： 

■ WIN32 v*.* コンポーネント ブループリントは、サービス内で検出され

た Windows オペレーティング システム コンポーネントのパラメータ

で製品名および関連するサービス パック バージョンを表示する［定

数］パラメータ ディレクティブを定義します。 

■ 同様の WIN32 v*.* コンポーネント ブループリントは、サービス内で検

出された Windows オペレーティング システム コンポーネントのパラ

メータでベンダーを表示する［定数］パラメータ ディレクティブを定

義します。 
 



構成実行可能ディレクティブ 
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構成実行可能ディレクティブ 

構成実行ファイルに関連する値のディレクティブを［コンポーネント ブ

ループリント］で開始するには、［構成］の実行可能エレメントを選択し、

［ディレクティブの追加］をクリックします。 既存の実行可能ディレク

ティブは、構成実行可能ディレクティブ エレメントを選択するとき表示

される実行可能ディレクティブ ツリーから表示および編集されます。 

表示されるフィールドは、選択したディレクティブ タイプによって異な

ります。 
 

例： 

■ Active Directory Service v*.* コンポーネント ブループリントは、FSMO 

役割を取得する LDAP の取得構成実行可能ディレクティブを定義しま

す。 

■ BIG-IP Load Balancer v*.* コンポーネント ブループリントは、指定され

た MIB アドレスにある値を取得する SNMP の取得構成実行可能ディレ

クティブを定義します。 
 

マクロ ステップ ディレクティブ 

マクロ ステップに関連する値のディレクティブを［コンポーネント ブ

ループリント］で開始するには、［診断］、［マクロまたはユーティリティ］、

［マクロ］の下にあるマクロ エレメントを選択し、［ステップの追加］

をクリックします。 既存のマクロ ステップは、マクロ ステップ エレメン

トを選択するとき表示されるマクロ ステップ ツリーから表示および編集

されます。 

表示されるフィールドは、選択したディレクティブ タイプによって異な

ります。 
 

例 

■ IBM WebSphere 6 Server Instance (UNIX) v6.* コンポーネント ブループ

リントは、ヘルプ オプションで WebSphere Server を開始するリモート

実行マクロ ステップ ディレクティブを定義します。 

■ BIG-IP Load Balancer v*.* コンポーネント ブループリントは、指定され

た MIB アドレスにある総稼働時間の値を取得する SNMP の取得マクロ 

ステップ ディレクティブを定義します。 
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付録 A: UNIX および Linux Softagent ディスカ

バリの sudo の設定 
 

NDG Softagent を使用して UNIX および Linux サーバを検出する場合、NDG 

は認証情報ボールトで提供される認証情報のセットを使用して、UNIX お

よび Linux ホストへの SSH 接続の確立を試行します。 UNIX/Linux セキュリ

ティの設定方法によっては、NDG Softagent によって発行される一部のコ

マンドに関して非 root ユーザには権限がないため、サーバのデータ検出数

が尐なくなる可能性があります。 

非 root ユーザがディスカバリ関連コマンドを発行できないようにするた

めに、以下のオプションがあります。 

■ 認証情報ボールトで root ユーザ認証情報を提供することによって、す

べてのディスカバリ関連コマンドが root として発行されるようにし

ます。 これにより、コマンドの権限が保証されます。   

■ sudo コマンドを使用して、非 root ユーザが root の認証情報を提供する

必要なしに、root の権限でディスカバリ関連コマンドを発行できるよ

うにします。 
 

また、sudo ユーザに関連付けられたユーザ ID のパスも定義する必要があ

ります。このパスには、NDG ディスカバリが使用する以下コマンドおよび

ユーティリティの場所がすべて含まれます。  

■ /bin 

■ /sbin 
 

■ /usr/sbin 

■ /opt/xensource/bin 
 



マクロ ステップ ディレクティブ 
 

510  ユーザ ガイド 
 

 

sudo を使用して非 root ユーザに権限を与えるように /etc/sudoers ファイルを

設定する方法 

1. visudoers コマンドを使用して、/etc/sudoers ファイルを編集します。 

2. ユーザ ndguser が root の認証情報を求められずに、sudo を使用してす

べての NDG Softagent コマンドを発行できるように、以下のエントリを

作成します。 

# simple entry for ndg discovery if client does not need granularity 

# ndguser ALL=NOPASSWD: ALL 

# detailed entry for ndg discovery permitting only those commands used by discovery 

ndguser ALL = NOPASSWD: /bin/uname, /bin/echo, /bin/cat, ¥ 

                        /bin/domainname, /bin/hostname, ¥ 

                        /bin/netstat, /bin/df, /bin/ps, /bin/rpm, ¥ 

                        /bin/ls, /sbin/ifconfig, /sbin/ip, ¥ 

                        /sbin/mii-tool, /sbin/chkconfig, ¥ 

                        /sbin/sfdisk, /usr/sbin/dmidecode, ¥ 

                        /usr/bin/cdrecord, ¥ 

                        /opt/xensource/bin/xe, /bin/lshmc 
 

注： ndguser を作成する代わりに、このエントリを変更して既存ユーザ

に権限を与えることもできます。 パスワードを求められずにすべての

コマンドを発行できるように /etc/sudoers ファイルにユーザがすで設

定されている場合、またはすべてのコマンドを含む詳細なリストがす

でに提示されている場合、そのユーザを認証情報ボールトに追加する

ことにより、そのユーザを変更することなくそのまま使用できます。 
 

3. sudoers ファイルを保存して閉じます。 

4. 「ネットワーク スキャン ポリシーの作成 (P. 271)」に記載のとおり、

［ネットワーク スキャン ポリシー］ページの［sudo 使用の有効化］

チェック ボックスをオンにします。 
 

 

sudo ユーザのパスを定義する方法 

1. UNIX または Linux システムのシェルのシェル構成ファイル（通常は

ユーザの $HOME ディレクトリ内の .bashrc）を編集し、以下の行をユー

ザの PATH 定義に追加します。 

PATH=$PATH:/bin:/sbin:/usr/sbin:/opt/xensource/bin 

export PATH 

2. ファイルを保存して閉じます。 
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付録 B: コンポーネント ディスカバリのため

の Telnet アクセス モードの設定 
 

Telnet ディスカバリでは、CA Configuration Automation ネットワーク内のコ

ンポーネントを検出できます。 Telnet ディスカバリの要件は以下のとおり

です。 

■ ftpd デーモンと Telnet が、グリッド ノード サーバ上で実行されている

必要があります。  

■ FTP クライアントと Telnet が、FTP デーモンが使用する管理対象サーバ

またはターゲット サーバで利用可能である必要があります。 
 



マクロ ステップ ディレクティブ 
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Telnet ディスカバリを開始すると、CA Configuration Automation が、グリッ

ド ノード サーバ上でディスカバリ ジョブを実行します。 グリッド ノード 

サーバは、管理対象サーバと Telnet 通信のシーケンスを開始します。 

Telnet ネゴシエーションに続いて、Telnet コマンドで FTP を使用して管理

対象サーバにディスカバリ スクリプトをコピーします。 ディスカバリ コ

マンドは、Telnet を使用して管理対象サーバ上で実行されます。 CA 

Configuration Automation は、出力をファイルにキャプチャし、グリッド 

ノード サーバにコピーします。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］-［サーバ］タブで、［アクセス プロファイル］リンクをクリッ

クします。 

注： ベスト プラクティスとして、変更する前に、事前定義済みアクセ

ス プロファイルのコピーを作成します。 

2. ［アクセス プロファイル］ページで、［Telnet］リンクをクリックし

ます。 

3. ［プロファイルの詳細:］の［Telnet］ページで［アクセス モード］を

選択し、必須フィールドで値を定義します。 

注： 

■ ［接続タイムアウト］の値は Telnet アクセス モードにとって重要

です。CA Configuration Automation は、デフォルトでこれに高い値

を設定しています。 CA Configuration Automation は、アイドル接続

を切断するために［接続タイムアウト］の値を使用します。 

■ ［プロンプト］フィールドの値により、ターゲット サーバと Telnet 

セッションを確立する間に CA Configuration Automation が表示する

プロンプトが検索および識別されます。 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Telnet に対する CA Configuration Automation 設定プロパティの変更 (P. 513) 

FTP のグリッド ノード サーバ プロパティの設定 (P. 513) 
 



Telnet に対する CA Configuration Automation 設定プロパティの変更 
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Telnet に対する CA Configuration Automation 設定プロパティの

変更 

Telnet 設定プロパティを変更できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［環境管理］リンクをクリックします。 

2. ［構成］タブの［プロパティ］ページで、［>］をクリックして次のプ

ロパティ ページを表示します。 

3. ［値］列の以下の cca グループ プロパティを編集します。 

telnet.connection.retries 

ディスカバリ中に Telnet 接続が失敗した場合のために、Telnet 接続

プロセスを再試行する回数を定義します。 

telnet.read.timeout_secs 

コマンドを発行した後に、結果を収集するまで待機する最大時間

を定義します。 

telnet.read.byte_to_byte_delay_secs 

結果を読み取るときに、次のバイトを待機する最大時間を定義し

ます。 CA Configuration Automation は、アクセス プロファイルで［プ

ロンプトの表示方法］が選択されていない場合にのみ、この値を

使用します。 
 

FTP のグリッド ノード サーバ プロパティの設定 

FTP のグリッド ノード サーバ プロパティを設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［環境管理］リンクをクリックします。 

2. ［構成］タブで、［プロパティ］リンクをクリックします。 
 



FTP のグリッド ノード サーバ プロパティの設定 
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3. ［構成］タブの［プロパティ］ページで、［>］をクリックして次のプ

ロパティ ページを表示します。 

4. ［値］列の以下のグリッド グループ プロパティを編集します。 

ftp.account 

FTP サーバに接続するアカウント名を定義します。 

ftp.password 

指定した ftp.account 値に関連付けるパスワードを定義します。  

ftp.port 

FTP サーバがリスンするポート番号を定義します。  

ftp.root 

FTP サーバのルート パス（FTP サイト ディレクトリ）を定義します。 
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付録 C: CA Configuration Automation タスクと 

CA EEM 権限のマッピング 
 

この付録では、CA Configuration Automation UI タスクと、そのタスクの実

行に必要な CA EEM 権限をマップします。 CA Configuration Automation タス

ク別に UI 上の場所を示し、［テーブル アクション］ドロップダウンの［ア

クションの選択］ドロップダウン リストからどのタスクを選択するかを

説明します。  

CA EEM 権限については、ポリシーおよび対応するアクションとの関係で

説明します。 

注： 

■ すべてのユーザが CA Configuration Automation UI 全体に対して表示権

限を持っています。 

■ 操作の権限付与に失敗した場合、エラー メッセージが表示されます。 

■ CA EEM はポリシー評価を実行します 

■ ポリシーはユーザに直接割り当てるか、ユーザ グループに割り当てる

ことができます 
 



サービス オプション 
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このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

サービス オプション (P. 516) 

サービス スナップショット オプション (P. 517) 

サービス コンポーネント オプション (P. 517) 

サーバ オプション (P. 518) 

サーバ スナップショット オプション (P. 519) 

サーバ コンポーネント オプション (P. 519) 

サーバ グループ オプション (P. 519) 

管理プロファイル オプション (P. 520) 

ネットワーク プロファイル オプション (P. 520) 

ネットワーク スキャン ポリシー オプション (P. 521) 

アクセス プロファイル オプション (P. 521) 

認証情報ボールト プロファイル オプション (P. 522) 

通知プロファイル オプション (P. 522) 

ブループリント オプション (P. 522) 

構造クラス オプション (P. 523) 

グローバル変数オプション (P. 523) 

コンプライアンス管理オプション (P. 524) 

ダッシュボード オプション (P. 524) 

修復オプション (P. 525) 

レポート オプション (P. 525) 

環境管理オプション (P. 525) 
 

サービス オプション 
 

サービス オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

サービスの削除 サービス管理、削除 

スナップショットの作成 サービス管理、作成 

変更検出の実行 サービス管理、run_change_detection 

比較の実行 サービス管理、run_compare 

ルール コンプライアンスの実行 サービス管理、run_rule_compliance 

サービスのリフレッシュ サービス管理、リフレッシュ 

ディスカバリの実行 サービス管理、run_discovery 

ディスカバリの停止 サービス管理、stop_discovery 

管理プロファイルの実行 サービス管理、run_management_profile 



サービス スナップショット オプション 
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管理プロファイルの割り当て サービス管理、更新 

サービスのエクスポート サービス管理、エクスポート 

すべてのサービスの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与  

サービスの作成 サービス管理、作成 

サービスの更新 サービス管理、更新 

サービスのインポート サービス管理、インポート 
 

サービス スナップショット オプション 
 

サービス スナップショット オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

すべてのスナップショットの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与   

スナップショットの削除 サービス管理、削除 

ゴールド基準として設定 サービス管理、更新 

シルバー基準として設定 サービス管理、更新 

ブロンズ基準として設定 サービス管理、更新 

ベースラインとして設定 サービス管理、更新 

ゴールド基準の削除 サービス管理、更新 

シルバー基準の削除 サービス管理、更新 

ブロンズ基準の削除 サービス管理、更新 

ベースライン指定の削除 サービス管理、更新 

スナップショットのエクスポート サービス管理、エクスポート 
 

サービス コンポーネント オプション 
 

サービス コンポーネント オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

コンポーネントの削除 サーバ管理、削除 

コンポーネントのリフレッシュ サーバ管理、更新 



サーバ オプション 
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コンポーネントの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与   
 

サーバ オプション 
 

サーバ オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

サーバの削除  サーバ管理、削除 

サーバの管理 サーバ管理、更新 

サーバの拒否 サーバ管理、更新 

サーバのテスト サーバ管理、test_servers 

スナップショットの作成 サーバ管理、作成 

変更検出の実行 サーバ管理、run_change_detection 

比較の実行 サーバ管理、run_compare 

ルール コンプライアンスの実行 サーバ管理、run_rule_compliance 

サーバのリフレッシュ  サーバ管理、リフレッシュ 

ディスカバリの実行 サーバ管理、run_discovery 

ディスカバリの停止 サーバ管理、stop_discovery 

管理プロファイルの実行 サーバ管理、run_management_profile 

プロファイルの割り当て サーバ管理、更新 

保護エージェント CCA 管理者アクセス、更新、および 

サーバ管理、install_uninstall_agent 

エージェントのインストール サーバ管理、install_uninstall_agent 

エージェントのアンインストール サーバ管理、install_uninstall_agent 

すべてのサーバの表示  すべてのユーザにビュー権限を付与  

サーバの作成 サーバ管理、作成 

ファイルからサーバを追加 サーバ管理、作成 

サーバの更新  サーバ管理、更新 

サーバのインポート  サーバ管理、作成 

 
 



サーバ スナップショット オプション 
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サーバ スナップショット オプション 
 

サーバ スナップショット オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

スナップショットの削除 サーバ管理、削除 

ゴールド基準として設定 サーバ管理、更新 

シルバー基準として設定 サーバ管理、更新 

ブロンズ基準として設定 サーバ管理、更新 

ベースラインとして設定 サーバ管理、更新 

ゴールド基準の削除 サーバ管理、更新 

シルバー基準の削除 サーバ管理、更新 

ブロンズ基準の削除 サーバ管理、更新 

ベースライン指定の削除 サーバ管理、更新 

スナップショットのエクスポート サーバ管理、エクスポート 

スナップショットのインポート サーバ管理、インポート 

すべてのスナップショットの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

サーバ コンポーネント オプション 

 

サーバ コンポーネント オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

コンポーネントの削除 サーバ管理、更新 

コンポーネントのリフレッシュ サーバ管理、更新 

コンポーネントの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

サーバ グループ オプション 
 

サーバ グループ オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

サーバ グループの作成 サーバ管理、作成 



管理プロファイル オプション 
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サーバ グループの更新 サーバ管理、更新 

サーバ グループの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

管理プロファイル オプション 

 

管理プロファイル オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

デフォルト プロファイルとし

て設定 

管理プロファイル管理、更新 

プロファイルの有効化 管理プロファイル管理、更新 

プロファイルの無効化 管理プロファイル管理、更新 

プロファイルの削除 管理プロファイル管理、削除 

プロファイルの作成* 管理プロファイル管理、作成 

プロファイルの更新 管理プロファイル管理、更新 

プロファイルのエクスポート 管理プロファイル管理、エクスポート 

プロファイルのインポート 管理プロファイル管理、インポート 

プロファイルの実行 サーバ管理、run_management_profile および 

サービス管理、run_management_profile 

プロファイルの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

ネットワーク プロファイル オプション 

 

ネットワーク プロファイル オプ

ション 

CA EEM ポリシーおよびアクション 

デフォルト プロファイルとし

て設定 

ネットワーク管理、更新 

プロファイルの有効化 ネットワーク管理、更新 

プロファイルの無効化 ネットワーク管理、更新 

プロファイルの削除 ネットワーク管理、削除 



ネットワーク スキャン ポリシー オプション 
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プロファイルの作成 ネットワーク管理、作成 

プロファイルの更新 ネットワーク管理、更新 

プロファイルの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

ネットワーク スキャン ポリシー オプション 

 

ネットワーク スキャン ポリシー オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

ネットワーク スキャン ポリシーの削除 ネットワーク管理、削除 

ネットワーク スキャン ポリシーの作成 ネットワーク管理、作成 

ネットワーク スキャン ポリシーのインポー

ト 

ネットワーク管理、インポート 

ネットワーク スキャン ポリシーのエクス

ポート 

ネットワーク管理、エクスポート 

ネットワーク スキャン ポリシーの更新 ネットワーク管理、更新 

ネットワーク スキャン ポリシーの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与   
 

アクセス プロファイル オプション 

 

アクセス プロファイル オプショ

ン 

CA EEM ポリシーおよびアクション 

アクセス プロファイルの削除 アクセス プロファイル管理、削除 

アクセス プロファイルの作成 アクセス プロファイル管理、作成 

アクセス プロファイルのイン

ポート 

アクセス プロファイル管理、インポート 

アクセス プロファイルのエク

スポート 

アクセス プロファイル管理、エクスポート 

アクセス プロファイルの更新 アクセス プロファイル管理、更新 

アクセス プロファイルの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 



認証情報ボールト プロファイル オプション 
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認証情報ボールト プロファイル オプション 

 

認証情報ボールト プロファイル 

オプション 

CA EEM ポリシーおよびアクション 

デフォルト プロファイルとし

て設定 

ネットワーク管理、更新 

認証情報ボールト プロファイ

ルの削除 

ネットワーク管理、削除 

認証情報ボールト プロファイ

ルの作成 

ネットワーク管理、作成 

認証情報ボールト プロファイ

ルの更新 

ネットワーク管理、更新 

認証情報ボールト プロファイ

ルの表示 

すべてのユーザにビュー権限を付与 

 

通知プロファイル オプション 

 

通知プロファイル オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

デフォルト プロファイルとし

て設定 

通知プロファイル管理、更新 

通知プロファイルの削除 通知プロファイル管理、削除 

通知プロファイルの作成 通知プロファイル管理、作成 

通知プロファイルの更新 通知プロファイル管理、更新 

通知プロファイルの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

ブループリント オプション 

 

ブループリント オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

ブループリントのコピー ブループリント管理、コピー 



構造クラス オプション 
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ブループリントの削除 ブループリント管理、削除 

ディスカバリの有効化 ブループリント管理、更新 

ディスカバリの無効化 ブループリント管理、更新 

ブループリントのエクスポー

ト 

ブループリント管理、エクスポート 

ブループリントのインポート ブループリント管理、インポート 

ブループリントの作成 ブループリント管理、作成 

ブループリントの更新 ブループリント管理、更新 

ブループリントの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

構造クラス オプション 
 

構造クラス オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

構造クラスのコピー ブループリント管理、作成 

構造クラスの削除 ブループリント管理、削除 

構造クラスの作成 ブループリント管理、作成 

構造クラスのインポート ブループリント管理、インポート 

構造クラスのエクスポート ブループリント管理、エクスポート 

構造クラスの更新 ブループリント管理、更新 

構造クラスの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

グローバル変数オプション 

 

グローバル変数オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

グローバル変数の削除 ブループリント管理、削除 

グローバル変数の作成 ブループリント管理、作成 

グローバル変数のインポート ブループリント管理、インポート 

CSV にエクスポート ブループリント管理、エクスポート 



コンプライアンス管理オプション 
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グローバル変数の更新 ブループリント管理、更新 

グローバル変数の表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 

コンプライアンス管理オプション 

 

コンプライアンス管理オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

コンプライアンス プロファイ

ルの作成 

コンプライアンス管理、作成 

コンプライアンス プロファイ

ルの削除 

コンプライアンス管理、削除 

コンプライアンス プロファイ

ルの更新 

コンプライアンス管理、更新 

ジョブの実行 コンプライアンス管理、run_job 
 

ダッシュボード オプション 

 

ダッシュボード オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

ダッシュボードの作成 ダッシュボード管理、作成 

ダッシュボードのインポート ダッシュボード管理、インポート 

ダッシュボードのエクスポー

ト 

ダッシュボード管理、エクスポート 

ダッシュボードの更新 ダッシュボード管理、更新 

ダッシュボードの削除 ダッシュボード管理、削除 

ダッシュボードの表示 すべてのユーザにビュー権限を付与 
 



修復オプション 
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修復オプション 

 

修復オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

修復を許可 修復管理、許可 
 

レポート オプション 

 

レポート オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

レポートの実行 レポート管理、実行 

レポートの保存 レポート管理、作成 

レポートの更新 レポート管理、更新 

レポートの削除 レポート管理、削除 

レポートのスケジュール レポート管理、実行 

保存済みレポートの表示 

レポート テンプレートの表示 

すべてのユーザにビュー権限を付与 

 

環境管理オプション 

 

管理オプション CA EEM ポリシーおよびアクション 

アクセス管理 CCA 管理者アクセス、更新 

構成、セキュリティ証明書 CCA 管理者アクセス、更新 
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付録 D: コマンド ライン インターフェースの

使用 
 

CA Configuration Automation にはコマンド ライン インターフェース（CLI）

が含まれており、サーバ関連操作およびサービス関連操作をインフラスト

ラクチャ内のスクリプトやその他の管理プロセスに組み入れることがで

きます。 

CA Configuration Automation エージェントをインストールすると自動的に 

CLI がインストールされますが、既存のスクリプトおよびプロセスへの統

合のために任意のサーバに CLI をインストールすることもできます。 これ

らのコマンドにアクセスできるようにするには、「CA Configuration 

Automation 実装ガイド」に記載のインストール手順に従います。  

CLI は、CA Configuration Automation エージェントがサポートしているすべ

てのプラットフォーム上で実行されます。 プラットフォームおよびバー

ジョンのサポートの詳細については、「CA Configuration Automation リリー

ス ノート」を参照してください。  

注：  CLI を使用する前に、CA Configuration Automation UI に尐なくとも 1 回

は正常にログインして、ユーザ認証を確認しておく必要があります。 
 

ccautil 

ccautil 実行可能ファイルは、すべての CLI 操作の基本になります。 実行可

能ファイルで指定する引数により、実行対象の操作が制御されます。 

ccautil 実行可能ファイル（Windows の場合は ccautil.bat、UNIX および Linux 

の場合は ccautil.sh）は、CA Configuration Automation サーバ の <CA 

Configuration Automation サーバ_install_directory>¥bin ディレクトリにあり

ます。 
 

ccautil を使用して、以下の操作を実行できます。 

■ CA Configuration Automation サーバ にクエリを実行して、ブラウザー

ベースの UI を使用せずに、サービス情報（サービス名、サービス UUID 

など）およびサーバ情報（サーバ名、サーバ UUID など）を取得する。 

■ CA Configuration Automation のハッシュ化パスワードを作成し、名前付

きパスワード ファイルに格納する。 
 



ccautil 
 

528  ユーザ ガイド 
 

■ 以下の処理を行うために、追加オプションを使用してサーバまたは

サービスのリフレッシュ操作を開始する。 

■ スナップショットの作成  

■ 現在のデータと最後に作成されたスナップショットの間の変更検

出の実行 

■ 現在のデータおよびスナップショット データに対するルール コ

ンプライアンスの実行 

■ ジョブの完了、ジョブの失敗、および変更検出またはルール コン

プライアンスの失敗に関する電子メール通知の送信 
 

■ カスタマイズ済みレポートを実行する。 
 

■ サーバ データ ファイルをインポートする。 

■ CA Configuration Automation エージェント通信を保護するために新し

い SSL 証明書を作成およびインストールする。 
 

使用上の注意 

CLI を使用する場合、以下の一般的なポイントを考慮します。  

■ ほとんどの ccautil コマンドには、-task 引数、CA Configuration 

Automation サーバ 識別情報、およびユーザ名とパスワードの引数が必

要です。  

■ オプションの引数は角かっこ [  ] で囲まれます。 
 

■ ccautil の引数は、任意の順序で指定できます。 
 

■ 不正確または不完全な構文を使用すると、CLI によってエラー メッ

セージが生成されます。 

■ 特殊文字または組み込みブランクを含む引数を指定する場合は、その

エントリを引用符で囲む必要があります。  

たとえば、パスワード ファイルの場所が Program Files ディレクトリ内

にある場合、またはサービスの名前が San Francisco Datacenter である

場合、これらのエントリを引用符で囲む（"Program Files"、"San Francisco 

Datacenter" とする）必要があります。 
 



ccautil 
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ccautil タスクの実行 

このセクションでは、以下の ccautil タスクの構文および引数について説明

します。 

■ ccautil ヘルプのリスト表示 

■ サービスの一覧  

■ サーバのリスト表示  
 

■ パスワードのハッシュ化  
 

■ サービスまたはサーバのリフレッシュ  
 

■ レポートの実行  

■ サーバ ファイルのインポート  

■ 保護エージェント  

コマンド ラインから ccautil タスクを実行する方法 

1. コマンド プロンプトを開きます。 

コマンド ウィンドウが表示されます。 

2. <CA Configuration Automation サーバ_install_directory>¥bin ディレクト

リに移動し、以下のように ccautil コマンドを実行します。 

ccautil <task> 

各タスクを実行するオプションについては、以下の各セクションで説

明します。 
 

ccautil ヘルプの表示 

以下コマンドは、ccautil のすべてのオプションのリストを生成します。 
ccautil -h 

-h 

ccautil の引数のリスト、および各引数の実行内容に関する簡単な説明

を表示します。 
 



ccautil 
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サービスの一覧オプション 

listservices コマンドは、以下のようにサービスおよびそれらの内部 ID のリ

ストを生成します。内部 ID は、他の ccautil コマンドでサービスを一意に

参照するために使用されます。 

ccautil -task listservices 

-s <server:port_number> 

-u <user_name> 

-p <password> 

-pwfile </path/filename> 
 

-s <server:port_number> または -s https://<server:port_number> 

サービスのリストを取得する元の HTTP または HTTPS CA Configuration 

Automation サーバ の名前およびポート番号を指定します。  

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ名を指定します。 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 あるいは、暗号化されたパス

ワード ファイルを作成し、認証に使用することもできます。 詳細につ

いては、「パスワードのハッシュ化オプション (P. 533)」を参照してく

ださい。 

-pwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、-p password 

の代わりに使用できます。 
 



ccautil 
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使用例 

■ 以下の例は、-p 引数を使用して、コマンド ラインでパスワードを指定

します。 

ccautil -task listservices -S qaserver1:8080 -u psmith -p user250 

■ 以下の例は、-pwfile 引数を使用して、UNIX サーバのパスワード ファイ

ルを指定します。 

ccautil -task listservices -S qaserver1:8080 -u psmith -pwfile 

/home/psmith/ccapwd 

■ 以下の例は、-pwfile 引数を使用して、Windows サーバのパスワード 

ファイルを指定します。 

ccautil -task listservices -S qaserver1:8080 -u psmith -pwfile "¥Program 

Files¥CA¥ccapwd" 

ディレクトリ Program Files にはスペースが含まれているため、パス

ワード ファイルのパスおよびファイル名が引用符で囲まれているこ

とに注意してください。 
 

サーバのリスト表示オプション 

listservers コマンドは、以下のようにサーバおよびそれらの内部 ID のリス

トを生成します。内部 ID は、他の ccautil コマンドでサーバを一意に参照

するために使用されます。 

ccautil -task listservers 

-s <server:port_number> 

-u <user_name> 

-p <password> 

-pwfile </path/filename> 
 

-s <server:port_number> 

サーバのリストを取得する元の CA Configuration Automation サーバ の

名前およびポート番号を指定します。  

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ名を指定します。 
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-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 コマンド ライン プロンプトで 

CLI を直接使用した後は、必ず画面を消去してください。 あるいは、

暗号化されたパスワード ファイルを作成し、認証に使用することもで

きます。 詳細については、「パスワードのハッシュ化オプション」を

参照してください。 

-pwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、-p password 

の代わりに使用できます。 
 

使用例 

■ 以下の例は、-p 引数を使用して、コマンド ラインでパスワードを指定

します。 

ccautil -task listservers -S qaserver1:8080 -u psmith -p user250 

■ 以下の例は、-pwfile 引数を使用して、UNIX サーバのパスワード ファイ

ルを指定します。 

ccautil -task listservers -S qaserver1:8080 -u psmith -pwfile /home/psmith/ccapwd 

■ 以下の例は、-pwfile 引数を使用して、Windows サーバのパスワード 

ファイルを指定します。 

ccautil -task listservers -S qaserver1:8080 -u psmith -pwfile "¥Program 

Files¥CA¥ccapwd" 

ディレクトリ Program Files にはスペースが含まれているため、パス

ワード ファイルのパスおよびファイル名が引用符で囲まれているこ

とに注意してください。 
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パスワードのハッシュ化オプション 

パスワードのハッシュ化オプションでは、暗号化またはハッシュ化された 

CA Configuration Automation サーバ のパスワードを作成し、名前付きパス

ワード ファイルに格納できます。 格納されたパスワードは、ccautil に対

する後続の呼び出しで使用できます。 このオプションでは、コマンド ラ

インでクリア テキストのパスワードを表示せずにコマンドを実行できま

す。  

以下コマンドは、指定したパスワードを、指定したパスワード ファイル

にハッシュ化します。 

ccautil -task hashpw -p <password> -newpwfile <file name> 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 -task hashpw コマンドを使用し

て、暗号化されたパスワード ファイルを作成し、他の ccautil コマンド

での認証に使用します。 

-newpwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または 

-newpwfile <¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

必須の -p 引数で作成されたハッシュ化パスワードを格納するパス

ワード ファイルを、指定の名前で指定の場所に作成します。 これは必

須の引数です。 

注：  指定したパスワード ファイルのパスに対する書き込み権限を

持っているを確認してください。 
 

使用例 

以下の例は、ユーザの user250 パスワードの暗号化バージョンを格納する

パスワード ファイルを作成します。 
ccautil -task   hashpw -p    user250 -newpwfile    /home/bsmith/ccapwd 
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サービスまたはサーバのリフレッシュ オプション 

以下コマンドは、識別されたサービスまたはサーバをリフレッシュし、他

のオプションのタスク（角かっこ内のタスク）を実行するように ccautil に

指示します。 

ccautil -task refresh 

-s <server:port_number> 

-u <user_name> 

-p <password> または -pwfile </path/filename> 

-service 

-server 
 

-id <service/server_UUID> 
 

-servicename <service_name> 
 

-servername <server_name> 
 

[-job <refresh_jobname>] 
 

[-snap] 
 

[-cd] 
 

[-rc] 
 

[-date <mm/dd/yyyy>] 
 

[-time <hh:mm>] 
 

[-delay <secs>] 
 

[-n error または -n completion] 

[-email <email_account@your_company.com>] 

[-emailsubject <email_subject>] 
 

-s <server:port_number> 

サービスをリフレッシュする CA Configuration Automation サーバ の名

前およびポート番号を指定します。 

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ ログイン名を指定

します。 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 あるいは、暗号化されたパス

ワード ファイルを作成し、認証に使用することもできます。 詳細につ

いては、「パスワードのハッシュ化オプション (P. 533)」を参照してく

ださい。 
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-pwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、-p password 

の代わりに使用できます。 
 

-id <service_uuid> または <server_uuid>  

リフレッシュするサービスまたはサーバの -task listservices クエリ操作

から返されるサービスまたはサーバの ID 番号を指定します。 この引数

および -servicename または -servername 引数を使用して、リフレッシュ

するサービスまたはサーバを一意に識別します。 
 

-servicename <service_name> 

リフレッシュするサービスの名前を指定します。 
 

-servername <server_name> 

リフレッシュするサーバの名前を指定します。 
 

[-job <refresh_jobname>] 

リフレッシュ操作のジョブ名を指定します。 名前を指定しない場合は、

CLI は refresh_jobname に ccautil を使用します。 
 

[-snap] 

現在のデータのスナップショットを作成します。 
 

[-cd] 

現在のデータと最新のスナップショットの間の変更検出を実行します。 
 

[-rc] 

ルール コンプライアンスを実行して、現在のデータに関してサービス

およびブループリント ルールを検証します。 
 

[-date mm/dd/yyyy] 

リフレッシュ操作が実行される日付を指定します。 日付を指定しない

場合、CLI は今日の日付を使用します。 
 

[-time hh:mm] 

リフレッシュ操作が実行される時刻（24 時間形式）を指定します。 日

付を指定しない場合、CLI は現在の時刻を使用します。 
 



ccautil 
 

536  ユーザ ガイド 
 

[-delay secs] 

リフレッシュ操作の開始までの秒数を指定します。 任意の整数を指定

できます。 

注：  これは CLI 固有の機能であり、CA Configuration Automation サーバ 

GUI では利用できません。 
 

[-n] 

引数をどのように付加したかに応じて、ジョブのリフレッシュの完了

または失敗の通知を送信するかどうかを指定します。 また、通知を送

信する場合は、有効な電子メール アカウントと共に -email 引数を指定

する必要があります。 詳細については、これらの各引数の詳細を参照

してください。 

[-n error] 

修復またはルール違反が検出された場合のみ電子メール通知を送

信します。 

[-n completion] 

リフレッシュ操作が完了するたびに電子メールを送信します。 
 

[-email <email_name@company.com>] 

電子メール通知を送信するように指定し、通知の送信先の電子メール 

アカウントを指定します。 この引数は -n 引数と共に指定します。 

[-emailsubject <email_subject>] 

送信する電子メール通知の件名行を指定します。 
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使用例 

■ 以下の例は、-servicename 引数を使用して、サービスを一意に識別し

ます。 その他の引数は、指定された日付の午後 11： 00 にサービスを

リフレッシュして、スナップショットの作成をユーティリティに指示

します。 ジョブの完了時に、電子メール通知が cca@ca.com に送信さ

れます。 

ccautil -task refresh -service -servicename "service1" -snap -date 06/15/2009 

-time 23:00 -n completion -email cca@ca.com -S ccaservername:8080 -u username -p 

password 

■ 以下の例は、-id 引数を使用して、サービスを指定します。 その他の引

数は、今から 60 秒後にサービスをリフレッシュして、スナップショッ

トの作成、変更検出の実行、およびルール コンプライアンスの実行を

ユーティリティに指示します。 ジョブの完了時に、電子メール通知が 

cca@ca.com に送信されます。 

ccautil -task refresh -service -id 5dfe7ce5-fbed-44b1-80ef-1a49f5780236 -snap 

-cd -rc -delay 60 -n completion -email cca@ca.com -S ccaservername:8080 -u 

username -p password 
 

■ 以下の例は、-servername 引数を使用して、サーバを一意に識別します。 

その他の引数は、指定された日付の午後 11： 00 にサーバをリフレッ

シュして、スナップショットの作成をユーティリティに指示します。 

ジョブの完了時に、電子メール通知が cca@ca.com に送信されます。 

ccautil -task refresh -server -servername "server1" -snap -date 06/15/2009 -time 

23:00 -n completion -email cca@ca.com -S ccaservername:8080 -u username -p 

password 

■ 以下の例は、-id 引数を使用して、サーバを指定します。 その他の引数

は、今から 60 秒後にサーバをリフレッシュして、スナップショットの

作成、変更検出の実行、およびルール コンプライアンスの実行をユー

ティリティに指示します。 ジョブの完了時に、電子メール通知が 

cca@ca.com に送信されます。 

ccautil -task refresh -server -id 5dfe7ce5-fbed-44b1-80ef-1a49f5780236 -snap -cd 

-rc -delay 60 -n completion -email cca@ca.com -S ccaservername:8080 -u username 

-p password 
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レポートの実行オプション 

以下コマンドでは、既存のカスタマイズ済みレポートを実行できます。 

ccautil -task report 

-s <server:port_number> 

-u <user_name> 

-p <password> または -pwfile </path/filename> 

-reportname <report_name> 

[-dir <output_directory>] 
 

-s <server:port_number> 

レポートを実行する CA Configuration Automation サーバ の名前および

ポート番号を指定します。 

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ名を指定します。 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 あるいは、暗号化されたパス

ワード ファイルを作成し、認証に使用することもできます。 詳細につ

いては、「パスワードのハッシュ化オプション (P. 533)」を参照してく

ださい。 
 

-pwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、

-p <password> の代わりに使用できます。 

-reportname <report_name> 

CA Configuration Automation サーバ GUI を使用して作成されたカスタ

マイズ済みレポートの名前を指定します。 詳細については、「レポー

ト管理 (P. 449)」を参照してください。 

[-dir <output_directory>] 

（オプション）レポートが保存されるディレクトリ パスを指定します。 

デフォルト： カレント ディレクトリ 
 



ccautil 
 

第 19 章： ディレクティブの概要および作成  539  
 

使用例 

以下の例は、I<3Artaud パスワードを持つユーザ psmith で qaserver1 の 

SF Datacenter Refresh という既存のレポートを生成します。 
ccautil -task report -reportname "SF Datacenter Refresh" -S qaserver1:8080 

-u psmith -p I<3Artaud 

"SF Datacenter Refresh" にはスペースが含まれているため、レポート名が引

用符で囲まれていることに注意してください。 
 

ファイルのインポート オプション 

以下コマンドでは、サーバ データ ファイルをインポートできるため、CA 

Configuration Automation サーバ ユーザ インターフェースでサーバを手動

で入力または管理する必要はありません。 
ccautil -task import 

-s <server:port_number> 

-u <login_name> 

-p <password> または -pwfile </path/filename> 

-file <import_filename> 
 

-s <server:port_number> 

サーバ データ ファイルをインポートする CA Configuration Automation 

サーバ の名前およびポート番号を指定します。 

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ ログイン名を指定

します。 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 あるいは、暗号化されたパス

ワード ファイルを作成し、認証に使用することもできます。 詳細につ

いては、「パスワードのハッシュ化オプション (P. 533)」を参照してく

ださい。 
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-pwfile </path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、

-p <password> の代わりに使用できます。 

-file <import_filename> 

XML または CSV 形式のサーバ データ ファイルの名前を指定します。 

CA Configuration Automation サーバ ホストの以下の場所に、servers.xml 

と servers.csv というサンプルのサーバ データ ファイルが含まれてい

ます。 

■ （UNIX）/<install_dir>/CA/CCAServer/doc/samples 

■ （Windows）¥<install_dir>¥CA¥CA Configuration Automation サー

バ¥doc¥samples 

これらのサンプル ファイルでは、各フィールドについて詳しく説明し、

具体例を示します。 
 

使用例 

■ 以下の例は、servers.csv というファイルを cmdbtest という CA 

Configuration Automation サーバ にインポートします。 

ccautil -task import -file servers.csv -s cmdbtest:8080 -u user -p password 

■ 以下の例は、servers.xml というファイルを cmdbtest という CA 

Configuration Automation サーバ にインポートします。 

ccautil -task import -file servers.xml -s cmdbtest:8080 -u user -p password 
 

保護エージェント オプション 

以下コマンドは、エージェントの新しい SSL 証明書を作成し、この新しい

証明書をエージェント インストール ディレクトリにインストールし、セ

キュアな接続のみを受け付けるようにエージェントを設定し、新しい構成

でエージェントを再起動します。 
ccautil -task secureagent 

-s <server:port_number> 

-u <login_name> 

-p <password> または -pwfile </path/filename> 

-server <agent_servername> 

-acp <agent_certificate_password> 

-cap <certificate_authority_password> 
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-s <server:port_number> 

保護するエージェントが含まれる HTTP または HTTPS CA Configuration 

Automation サーバ の名前およびポート番号を指定します。 

-u <user_name> 

CA Configuration Automation サーバ の有効なユーザ ログイン名を指定

します。 
 

-p <password> 

ユーザのパスワードを指定します。 パスワードは、コマンド ラインで

クリア テキストとして表示されます。 あるいは、暗号化されたパス

ワード ファイルを作成し、認証に使用することもできます。 詳細につ

いては、「パスワードのハッシュ化オプション (P. 533)」を参照してく

ださい。 
 

-pwfile< /path/filename>（UNIX サーバの場合）、または -pwfile 

<¥path¥filename>（Windows サーバの場合） 

ユーザのパスワード ファイルを指定します。 この引数は、-p password 

の代わりに使用できます。 
 

-server <agent_name> 

CA Configuration Automation エージェント通信を保護するサーバを指

定します。 
 

-acp <agent_certificate_password> 

新しいエージェント証明書の証明書パスワードを指定します。 

-cap <certificate_authority_password> 

新しいエージェント証明書の作成に必要な CA Configuration 

Automation サーバ 認証局パスワードを指定します。 作成するエージェ

ント証明書は、適切なサーバに対して発行する必要があります。 

新しい SSL 証明書を作成するために入力する必要のある SSL の証明書

情報およびパスワードの詳細については、「セキュリティ証明書の作

成および管理」を参照してください。 
 

使用例 

以下の例は、sqldbserver というサーバにインストールされたエージェント

の新しい SSL 証明書を作成およびインストールし、エージェント セキュリ

ティを有効にします。 
ccautil -task secureagent -S qaserver1:8080 -u bsmith -p user250  

-server sqldbserver -acp fzr1000 -cap hdfxd1200 
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HTTPS 対応の CA Configuration Automation サーバ で ccautil を実行する方法 

HTTPS 対応の CA Configuration Automation サーバ でコマンド ライン イン

ターフェースを使用するには、以下の手順に従う必要があります。 

■ 「認証局サーバ、証明書、および HTTPS 証明書の作成」に記載のとお

り、HTTPS モードで CA Configuration Automation サーバ を設定します。 

■ 「JRE キー ストアへの認証局のインポート (P. 542)」に記載のとおり、

CCA 証明書をインポートします。 
 

JRE キー ストアへの認証局のインポート 

HTTPS を使用するように CA Configuration Automation サーバ を設定した後、

ccautil を実行するコンピュータに CA Configuration Automation サーバ ホス

トから ccaca.cert ファイルをコピーし、それを JRE キー ストアにインポー

トする必要があります。   

CA Configuration Automation 認証局を JRE キー ストアにインポートする方法 

1. クライアント コンピュータ（ccautil を実行するコンピュータ）にある

以下のいずれかのディレクトリにナビゲートします。 

■ <JAVA_HOME>¥jre¥lib¥security 

■ <JRE_HOME>¥jre¥lib¥security 

このディレクトリに cacert 証明書ファイルがあることを確認します。 

2. CA Configuration Automation サーバ の security ディレクトリからクラ

イアント コンピュータの ...¥jre¥lib¥security ディレクトリに ccaca.cer 

ファイルをコピーします。 
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デフォルトの場所に CA Configuration Automation サーバ をインストー

ルした場合、ccaca.cer ファイルは以下のいずれかの場所にあります。 

■ C:¥Program Files¥CA¥CCA Server¥security 

■ opt/ca/CCAServer/jre/lib/security 

3. エージェント ホスト コンピュータでコマンド プロンプトを開

き、...jre¥lib¥security にディレクトリ変更（cd）した後、以下のいずれ

かのコマンドを実行して、認証局を JRE キー ストアにインポートしま

す。 

%JRE_HOME%¥bin¥keytool -import -trustcacerts -keystore cacerts -storepass 

changeit -noprompt -alias acmca -file <path>¥ccaca.cer 

%JRE_HOME%¥bin¥keytool -importcert -trustcacerts -file <path>¥ccaca.cer 

-keystore cacerts -storepass changeit -noprompt -alias ccaca 

keytool インポート コマンドによりファイルがコピーされ、以下のよう

に HTTPS を使用して ccautil にアクセスできます。 

ccautil -task listservers -s https://ccaservername:8080 -u username -p password. 
 

注：   

■ すべてのコマンド ライン タスクに対して HTTPS 対応の CA 

Configuration Automation サーバ で HTTPS プロトコルを使用して、

CA Configuration Automation サーバ の名前を指定する必要がありま

す。 

■ このドキュメントからコマンドをコピー アンド ペーストしない

でください。予想どおりに動作しない場合があります。 たとえば、

ハイフン（-）は正しくコピーできないため、以下のようなエラー

が発生します。 

keytool エラー： java.lang.RuntimeException： 使用エラーです。_file は正しいコ

マンドではありません。 
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付録 E: CA Configuration Automation SDK の

使用 
 

CA Configuration Automation には、CCA SDK（Software Development Kit、ソ

フトウェア開発キット）と呼ばれる統合機能のセットが含まれます。 CCA 

SDK は、CCA サーバへの Web サービス フロント エンド、および SDK クラ

スへのアクセスを許可する Web サービス インターフェースをラップする 

Java クラスのセットで構成されます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SDK Web サービス (P. 545) 

SDK クライアント API (P. 548) 

CA Configuration Automation サーバ 接続の確立 (P. 550) 

HTTPS 対応の CA Configuration Automation サーバ の SDK サポート (P. 551) 

X.509 証明書を使用したクライアント認証用の SDK サポート (P. 553) 
 

SDK Web サービス 

CA Configuration Automation サーバ は、インストール中に、SDKService と呼

ばれる Web サービスをエクスポートするように設定されます。 このサー

ビスは、services.xml ファイルで以下のように定義されています。 

<serviceGroup> 

    <service name="SDKService"> 

        <messageReceivers> 

            <messageReceiver mep="http://www.w3.org/ns/wsdl/in-out"class="com.ca.

cca.sdk.websvc.SDKServiceMessageReceiverInOut"/> 

        </messageReceivers> 

        <parameter 

name="ServiceClass">com.ca.cca.sdk.websvc.SDKServiceImpl</parameter> 

        --------------------------- 

        //more parameters and operations can be defined here. 

        --------------------------- 

</serviceGroup> 
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services.xml ファイルは、CA Configuration Automation サーバ ホストの以下

の場所にあります。 

<CA Configuration Automation サーバ

_Install_Directory>¥tomcat¥webapps¥cca¥WEB-INF¥services¥SDKService¥META-INF¥ 

SDKService を有効/無効にするには、CA Configuration Automation サーバ UI 

で［構成］タブ ページの［プロパティ］テーブル内の sdk.enabled プロパ

ティを編集します。 このプロパティはデフォルトで有効になっています。 
 

SDKService は、認証に続き、CA Configuration Automation のデータおよび管

理機能にアクセスするためのサービスを提供します。 利用可能なデータ

および機能は、以下のとおりです。 

■ サービス、サーバ、それらの属性、カスタム属性、およびパラメータ

へのアクセス 

■ リフレッシュ操作およびスナップショット操作 

■ ディスカバリ プロファイルおよび管理プロファイルの実行 
 

■ 変更検出操作、比較操作、およびルール コンプライアンス操作 

■ カスタマイズ済みレポートの実行 

■ カスタム属性の割り当て 
 

SDKService を介して利用できるすべてのメソッドは、CCA 管理者によって

定義されるアクセス制御ポリシーに従います。   
 

SDK 配布メディアには、次の URL で CA Configuration Automation サーバ 

ユーザ インターフェースを使用して表示できる sdk.wsdl と呼ばれるサー

ビスの WSDL 定義が含まれます。http://<CA Configuration Automation サー
バ>:port /services/SDKService?wsdl 

 

WSDL インターフェースは XML レベル交換を実装します。XML レベル交換

では、プリミティブ型（たとえば、文字列、整数）以外の入力パラメータ

は XML として整形され、Web サービスから返される値も同様に XML とし

て整形されます。  
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たとえば、getServerByName メソッドは以下の WSDL によって定義されま

す。 

<wsdl: message name="getServerByNameRequest"> 

    <wsdl:part name="credential" type="xsd:string" />  

    <wsdl:part name="name" type="xsd:string" />  

    <wsdl:part name="getComponents" type="xsd:boolean" />  

</wsdl:message> 

<wsdl:message name="getServerByNameResponse"> 

    <wsdl:part name="getServerByNameReturn" type="xsd:string" />  

</wsdl:message> 
 

サーバのデータを名前でリクエストするために、Web サービス メソッド

は、文字列の認証情報、サーバの文字列の名前、およびソフトウェア コ

ンポーネント詳細が返されるかどうかを指定するブール値を取得します。 

戻り値は、以下の例のような XML 形式の文字列です。 

<Server> 

    <uuid>930ce95b-9c4a-4358-bb14-0777be7dc866</uuid> 

    <type>cca_srvr</type> 

    <name>mv0090.ca.com</name> 

    <snapshot>false</snapshot> 

    <attributes> 

        <entry> 

            <string>agent_protocol</string> 

            <string></string> 

        </entry> 

        <entry> 

            <string>os_ver</string> 

            <string>5.2 (Build 3790)</string> 

        </entry> 

    ... 

</Server> 
 

返されたデータの XML 形式は単純で、自己文書化しています。 以下のセ

クションに記載のとおり、SDK はオブジェクトのこれらの XML 表現を取得

し、それらを Java オブジェクトに非シリアル化して、データおよび機能に

プログラムからアクセスできるようにします。 Web サービスは、意図的

にデータ指向および XML 指向になっており、Web サービスのニュートラ

ル言語を使用できるようにします。 XML はデータ交換の標準です。その

ため、SOAP および XML 処理（PERL、Python などを含むほとんどの処理）

が可能なプログラムまたはスクリプト言語は、WSDL をクライアント スタ

ブにコンパイルし、その結果の XML を処理することによって、ただちに 

Web サービス インターフェースにアクセスできます。 
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SDK クライアント API 

SDK は、CA Configuration Automation データにアクセスして論理的なオブ

ジェクト指向方式でそのデータを表すために、SDKService Web サービスを

利用する Java ラッパーです。 SDK は cca-api.jar JAR ファイルに含まれます。 

SDK は、オープン ソース ユーティリティが含まれる補助ファイル

（cca-aux.jar）を使用します。 SDK によって定義されたクラスは、SDKService 

にアクセスするため、および CA Configuration Automation 管理対象のデー

タを表すオブジェクトに対するプログラムを作成するために、CA 

Configuration Automation の外部のアプリケーションによって使用できま

す。   
 

以下の場所の cca-api.jar ファイル内のクラス用の Javadoc ページにアクセ

スできます。 

■ <CA Configuration Automation サーバ
_Install_Directory>¥sdk¥doc¥¥javadoc ディレクトリ内の CA Configuration 

Automation サーバ ホスト 

■ SDK 配布メディア 

注： バルク SDK クライアント API メソッドが失敗する場合、以下のメッ

セージが表示されます。 

java.lang.StackOverflowError. 

この問題を回避するには、以下の JVM オプションを使用して、ネイティブ 

スタック サイズを 2 MB に増加させます。 

>java -Xss2m 

問題が継続する場合は、エラー メッセージが表示されなくなるまで、ネ

イティブ スタック サイズを徐々に増加させます。 
 



SDK クライアント API 

 

第 19 章： ディレクティブの概要および作成  549  
 

com.ca.acm.sdk.net 

com.ca.acm.sdk.net パッケージには、CA Configuration Automation サーバ と

の接続を確立するためのクラス、および CA Configuration Automation サー

バ に対するセッション認証情報を提供するためのクラスが含まれます。 

以下の例に示すように、com.ca.acm.sdk.net.ACMSDKService は、CA 

Configuration Automation がこのセットアップに使用するプライマリ クラ

スです。 

import com.ca.acm.sdk.net.ACMSDKService; 

if (ACMSDKService.locateService(http://<yourserver>:port/services/SDKService) ) 

{ 

    if (ACMSDKService.beginSession(username, password) ) 

    { 

        //  do some work 

        Server[] server = Server.getAllServers(); 

        ...    

     } 

        ACMSDKService.endsession(); 

 } 
 

この製品では、ACMSDKService の静的メソッドを使用して、スレッド ロー

カル接続とセッション認証情報をセットアップおよび破棄します。 

locateServer() メソッドおよび beginSession() メソッドを使用してセッショ

ンをセットアップした後、ACMSDKService クラス内の接続とセッションの

パラメータを管理します。 SDK メソッドに対する後続のコールでは、ス

レッド ローカル接続およびセッションのパラメータが使用され、セッ

ション認証情報を確認または直接処理する必要はありません。  

注： 接続およびセッション セットアップはスレッド ローカルです。 した

がって、マルチスレッドのアプリケーションでは、接続が最初に確立され

たスレッドから SDK コールが行われることを確認します。 
 

ACMSDKService.endsession() メソッドは確立されたセッションを閉じて、

locateServer() コールがセットアップした接続をクリアします。 
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CA Configuration Automation サーバ 接続の確立 

com.ca.acm.sdk.net パッケージには、CA Configuration Automation サーバ と

の接続を確立するためのクラス、および CA Configuration Automation サー

バ に対するセッション認証情報を提供するためのクラスが含まれます。 

以下の例に示すように、com.ca.acm.sdk.net.ACMSDKService は、CA 

Configuration Automation がこのセットアップに使用するプライマリ クラ

スです。 

import com.ca.acm.sdk.net.ACMSDKService; 

if (ACMSDKService.locateService(http://<yourserver>:port/services/SDKService) ) 

{ 

    if (ACMSDKService.beginSession(username, password) ) 

    { 

        //  do some work 

        Server[] server = Server.getAllServers(); 

        ...    

     } 

        ACMSDKService.endsession(); 

 } 
 

この製品では、ACMSDKService の静的メソッドを使用して、スレッド ロー

カル接続とセッション認証情報をセットアップおよび破棄します。 

locateServer() メソッドおよび beginSession() メソッドを使用してセッショ

ンをセットアップした後、ACMSDKService クラス内の接続とセッションの

パラメータを管理します。 SDK メソッドに対する後続のコールでは、ス

レッド ローカル接続およびセッションのパラメータが使用され、セッ

ション認証情報を確認または直接処理する必要はありません。  

注： 接続およびセッション セットアップはスレッド ローカルです。 した

がって、マルチスレッドのアプリケーションでは、接続が最初に確立され

たスレッドから SDK コールが行われることを確認します。 
 

ACMSDKService.endsession() メソッドは確立されたセッションを閉じて、

locateServer() コールがセットアップした接続をクリアします。 
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HTTPS 対応の CA Configuration Automation サーバ の SDK サ

ポート 

このセクションでは、HTTPS 対応の CA Configuration Automation サーバ の 

SDK サポートを設定する方法について説明します。 

一般に、以下の 2 つのステップあります。 

■ HTTPS モードでのサーバの設定 

■ JRE キー ストアへの CA Configuration Automation 認証局のインポート 

これらのステップについては、後続のセクションで詳しく説明しています。 

HTTPS を使用するように CA Configuration Automation サーバ を設定する方法 

1. HTTPS モードで使用する CA Configuration Automation サーバ にログイ

ンします。 

2. ［環境管理］-［構成］-［セキュリティ証明書］をクリックします。 

［セキュリティ証明書］ページが表示されます。 
 

3. ［テーブル アクション］ドロップダウン リストから［認証局の作成］

を選択します。 

［認証局の作成］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 必要な 3 つのパスワードを入力および確認し、［HTTPS のセットアッ

プ］チェック ボックスをオンにして、［OK］をクリックします。 

ccaca.cer ファイルが <CA Configuration Automation サーバ
_home>¥security ディレクトリに作成されます。また、認証局が作成さ

れたことが［セキュリティ証明書］ページの［セキュリティのサマリ］

領域に示されます。 

5. CA Configuration Automation サーバ を再起動します。 

CA Configuration Automation サーバ が HTTPS モードで実行されるよう

に設定されます。 
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CA Configuration Automation サーバ 認証局を JRE キー ストアにインポートする

方法 

1. クライアントで使用されている JRE の jre¥lib¥security ディレクトリに

ナビゲートし、cacerts という証明書ファイルが存在することを確認し

ます。 

2. <CA Configuration Automation サーバ_home>¥security から 

jre¥lib¥security に ccaca.cer ファイルをコピーします。 
 

3. コマンド プロンプトを開き、jre¥lib¥security にディレクトリ変更（cd）

します。 
 

4. 以下のいずれかのコマンドを実行して、ccaca.cer を JRE キー ストアに

インポートします。 

>%JRE_HOME%¥bin¥keytool -import -trustcacerts -keystore cacerts -storepass 

changeit -noprompt -alias ccaca -file ccaca.cer 

>%JRE_HOME%¥bin¥keytool -importcert -trustcacerts -file ccaca.cer -keystore 

cacerts -storepass changeit -noprompt -alias ccaca 
 

このコマンドを使用して ccaca.cer を JRE にインポートした後も HTTPS 

プロトコルを使用して SDK クライアントが接続している CA 

Configuration Automation サーバにアクセスできない場合、以下の手順

を実行します。 

5. （オプション）以下のいずれかの手順に従います。  

■ jssecacerts キーストア ファイルが JRE セキュリティ フォルダ内に

存在する場合は、以下コマンドを実行して ccaca.cer を jssecacerts 

キーストアにインポートします。 

>%JRE_HOME%¥bin¥keytool -importcert -trustcacerts -file ccaca.cer -keystore 

jssecacerts -storepass changeit -noprompt -alias ccaca 

■ jssecacerts ファイルが JRE セキュリティ フォルダ内に存在しない

場合、cacerts ファイルをコピーして名前を jssecacerts に変更して

から、インポート コマンドを実行します。 
 

注： このドキュメントからコマンドをコピー アンド ペーストしない

でください。ハイフン（-）記号が正しくコピーできないことがあるた

め、以下のエラーが発生する可能性があります。 

keytool エラー： java.lang.RuntimeException： 使用エラーです。_file は正しいコマンド

ではありません。 

ここまでの操作を完了すると、HTTPS を使用して SDK にアクセスでき

るようになります。 
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X.509 証明書を使用したクライアント認証用の SDK サポート 

このセクションでは、SDK を使用して、X.509 証明書によるクライアント

認証を CA Configuration Automation がサポートするように設定する方法に

ついて説明します。 クライアント証明書を使用して CA Configuration 

Automation サーバの接続を確立するには、以下の SDK API メソッドを使用

します。 
 

import com.ca.acm.sdk.net.ACMSDKService;  

if (ACMSDKService.locateService(http://<yourserver>:<port>/services/SDKService) )  

{  

     if (ACMSDKService.beginSessionWithCertificate(certificateFileName, 

certificatePassphrase) )  

     {  

          // do some work  

          ...  

     }  

     ACMSDKService.endsession();  

} 

注： このメソッドの詳細については、CA Configuration Automation サーバ イ

ンストール ディレクトリにある SDK javadoc を参照してください。 
 

beginSessionWithCertificate() メソッドでは、コードはクライアント上で実

行され、空のユーザ名およびパスワードを使用してサーバに対してコール

を行う前にクライアント証明書が SSL コンテキストに設定されます。 
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SDK Web サービス コールを使用した接続の確立 

クライアント証明書認証を使用して CA Configuration Automation サーバ 接

続を確立するには、サーバに対してコールを行う前に以下のコードを実行

します。 

//This is java code (write equivalent code in your language (C, C++, .NET etc...) before 

making call to server. 

String certificateFileName = “C:¥¥certs¥¥client.p12” 

String certificatePassphrase = “password” 

//create a trust manager that does not validate certificate chains 

TrustManager[] trustAllCerts = new TrustManager[] { new X509TrustManager() { 

     public java.security.cert.X509Certificate[] getAcceptedIssuers() { 

          return null; 

     } 

     public void checkClientTrusted(  

          java.security.cert.X509Certificate[] certs, String authType) { 

     } 

     public void checkServerTrusted( 

          java.security.cert.X509Certificate[] certs, String authType) { 

     } 

} }; 
 

char[] passphraseChar = certificatePassphrase.toCharArray(); 

try { 

     KeyManagerFactory kmf = KeyManagerFactory.getInstance(“SunX509”); 

     KeyStore ks = KeyStore.getInstance(“PKCS12”); 

     ks.load(new FileInputStream(certificateFileName), passphraseChar); 

     kmf.init(ks, passphraseChar); 

     SSLContext sc = SSLContext.getInstance(“SSL”); 

     sc.init(kmf.getKeyManagers(), trustAllCerts, new 

java.security.SecureRandom()); 

     SSLContext.setDefault(sc); 

} catch (Exception e) { 

   //handle exceptions here. 

 } 
 

GetSessionCredential Web サービス コールを使用し、入力として空のユー

ザ名およびパスワードを使用して接続を確立し、CA Configuration 

Automation サーバ とのセッションを作成します。 GetSessionCredential 

コールは、以降の CA Configuration Automation Web サービス コールで使用

される認証情報の文字列を返します。 
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付録 F: CA Configuration Automation サーバ 

UI のコンテキスト起動 
 

コンテキスト起動では、URL を使用して CCA サーバ UI を直接起動できま

す。 コンテキスト起動は、URL を使用して一部の CA Configuration 

Automation の操作またはダイアログ ボックスを起動する方法を提供しま

す。 この URL は統合ツールとして機能し、任意のレポートまたはアプリ

ケーションの UI 内に使用できます。 

URL パラメータ 

共通のパラメータは以下のとおりです。 

eem=eem-artifact 

CA EEM にログインするための認証情報を指定します。 

type 

操作またはダイアログ ボックスのタイプを指定します。 
 

サーバ上で変更検出操作を実行するためのパラメータは以下のとおりで

す。 

type=cd 

サーバ上での変更検出の実行操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address 

サーバ名または IP アドレスを指定します。 
 

source=(デフォルト値は 1) 

変更の検出を実行するためのソース スナップショットを指定します。 

値は以下のとおりです。 

■ 1 - 現在のデータ 

■ 2 - 最新のスナップショット 
 

■ 3 - 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 4 - ベースライン 
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■ 5 - ゴールド基準 
 

■ 6 - シルバー基準 
 

■ 7 - ブロンズ基準 

■ 変更検出および比較操作のためのスナップショット ID 
 

target=(デフォルト値は 2) 

ターゲット スナップショットを指定します。 値は以下のとおりです。 

■ 1 - 現在のデータ 

■ 2 - 最新のスナップショット 
 

■ 3 - 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 4 - ベースライン 
 

■ 5 - ゴールド基準 
 

■ 6 - シルバー基準 
 

■ 7 - ブロンズ基準 

■ 変更検出および比較操作のためのスナップショット ID 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=cd&eem=eem-artifact&s
erver=servername.ca.com&source=1&target=2 

 

サーバの［変更の検出］ダイアログ ボックスを表示するためのパラメー

タは、以下のとおりです。 

type=cdd 

サーバの変更検出操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address 

サーバ名または IP アドレスを指定します。 

例： 

http:// 
servername:portnumber/CCAUI.html?type=cdd&eem=token&server=server
name.ca.com 
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2 つのサーバの比較を実行するためのパラメータは、以下のとおりです。 

type=compare 

2 つのサーバの比較の実行を指定します。 

srcserver=server-name または srcip=ip-address 

ソース サーバ名または IP アドレスを指定します。 
 

tgtserver=server-name または tgtip=ip-address 

ターゲット サーバ名または IP アドレスを指定します。 

source=(デフォルト値は 1) 

比較操作を実行するためのソース スナップショットを指定します。 値

は以下のとおりです。 

■ 1 - 現在のデータ 

■ 2 - 最新のスナップショット 
 

■ 3 - 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 4 - ベースライン 
 

■ 5 - ゴールド基準 
 

■ 6 - シルバー基準 

■ 7 - ブロンズ基準 

■ 変更検出および比較操作のためのスナップショット ID 
 

target=(デフォルト値は 1) 

ターゲット スナップショットを指定します。 値は以下のとおりです。 

■ 1 - 現在のデータ 

■ 2 - 最新のスナップショット 
 

■ 3 - 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 4 - ベースライン 
 

■ 5 - ゴールド基準 
 

■ 6 - シルバー基準 
 

■ 7 - ブロンズ基準 

■ 変更検出および比較操作のためのスナップショット ID 
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For componentOnly parameter=(デフォルト値は 0) 

選択されたサーバ上で比較されるソフトウェア コンポーネントを指

定します。 

■ 0 - すべて 

■ 1 - コンポーネントのみ 

注： コンポーネントのみ（1）を選択する場合、以下のパラメータを提

供してください。 

■ sourceComponentUUID= ソース コンポーネント UUID 

■ targetComponentUUIDs= ターゲット コンポーネント UUID 

複数のターゲット コンポーネント UUIDS を区切るには、カンマを

使用します。 
 

例： 

■ http:// 
servername:portnumber/CCAUI.html?type=compare&srcserver=servern
ame.ca.com&tgtserver=servername.ca.com&source=2&target=1 

■ http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=compare&srcserver=
servername.ca.com&tgtserver=servername.ca.com&source=2&target=1
&componentOnly=1& sourceComponentUUID=xyzasdsdsadhkh1& 
targetComponentUUIDs=asdkhkhsd,sdshdkhak 

 

2 つのサーバの比較ダイアログ ボックスを表示するためのパラメータは、

以下のとおりです。 

type=compared 

サーバの比較ダイアログ ボックスが表示されます。 

srcserver=server-name または srcip=ip-address 

ソース サーバ名または IP アドレスを指定します。 

tgtserver=server-name または tgtip=ip-address 

ターゲット サーバ名または IP アドレスを指定します。 
 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=compared&srcserver=ser
vername.ca.com&tgtserver=servername.ca.com 
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サーバ上で選択されたコンポーネントのコンポーネントを表示するため

のパラメータは、以下のとおりです。 

type=cv 

サーバ上で選択されたコンポーネントの比較表示操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address 

サーバ名または IP アドレスを指定します。 

comp=component-name 

コンポーネント名を指定します。 
 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=cv&server=servername.c
a.com&comp=CCA%20Server 

 

コンプライアンス ジョブの結果を表示するためのパラメータは、以下の

とおりです。 

type=cjresult 

コンプライアンス ジョブ操作を指定します。 

resultuuid= 履歴レコードの結果 UUID 

履歴エントリの UUID を指定します。 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=cjresult&eem=eem-artifa
ct&resultuuid="xyz" 

 

 

アクセス プロファイル詳細のパラメータは、以下のとおりです。 

type=ap 

アクセス プロファイル操作を指定します。 

profile=profile-name 

プロファイル名を指定します。 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=ap&profile=xyz 
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管理プロファイル詳細のパラメータは、以下のとおりです。 

type=mp 

管理プロファイル操作を指定します。 

profile=profile-name 

プロファイル名を指定します。 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=mp&profile=xyz 
 

修復プロファイル詳細のパラメータは、以下のとおりです。 

type=rp 

修復プロファイル操作を指定します。 

profile=profile-name 

プロファイル名を指定します。 

例： 

http://servername:portNumber/CCAUI.html?type=rp&profile=xyz 
 

［ブループリント］タブのパラメータは、以下のとおりです。 

type=bp 

ブループリントを指定します。 

例 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=bp 
 

サーバ ログのパラメータは、以下のとおりです。 

type=sl 

サーバ ログ操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address 

サーバ名または IP アドレスを指定します。 

例： 

http:// 
servername:portnumber/CCAUI.html?type=sl&server=servername.ca.com 
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サーバ コンポーネント リストのパラメータは、以下のとおりです。 

type=sc 

サーバ コンポーネント リスト操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address 

サーバ名または IP アドレスを指定します。 

例 

http:// 
servername:portnumber/CCAUI.html?type=sc&server=servername.ca.com 

 

サーバまたはサービスのルール コンプライアンスを実行するパラメータ

は、以下のとおりです。 

type=rc 

ルール コンプライアンス操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address または service=service_name 

サーバ名、IP アドレス、またはサービス名を指定します。 

source=(デフォルト値は 1) 

ルール コンプライアンス操作を実行するためのソース スナップ

ショットを指定します。 

■ 1 - 現在のデータ 

■ 2 - 最新のスナップショット 
 

■ 3 - 2 番目に新しいスナップショット 
 

■ 4 - ベースライン 
 

■ 5 - ゴールド基準 
 

■ 6 - シルバー基準 

■ 7 - ブロンズ基準 

例 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=rc&eem=eem-artifact
&server=servername.ca.com&source=1 
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サーバまたはサービスのルール コンプライアンス ダイアログ ボックスを

表示するパラメータは、以下のとおりです。 

type=rcd 

ルール コンプライアンス操作を指定します。 

server=server-name または ipaddress=ip-address または service_name=service 

サーバ名、IP アドレス、またはサービス名を指定します。 

例： 

http:// 
servername:portnumber/CCAUI.html?type=rcd&eem=eem-artifact&server=
servername.ca.com 

 

グラフを表示するためのパラメータは、以下のとおりです。 

type=chart 

グラフの種類を指定します。 

name=chart-name  

グラフ名を指定します。 

例： 

http://servername:portnumber/CCAUI.html?type=chart&name=Servers by 
OS Family 

グラフ名は以下のとおりです。 

■ OS ファミリおよびオペレーティング システム別サーバ 

■ OS ファミリ別サーバ 
 

■ オペレーティング システム別サーバ 
 

■ OS バージョン別サーバ 
 

■ OS 詳細別サーバ 
 

■ サービス別サーバ 
 

■ サーバ グループ別サーバ 
 

■ 経時サーバ インベントリ 
 

■ 製造元別サーバ 
 

■ メモリ容量別サーバ 
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■ 論理 CPU 数別サーバ 
 

■ プロバイダ数別サーバ 
 

■ コンシューマ数別サーバ 
 

■ パケット数別サーバ 
 

■ サーバ数別通信タイプ 
 

■ パケット数別通信タイプ 
 

■ 経時パケット数別サーバ 
 

■ 経時パケット数別通信タイプ 
 

■ サービス別ソフトウェア コンポーネント 
 

■ ソフトウェア コンポーネント 
 

■ カテゴリ別ソフトウェア コンポーネント 
 

■ VM 管理 
 

■ VM ゲスト数および仮想環境別 VM ホスティング サーバ 
 

■ VM ゲスト数別 VM ホスティング サーバ 
 

■ CPU 数別 VM ホスティング サーバ 
 

■ メモリ容量別 VM ホスティング サーバ 
 

■ インストール済みアプリケーション 
 

■ 経時ルール違反サーバ 
 

■ 経時ルール違反サービス 
 

■ 経時ルール違反ソフトウェア コンポーネント 
 

■ 経時ルール違反 
 

■ 経時合計ルール違反数 
 

■ 経時ソフトウェア コンポーネント相違 
 

■ 経時サーバ別ソフトウェア コンポーネント相違 
 

■ 経時サービス別ソフトウェア コンポーネント相違 
 

■ 経時管理プロファイル ルール違反 
 

■ 経時コンプライアンス プロファイル ルール違反 
 

■ 平均グリッド処理時間 
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■ 平均グリッド処理待機時間 

■ サブミット済みグリッド ジョブ 
 

グラフに必要なパラメータは以下のとおりです。 

type=graph 

グラフのタイプを指定します。 

name=localized name 

ローカライズされたグラフの名前を指定します。  

id=non-localized name 

CA Configuration Automation と共にインストールされた事前定義済み

グラフの名前を指定します。 

例：  

http://servername:portnumber/CCAUI.jsp?type=graph&name=All Server 
Relationships. 

注： ローカライズされたグラフ名およびローカライズされていないグラ

フ名は、英語の CCA サーバの場合と同じです。 ID パラメータは、英語以

外の CCA サーバが英語名を持つ事前定義済みグラフにアクセスする場合

のみ使用されます。 
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CA CMDB に必要なパラメータは、以下のとおりです。 

type=ci&objtype=&name=&component=&eem= 

type=ci&objtype=&name=&component=&eem=path=   (コンポーネントのみ) 

path = インストール済みディレクトリまたはデフォルトのディレクトリ 
 

以下のテーブルは、CA Configuration Automation によってサポートされてい

るコンテキスト起動を CA CMDB でサポートするために必要とされる URL 

変更を示しています。 

  

オブジェク

ト タイプ 

URL タイプ

引数

（objtype=xx

x） 

URL 名引数

（name=xxx） 

URL コンポー

ネント引数

（component=

xxx） 

EEM アーチ

ファクト 

統一アセット ID の例 

サーバ（仮

想および 

lpar を含

む） 

server サーバ名 n/a オプション objtype=server&name=my_se
rver_name&component=&ee
m=artifact 

サービス service サービス名 n/a オプション objtype=service&name=my 
service 
name&component=&eem=art
ifact 

コンポー

ネント 

component サーバ名  コンポーネ

ント名 

オプション objtype=component&name= 
my_server_name 
&component=my component 
name&eem=artifact 

ファイル 

システム 

（サポー

トされて

いません） 

     

NIC nic サーバ名 NIC IP アドレ

ス 

オプション objtype=nic&name= 
my_server_name 
&component=my nic ip 
address&eem=artifact 
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オブジェク

ト タイプ 

URL タイプ

引数

（objtype=xx

x） 

URL 名引数

（name=xxx） 

URL コンポー

ネント引数

（component=

xxx） 

EEM アーチ

ファクト 

統一アセット ID の例 

ハード ド

ライブ 

（サポー

トされて

いません） 

     

クラスタ 

（サポー

トされて

いません） 

     

ブループ

リント 

（サポー

トされて

いません） 
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付録 G: ブループリント ウィザード UI リファ

レンス 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

［ブループリント］ページ： コンポーネント ブループリント フィールド 
(P. 568) 

［ディスカバリ方式］ページ： 検索オプション フィールド (P. 570) 

［ディスカバリ方式］ページ： ファイル インジケータ フィールド (P. 571) 

［ディスカバリ方式］ページ： レジストリ インジケータの検索オプショ

ン フィールド (P. 572) 

［ディスカバリ方式］ページ： レジストリ インジケータ フィールド (P. 
573) 

［ディスカバリ方式］ページ： ネットワーク プローブ フィールド (P. 573) 

［ディスカバリ検証ルール］ページ： ディスカバリ検証ルール フィール

ド (P. 574) 

［管理］ページ： ファイル管理オプション フィールド (P. 583) 

［管理］ページ： ディレクトリ フィールド (P. 583) 

［管理］ページ： ディレクトリ フィールド (P. 584) 

［ファイル フィルタおよび属性］ページの［ルール］タブのフィールド (P. 
584) 

レジストリ管理フィールド (P. 587) 

［レジストリ フィルタおよび属性］ページのキーの追加フィールド (P. 
588) 

［レジストリ フィルタおよび属性］ページの値詳細フィールド (P. 590) 

［データベース］ページのフィールド (P. 590) 

［コンポーネント パラメータおよび変数］ページのフィールド (P. 593) 

［構成］-［ファイル解析］ページ (P. 605) 

構成実行ファイル ページ (P. 605) 

クエリの追加ペイン (P. 612) 

ファイル構造クラス タブ (P. 614) 

優先順位タブ (P. 615) 

マクロ ページ (P. 619) 

完了ページ (P. 620) 
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［ブループリント］ページ： コンポーネント ブループリント フィー

ルド 

［ブループリント］ウィザードの［ブループリント］ページの［コンポー

ネント ブループリント］ペインには以下のフィールドが含まれます。 

コンポーネント ブループリント名 

ブループリントの一意の名前を定義します。 

制限： ブループリントの名前には、文字 < 、> 、; 、: " ' * + = 、¥ 、/ | 、? 

を含むことはできません。  

コンポーネント バージョン 

ソフトウェア コンポーネント バージョン（リリース番号）を定義しま

す。  

■ 単一のブループリントで特定のコンポーネントの全バージョンを

サポートするときは、このフィールドを「*.*」に設定します。 

■ それ以外の場合は、サポートされる特定のバージョンまたはバー

ジョン シリーズを定義します（例： 1.2、2.*）。 

デフォルト： *.* 
 

ブループリント バージョン 

ユーザの好みの形式で、ブループリントのバージョンを定義します。 

デフォルト： 1.0.0 
 

ディスカバリ 

ブループリントでディスカバリを有効にするか無効にするかを指定し

ます。 

デフォルト： 有効 
 

説明 

ブループリント項目を説明します。 ブループリントの［詳細］ページ

には、説明が表示されます。 
 



［ブループリント］ページ： コンポーネント ブループリント フィールド 
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オペレーティング システム 

ソフトウェア コンポーネントが実行するオペレーティング システム

を指定します。 選択したオペレーティング システムに応じて、ブルー

プリントは以下のようになります。 

■ 特定のオペレーティング システムをサポートします（たとえば、

ファイル システム構造が全プラットフォームで大幅に異なる場合、

または Windows レジストリに大きく依存している場合）。 

■ 複数のオペレーティング システムで動作します（ファイル システ

ム パスおよび構成パラメータを正規化できる場合）。 

■ 特に、F5 BIG-IP ロード バランサをサポートします。 

■ 特に、IOS を使用する Cisco のルータおよびネットワーク スイッチ

をサポートします。 

いつでもオペレーティング システムに固有のファイルを追加また

は削除できます。 ただし、ターゲット オペレーティング システム

を選択すると、より一般的なコンポーネント ブループリントの基

本構造で開始できます。 例： 

– ［Windows］を選択した場合は、ウィザードによってレジスト

リ関連またはレジストリ オーバーレイ関連のコンポーネント

が自動的に作成されます。 

– ［任意の UNIX］または別の UNIX ベースのオペレーティング シ

ステムを選択した場合、ウィザードはレジストリ関連またはレ

ジストリ オーバーレイ関連のコンポーネントを作成しません。 

デフォルト： 任意 

カテゴリ 

［コンポーネント ブループリント］ページに新しいブループリントが

リスト表示されるコンポーネントのカテゴリを指定します。 注： 事前

定義済みブループリントからカスタム ブループリントを分離するに

は、［カスタム コンポーネント］カテゴリを使用します。 カテゴリを

分けると、ブループリントを容易に見つけることができ、誤って事前

定義済みブループリントを編集しないようにできます。 

デフォルト： カスタム コンポーネント 
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［ディスカバリ方式］ページ： 検索オプション フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［ディスカバリ方式］ページの［新規検

索オプションの追加］ペインには、以下の検索オプション フィールドが

含まれます。 

検索開始場所 

検索の開始地点を定義します。 この値を設定しないと、検索はコン

ポーネントのファイル システムの最上位から開始します。  

Windows の場合、ファイル システムの最上位（/）にはすべての物理

ドライブ（C:、D: など）が含まれます。 

デフォルト： / (root) 

検索階層数 

検索に含めるフォルダまたはディレクトリの階層数を定義します。 

デフォルト： 10 

コンポーネント常時検出 

プロセスが常にコンポーネントを検出済みと考慮するかどうかを指定

します。  

はい 

製品はインジケータを検索しません。 $(Root) パラメータが定数と

して定義されている場合は、ルート以下のファイルが管理されま

す。 製品が検出できないか、または検出する必要がないサービス 

コンポーネントを定義し管理する場合は、［はい］を選択します。  

いいえ 

製品はインジケータを検索します。 

デフォルト： いいえ 
 



［ディスカバリ方式］ページ： ファイル インジケータ フィールド 
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［ディスカバリ方式］ページ： ファイル インジケータ フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［ディスカバリ方式］ページの［新規ファ

イルの追加］ペインには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 （posix） 

検出するディレクトリまたはファイルを定義します。 POSIX パターン 

マッチング構文を使用し、ワイルドカード（*）を使用して名前を定義

できます（たとえば、Agent_*）。 

タイプ 

製品がブループリントに追加するタイプ（ファイルまたはディレクト

リ）を指定します。 

デフォルト： ファイル 
 

注： ［ルートからのパス］フィールドまたは［ルートからの階層数］の値

を指定します。 

ルートからのパス 

ファイル インジケータ パスを基準にしてコンポーネント ルートを探

す部分的なパスを定義します。 ファイル インジケータとコンポーネン

ト ルートの間のディレクトリまたはフォルダのみを定義します（コン

ポーネント パス全体ではなく）。 

たとえば、ファイル インジケータ mx.ini は、設定ファイル 

C:¥Program Files¥mx¥setup¥conf¥mx.ini を検索します。 パス 

C:¥Program Files¥mx をコンポーネント ルートとして定義するには、

ルートからのパスを setup¥conf として定義します。  

■ 検索では完全表現の一致をサポートしません。 中間ディレクトリ

の変数名がわからない場合は、パスの一部にワイルドカードを使

用します。 例： *¥conf 

■ ワイルドカード文字として * または ? を ディレクトリ名で使用で

きます。 例： ¥*conf、¥conf*、/*bin、/bin*、/b*n、/bi? 

ルートからの階層数 

ディスカバリに含めるフォルダまたはディレクトリの階層数を定義し

ます。カウントは、検索ルートを起点とします。 
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［ディスカバリ方式］ページ： レジストリ インジケータの検索オプ

ション フィールド 

レジストリ インジケータの［ブループリント］ウィザードの［ディスカ

バリ方式］ページの［¥HKEY_LOCAL_MACHINE］ペインには、以下の検索オ

プション フィールドが含まれます。 

検索開始場所 

検索の開始地点を定義します。 この値を設定しないと、検索はコン

ポーネントのファイル システムの最上位から開始します。  

Windows の場合、ファイル システムの最上位（/）にはすべての物理

ドライブ（C:、D: など）が含まれます。 

デフォルト： ¥HKEY_LOCAL_MACHINE 

検索階層数 

検索に含めるフォルダまたはディレクトリの階層数を定義します。 

デフォルト： 10 

コンポーネント常時検出 

プロセスが常にコンポーネントを検出済みと考慮するかどうかを指定

します。  

はい 

製品はインジケータを検索しません。 $(Root) パラメータが定数と

して定義されている場合は、ルート以下のファイルが管理されま

す。 製品が検出できないか、または検出する必要がないサービス 

コンポーネントを定義し管理する場合は、［はい］を選択します。  

いいえ 

製品はインジケータを検索します。 

デフォルト： いいえ 
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［ディスカバリ方式］ページ： レジストリ インジケータ フィールド 

レジストリ インジケータの［ブループリント］ウィザードの［ディスカ

バリ方式］ページの［新規レジストリ値/キーの追加］ペインには、以下

のレジストリ インジケータ フィールドが含まれます。 

名前 （posix） 

検出するディレクトリまたはファイルを定義します。 POSIX パターン 

マッチング構文を使用し、ワイルドカード（*）を使用して名前を定義

できます（たとえば、Agent_*）。 

タイプ 

製品がブループリントに追加するタイプ（ファイルまたはディレクト

リ）を指定します。 

デフォルト： ファイル 
 

注： ［ルートからのパス］フィールドまたは［ルートからの階層数］の値

を指定します。 

ルートからのパス 

検索ルートからのパスを定義します。 

ルートからの階層数 

ディスカバリに含めるフォルダまたはディレクトリの階層数を定義し

ます。カウントは、検索ルートを起点とします。 
 

［ディスカバリ方式］ページ： ネットワーク プローブ フィールド 

ネットワーク プローブの［ブループリント］ウィザードの［ディスカバ

リ方式］ページの［新規ネットワーク プローブの追加］ペインには、以

下のネットワーク プローブ フィールドが含まれます。 

名前 

ネットワーク プローブの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

プライマリ ポート 

応答を収集する最初のポート番号のカンマ区切りリストを定義します。 
 



［ディスカバリ検証ルール］ページ： ディスカバリ検証ルール フィールド 
 

574  ユーザ ガイド 
 

代替ポート 

プライマリ ポートが失敗した場合に応答を収集する、カンマ区切りの

ポート番号リストを定義します。 
 

プローブ 

ポート通信が確立された後、CCA からリモート サービスに送信される

オプションのプローブを説明します。 プローブの目的は、サービスま

たはコンポーネントの存在の確認です。 
 

正規表現一致 

正規表現のディレクティブ値と比較する属性を定義します。 値が一致

しない場合、ディレクティブは失敗します。 
 

バージョン正規表現 

正規表現のバージョンを定義します。 

プロトコル 

プローブが TCP （Transmission Control Protocol）または UDP （User 

Datagram Protocol）を使用するかどうかを指定します。 

デフォルト： TCP 
 

［ディスカバリ検証ルール］ページ： ディスカバリ検証ルール 

フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［ディスカバリ検証ルール］ページの［新

規ディスカバリ検証ルールの追加］ペインには、以下のディスカバリ検証

ルール フィールドが含まれます。 

名前 

ディスカバリ検証ルールの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
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ディレクティブ タイプ 

製品が次の目的で使用する、ディレクティブ タイプを定義します。  

■ サービスで管理されるエレメントから値を抽出する 

■ 管理対象サーバから値を取得する 

［ディレクティブ タイプ］ドロップダウン リストには以下のオプショ

ンが含まれます。 

定数 

変数の置換または複雑な文字列の作成に使用される固定値を定義

します。 このディレクティブ タイプの一般的な用途は以下のとお

りです。 

■ コンポーネントのインストール場所が明確な場合に、固定の 

Root パラメータおよび RegistryRoot パラメータを定義する。 

■ 変数と固定テキストを複雑な文字列に組み立てることにより、

複数のソースからデータを組み合わせる。 

■ コンポーネントの定数（ベンダー名など）をパラメータとして

提供する。 

データベース クエリ 

管理されたサーバ上のデータベースを問い合わせて、（必要に応

じて）取得されたデータから値を抽出します。 このディレクティ

ブ タイプの一般的な用途は以下のとおりです。 

■ データベース行から列値を抽出するクエリを実行する。 

■ 管理対象サーバの変更または値の抽出を行うストアド プロ

シージャを実行する。 

■ 結果セットを抽出してマクロ ステップ ディレクティブに表形

式で表示するクエリを実行する。 
 

ファイルの取得 

特定のファイル（ファイルの場所が既知の場合）の内容を取得し

ます。 取得後、製品は、ディレクティブの値を定義するために内

容をフィルタします。 このディレクティブ タイプの一般的な用途

は以下のとおりです。 

■ ファイルの内容を取得して正規表現でフィルタすることによ

り、非構造化ファイルからパラメータを抽出する。 

■ ログ ファイルを取得して、マクロ ステップ ディレクティブで

表示、格納、およびインポート/エクスポートする。 
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SNMP の取得 

管理情報ベース（MIB）アドレスにある値を SNMP エージェントか

ら取得し、その結果からディレクティブ値を（必要に応じて）設

定します。 
 

 

ファイル名一致 

管理対象サーバのファイル システム内の指定された場所にある

ファイルおよびディレクトリをすべてリスト表示し、そのリスト

から（必要に応じて）ディレクティブ値を抽出します。 
 

レジストリ名一致 

（Windows のみ）レジストリ ツリー内の一定の場所にあるレジス

トリ キーおよびレジストリ値名をリスト表示し、リストから（必

要に応じて）ディレクティブ値を抽出します。 
 

レジストリ名一致およびデータ取得 

（Windows のみ）レジストリ ツリー内の一定の場所にあるレジス

トリ キーおよびレジストリ値名をすべてリスト表示します。  

（オプション）選択した名前のデータ値をディレクティブ値とし

て取得します。 
 

ネットワーク プローブ 

リモート サービス サーバおよびポートに対して開かれている TCP 

ソケットのパラメータを定義します。 （必要に応じて）ポートに

プローブを送信し、ソケットからの応答をディレクティブ値とし

て収集できます。 
 

レジストリ 

（Windows のみ）レジストリ キーまたはレジストリ値に関連付け

られたデータ値を取得し、（必要に応じて）フィルタされた結果

からディレクティブ値を定義します。 
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リモート実行 

管理対象サーバでコマンドまたはスクリプトを実行します。 コマ

ンド出力がキャプチャされ、ディレクティブ値として返されます。 

冗長なコマンド出力から簡潔な値を抽出するために、通常は正規

表現によって値がフィルタされます。 このディレクティブ タイプ

の一般的な用途は以下のとおりです。 

■ 出力からのみ利用できる構成情報にアクセスする（例： オペ

レーティング システムの構成）。 

■ 一時的なデータ（メモリ、ネットワーク、CPU の統計など）に

アクセスする。 

■ カスタム スクリプトおよびカスタム ツールを利用して、出力

をブループリントにインポートする。 

■ 管理対象サーバを更新するためにユーティリティおよびスク

リプトを実行する。 

Web サービス コール 

Web サービスとして公開されるアプリケーション構成データを取

得します。 ディレクティブは Web サービスのクエリを行い、返さ

れたデータを構成変数に解析します。 ディレクティブは、構成デー

タを取得し格納できる構成実行可能ファイルをサポートします。 

Web サービスが実行されている WSDL URL を提供します。 Web 

サービス記述言語（WSDL）は、Web サービスを説明するためのモ

デルを提供する、XML ベースの言語です。 

デフォルト： 定数 
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ステージ 

コンポーネント パラメータ ディレクティブが実行されるときを基準

にして、ディスカバリ中に検証ディレクティブが実行されるときを指

定します。 

後期 

検証ディレクティブは、変数置換のためにコンポーネント パラ

メータの値を必要とします。 コンポーネント パラメータ値とは、

［コンポーネント パラメータおよび変数］タブで定義されている

パラメータ名のことです。 コンポーネント パラメータ値は、置換

された変数が検証に必要な値を持っていることを保証します。  

初期 

検証ディレクティブはコンポーネント パラメータの値に依存しま

せん。 

デフォルト： 後期 
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値 

固定文字列または 1 つ以上の変数置換を含む文字列を定義します。  

■ ディレクティブが 0 より大きい長さの文字列に解決される場合、

その文字列はディレクティブ値になります。  

■ 文字列の長さがゼロまたは未定義の場合、ディレクティブは値な

しと見なされ、指定されたデフォルト値が代わりに使用されます。 

定数値をブランク（1 つ以上のスペース）として定義できます。 ブラ

ンクの値はユーザ インターフェースに値として表示されませんが、製

品はそれを有効な値と考えます。  

例：  

■ 固定デフォルトでの変数置換 

   $(VariableName)  

■ 固定テキスト内での複数置換 

   C:¥$(V)¥$(V2)¥file.xml 

以下の変数構文も使用できます。 

$(parameter_name) 

通常のコンポーネント変数置換を定義します。 

$(#parameter_name) 

親コンポーネントのパラメータを参照します。 

$(@global_variable_name) 

グローバル変数を参照します。 
 

正規表現 

文字列のセットを表す正規表現を定義します。 定数値を定義するため

に変数置換を使用する場合は、正規表現を使用して値をフィルタでき

ます。 また、正規表現を条件式のように使用して値をテストし、次の

いずれかの方法で返すこともできます。 

■ 値が表現に一致する場合は paren(0) を返します。 

■ 値と表現が一致しない場合、返される値はありません。 
 

パーレン 

正規表現がかっこで囲まれた部分表現を含む場合、一致したときにど

の部分表現が返されるのかを定義します。  

デフォルト： 0 （［パーレン］値を指定しない場合） 
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正規表現一致 

正規表現のディレクティブ値と比較する属性を定義します。 値が一致

しない場合、ディレクティブは失敗します。 
 

常に以下と等しい 

ディレクティブ値と比較する属性を定義します。 値が等しくない場合、

ディレクティブは失敗します。 
 

大文字と小文字の区別 

比較するときに大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。 

デフォルト： 大文字と小文字を区別する 

注： デフォルト（［大文字と小文字を区別する］）オプションでは、

Agent_conf と agent_conf は一致すると見なされません。 ［大文字と小

文字を区別しない］オプションでは、Agent_conf と agent_conf は一致

と見なされます。 
 



［ディスカバリ検証ルール］ページ： ディスカバリ検証ルール フィールド 

 

第 19 章： ディレクティブの概要および作成  581  
 

トランスレート 

トランスレート処理がディレクティブの出力に適用する一意の名前を

定義します。 実行時に、指定された ［トランスレート］値の前に 

$CCTranslation$__ を付加して、データベース内で値をトランスレート

処理として識別できるようにします。 トランスレート処理が一致しな

い場合は、元のディレクティブ結果が保持されます。 

構成ファイルおよびレジストリから抽出されるディレクティブ値は、

列挙型に属する暗号の文字列または整数であることがあります。 各値

は設定状態に対応しますが、値は状態を解釈しません。 これらの値を

意味のある文字列に変換して、ブループリントに表示する際にユーザ

にとって理解しやすいものにすることができます。  

製品データベース内の値をマップして、トランスレート処理名を参照

し、変換前の値から変換後の値へのトランスレート処理をトリガしま

す。 以下の例では、トランスレート処理 $CCTranslation$__IIS SERVER 

STATE がマップされます。 

<BlueprintTranslation name="IIS server state" 

coh_name="IIS_SERVER_STATE" coh_id="23501" 

created_by="system_user"> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="2" 

translate_to="Running" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="4" 

translate_to="Stopped" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="6" 

translate_to="Paused" /> 

</BlueprintTranslation> 

トランスレート処理は、特定のブループリントとは関連付けられませ

ん。 他のトランスレート処理との競合を回避するには、各トランス

レート処理が一意の名前を持つようにします。 

注： 製品のユーザ インターフェースは、現在トランスレート処理テー

ブルの定義をサポートしていません。 CA Configuration Automation デー

タ ロード形式で（例に示すように）ファイルを作成し、データ ローダ 

ユーティリティを使用してそれらのファイルをデータベースにをロー

ドします。 
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変換 

返された XML 形式のディレクティブ値をフィルタするために使用さ

れる XSL 変換を定義します。 変換された値は元の戻り値を置換し、新

しい XML 値または変換によって生成されたテキストのいずれかにな

ります。  

XSL 変換を実行するために、ディレクティブ値に適用される XSL ファイ

ルの場所を指定します。 変換の場所は、サーバから認識できる URL （file、

http など）、またはサーバの CLASSPATH 内のファイル名になります。 変

換が取得され、ディレクティブの新しい値を生成するためにディレク

ティブ値に適用されます。 
 

挿入 

表示または後続の操作に見合った結果を生成するために、別の文字列

内に挿入されるディレクティブの値を定義します。  

挿入場所には $(VALUE)（すべて大文字）を含む任意の文字列を指定で

きます。 ディレクティブ値は $(VALUE) を置換して、フィルタされた結

果を生成します。 たとえば、最初のディレクティブ値が 3 で、挿入文

字列が 1.$(VALUE).export である場合、フィルタされたディレクティブ

値は 1.3.export です。 
 

修飾子 

検出結果を修飾します。 ［ホストはエージェントを使用］修飾子また

は［Alterpoint デバイス］修飾子を選択します。 

修飾子パラメータ 

製品が指定した修飾子に適用するパラメータを定義します。 
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［管理］ページ： ファイル管理オプション フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［管理］ページの［$(Root)］ペインには

以下のファイル管理オプション フィールドが含まれます。 

管理対象階層数 

ディスカバリ操作によって確認される、ファイル システム ルート以下

のディレクトリのレベル数を定義します。 

設定した最大数までファイルを取得（50,000） 

ディスカバリ操作が取得するファイルの数を指定します。  

オン： ディスカバリ操作は最大 50,000 ファイルを取得します。 

オフ： ディスカバリ操作は、［最大ファイル数］フィールドで指定し

た数のファイルまで取得します。 

最大ファイル数 

ディスカバリ操作によって取得される最大ファイル数を定義します。 
 

［管理］ページ： ディレクトリ フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［管理］ページの［新規ディレクトリの

追加］ペインには、以下のディレクトリ フィールドが含まれます。 

名前 （posix） 

追加するエレメントの名前を定義します。 POSIX パターン マッチング

構文を使用し、ワイルドカード（*）を使用して名前を定義できます（た

とえば、Agent_*）。 

ルートからのパス 

エレメントを配置するパスの一部を定義します。 ファイル インジケー

タとコンポーネント ルートの間のディレクトリまたはフォルダのみ

を定義します（コンポーネント パス全体ではなく）。 
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［管理］ページ： ディレクトリ フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［管理］ページの［新規ファイルの追加］

ペインには、以下のファイル フィールドが含まれます。 

名前 （posix） 

追加するエレメントの名前を定義します。 POSIX パターン マッチング

構文を使用し、ワイルドカード（*）を使用して名前を定義できます（た

とえば、Agent_*）。 

ルートからのパス 

エレメントを配置するパスの一部を定義します。 ファイル インジケー

タとコンポーネント ルートの間のディレクトリまたはフォルダのみ

を定義します（コンポーネント パス全体ではなく）。 
 

［ファイル フィルタおよび属性］ページの［ルール］タブのフィー

ルド 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［ファイル フィルタお

よび属性］ページの［ルール］タブには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

ルールの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

ドキュメント URL 

ルールのドキュメントが存在する URL を指定します。 
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制約タイプ 

ルールが適用されるファイルまたはディレクトリの制約タイプを指定

します。  

ファイル  

■ ファイル変更日付 

■ ファイル所有者 

■ ファイル アクセス権 

■ ファイル サイズ 

■ ファイル バージョン 

■ 製品バージョン 

ディレクトリ 

■ バイト数 

■ 階層数 

■ ディレクトリ変更日付 

■ ディレクトリが存在する必要がある 

■ ディレクトリ所有者 

■ ディレクトリ アクセス権 

■ ファイルが存在している必要がある 

■ ディレクトリ数 

■ ファイル数 
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操作 

選択した［制約タイプ］に対してルールで使用される操作を指定しま

す。  

■ = (等しい) 

■ != （等しくない） 

■ = （大文字/小文字を区別しない） 

■ != （大文字/小文字を区別する） 

■ > （より大きい） 

■ >= (次の値以上) 

■ < （より小さい） 

■ =< （次の値以下） 

■ 整数範囲（境界値を含む） 

■ 常に一致する (正規表現) 

■ 常に一致する (正規表現、大文字/小文字を区別しない) 

■ 常に一致しない （正規表現） 
 

値 

操作に対する参照として取得される値を指定します。 制約タイプ、操

作、値はルールの一致条件を定義します。 
 

無効化 

ルールが有効（オン）か無効（オフ）かを指定します。 
 

失敗時 

このブループリントを使用したコンプライアンス操作がルールに違反

した場合にルール コンプライアンス結果に書き込まれる文字列を定

義します。 

重大度 

ルールの失敗を決定するエラー レベルを指定します。 

■ 情報 

■ 警告 

■ エラー 

■ クリティカル 
 



レジストリ管理フィールド 
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レジストリ管理フィールド 

［ブループリント］ウィザードの［管理］ページの［$(RegistryRoot)］ペ

インには以下のレジストリ管理オプション フィールドが含まれます。 

管理対象階層数 

ディスカバリ操作によって確認される、ファイル システム ルート以下

のディレクトリのレベル数を定義します。 

設定した最大数までエレメントを取得（50,000） 

ディスカバリ操作が取得する要素の数を指定します。  

選択済み： ディスカバリ操作は最大 50,000 エレメントを取得します。 

オフ： ディスカバリ操作は、［最大エレメント数］フィールドで指定

した数のエレメントまで取得します。 

最大要素数 

ディスカバリ操作によって取得される最大要素数を定義します。 
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［レジストリ フィルタおよび属性］ページのキーの追加フィール

ド 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［レジストリ フィルタ

および属性］ページには以下のキーの追加フィールドが含まれます。 

デフォルト 

デフォルト レジストリ キー値を定義します。 

解釈方法 

キーが、以下の項目のうちどのエンティティとして解釈されるのかを

指定します。  

■ データベース名 

■ データベース テーブル 

■ ホスト名およびポート 

■ ホスト名または IP アドレス 

■ JDBC URL 

■ TCP ポート番号 

■ URL 

■ Web サービス URL 
 

関係キー 

キーが関係キーかどうかを指定します。 
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関係タイプ 

以下の関係タイプのいずれかを指定します。 

通信する 

アプリケーションとデータベース サーバの関係を確立します。 

管理する 

別のサーバを管理するサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware ESX ホストを管理する VMware vCenter Server 間の関係を

表示するには［管理］を選択します。 

ホストする 

別のサーバをホストするサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware 仮想マシンをホストする VMware ESX ホスト間の関係を表

示するには［ホスト］を選択します。 

使用する 

サーバ間の関係を確立します。 
 

表示/非表示 

値を表示するかどうかを指定します。 
 

解釈済みのサーバ 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット サーバ

の情報を定義します。 パラメータを定義するには、変数置換を使

用します。 
 

解釈済みのターゲット インスタンス 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット データ

ベース インスタンスまたはアプリケーション インスタンスを定

義します。 パラメータを定義するには、変数置換を使用します。 

解釈済みのアプリケーション 

他のパラメータで利用可能なターゲット アプリケーションの情報

を指定します。 パラメータの定義には、変数置換を使用します。 
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［レジストリ フィルタおよび属性］ページの値詳細フィールド 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［レジストリ フィルタ

および属性］ページには以下の値詳細フィールドが含まれます。 

デフォルト 

デフォルト レジストリ キー値を定義します。 

解釈方法 

キーが、以下の項目のうちどのエンティティとして解釈されるのかを

指定します。  

■ データベース名 

■ データベース テーブル 

■ ホスト名およびポート 

■ ホスト名または IP アドレス 

■ JDBC URL 

■ TCP ポート番号 

■ URL 

■ Web サービス URL 

関係キー 

キーが関係キーかどうかを指定します。 
 

［データベース］ページのフィールド 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［データベース］ ペー

ジには以下のフィールドが含まれます。 

名前 

データベースの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

データベース 

データベース アクセスの説明を定義します。 
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ユーザ 

データベースにアクセスできるユーザのアカウント名を定義します。 
 

パスワード 

指定したユーザ アカウントに関連付けるパスワードを定義します。 
 

サーバ 

データベースがインストールされているサーバを定義します。 
 

ポート 

データベース ホスト サーバのリスニング ポートを定義します。 
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DB タイプ 

以下のオプションから、使用中のデータベースのタイプを指定します。  

■ DEFAULT_CONTEXT 

■ SQL_SERVER_CONTEXT 

■ ORACLE_CONTEXT 

■ INFORMIX_CONTEXT 

■ DB2_CONTEXT 

■ MYSQL_CONTEXT 

■ POSTGRES_CONTEXT 

■ HSQLDB_CONTEXT 

■ ORACLE9_CONTEXT 

■ ODBC 

■ CLOUDSCAPE 

■ ORACLE10_CONTEXT 

■ SYBASE11_CONTEXT 

■ INGRES_CONTEXT 

■ SQL_SERVER2K5_CONTEXT 

■ JAVA_DB_CONTEXT 

■ SYBASE15_CONTEXT 

■ ORACLE11_CONTEXT 

■ SQL_SERVER2K8_CONTEXT 

環境 

エージェントが、コマンドを実行する前に設定する環境変数を定義し

ます。  

製品は CA Configuration Automation エージェント環境でリモート コマ

ンドを実行します。 コマンド実行に要求される環境がエージェントに

設定されていない場合、必要な環境変数を名前/値ペアのカンマ区切り

のリストとして定義します。形式は、名前=値です。 例： 

<var_name>=<value>,<var_name2>=<value2> 

エージェントは変数置換方式をサポートします。 
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［コンポーネント パラメータおよび変数］ページのフィールド 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［コンポーネント パラ

メータおよび変数］ページには以下のフィールドが含まれます。 

名前 

パラメータ代入表現を以下の形式で定義します。  

$(VariableName) 

VariableName  

コンポーネントで定義されるディスカバリ パラメータの名前を定

義します。 デフォルトでは、［名前］値は大文字と小文字が区別

され、パラメータ名と完全に一致する必要があります。  

■ 文字列リテラルにパラメータ表現を埋め込むか、単独で使用で

きます。  

■ 再帰的な複数の置換を同じ式で定義できます。 たとえば、代入

値はパラメータ表現の文字列とすることができます。 その場合、

ブループリントは代入値を再帰的に評価します。  
 

例： 

ディスカバリ パラメータに以下の値が指定されているとします。 

User=info 

Domain=ca.com 

v1=$(User) 

v2=$(Domain) 

以下のパラメータ代入表現の場合  

$(User)@$(Domain) [$(v1) at $(v2)] 

評価後に以下の結果が返されます。 

info@ca.com [info at ca.com] 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

フォルダ 

項目の場所を定義します。 
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選択されたカテゴリ 

エレメントを構成するために製品が使用するカテゴリ（以下のカテゴ

リのうちのいずれか）を定義します。 ［利用可能なカテゴリ］列の項

目をダブルクリックすると、その項目は［選択されたカテゴリ］列に

移動します。 

環境管理 

一般的なコンポーネント可用性および環境管理を基準にして、管

理設定を定義します。 管理設定には、以下のような例があります。  

■ エレメントのバックアップ方法 

■ キャッシュの削除時期 

■ 操作の再試行回数 

構成 

［環境管理］、［ログおよびデバッグ］、［ネットワーク］、ま

たは［パフォーマンス］設定に関連していない、コンポーネント

構成設定を定義します。 構成の設定には、コンポーネントのエイ

リアスやデフォルト Web ページなどの例があります。 
 

ドキュメント 

コンポーネントの動作を文書化するエレメント、またはユーザに

情報を提供するエレメントを定義します。 たとえば、ガイド、

readme ファイル、FAQ、オンライン ヘルプ ページなどです。 
 

ログおよびデバッグ 

ユーザによる、ログの場所、ログ レベル、デバッグ出力、診断変

数タイプの設定を可能にするエレメントを定義します。 
 

ネットワーク  

ネットワーク関連コンポーネント設定（たとえば SNMP ポート設

定）を表すエレメントを定義します。 ［ネットワーク］と［セキュ

リティ］の両方に分類できるエレメント（たとえば LDAP 認証の有

効化など）の場合、カテゴリを［セキュリティ］に設定します。 
 

その他 

CA 内部でのみ使用されます。 
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パフォーマンス 

通常は構成パラメータの特定サブセットになっているパフォーマ

ンス設定を定義します。 たとえば、スレッドの数または同時ユー

ザ数などです。 
 

製品情報 

一般的（静的）な製品情報（ライセンス、インストール場所、ベ

ンダー、モジュール名など）を定義します。 
 

リソース 

コンポーネントのリソース（ストレージ、メモリおよびキャッシュ

の割り当てまたはサイズ、CPU など）を定義します。 

注： 静的な［リソース］カテゴリは、リアルタイム情報を定義する

［一時的］カテゴリとは異なることに注意してください。 
 

セキュリティ 

通常は構成パラメータの特定サブセットになっている、セキュリ

ティ関連設定を表すエレメントを定義します。 たとえば、認証タ

イプ、認証の有効化、暗号化設定、ディレクトリ参照、SSL、また

は HTTPS です。 
 

一時的 

定期的に変化するエレメントを定義します。 たとえば、サーバ状

態（起動、ダウン、稼働中、停止）、現在接続されているクライ

アント数、現在のスレッド数、現在のディスク使用率などです。 

バージョンおよびパッチ 

製品のバージョンまたはパッチのレベルを示すエレメントを定義

します。 
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選択されたフィルタ 

製品が比較操作からフィルタするエレメント（以下のエレメントのい

ずれか）を定義します。 ［利用可能なフィルタ］列の項目をダブルク

リックすると、その項目は［選択されたフィルタ］列に移動します。 

コンポーネント固有 

単一のコンポーネント インスタンスに固有のエレメント（インス

トール ルート、サービス サーバ名など）をフィルタします。 すで

に変更検出操作および結果とは異なることが認識されている、コ

ンポーネント固有のエレメントを除外します。 

サービス固有 

サービスに固有のエレメント（サーバ名、インストール ルートな

ど）をフィルタします。 すでに変更検出操作および結果とは異な

ることが認識されている、サービス固有のエレメントを除外しま

す。 
 

サーバ固有 

単一のサーバに固有のエレメント（サーバ名、IP アドレスなど）

をフィルタします。 すでに変更検出操作および結果とは異なるこ

とが認識されている、サーバ固有のエレメントを除外します。 
 

変更検出を実行しない 

変更検出の操作および結果から永久に除外するエレメントを指定

します。 例として、一時ディレクトリ、管理対象フォルダ内のロ

グ ファイル、一時的であることが認識されているエレメントなど

があります。 
 

ルール コンプライアンスを実行しない 

連続しない、または可変であるため、ルール コンプライアンス操

作と結果から完全に除外するエレメントを指定します。 例として、

一時ディレクトリ、既知の古い構成ファイル、テンプレート、サ

ンプル ファイルなどがあります。 

時刻変化 

時間が経過すると変更されることがわかっているが、サーバ全体

またはサービス全体に必要ではないエレメントをフィルタします。 

例として、ログ ファイル、プロセスの開始時刻、レジストリ イベ

ント カウンタなどがあります。 すでに変更検出操作および結果と

は異なることが認識されている、時変パラメータを除外します。 
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ウェイト 

エレメントの相対的な重要度を指定します。  

■ 低 

■ 中 

■ 高 

デフォルト： 中（ウェイトを割り当てていないエレメント） 
 

ディレクティブ タイプ 

製品が次の目的で使用する、ディレクティブ タイプを定義します。  

■ サービスで管理されるエレメントから値を抽出する 

■ 管理対象サーバから値を取得する 

［ディレクティブ タイプ］ドロップダウン リストには以下のオプショ

ンが含まれます。 

定数 

変数の置換または複雑な文字列の作成に使用される固定値を定義

します。 このディレクティブ タイプの一般的な用途は以下のとお

りです。 

■ コンポーネントのインストール場所が明確な場合に、固定の 

Root パラメータおよび RegistryRoot パラメータを定義する。 

■ 変数と固定テキストを複雑な文字列に組み立てることにより、

複数のソースからデータを組み合わせる。 

■ コンポーネントの定数（ベンダー名など）をパラメータとして

提供する。 

構成 

解析済みの構成ファイルまたは構成プログラムファイルから構成

パラメータの値を取得します。 
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データベース クエリ 

管理されたサーバ上のデータベースを問い合わせて、（必要に応

じて）取得されたデータから値を抽出します。 このディレクティ

ブ タイプの一般的な用途は以下のとおりです。 

■ データベース行から列値を抽出するクエリを実行する。 

■ 管理対象サーバの変更または値の抽出を行うストアド プロ

シージャを実行する。 

■ 結果セットを抽出してマクロ ステップ ディレクティブに表形

式で表示するクエリを実行する。 
 

ファイルの取得 

特定のファイル（ファイルの場所が既知の場合）の内容を取得し

ます。 取得後、製品は、ディレクティブの値を定義するために内

容をフィルタします。 このディレクティブ タイプの一般的な用途

は以下のとおりです。 

■ ファイルの内容を取得して正規表現でフィルタすることによ

り、非構造化ファイルからパラメータを抽出する。 

■ ログ ファイルを取得して、マクロ ステップ ディレクティブで

表示、格納、およびインポート/エクスポートする。 
 

LDAP の取得 

ディレクトリ サーバから名前付きデータ セットを取得し、（必要

に応じて）出力からディレクティブ値を抽出します。 
 

SNMP の取得 

管理情報ベース（MIB）アドレスにある値を SNMP エージェントか

ら取得し、その結果からディレクティブ値を（必要に応じて）設

定します。 
 

ファイル名一致 

管理対象サーバのファイル システム内の指定された場所にある

ファイルおよびディレクトリをすべてリスト表示し、そのリスト

から（必要に応じて）ディレクティブ値を抽出します。 
 

レジストリ名一致 

（Windows のみ）レジストリ ツリー内の一定の場所にあるレジス

トリ キーおよびレジストリ値名をリスト表示し、リストから（必

要に応じて）ディレクティブ値を抽出します。 
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レジストリ名一致およびデータ取得 

（Windows のみ）レジストリ ツリー内の一定の場所にあるレジス

トリ キーおよびレジストリ値名をすべてリスト表示します。 選択

された名前のデータ値から、ディレクティブ値を（必要に応じて）

設定できます。 
 

ネットワーク プローブ 

リモート サービス サーバおよびポートに対して開かれている TCP 

ソケットのパラメータを定義します。 （必要に応じて）ポートに

プローブを送信し、ソケットからの応答をディレクティブ値とし

て収集できます。 
 

レジストリ 

（Windows のみ）レジストリ キーまたはレジストリ値に関連付け

られたデータ値を取得し、（必要に応じて）フィルタされた結果

からディレクティブ値を定義します。 
 

リモート実行 

管理対象サーバでコマンドまたはスクリプトを実行します。 コマ

ンド出力がキャプチャされ、ディレクティブ値として返されます。 

冗長なコマンド出力から簡潔な値を抽出するために、通常は正規

表現によって値がフィルタされます。 このディレクティブ タイプ

の一般的な用途は以下のとおりです。 

■ 出力からのみ利用できる構成情報にアクセスする（例： オペ

レーティング システムの構成）。 

■ 一時的なデータ（メモリ、ネットワーク、CPU の統計など）に

アクセスする。 

■ カスタム スクリプトおよびカスタム ツールを利用して、出力

をブループリントにインポートする。 

管理対象サーバを更新するためにユーティリティおよびスクリプ

トを実行する。 
 

デフォルト 

固定文字列または 1 つ以上の変数置換を含む文字列を定義します。 

ディレクティブが実行されたが、値を判定できない場合、製品は未定

義値または長さゼロの値の代わりにデフォルト値を使用します。 
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保持 

サービスの実行中にパラメータが持続するかどうかを指定します。 

常に保持 

パラメータは保存され、サービス ツリー ビューに表示されます。 

保持しない 

パラメータは、ディスカバリのためにのみ使用され、保存される

ことはありません。 

NULL ではない場合は保持 

パラメータは保存され、（値を備えている場合は）サービス ツリー 

ビューに表示されます。 

デフォルト： ［常に保持］ 
 

表示/非表示 

エレメントおよびエレメントの値を表示するかどうかを指定します。 

値を表示 

エレメント値を表示します。  

値を非表示  

エレメント値の代わりに ******* を表示します。 以下のケースで

は、パラメータを非表示にしてください。 

■ 値が機密である（パスワードなど）。 

■ 値がバイナリである。 

■ 表示するには、値が長すぎる。 

非表示のパラメータは、データベース内で暗号化されています。 UI 

では表示されないか、または参照できません。  

注： 後で値を表示することを決定した場合は、このフィールドのセ

キュリティを保証するために、値を再入力します。 

エレメントを非表示  

パラメータを表示しません。 値を変数置換では使用できるがサー

ビス ツリー ビューには表示されないようにする場合は、［エレメ

ントを非表示］を選択します。  

デフォルト： 値を表示 
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大文字と小文字の区別 

比較するときに大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。 

デフォルト： 大文字と小文字を区別する 

注： デフォルト（［大文字と小文字を区別する］）オプションでは、

Agent_conf と agent_conf は一致すると見なされません。 ［大文字

と小文字を区別しない］オプションでは、Agent_conf と agent_conf 

は一致と見なされます。 
 

解釈方法 

構成パラメータの文字列形式に関するヒント、および関連するコン

ポーネントによるその使用方法を定義します。 解釈されたパラメータ

値は、コンテキスト依存パーサを使用して検査されます。 製品は、パー

サを使用して、複雑なパラメータ文字列から複数のサブ値を抽出でき

ます。  

デフォルト： 空（解釈はありません）。  
 

関係キー 

製品が［解釈方法］の値に従って関係を決定し割り当てるかどうかを

指定します。  

関係を確立するには、［解釈方法］の値を設定して、［関係キー］フィー

ルドを ［はい］に設定します。 一部の解釈は関係を定義できません。  

デフォルト： いいえ 
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関係タイプ 

以下の関係タイプのいずれかを指定します。 

通信する 

アプリケーションとデータベース サーバの関係を確立します。 

管理する 

別のサーバを管理するサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware ESX ホストを管理する VMware vCenter Server 間の関係を

表示するには［管理］を選択します。 

ホストする 

別のサーバをホストするサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware 仮想マシンをホストする VMware ESX ホスト間の関係を表

示するには［ホスト］を選択します。 

使用する 

サーバ間の関係を確立します。 
 

解釈済みのサーバ 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット サーバの情

報を定義します。 パラメータを定義するには、変数置換を使用します。 
 

解釈済みのターゲット インスタンス 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット データベー

ス インスタンスまたはアプリケーション インスタンスを定義します。 

パラメータを定義するには、変数置換を使用します。 
 

解釈済みのアプリケーション 

他のパラメータで利用可能なターゲット アプリケーションの情報を

指定します。 パラメータの定義には、変数置換を使用します。 
 



［コンポーネント パラメータおよび変数］ページのフィールド 

 

第 19 章： ディレクティブの概要および作成  603  
 

トランスレート 

トランスレート処理がディレクティブの出力に適用する一意の名前を

定義します。 実行時に、指定された ［トランスレート］値の前に 

$CCTranslation$__ を付加して、データベース内で値をトランスレート

処理として識別できるようにします。 トランスレート処理が一致しな

い場合は、元のディレクティブ結果が保持されます。 

構成ファイルおよびレジストリから抽出されるディレクティブ値は、

列挙型に属する暗号の文字列または整数であることがあります。 各値

は設定状態に対応しますが、値は状態を解釈しません。 これらの値を

意味のある文字列に変換して、ブループリントに表示する際にユーザ

にとって理解しやすいものにすることができます。  

製品データベース内の値をマップして、トランスレート処理名を参照

し、変換前の値から変換後の値へのトランスレート処理をトリガしま

す。 以下の例では、トランスレート処理 $CCTranslation$__IIS SERVER 

STATE がマップされます。 

<BlueprintTranslation name="IIS server state" 

coh_name="IIS_SERVER_STATE" coh_id="23501" 

created_by="system_user"> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="2" 

translate_to="Running" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="4" 

translate_to="Stopped" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="6" 

translate_to="Paused" /> 

</BlueprintTranslation> 

トランスレート処理は、特定のブループリントとは関連付けられませ

ん。 他のトランスレート処理との競合を回避するには、各トランス

レート処理が一意の名前を持つようにします。 

注： 製品のユーザ インターフェースは、現在トランスレート処理テー

ブルの定義をサポートしていません。 CA Configuration Automation デー

タ ロード形式で（例に示すように）ファイルを作成し、データ ローダ 

ユーティリティを使用してそれらのファイルをデータベースにをロー

ドします。 
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変換 

返された XML 形式のディレクティブ値をフィルタするために使用さ

れる XSL 変換を定義します。 変換された値は元の戻り値を置換し、新

しい XML 値または変換によって生成されたテキストのいずれかにな

ります。  

XSL 変換を実行するために、ディレクティブ値に適用される XSL ファイ

ルの場所を指定します。 変換の場所は、サーバから認識できる URL （file、

http など）、またはサーバの CLASSPATH 内のファイル名になります。 変

換が取得され、ディレクティブの新しい値を生成するためにディレク

ティブ値に適用されます。 
 

挿入 

表示または後続の操作に見合った結果を生成するために、別の文字列

内に挿入されるディレクティブの値を定義します。  

挿入場所には $(VALUE)（すべて大文字）を含む任意の文字列を指定で

きます。 ディレクティブ値は $(VALUE) を置換して、フィルタされた結

果を生成します。 たとえば、最初のディレクティブ値が 3 で、挿入文

字列が 1.$(VALUE).export である場合、フィルタされたディレクティブ

値は 1.3.export です。 
 

修飾子 

検出結果を修飾します。 ［ホストはエージェントを使用］修飾子また

は［Alterpoint デバイス］修飾子を選択します。 

修飾子パラメータ 

製品が指定した修飾子に適用するパラメータを定義します。 
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［構成］-［ファイル解析］ページ 

［構成］ - ［ファイル解析］ページには、以下のフィールドが含まれます。 

名前（正規表現） 

ディスカバリ中に検索および解析される構成ファイルの名前を定義し

ます。 正規表現の命名規則に従って、名前の定義にワイルドカード（^、

$ など）を使用することができます。 

表示名 

ディスカバリ後に表示される構成ファイルの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 

ファイル タイプ 

構成ファイルのタイプを指定します（テキスト、バイナリ、ログなど）。 
 

構成実行ファイル ページ 

［構成実行ファイル］ページには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

構成実行ファイルの名前を定義します。 この名前が Configuration フォ

ルダの Executables の下に表示されます。 名前は Executables フォルダ

内で一意である必要があります。 

説明 

（オプション）ブループリント項目を説明します。 ブループリント内

のディレクティブ名およびツリー ビュー内のパラメータ名に、ツール

ヒントとして説明が表示されます。 
 

ディレクティブ タイプ 

パラメータ値を取得するために製品が使用するディレクティブのタイ

プを指定します。 ディレクティブはすべて、値およびブールの結果を

返します。 検出されたパラメータがサービス ツリー ビューに表示さ

れると、値がパラメータ名の横に表示されます。  

注： ［構成］ディレクティブ タイプは管理対象の構成ファイルから値

を抽出します。 

デフォルト： 定数  
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ファイル 

Configuration -  Files フォルダまたは Configuration -  Executables フォル

ダにある構成ファイルの名前を定義します。 特定のファイル名または

正規表現を指定できます。 正規表現を指定する場合、Configuration フォ

ルダ内の一致するファイルがすべて選択されます。 複数のファイルが

一致する場合、管理対象ファイル システムのルートに最も近いファイ

ルが選択されます。 製品は変数置換を許可します。  
 

パス 

構成ファイルのパスを定義します。 ワイルドカードやパターンマッチ

ングはサポートされませんが、変数置換は許可されます。 パスは、絶

対パス（$(Root)/conf など）または管理対象ファイル システムのルー

トからの相対パス（/conf など）で指定できます。 構成ファイルが構

成ファイル システムのルートにある場合、［パス］を $(Root) として

定義するかまたは未定義のままにしておくことができます。 
 

パラメータ 

ファイル内の構成パラメータの名前を定義します。 ワイルドカードや

パターンマッチングはサポートされませんが、変数置換は許可されま

す。 値がグループ ファイル ブロックに属する場合、［パラメータ］

属性は未定義のままにしておくことができます。 その場合、［グルー

プ パス］属性のみを指定します。  
 

正規表現 

正規表現を使用して名付けられた値を検出した場合に、フィルタする

かどうかを指定します。 
 

パーレン 

正規表現がかっこで囲まれた部分表現を含む場合、一致したときにど

の部分表現が返されるのかを定義します。  

デフォルト： 0 （［パーレン］値を指定しない場合） 
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グループ パス 

階層的に構成された構成ファイルを指定します。 名前パラメータに

ファイル内の［グループ パス］の値を使用します。これは、ファイル 

システム パスの一部（a/b/c など）のように指定します。 

単一のファイルには同じ名前が何度も含まれることがよくあるので、

一意のグループ パスを使用して、特定の値を一致する名前から区別し

ます。 たとえば、XML 構成ファイルは以下のような形式を持つことが

できます。ここでは、server タグと buildDate 属性および type 属性が何

度も記述されています。 

<configuration> 

<server name= “wxp123”> 

   <setup buildDate=”10/30/2003” type=”webserver”/> 

</server> 

<server name=”wxp123” auxiliary=”true”> 

   <setup buildDate=”09/02/2002” type=”webserver”/> 

</server> 

   <server name=”wxp124”> 

   <setup buildDate=”10/29/2003” type=”dataserver”/> 

</server> 

</configuration> 
 

検索するパスの一致する子を識別するには、［グループ パス］の名前

（または名前および値）のカンマ区切りリストを使用します。 たとえ

ば、サーバ wxp124 の buildDate の値を抽出するには、以下の値を定義

します。 

パラメータ 

buildDate 

グループ パス 

configuration/server,name=wxp124/setup 
 

サーバ wxp123 の補助データから buildDate 値を抽出するには、名前の

みが必要です。これは、server タグと auxiliary 属性の組み合わせが 1 つ

しかないためです。 

パラメータ 

buildDate 

グループ パス 

configuration/server,auxiliary/setup 
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［グループ パス］内のエレメントのいずれかまたはすべてを修飾でき

ます。また、各エレメントに複数の修飾子を指定できます。 ユーザが

複数の修飾子を指定する場合、パスを選択するには、各修飾子が一致

する必要があります。 製品は変数置換を許可します。 

構成ファイルの構造クラスでグループ ブロック修飾子が定義されて

いる場合、代替構文が許可されます。 グループ ブロックでは、修飾子

の値をかっこで囲んで、ブロック名に付加できます。 たとえば、属性

名が［修飾子の子］であるサーバ wxp124 から buildDate の値を抽出す

るには、以下の値を指定します。 

パラメータ 

buildDate 

グループ パス 

configuration/server(wxp124)/setup 
 

丸かっこ内の値は、指定されたグループ ブロックの修飾子に一致しま

す。 構造クラス内の修飾子の子の値または定数の修飾子は、修飾子を

定義します。また、修飾子がグループ値であることもあります。 

ファイル内のパラメータの位置についてよくわからない場合は、複数

のパスを指定できます。 指定された 2 つ以上のパスを、パイプ（|）

で区切ります。 製品は、一致が検出されるまで、左から右の順に、1 つ

ずつパスを試します。 例： 

パラメータ 

buildDate 

グループ パス 

configuration/server(abc)/setup|configuration/server(xyz)/setup  
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空の値を NULL と見なす 

ファイル内の指定された構成パラメータに値が指定されていない場合、

製品のデフォルト動作を無視するかどうかを指定します。 デフォルト

動作では、値は長さゼロの空の値に設定されます。 ［空の値を NULL と

見なす］フィールドを指定すると、空の値を返すディレクティブと値

を返さないディレクティブを区別できます。 

はい 

［デフォルト］フィールドの値を使用します。 

いいえ 

［デフォルト］フィールドの値を使用しません。 

デフォルト： いいえ 
 

デフォルト 

固定文字列または 1 つ以上の変数置換を含む文字列を定義します。 

ディレクティブの実行時に、値を判定できない場合、製品は、未定義

値や長さゼロの値の代わりにこの値を使用します。 

一部のケース（たとえば、コンポーネント ブループリント プラグイン

がディレクティブを設定できる場合）では、デフォルト値でのディレ

クティブの置換が望まれないことがあります。 プラグインの値をデ

フォルト値で置換しないようにするには、デフォルトを

Cohesion.PLACEHOLDER に設定します。  
 

大文字と小文字の区別 

比較するときに大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。 

デフォルト： 大文字と小文字を区別する 

注： デフォルト（［大文字と小文字を区別する］）オプションでは、

Agent_conf と agent_conf は一致すると見なされません。 ［大文字と小

文字を区別しない］オプションでは、Agent_conf と agent_conf は一致

と見なされます。 
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トランスレート 

トランスレート処理がディレクティブの出力に適用する一意の名前を

定義します。 実行時に、指定された ［トランスレート］値の前に 

$CCTranslation$__ を付加して、データベース内で値をトランスレート

処理として識別できるようにします。 トランスレート処理が一致しな

い場合は、元のディレクティブ結果が保持されます。 

構成ファイルおよびレジストリから抽出されるディレクティブ値は、

列挙型に属する暗号の文字列または整数であることがあります。 各値

は設定状態に対応しますが、値は状態を解釈しません。 これらの値を

意味のある文字列に変換して、ブループリントに表示する際にユーザ

にとって理解しやすいものにすることができます。  

製品データベース内の値をマップして、トランスレート処理名を参照

し、変換前の値から変換後の値へのトランスレート処理をトリガしま

す。 以下の例では、トランスレート処理 $CCTranslation$__IIS SERVER 

STATE がマップされます。 

<BlueprintTranslation name="IIS server state" 

coh_name="IIS_SERVER_STATE" coh_id="23501" 

created_by="system_user"> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="2" 

translate_to="Running" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="4" 

translate_to="Stopped" /> 

<BlueprintTranslationEntry translate_from="6" 

translate_to="Paused" /> 

</BlueprintTranslation> 

トランスレート処理は、特定のブループリントとは関連付けられませ

ん。 他のトランスレート処理との競合を回避するには、各トランス

レート処理が一意の名前を持つようにします。 

注： 製品のユーザ インターフェースは、現在トランスレート処理テー

ブルの定義をサポートしていません。 CA Configuration Automation デー

タ ロード形式で（例に示すように）ファイルを作成し、データ ローダ 

ユーティリティを使用してそれらのファイルをデータベースにをロー

ドします。 
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変換 

返された XML 形式のディレクティブ値をフィルタするために使用さ

れる XSL 変換を定義します。 変換された値は元の戻り値を置換し、新

しい XML 値または変換によって生成されたテキストのいずれかにな

ります。  

XSL 変換を実行するために、ディレクティブ値に適用される XSL ファイ

ルの場所を指定します。 変換の場所は、サーバから認識できる URL （file、

http など）、またはサーバの CLASSPATH 内のファイル名になります。 変

換が取得され、ディレクティブの新しい値を生成するためにディレク

ティブ値に適用されます。 
 

挿入 

表示または後続の操作に見合った結果を生成するために、別の文字列

内に挿入されるディレクティブの値を定義します。  

挿入場所には $(VALUE)（すべて大文字）を含む任意の文字列を指定で

きます。 ディレクティブ値は $(VALUE) を置換して、フィルタされた結

果を生成します。 たとえば、最初のディレクティブ値が 3 で、挿入文

字列が 1.$(VALUE).export である場合、フィルタされたディレクティブ

値は 1.3.export です。 
 

修飾子 

検出結果を修飾します。 ［ホストはエージェントを使用］修飾子また

は［Alterpoint デバイス］修飾子を選択します。 
 

修飾子パラメータ 

製品が指定した修飾子に適用するパラメータを定義します。 

パーサ詳細 

［構造クラス］または［パーサ］のいずれかを指定します。 対応する

ドロップダウン リストからオプションを選択します。 
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クエリの追加ペイン 

［コンポーネント ブループリント］ウィザードの［クエリの追加］ペイ

ンには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

管理されたサーバ上のデータベースを問い合わせて、（必要に応じて）

出力データから値を抽出するディレクティブを、どのディレクティブ

にするかを定義します。 このディレクティブは、通常、以下の目的で

使用されます。 

■ データベース行から列値を抽出するクエリを実行する。 

■ 管理されたサーバの変更を行うストアド プロシージャまたは値抽

出のためのストアド プロシージャを実行する。 

■ 結果セットを抽出してディレクティブのマクロ ステップに表形式

で表示するクエリを実行する。 

指定される名前はブループリントの executables フォルダ内で一意で

ある必要があります。  

説明 

（オプション）ブループリント項目を説明します。 ブループリント内

のディレクティブ名およびツリー ビュー内のパラメータ名に、ツール

ヒントとして説明が表示されます。 
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クエリ タイプ 

クエリの実行方法とクエリがデータを返すかどうかを製品に指示する

以下のいずれかのクエリ タイプを指定します。 

選択 

クエリはデータを返す SQL の Select ステートメントです。 

挿入 

クエリはデータを返さない SQL の Insert ステートメントです。 

削除 

クエリはデータを返さない SQL の Delete ステートメントです。 

更新 

クエリはデータを返さない SQL の Update ステートメントです。 

その他 

クエリは、データを返さない SQL の alter table ステートメントまた

はその他の DDL ステートメントです。 

ストアド プロシージャ 

クエリ文字列は、データを返すことができるストアド プロシー

ジャを呼び出します。 
 

クエリ 

SQL クエリまたはストアド プロシージャの名前を定義します。 クエリ

構文はデータベース タイプによって異なる可能性があり変数置換が

許可されています。 製品は、クエリまたはストアド プロシージャが検

出した行をすべて返します。 結果セットをフィルタするには、列およ

び正規表現の属性を使用します。  
 

最大行数 

クエリが返す最大行数を定義します。 

デフォルト： 5000 
 

プライマリ列 

返された結果セットの列または列のエイリアスの名前を定義します。 

指定した列の値は、ディレクティブの値として取得されます。 クエリ

が複数の行を返す場合、最初の行の指定列が使用されます。 
 



ファイル構造クラス タブ 
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構造クラス 

パーサが取得する名前/値ペアにメタデータをマップするために使用

されるグループとパラメータの階層コレクションを定義します。  

ノート（編集モードのみ） 

選択したエレメントに関するノートを定義します。 エレメントに関す

るノートの数、または「なし」が、角かっこ内に表示されます。 ドロッ

プダウン リストから、すべてのノートの表示、ノートの追加、または

ノートの表示、更新、削除を行えます。 

■ ［すべてのノートを表示］を選択すると、新しいページにすべて

のノートがリスト表示されます。 テーブルの並べ替え順序を変更

するには、任意のテーブル見出しをクリックします。 

■ ［新しいノート］を選択すると、以下のフィールドが表示されま

す。 

名前 

ノートの名前を定義します。 

テキスト 

ノートのテキストを定義します。 

既存のノートを選択すると、［ノート］フィールドにノートの名前が

表示され、ノートのテキストがその下に表示されます。 選択したノー

トは、更新、削除、またはキャンセルできます。 
 

ファイル構造クラス タブ 

［ファイル構造クラス］タブには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

構造クラスの名前を定義します。 ［ブループリント］リストおよび（［表

示名］を指定しない場合）ツリー ビューに、指定された構造クラス名

が表示されます。 

バージョン 

構造クラスの構造クラス バージョンを定義します。 ［ブループリント］

リストおよび（［表示名］を指定しない場合）ツリー ビューに、指定

されたバージョンが表示されます。  
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表示名 

コンポーネント ツリー ビューに表示されるクラス名が［名前］および

［バージョン］フィールドと異なる場合に、クラス名を定義します。 た

とえば、クラス機能をより正確に表す［表示名］の値を指定できます。 
 

説明 

（オプション）ブループリント項目を説明します。 この説明は、［ブ

ループリント］ツリー ビュー内のクラス名にツールヒントとして表示

されます。 
 

修復ジョブを許可 

変更可能なブループリント エレメントを、修復ジョブで指定したとお

りに変更できるかどうかを指定します。  

デフォルト： はい 

パーサ 

定義されたタイプのファイルに対して使用するパーサを定義します。 

製品には、最も一般的な構成ファイル形式の製品による分析を可能に

する、事前定義済みの Lexical Analyzer（レクサ）およびパーサのライ

ブラリが含まれます。 
 

優先順位タブ 

［優先順位］タブの［グループの追加］および［パラメータの追加］ペイ

ンには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

優先順位グループの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

利用可能なカテゴリ 

グループのカテゴリを指定します。 1 つ以上のカテゴリをダブルク

リックし、それらを［選択されたカテゴリ］列へ移動します。 
 

利用可能なフィルタ 

グループのフィルタを指定します。 1 つ以上のフィルタをダブルク

リックし、それらを［選択されたフィルタ］列へ移動します。 
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ウェイト 

エレメントの相対的な重要度を指定します。  

■ 低 

■ 中 

■ 高 

デフォルト： 中（ウェイトを割り当てていないエレメント） 

データ タイプ 

エレメントのデータ型を指定します（文字列、ブール、整数など）。 
  

有効な値 

データ型の範囲に対する有効なパラメータまたはグループの値を指定

します（整数列挙、整数範囲、文字列列挙など）。 
  

デフォルト値 

固定文字列または 1 つ以上の変数置換を含む文字列を定義します。 実

行時に、値を判定できない場合、未定義値や長さゼロの値の代わりに

デフォルトの値が使用されます。 

コンポーネント ブループリント プラグインがディレクティブ値を設

定できる場合、指定されたデフォルト値でプラグインの値が置換され

ないようにするために、デフォルト値を Cohesion.PLACEHOLDER に設定

できます。  
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表示/非表示 

エレメントおよびエレメントの値を表示するかどうかを指定します。 

値を表示 

エレメント値を表示します。  

値を非表示  

エレメント値の代わりに ******* を表示します。 以下のケースで

は、パラメータを非表示にしてください。 

■ 値が機密である（パスワードなど）。 

■ 値がバイナリである。 

■ 表示するには、値が長すぎる。 

非表示のパラメータは、データベース内で暗号化されています。 UI 

では表示されないか、または参照できません。  

注： 後で値を表示することを決定した場合は、このフィールドのセ

キュリティを保証するために、値を再入力します。 

エレメントを非表示  

パラメータを表示しません。 値を変数置換では使用できるがサー

ビス ツリー ビューには表示されないようにする場合は、［エレメ

ントを非表示］を選択します。  

デフォルト： 値を表示 
   

大文字と小文字の区別 

比較するときに大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。 

デフォルト： 大文字と小文字を区別する 

注： デフォルト（［大文字と小文字を区別する］）オプションでは、

Agent_conf と agent_conf は一致すると見なされません。 ［大文字と小

文字を区別しない］オプションでは、Agent_conf と agent_conf は一致

と見なされます。 
   

解釈方法 

構成パラメータの文字列形式に関するヒント、および関連するコン

ポーネントによるその使用方法を定義します。 解釈されたパラメータ

値は、コンテキスト依存パーサを使用して検査されます。 製品は、パー

サを使用して、複雑なパラメータ文字列から複数のサブ値を抽出でき

ます。  

デフォルト： 空（解釈はありません）。  
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関係キー 

製品が［解釈方法］の値に従って関係を決定し割り当てるかどうかを

指定します。  

関係を確立するには、［解釈方法］の値を設定して、［関係キー］フィー

ルドを ［はい］に設定します。 一部の解釈は関係を定義できません。  

デフォルト： いいえ 
 

関係タイプ 

以下の関係タイプのいずれかを指定します。 

通信する 

アプリケーションとデータベース サーバの関係を確立します。 

管理する 

別のサーバを管理するサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware ESX ホストを管理する VMware vCenter Server 間の関係を

表示するには［管理］を選択します。 

ホストする 

別のサーバをホストするサーバ間の関係を確立します。 たとえば、

VMware 仮想マシンをホストする VMware ESX ホスト間の関係を表

示するには［ホスト］を選択します。 

使用する 

サーバ間の関係を確立します。 
   

解釈済みのサーバ 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット サーバの情

報を定義します。 パラメータを定義するには、変数置換を使用します。 
  

解釈済みのソース インスタンス 

ソース データベース インスタンスまたはアプリケーション インスタ

ンスを定義します。 
  

解釈済みのターゲット インスタンス 

他のコンポーネント パラメータで利用可能なターゲット データベー

ス インスタンスまたはアプリケーション インスタンスを定義します。 

パラメータを定義するには、変数置換を使用します。 
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解釈済みのアプリケーション 

他のパラメータで利用可能なターゲット アプリケーションの情報を

指定します。 パラメータの定義には、変数置換を使用します。 
  

予期される値 

パラメータまたはグループの予期される値を定義します。 
  

値 

ファイル内のグループの一意の値を定義します。 

修飾子の子（［グループの追加］のみ） 

グループ下の修飾子として使用されるパラメータを定義します。 
 

マクロ ページ 

［マクロ］ページには、以下のフィールドが含まれます。 

名前 

マクロの名前を定義します。 

説明 

ブループリント項目を説明します。 
 

フォルダ 

項目の場所を定義します。 
 

診断 

問題を診断するために、製品がマクロを使用するかどうかを指定しま

す。  

デフォルト： いいえ  

読み取り専用 

マクロがターゲット システムを変更できるかどうかを指定します。  

注： 読み取り専用マクロを実行するには、ユーザがサーバまたはサー

ビスの表示権限を持っている必要があります。  

デフォルト： いいえ（マクロはターゲット システムを変更できません）。 
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完了ページ 

このウィザード ページには、以下のフィールドが含まれます。 

このブループリントが他のコンポーネントを持つことを許可 

ブループリントが他のコンポーネントを持つことができるかどうかを

指定します。  

このブループリントが他のコンポーネントにネストすることを許可 

他のコンポーネントがブループリントを含むことができるかどうかを

指定します。 

注： デフォルトでは、［このブループリントが他のコンポーネントを

持つことを許可］および、［このブループリントが他のコンポーネン

トにネストすることを許可］チェックボックスはオンになっています。 
 

このブループリントが名前付きコンポーネントのみを持つことを許可 

ブループリントが名前付きコンポーネントのみを持つことができるか

どうかを指定します。 
 

このブループリントはネストを使用しません  

ブループリントがネストを使用できるかどうかを指定します。 
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リフレッシュ順序 

特定のサーバのすべてのコンポーネントの中で、このコンポーネント

がリフレッシュされる順位を指定します。 製品は、各サーバのコン

ポーネントを順番にリフレッシュし、並行して他のサーバのコンポー

ネントをリフレッシュします。  

各コンポーネントが変数置換に関して相互に依存している場合、リフ

レッシュ順序が重要になります。 たとえば、1 つのコンポーネントが

変数置換の目的で別のコンポーネントのパラメータ値を使用する場合

は、まず、別のコンポーネントがリフレッシュされる必要があります。 

このような場合に［リフレッシュ順序］が指定されていないと、依存

するコンポーネントは最新のリフレッシュで更新されていない値を取

得する可能性があります。 

［リフレッシュ順序］は以下の値を持っています。 1 つのレベル内で

は、保証される特定の順序はありません。   

■ 考慮しない： コンポーネントは、［中期］の順序が設定された場

合と同じように、リフレッシュされます。 

■ 初期化： 初期化に設定されているコンポーネントが、最初にリフ

レッシュされます。 

■ 最初 

■ 初期 

■ 中期 

■ 後期 

■ 最後 

■ クリーンアップ： クリーンアップに設定されているコンポーネン

トが最後にリフレッシュされます。  
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修飾子 

検出された結果を修飾するために、以下のいずれかのオプションを指

定します。  

■ デバイス権限 

■ IIS ネスティング 

■ すべて置換 

■ Sun アプリケーション サーバ ネスト 

■ TIBCO 

■ TIBCO ネスティング 
 

修飾子パラメータ 

選択した修飾子のパラメータを定義します。 
 

最近隣 

コンポーネントが複数のコンポーネントにネストできる場合、（階層

数に関して）最も近いファイル システム ルートを持つコンポーネント

が選択されるかどうかを指定します。 

デフォルト： はい 
 



完了ページ 

 

第 19 章： ディレクティブの概要および作成  623  
 

ネスト先 

コンポーネントが他のコンポーネントにネストするかどうかを判別す

るファイル システム関係を指定します。 

注： ［このブループリントはネストを使用しない］が選択されている

場合、［ネスト先］は不要です。 

子 

ファイル システム ディレクトリ ツリー内でコンポーネントより

上位のファイル システム ルートを持つコンポーネントに、コン

ポーネントがネストするように定義します。  

子または兄弟 

ファイル システム ディレクトリ ツリー内でコンポーネントと同

等または上位のファイル システム ルートを持つコンポーネント

に、コンポーネントがネストするように定義します。 

直接の子 

ファイル システム ディレクトリ ツリー内でコンポーネントより 1 

レベル上位のファイル システム ルートを持つコンポーネントに

のみ、コンポーネントがネストできるように定義します。  

兄弟 

同じファイル システム ルートを持つコンポーネントに、コンポー

ネントがネストするように定義します。 
 

以下にのみネスト 

このページで定義されたネストを使用するブループリントを定義しま

す。 ［利用可能なコンポーネント ブループリント］列のブループリン

トをダブルクリックして、［選択されたコンポーネント ブループリン

ト］列に移動します。 
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ルートからのパス 

このコンポーネントより上位のファイル システム ルートを持つ別の

コンポーネントにのみ、それらの間の正確な相対パスにより、このコ

ンポーネントがネストするように指定します。 一致する特定のネスト

を選択するかまたはファイル システム ディレクトリ ツリー内の正確

な場所にネストを制限するには、このオプションを使用します。  

ルートからの階層数 

このコンポーネントより上位のファイル システム ルートを持つ別の

コンポーネントにのみ、それらの間の正確な階層数により、このコン

ポーネントがネストするように指定します。 一致する特定のネストを

選択するかまたはファイル システム ディレクトリ ツリー内の正確な

階層の深さにネストを制限するには、このオプションを使用します。 
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